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154号・ 169号住居の逍物出土状況
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序

高崎市新保田中町の地域を流れる染谷川の河川改修工事は昭和59年度より始ま

りました。ご承知のようにこの地域は、関越自動車道の建設工事に伴い発掘調査

された新保遺跡に隣接しており、工事着工前から埋蔵文化財発掘調査の必要性が

さけばれていました。関係機関の努力により昭和63年度まで、自然の恵みである

水との戦いの中で、工事と併行して調査が行われました。古墳時代前期の前方後

方形周溝墓をはじめ、同時代の木製品、水田跡、住居跡等貴重な遺構・遺物が記

録保存されました。

記録保存された遺構・遺物等は、平成元年度より 3 年計画で報告書刊行のため

の整理作業を行い、既に成果のまとまった木製品等については、平成元年度に「新

保田中村前遺跡 I 」として報告書を刊行しました。これに次いで今回、住居跡等

の成果がまとまりましたので「新保田中村前遺跡 1I 」の報告書を刊行することに

しました。

発掘調査から報告書刊行まで県土木部河川課、高崎土木事務所、高崎市教育委

員会、県教育委員会文化財保護課、新保田中町区長等には本事業遂行に多大なご

尽力をいただき、また、 5 年間にわたる調査を担当した職員には、酷暑・酷寒の

中、水との戦いの中で、労苦を強いました。これら調査関係者の皆様に衷心より

感謝申し上げたく存じます。

本報告書を上梓するにあたり、本書が本県の歴史を解明する上での資料として、

広く活用されることを願い序とします。

平成 4 年 3 月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小寺弘之





例 言

1.本書は、ー級河川染谷川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 2 分冊『箭楳自笛符籠遺跡 II 』
である。第 1 分冊では、溝や水田・畠といった生産跡を中心として、他に河川跡・井戸を報告した。本書、

第 2 分冊では住居を報告する。続いて、第 3 分冊では墓跡を中心に報告し、最後には調査のまとめとして成

果と今後の課題を述べる予定である。

2. 新保田中村前遺跡は、群馬県高崎市新保田中町字村東42,43番地他、村前233-1,233-2,235番地他、田中

565,566,563-1番地他、稲荷265,267-1,268-1番地他、下り柳 1 -1, 20-1番地他、村北602-1番地他に所在する。

遺跡名は、大字に相当する「新保田中」に、当初の発掘区内で最も広い小字である「村前」を付した。事

業は 5 年間継続しており、繁雑を避けるため遺跡名は一種で通した。

3. 発掘調査は、群馬県土木部河川課の委託により、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4. 調査を実施した期間は次の通りである。

発掘調査

整理作業

第 1 次調査

第 2 次調査

第 3 次調査

第 4 次調査

第 5 次調査

第 1 年次

第 2 年次

第 3 年次

昭和59年10月 1 日～昭和60年12月 28 日

昭和60年 9 月 2 日～昭和61年 3 月 31 日

昭和61年 7 月 1 日～昭和62年 3 月 31 日

昭和62年 5 月 20 日～昭和63年 3 月 26 B 

昭和63年 4 月 7 日～昭和63年12月 28 日

平成元年 6 月 1 日～平成 2 年 3 月 31 日

平成 2 年 6 月 7 日～平成 3 年 3 月 31 日

平成 3 年 5 月 1 日～平成 3 年 9 月 31 日

5. 調査の体制は次の通りである。

事務担当 白石保三郎、邊見長雄、井上唯雄、松本浩一、大沢秋良、上原啓己、神保侑史、定方隆史、住

谷進、徳江紀、巾隆之、国定均、笠原秀樹、須田朋子、小林昌嗣、吉田有光、柳岡良宏、「野

島のぶ江、吉田恵子、吉田笑子、並木綾子、今井もと子、松井美智子、大沢美佐保、大島敬子、

小野沢春美、石田智子、龍崎めぐみ、角田みづほ」（カッコ内事務補助員）

第 1 次調査 石坂茂（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

徳江秀夫（ 同 上

大西雅広（ 同 上

友廣哲也（ 同 上

徳江秀夫（ 同 上

小林裕二（ 同 上

相京建史（

調査担当

第 2 次調査

第 3 次調査

第 4 次調査

小島敦子（

松村和男（

相京建史（

麻生敏隆（

同 上 主任調査研究員）

同
同
同
同

上
上
上
上

調査研究員）

) 

主任調査研究員）

調査研究員）



松村和男（ 同 上

第 5 次調査相京建史（ 同 上 主任調査研究員）

中山茂樹（ 同 上 ) 

小島敦子（ 同 上

6. 本書作成の担当は次の通りである。

編 集 相京建史、小島敦子

本文執箪 石坂茂、徳江秀夫、友廣哲也、小林裕二、松村和男、麻生敏隆、相京建史、小島敦子（なお、

文責は文末に記した。）

遺構写真 石坂茂、徳江秀夫、友廣哲也、小林裕二、松村和男、麻生敏隆、中山茂樹、相京建史、小島敦

子

遺物写真 佐藤元彦（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

金属器・動物遺存体保存処理 関邦ー（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）、小材浩一（（財）群馬県埋

蔵文化財調査事業団整理補助員）

木器・植物遺存体保存処理および実測・樹種同定プレパラート作成 北爪健＝（（財）群馬県埋蔵文化財調

土器・石器・金属器等実測

遺構図面整理

査事業団嘱託）、高橋真樹子、五十嵐由美子、小池縁、関口加津枝（（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団整理補助員）

浅井良子（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団嘱託）、山崎由紀枝、富永セン、

新谷さか江、岩淵フミ子、岸トキ子、萩原光枝、伊東博子、笹尾ヨシ子、

立見美代子、宇佐美征子、（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団整理補助員）

高橋とし子、阿部和子、田中富子、山口淳子、金子ミツ子、狩野芳子、須

田育美（同上）

遺構測贔・図面トレース 株式会社測研

遺物観察土器大西雅広、相京建史、小島敦子

石器麻生敏隆

瓦 大江正行

木器相京建史

金属器相京建史

7. 発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言、ご協力を得た。記して感謝の意を表したい。

（敬称略•五十音順）

新井房夫、鈴木三男、山崎一、新保田中町区長

8. 出土遺物は一括して（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・群馬県埋蔵文化財調査センターが保管している。

9. 以下の方々には、発掘および整理作業に従事していただいた。記して感謝いたします。（敬称略、順不同）

白石典之、赤堀徹（筑波大学大学院生）、松内賢二郎、石鍋敏夫、山田康弘、杉山辰郎（筑波大学学生）、内

木真琴（立正大学卒業生）

青木幹昌、阿部イチェ、阿部キヨ、阿部光喜、阿部多加子、阿部忠治、阿部俊治、阿部裕子、阿部広子、

飯田五郎、入江由美、内田サダ子、岡田有彦、岡田イソ江、岡田和亥、岡田トシ子、岡田ふじ子、岡田美智

子、岡田ヤスノ、荻野桂子、小野里昇久、金井カネ、小柴マツ子、小林千枝子、斎藤文子、桜井裕子、猿谷

林造、反町裕雄、反町ハナ、反町正子、高橋旭、商橋サダエ、高橋たか、高橋トモエ、高橋英敏、高橋マス



ミ、高橋由太郎、田島靖美、田島礼子、堤圭子、富沢喜久司、富沢豊、富所恵子、中村キヌエ、中村銀平、

中村スミエ、中村浩子、中村ふじの、中村義雄、野沢定雄、原口忠治、原沢昭子、原沢純子、原沢伝十郎、

原沢正江、原沢ラク子、深沢王、深沢ハルミ、深沢ヨシ子、松岡英子、松本玲子、矢島キク土、矢島幸一、

矢島サダ子、矢野利子、矢畑清美、湯浅京子、湯浅作次郎、湯浅千鶴子、湯浅ヤス子、湯浅義雄、横沢あさ

子、横沢早苗、横沢テル子、横沢房江、横沢美枝子、吉井信夫、吉田和代（敬称略•五十音順）

凡 例

1.本書の挿図中の北方位は座標北を示す。

2. 本書では新保田中村前遺跡を村前地区と下り柳地区に分けて報告しているが遺構番号は地区毎に付してい

る。したがって両地区に同じ遺構番号がある。遺構を検索する際は地区を柱等で確認のうえ行なう必要があ

る。

3. 本書における遺構番号は、調査時に付されたものをそのまま使用しているため欠番が生じている。

4. 本調査の記録に用いたグリッドは 5m 四方で、北東交点をその呼称としている。

5. 遺構断面図で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。部分的に異なる場合があるが、その際は

その旨凡例を示した。

冒璽地山 に二］ As-B 匿璽'Hr-FA に諷 As-C
なお、テフラについては本文中でも略称を用いた。正式名称と給源および現段階での降下年代は以下の通

りである。

As-B 浅間 B テフラ 浅間山 ll08年

Hr-FA 榛名ニツ岳降下火山灰 榛名山 6 世紀初頭

As-C 浅間 C軽石 浅間山 4 世紀中葉

参考文献

町田洋、新井房夫、小田静夫他「テフラと日本考古学一考古学研究と関係するテフラのカタログ」『古文化

財に関する保存科学と人文・自然科学』 1984

能登 健 1983 群馬県における埋没田畠調査の現状と課題 『群馬県史研究』第17号

坂ロ ー 1986 榛名山ニツ岳起源FA·FP層下の土師器と須恵器 『荒砥北原遺跡』（財）群埋文

6. 本書で使用した遺物の番号は、種類毎の通し番号であり、種類の略号は以下の通りである。平面図に付し

た番号は、遺物実測図に付した番号に対応している。

石器 S 木器 w 金属器 • 土器（略号無し）

7. 遺物実測図中で縮尺の異なるものが併載される場合は、それぞれにスケールを付した。混乱を来すと考え

られるものについては、それを避けるために以下のマークをスケールと遺物に対応するように付している。

なお、 1 : 4 の縮尺は最も多いため繁雑になるのをさけるために以下のマークは最小限にとどめている。

1 : 1 ■ 1 : 2.&. 1 : 3 • 1 : 4 無印か△ 1 : 6 0 1 : 8 □ 



8. 遺物実測図中で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

土器・木器口］ 赤色塗彩

石器 磨り面 スス付着部分

9. 木器は、整理上出土遺構に関係無く、自然木材も含めて通し番号を付している。遺物実測図中で番号の欠

落しているものは、自然木材か図化のできなかったものである。

木器実測図中の断面図の表現は、形状を良好に留どめた部分を測定し、年輪は木口や割れ口で観察できた

ものを投影した。側面図は原則として平面図の右側に展開したが、遺存状態の良い方を表現するように心が

けたため、左側に表現されたものも多い。

10. 遺物写真図版の倍率は、土器・木器は原則として1/3、大型品は1/6に近づけるようにした。石器は、原則

として礫は1/3、剥片石器は1/2、石鏃などの小型のものは1/1 に近づけるようにした。また、部分的に特徴

のある遺物については、近接写真を撮影した。

11.本文は以下のような点に留意して記述した。

住居 位置はその遺構が含まれるグリッドをすべて記載した。規模はカマド付設住居では、カマドを上にして

縦・横を、炉付設住居では炉を奥にして縦・横を設定し、確認面での上場で計測した。深さは確認面か

らの計測である。形状は、方形・長方形・隅丸方形・隅丸長方形にほぽ分類して記載した。重複は重複

する遺構とその新旧関係を述べた。主軸方位は規模の計測と同様の設定で、ほぽ中心軸を想定し、方位

を測定した。埋没土は埋没土の全体的傾向と、特徴的な埋没土について記載した。詳細は挿図中の各遺

構の土層注記を参照されたい。床面は傾斜や凹凸の有無、硬化面の残存状況を記述した。貯蔵穴・周溝．

柱穴・入口施設等の住居施設については、検出された位置・規模·遺存状態を記述した。遺物出土状態

は、住居全体の遺物の出土状態の傾向を記述した。カマドおよび炉はそれぞれの位置と規模を記述し、

遺存状態を述べた。規模の計測は下図の通りである。また、カマドおよび炉に特徴的な遺物の出土状態

は、それを記述した。調査所見では各住居の調査から考えられることがらについて記述した。また、調

査方法や手順についても記述した。

なお、平面図は住居全体およびカマドとも、床面（使用面）と掘り方面の両方を掲載するよう努めた。

図中上位あるいは左側にあるのが、床面の平面図である。

竪穴状遺構 住居とほぼ同様の視点で記述したが、明確に付属施設が確認できたものはなく、記述項目は少な

い。
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4. 106号住居カマド全景（西から） 2. 24号住居貯蔵穴全景（西から）

5. 106号住居掘り方全景（西から） 3. 103号・ 104号住居土層断面（北から）

6. 106号住居カマド掘り方全景（西から） 4. 103号・ 104号住居掘り方全景（西から）

7. 106号住居カマド土層断面（南から） 5. 103号住居カマド全景（西から）

8. 128号住居全景（西から） 6. 103号住居カマド掘り方全景

PL. 25 1. 128号住居カマド掘り方全景（西から） 7. 103号住居遺物出土状態（南から）

2. 128号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 104号住居全景（西から）

3. 135号住居カマド全景（西から） PL. 33 1. 121号住居カマド全景（西から）

4. 135号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 121号住居掘り方全景（西から）

5. 135号住居遺物出上状態（北から） 3. 121号住居カマド掘り方全景（西から）

6. 136号・ 137号・ 135号住居全景（西から） 4. 121号住居全景（東から）

7. 138号・ 136号住居カマド全景（北から） 5. 121号住居掘り方土層断面（東から）

8. 137号住居カマド掘り方全景（西から） 6. 121号住居掘り方全景（西から）

PL. 26 1. 138号・ 136号住居カマド掘り方全景（139号も同じ） 7 124号住居カマド全景（西から）



8. 124号住居カマド遺物出土状態（西から） 5. 16号住居遺物出土状態

PL. 34 1. 124号住居カマド遺物出土状態（西から） 6. 16号住居カマド全景

2. 124号住居掘り方全景（西から） 7. 17号住居全景

3. 124号住居掘り方遺物出土状態（西から） 8. 17号住居カマド掘り方全景

4. 124号住居カマド掘り方全景（西から） PL. 44 1 18号住居全景

5. 124号住居カマド土層断面（南西から） 2. 18号住居カマド掘り方全景

6. 125号住居全景（西から） 3. 21号住居全景

7. 125号住居カマド全景（西から） 4. 21号住居カマド全景

8. 125号住居掘り方全景（西から） 5. 21号住居遺物出土状態

PL. 35 1. 125号住居カマド掘り方土層断面（西から） PL. 45 1. 21号住居遺物出土状態

2. 36号・ 37号住居全景（東から） 2. 21号住居遺物出土状態

3. 36号・ 37号住居据り方全景（東から） PL. 46 1. 23号住居土層断面（南から）

4. 1 号住居土層断面（南から） 2. 23号住居土層断面（東から）

5. 1 号住居遺物出土状態（南から） 3. 23号住居全景（西から）

PL 36 1. 1 号住居全景（西から） 4. 23号住居遺物出土状態

2. 1 号住居遺物出土状態（西から） 5. 23号住居カマド全景（西から）

3. 1 号住居掘り方全景（西から） PL. 47 1. 23号住居カマド掘り方全景（西から）

4 1 号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 23号住居掘り方全景（西から）

5. 1 号住居貯蔵穴全景 3. 26号住居全景（西から）

PL. 37 1. 3 号住居全景（西から） 4. 26号住居土層断面（東から）

2. 3 号住居貯蔵穴全景（西から） 5. 26号住居カマド全景（西から）

3. 3 号住居遺物出土状態（南西から） 6. 26号住居掘り方全景

4. 3 号住居カマド全景（西から） 7. 26号住居カマド揺り方全景（西から）

5. 3 号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 32号住居全景（西から）

6. 4 号住居全景（西から） PL. 48 1. 32号住居カマド全景（南から）

7. 4 号住居全景（東から） 2. 32号住居掘り方全景（南から）

8. 4 号住居カマド全景（西から） 3. 32号住居カマド掘り方全景

PL. 38 1. 4 号住居南土器群出土状態 4. 33号住居全景（西から）

2. 4 号住居南土器群 5. 33号住居掘り方全景（南から）

3. 4 号住居遺物出土状態 6. 40号住居全景（西から）

4. 4 号住居カマド遺物出土状態 7. 40号・ 41号住居全景（西から）

5. 4 号住居南土器群下土坑 8. 41号住居掘り方全景（西から）

6. 4 号住居全景（西から） PL. 49 1. 40号住居カマド全景（西から）

7. 5 号住居カマド全景（南から） 2. 40号住居カマド掘り方全景

8. 5 号住居カマド掘り方全景（南から） 3. 41号住居カマド掘り方全景（西から）

PL. 39 1. 5 号住居全景（南から） 4. 41号住居カマド土層断面（北から）

2. 6 号住居全景（東から） 5. 41号住居カマド土層断面

3. 6 号• 7 号・ 8 号住居全景（南から） 6. 41号住居カマド土層断面

4. 6 号住居カマド全景（西から） 7. 41号住居掘り方全景（西から）

5. 8 号住居カマド全景（西から） 8 41号住居カマド掘り方全景（西から）

PL. 40 1. 8 号住居全景（東から） PL. 50 1. 42号住居全景（東から）

2. 8 号住居カマド掘り方全景（西から） 2. D 区住居群全景

3. 8 号住居遺物出土状態 PL. 51 1. 42号住居． 66号溝土層断面（東から）

4. 9 号住居全景（西から） 2. 42号住居 •66号溝土層断面（南から）

5. 9 号住居カマド全景（西から） 3. 42号住居カマド遺物全景（南から）

PL. 41 1. 9 号住居土層断面 4. 42号住居カマド土層断面（南西から）

2. 9 号住居カマド掘り方全景（西から） 5. 42号住居カマド遺物出土状態

3. 10号住居全景（西から） 6. 42号住居貯蔵穴土層断面（南から）

4. 10号住居カマド全景（西から） 7. 42号住居貯蔵穴遺物出土状態

5. 12号住居全景 8. 42号住居貯蔵穴遺物出土状態（東から）

6. 12号住居カマド全景 PL. 52 1. 42号住居掘り方全景（東から）

7. 12号住居カマド掘り方全景 2 42号住居カマド掘り方全景（南から）

8. 13号住居全景（西から） 3. 42号住居カマド掘り方全景（南から）

PL. 42 1. 13号住居遺物出土状態 4. 42号住居カマド掘り方土層断面（南から）

2. 14号住居全景 5, 43号 •44号住居土層断面

3. 14号住居遺物出土状態 PL. 53 1. 43号・ 44号住居全景（西から）

4. 14号住居遺物出土状態 2. 44号住居北壁上層落ち込み

5. 14号住居遺物出土状態 3. 44号住居土層断面

PL. 43 1. 14号住居カマド掘り方全景 4. 45号． 46号住居東西土層断面（南から）

2. 15号住居全景 5. 45号住居南北土層断面（西から）

3. 15号住居カマド全景 6. 45号住居全景（南から）

4. 16号住居全景 7. 45号住居刀子出土状態全景（南から）



8. 45号住居掘り方全景（南から） 7. 65号住居カマド全景（西から）

PL. 54 1. 46号住居全景（南から） 8. 65号住居全景（西から）

2. 46号住居掘り方全景（南から） PL. 63 1. 78号住居掘り方全景（西から）

3. 46号住居南北土層断面（西から） 2. 78号住居土層断面（西から）

4. 47号住居南北土層断面（西から） 3. 78号住居カマド土層断面（南から）

5. 47号住居全景（西から） 4. 78号住居遺物出土状態（東壁付近）

PL. 55 1. 47号住居カマド全景 5. 78号住居貯蔵穴全景

2. 47号住居カマド掘り方土層断面 6. 78号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 47号住居カマド掘り方全景（西から） 7. 79号住居土層断面（西から）

4 47号住居床下土坑土層断面（南から） 8. 79号住居東カマド土層断面

5. 47号住居掘り方全景（西から） PL. 64 1. 79号住居カマド土層断面

PL. 56 1. 47号住居掘り方土層断面 2. 79号住居カマド掘り方全景（西から）

2. 48号住居全景（東から） 3. 80号住居全景（西から）

3. 48号住居土層断面 4. 80号住居土層断面（南西から）

4. 48号住居掘り方全景（西から） 5. 80号住居カマド全景（西から）

5. 49号住居全景（西から） 6. 80号住居掘り方全景（西から）

6. 48号・ 49号住居全景（東から） 7. 80号住居カマド掘り方全景（西から）

7. 49号住居全景 8. 81号住居掘り方全景（西から）

8. 49号住居土層断面（南から） PL. 65 1 81号住居カマド全景（北から）

PL. 57 1. 49号住居土層断面 2. 81号・ 82号住居全景（西から）

2. 49号住居全景 3. 82号住居掘り方全景（西から）

3. 49号住居遺物出土状態（西から） 4. 86号住居全景（西から）

4. 49号住居遺物出土状態 5. 86号住居カマド付近遺物出土状態（西から）

5. 49号住居カマド全景（西から） 6. 86号住居掘り方全景（西から）

6. 49号住居カマド土層断面 7 89号住居全景

7. 49号住居カマド土層断面 8 89号住居掘り方全景（西から）

8. 49号住居掘り方全景 PL. 66 1. 133号住居カマド掘り方全景

PL. 58 1. 49号住居カマド掘り方全景 2. 108号住居全景

2. 49号住居掘り方土層断面（東西から） 3. 108号住居全景

3. 49号住居掘り方土層断面（南北から） 4. 116号住居全景

4. 50号住居南北土層断面（西から） 5. 118号住居全景（西から）

5. 50号住居東西土層断面（南から） 6. 141号住居掘り方全景（西から）

6. 50号住居全景（西から） 7. 141号住居カマド全景（西から）

7. 50号住居カマド全景（西から） 8. 141号住居掘り方全景（西から）

8. 50号住居貯蔵穴土層断面（西から） PL. 67 1. 141号住居全景（西から）

PL. 59 1. 50号住居掘り方全景（西から） 2. 142号住居全景（西から）

2. 50号住居カマド掘り方全景（西から） 3. 142号住居カマド全景（西から）

3. 51号住居全景（西から） 4. 142号住居カマド掘り方全景（西から）

4. 51号住居南北土層断面（西から） 5. 144号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 51号住居東西土層断面（南から） PL. 68 1. 144号住居カマド掘り方全景（西から）

6. 51号住居遺物出土状態（西から） 2. 144号住居全景（西から）

7. 51号住居遺物出土状態（西北から） 3. 141号～ 145号住居全景（西から）

8. 51号住居掘り方全景（西から） 4. 下り柳地区 1 号住居全景（西から）

PL. 60 1. 51号住居カマド掘り方全景（西から） 5. 下り柳地区 1 号住居遺物出土状態（西から）

2. 52号住居土層断面（南から） PL. 69 1.下り柳地区 1 号住居遺物出土状態（西から）

3. 52号住居全景（西から） 2. 下り柳地区 1 号住居カマド土層断面（南西から）

4. 52号住居土層断面（西から） 3. 下り柳地区 1 号住居カマド土層断面（北東から）

5. 52号住居耳環出土状態（北西から） 4. 下り柳地区 1 号住居掘り方全景（西から）

PL. 61 1 52号住居カマド全景（西から） 5. 下り柳地区 1 号住居貯蔵穴土層断面（南から）

2. 52号住居掘り方全景（西から） 6. 下り柳地区 1 号住居貯蔵穴土層断面（西から）

3. 53号住居南北土層断面（東から） 7. 下り柳地区 1 号住居カマド全景（西から）

4. 53号住居全景（東から） 8. 下り柳地区 1 号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 58号住居全景（西から） PL. 70 1. 下り柳地区 1 号住居掘り方及び西側ピット（西から）

6. 58号住居全景（南から） 2. 下り柳地区 2 号住居全景（北西から）

7. 59号住居全景（南から） 3. 下り柳地区 2 号住居カマド掘り方全景

8. 60号住居全景（西から） 4. 下り柳地区 2 号住居全景（北から）

PL. 62 1. 60号住居土層断面（東から） 5. 2 号住居全景

2. 61号住居全景（西から） PL. 71 1. 2 号住居遺物出土状態

3. 61号住居掘り方全景（北から） 2. 2 号住居遺物出土状態

4. 62号住居全景（西から） 3. 2 号住居炉全景

5. 62号住居カマド全景（西から） 4. 2 号住居炉全景

6. 62号住居カマド掘り方全景（西から） 5. 19号住居全景（南から）



PL. 72 1. 19号住居遺物出土状態

2. 19号住居遺物出土状態

3. 19号住居遺物出土状態

4. 19号住居遺物出土状態

5. 20号住居全景（西から）

PL. 73 1. 20号住居全景（西から）

2. 20号住居遺物出土状態

3. 20号住居遺物出土状態

4. 20号住居遺物出土状態

5. 20号住居炭化材出土状態

P L. 74 1. 20号住居炭化材出土状態

2. 20号住居遺物出土状態

3. 20号住居炭化材出土状態

4. 20号住居遺物出土状態

5. 93号住居全景（東から）

PL. 75 1. 93号 •94号住居全景（東から）

2. 93号住居炉全景（東から）

3. 94号住居炉全景（東から）

4. 93号 •94号住居全景（西から）

5. 98号住居全景（南東から）

PL. 76 1. 99号住居全景（西から）

2. 99号住居遺物出土状態（西から）

PL. 77 1. 99号住居全景（西から）

2. 99号住居遺物出土状態

3. 99号住居炉全景（北から）

4. 99号住居貯蔵穴 1 遺物出土状態

5. 99号住居貯蔵穴 2 遺物出土状態

PL. 78 1. 147号住居上層遺物出土状態全景（西から）

2. 147号住居土層断面（手前） 148号住居上層遺物出土状

態（西から）

3. 148号住居全景（西から）

4. 148号住居貯蔵穴土層断面（東から）

5. 148号住居台付甕型土器出土状態（東から）

P L. 79 1. 147号・ 148号住居全景（西から）

2. 148号住居掘り方全景（西から）

PL. 80 1. 149号住居全景

2. 149号住居掘り方全景

PL. 81 1. 149号住居掘り方全景

2. 149号住居炉土層断面

3. 150号住居全景及び南北土層断面

4. 151号住居全景

5. 151号住居全景

6. 151号住居周辺遺構検出作業

7. 151号住居焼土 1

8. 151号住居焼土 l

PL. 82 1. 151号住居焼土 2

2. 152号住居全景（東から）

3. 152号住居全景（西から）

4. 152号住居土層断面（東から）

5. 152号住居土層断面（南から）

6. 153号住居全景（西から）

7. 153号住居全景（西から）

8. 153号住居遺物出土状態

PL. 83 1. 153号住居掘り方全景

2. 153号住居遺物出土状態

3. 153号住居臼玉出土状態

4. 153号住居炉全景

5. 153号住居炉土層断面

PL. 84 1. 153号住居南壁寄り

2. 153号住居貯蔵穴遺物出土状態

3. 154号住居東西土層断面

4. 154号住居全景

5. 154号住居遺物出土状態

6. 154号住居遺物出土状態

7. 154号住居ピソト 16遺物出土状態

8. 154号住居貯蔵穴土層断面

PL. 85 1. 154号・ 169号住居全景

2. 169号住居全景

PL. 86 1. 169号住居全景

2. 169号住居遺物出土状態

3. 169号住居遺物出土状態

4. 169号住居炉 1 土層断面

5. 169号住居炉 l 全景

PL. 87 1. 169号住居炉 2 土層断面

2. 169号住居炉 2 全景

3. 169号住居炉 3 土層断面

4. 169号住居炉 3 全景

5. 155号住居全景

6. 155号住居全景

7. 155号住居遺物出土状態

8. 155号住居炉全景

PL. 88 1. 155号住居貯蔵穴土層断面

2. 156号住居全景

3. 156号住居全景

4. 156号住居遺物出土状態

5. 156号住居ピソト 礎板出土状態

6. 157号住居東西土層断面

7. 157号住居炉土層断面

8. 157号住居炉全景

PL. 89 1. 157号住居全景（西から）

2. 157号住居全景（西から）

PL. 90 1. 157号住居貯蔵穴全景

2. 157号住居遺物出土状態

3. 157号住居遺物出土状態

4. 165号住居全景

5. 165号住居全景

6. 158号住居全景（南から）

7. 158号住居全景（東から）

8. 158号住居遺物出土状態

P L. 91 1. 158号住居炉全景

2. 158号住居炉土層断面

3. 158号住居炉土層断面

4. 159号住居全景

5. 159号住居土層断面

6. 159号住居全景

7. 159号住居遺物出土状態

8. 160号住居床下土層断面（南から）

PL. 92 1. 160号住居全景（南西から）

2. 160号住居炉土層断面（南西から）

3. 160号住居全娯（西から）

4. 161号住居全景（西から）

5. 162号・ 163号住居土層断面

PL. 93 l. 162号・ 163号・ 164号住居全景（西から）

2. 162号・ 163号・ 164号住居全景（西から）

3. 166号住居全景（西から）

4. 166号住居勾玉出土状態（南から）

5. 166号住居遺物出土状態（西から）

PL. 94 1. 166号住居全景（西から）

2. 166号住居炉 1 全景（南から）

3. 166号住居炉 l 土層断面（南東から）

4. 166号住居炉 l 土層断面（北西から）

5. 166号住居炉 2 全景（南から）

P L. 95 1. 166号住居炉 2 土層断面（南西から）

2. 166号住居炉 2 土層断面



3. 166号住居炉 3 全景（南から）

4. 166号住居炉 3 土層断面（南西から）

5. 166号住居炉 3 土層断面（北東から）

6. 166号住居炉 4 全景（南から）

7. 166号住居炉 4 土層断面（南西から）

8. 166号住居炉 4 土層断面（北東から）

PL. 96 1. 166号住居炉 5 土層断面（南西から）

2. 166号住居炉 5 土層断面（北東から）

3. 166号住居炉 6 土層断面（南西から）

4. 166号住居炉 6 土層断面（北東から）

5. 166号住居炉 5 全景（南から）

6. 166号住居炉 6 全景（南から）

7. 166号住居炉土層断面（南から）

8. 166号・ 167号住居土層断面（西から）

P L. 97 1. 166号・ 167号住居土層断面（南から）

2. 167号住居床下自然埋積谷断面（南東から）

3. 166号・ 167号・ 177号住居周辺の住居分布

4. 168号住居遺物出士状態（南から）

5. 168号住居炉全景（南から）

PL. 98 1. 168号住居全景（西から）

2. 168号住居全景（西から）

PL. 99 1. 168号住居炉土層断面（北から）

2. 171号住居東西土層断面（南から）

3. 171号住居全景（西から）

4. 171A号住居遺物出土状態（西から）

5. 171A号住居遺物出土状態（西から）

PL.100 1. 171A号住居遺物出土状態（西から）

2. 171A号住居遺物出土状態（西から）

3. 171A号住居南北土層断面（西から）

4. 171A号住居ピソト 5 柱根

5. 171A号住居ピット 4 礎板出土状態（南西から）

6. 171A号住居ピット 4 礎板出土状態

7. 171B号住居炉 1 全景（西から）

8. 171B号住居炉 1 土層断面（南西から）

P L.101 1. 171 B号住居全景（西から）

2. 171 B号住居全景（西から）

PL.102 1. 171B号住居炉 1 土層断面

2. 171B号住居炉 2 土層断面（南西から）

3. 171 B号住居炉 2 土層断面（北東から）

4. 171B号住居炉掘り方全景（北から）

5. 171B号住居 ピソト土層断面（西から）

6. 171B号住居ビソト 10礎板出土状態（南西から）

7. 172号住居全景（西から）

8. 172号住居東西土層断面（南から）

PL.103 1. 172号住居南北土層断面（西から）

2. 172号住居全景（西から）

3. 172号住居遺物出土状態（北から）

4. 172号住居遺物出土状態（北から）

5. 172号住居遺物出上状態（南東から）

6. 172号住居遺物出土状態（南から）

7. 172号住居遺物出土状態（南東から）

8. 172号住居ピソト 1 土層断面（南から）

PL.104 1. 172号住居ピット 2 • 3 土層断面（南から）

2. 172号住居ピット 4 • 17土層断面（南から）

3. 172号住居ピット 4 土層断面（南から）

4. 172号住居ピノト 5 土層断面（南から）

5. 172号住居ピノト 7 土層断面（南から）

6. 172号住居ピソト 8 土層断面（南から）

7. 172号住居ピソト 9 土層断面（南から）

8. 172号住居炉土層断面（北西から）

P L. 105 1. 172号住居炉土層断面（北東から）

2. 172号住居炉ピット 12土層断面（北から）

3. 172号住居炉全景（西から）

4. 172号住居炭化材出土状態（西から）

5. 173A号住居全景（北から）

PL.106 1. 173A号． B号住居全景（南から）

2. 弥生時代住居群の調査

PL.107 1. 173A号• B号住居全景（西から）

2. 173B号住居遺物出土状態

3. 173B号住居ビット 7 礎板出土状態

4. 173B号住居ピット 7 土層断面

5. 173A号住居炉全景

6. 173A号住居土層断面

7. 173 B号住居炉土層断面

8. 174号住居全景

PL.108 1. 174号住居炉土層断面

2. 174号住居貯蔵穴土層断面

3. 175号住居南北土層断面（東から）

4. 175号住居東西土層断面（南から）

5. 175号住居全景（西から）

P L.109 1. 175号住居炉 l 土層断面（南から）

2. 175号住居炉 l 土層断面（西から）

3. 175号住居炉 2 土層断面（北東から）

4. 175号住居炉 2 土層断面（南西から）

5. 175号住居ピソト 1 土層断面（南から）

6. 175号住居ピソト 2 土層断面（南から）

7. 175号住居ビソト 3 土層断面（南から）

8. 175号住居ピット 4 土層断面（南から）

PL.llO 1. 175号住居ピット 6 土層断面（南から）

2. 175号住居ピット 10土層断面（南から）

3. 175号住居ピット ll土層断面（南から）

4. 175号住居ピット 12土層断面（南から）

5. 176号住居全景（西から）

6. 176号住居ピット 1 土層断面

7. 177号住居南北土層断面（西から）

8. 177号住居遺物出土状態（南から）

P L. 111 1. 177号住居全景（西から）

2. 177号住居炉全景（南から）

3. 177号住居炉全景（北東から）

4. 177号住居炉全景（西から）

5. 177号住居炉土層断面（北から）

P L. ll2 1. 177号住居炉土層断面

2. 177号住居炉掘り方全景（西から）

3. 177号住居ピット 1 土層断面（南から）

4. 177号住居ビット 2 土層断面（南から）

5. 177号住居ビソト 3 土層断面（南から）

6. 177号住居貯蔵穴土層断面（北から）

7. 177号住居貯蔵穴全景（南から）

8. 178号住居土層断面（南から）

P L. 113 1. 178号住居全景（西から）

2. 178号住居全景（西から）

PL. ll4 1. 1 号竪穴状遺構全景（東から）

2. 1 号竪穴状遺構土層断面（南から）

3. 1 号竪穴状遺構土層断面（西から）

4. 2 号竪穴状遺構全景（東から）

5. 3 号・ 4 号竪穴状遺構土層断面（東から）

6. 3 号・ 4 号竪穴状遺構全景（西から）

7. 下り柳地区 1 号竪穴状遺構全景（西から）

8. 下り柳地区 2 号竪穴状遺構全景（西から）

P L. 115 30 • 31 • 35号住居の出土遺物

P L. ll6 35 • 63 • 64号住居の出土遺物

PL.ll7 64号住居の出土遺物

P L. ll8 64 • 66 • 36 • 55 • 39 • 57 • 56号住居の出土遺物

P L.119 143 • 145 • 68号住居の出土遺物



PL.120 68 • 71 • 73 • 74号住居の出土遺物

P L.121 74 • 83 • 88 • 84 • 90号住居の出土遺物

P L.122 90 • 75 • 76 • 77号住居の出士遺物

P L.123 76 • 24 • 103号住居の出土遺物

PL.124 103 • 104 • 101 • 134 • 105 • 112 • 113号住居の出土遺物

P L.125 114 • 112 • 129 • 128号住居の出土遺物

P L.126 112 • 128 • 106 • 136 • 135号住居の出土遺物

PL.127 136 • 137 • 138 • 100 • 115号住居の出土遺物

P L.128 115 • 119 • 132 • 120 • 102 • 107号住居の出土遺物

P L.129 102 • 107 • 109 • 110号住居の出土遺物

P L.130 107 • 110 • 127号住居の出土遺物

PL.131 110 • 121 • 124 • 125号住居の出土遺物

PL.132 1 • 3 号住居の出土遺物

PL.133 3 • 4 号住居の出土遺物

P L. 134 4 • 5 • 6 号住居の出土遺物

P L.135 6 • 7 • 8 号住居の出土遺物

PL.136 8 • 9 号住居の出土遺物

PL.137 9 号住居の出土遺物

P L. 138 10 • 13 • 14号住居の出土遺物

PL.139 14·16·15·17·18号住居の出土遺物

P L.140 18 • 21号住居の出土遺物

P L.141 21 • 23号住居の出土遺物

P L. 142 23 • 26 • 40 • 32 • 41号住居の出土遺物

P L.143 41 • 42号住居の出土遺物

P L.144 44 • 45 • 47 • 48 • 49 • 50号住居の出土遺物

PL.145 50·51·52号住居の出土遺物

P L.146 59 • 53 • 52 • 61 • 62 • 65 • 67 • 78 • 79 • 80号住居の出土

遺物

P L.147 79 • 81 • 82 • 86号住居の出土遺物

P L.148 116 • 118 • 141 • 142 ・下り柳 1 • 2 号住居の出土遺物

P L.149 2 • 19 • 20号住居の出土遺物

P L. 150 20 • 93号住居の出土遺物

P L.151 93 • 94 • 99号住居の出土遺物

P L.152 99 • 147 • 148 • 149号住居の出土遺物

PL.153 149 • 151 • 152 • 153号住居の出土遺物

P L.154 153 • 154号住居の出土遺物

PL.155 154号住居の出土遺物

P L.156 154 • 169号住居の出土遺物

PL.157 169 • 155 • 156号住居の出土遺物

P L.158 156 • 157号住居の出土遺物

P L. 159 157 • 165 • 158号住居の出土遺物

PL.160 158 • 159 • 160 • 161 • 162 • 163号住居の出土遺物

PL.161 162 • 163 • 164 • 166 • 167号住居の出士遺物

P L.162 167 • 168 • 171 A号住居の出土遺物

PL.163 171A·l71B号住居の出土遺物

PL.164 171A • 171B号住居の出土遺物

PL.165 171B·l72号住居の出土遺物

PL.166 173A • 173B • 174 • 175号住居の出土遺物

P L. 167 175 • 176 • 177号住居の出土遺物

PL.168 177·178号住居の出土遺物 竪穴状遺構・ピットの出土

遺物



1 概要

第 8 章住居の調査

1. 概 要

本遺跡では、居住に関わると考えられる遺構とし

て竪穴住居・竪穴状遺構・焼土跡が検出された。

竪穴住居は、村前地区で158軒、下り柳地区で 2 軒、

合計160軒が検出されたが、これらの住居の時期は

出土土器から弥生時代から平安時代にわたると考え

られる。このうち、下り柳地区の 2 軒の住居は平安

時代のもので、浅間 B 軽石下の水田が検出されな

かった、やや高まった地点 (L • M-26~28グリッ

ド）に単独で位置していた。両者とも規模や施設が

近似し、時期的にも同様の住居である。

村前地区では、弥生時代中期後半から平安時代中

頃にかけての住居が、間に榛名山の火山堆積物を挟

んで重層的に検出された。 6 世紀の榛名山の火山災

害を含む多様な地形改変と土地利用の変遷の中で、

住居がつくられていく様子が看取できた。調査では、

6 世紀に厚く堆積した洪水堆積物の上面 (II 面）で

112軒、その上層の風成暗褐色土中位(I面）で 7

軒の住居を検出した。これらはすべてカマド付設住

居である。 I 面を確認できたのはQ ~V-49~54 グ

リッド周辺の限られた地区で、その他の地区では II

面まで耕作が及んでおり、 II 面で遺構確認をおこ

なった。 II 面では、第 2 次調査区 I 区を除く発掘区の

ほぽ全域で住居が分布していた。住居の分布は第 1

次調査区では 1 号住居のみであったが、第 4 • 5 次

調査区では著しく重複した状態で検出された。調査

は困難ではあったが、住居の床面の把握や、出土遺物

の帰属などに留意して調査を進めた。本章では、こ

の重複関係を示すため、重複住居群を設定し、個別報

告の前に重複遺構の全体像を説明する形を採った。（

カマド付設住居のなかで古いのは21号・ 36号・ 42

号住居等で、今回の調査範囲の中で火山災害後最も

早く掘り込まれた竪穴住居である。災害以前に水田

であった地点が、大量の洪水堆積物により自然堤防

化し、少なくとも 6 世紀後半頃には居住域に変化し

ていたことがわかる。その後、カマド付設住居は継

続してつくられ、調査でも平安時代を中心に多くの

小型住居が検出された。 101号住居からは、完形の

須恵器羽釜形土器も出土している。

洪水堆積物とその下層に薄く積もった榛名ニッ岳

降下火山灰の直下面 (IIl 面）では、住居は検出され

なかったが、火山灰下の水田耕作土を掘り下げると、

古墳時代前期の土器が出土し始め、耕作土下の砂層

上面 (W面）で弥生時代中期後半から古墳時代前期

の住居が検出された。これらはすべで炉が付設され

た住居である。この時期の住居の分布は大きく I.

J -22~28 グリッド周辺と、Q • 2 B -52~65 グ

リッド周辺のニカ所に分かれる。その間には同時期

の周溝墓群や農具が出土した水路（77号・ 86号溝等）

があり、墓域をともなった農耕集落の景観を推定さ

せる。

弥生時代中期後半の住居は 6 軒で、多くは隅丸長

方形を呈する。弥生住居後期の住居は19軒で、小判

形あるいは隅丸長方形を呈する。長軸 8~9m の大

型の住居を 3 軒検出した。また、 3 軒の住居の柱穴

から柱根や礎板が出土した。古墳時代前期の住居は

14軒で、ほぽ隅丸正方形を呈し、一隅に方形の貯蔵

穴を施設した住居が多い。

竪穴状遺構は、カマドや炉が付設されておらず積

極的に竪穴住居といえないが、方形の掘り込みがみ

られるもので、村前地区で 4 基、下り柳地区で 3 基

検出された。

焼土跡は焼土のみが検出されるもので、村前地区

のW面（古墳時代前期）上層で、 19カ所が点在して

いた。これらは 1Il 面 (Hr-FA 直下• 6 世紀初頭）

で検出された水田造成にともなって破壊された住居

の炉の可能性もあり、本章で報告した。 （小島）
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第 8 章住居の調査

2. カマド付設住居

(1) 村前地区の重複する住居

重複群A

重複群A は、 P~R-50~52グリッドに展開する。

30号・ 31号・ 35号・ 63号・ 64号 •66号の 6 軒の住居

と 57号・ 61号溝が重複している。

61号溝は、 64号住居以外の住居の床面を壊して掘

り込まれており、これらの遺構の中では最も新しい

遺構である。

30号住居は、この61号溝に南東隅を破壊されてい

る。本住居の硬化した床面は57号溝の西側と東側の

た。出土遺物からは57号溝が30号住居より先行する

と考えられる。

63号住居は土層断面から、 31号・ 35号住居に後出

する住居である。 63号住居のカマドはちょうど31号

住居のカマドに重なって検出された。 31号 •63号住

居の下層には古墳時代前期のものと考えられる 77号

溝があり、間には 1 ~2m程の土層の堆積があるに

もかかわらず、本住居の床面にも溝の埋没土の圧縮

によると考えられる凹地が形成されていた。 31号・

35号住居の新旧関係は土層観察からは不明である。

66号住居は確認できた壁高は浅い。その北東隅の

床面を破壊して31号住居が掘り込まれており、 66号

住居は31号住居に先行する住居である。

南壁付近のみが顕著に残っていたのみで、大半は住 64号住居は、その西南部の床面を壊して31号 •63

居埋没途中に床面下まで掘り込まれており、須恵器 号住居のカマドが作られている。また、土層断面か

が一括して廃棄されていた。この掘り込みは57号溝 らも 63号住居に先行することが確認できた。 64号住

より後出する。また、 57号溝と 30号住居の直接の新 居の床面も 77号溝の影響を受けた凹地ができてお

旧関係は土層堆積からは読み取ることができなかっ ！忍り、土層堆積は湾曲している。 （小島）
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第 8 章住居の調査

30号住居

A層 細白色軽石・焼土粒・黄色土粒・幼黒色土粒を含む茶褐色

土。

B層 黒褐色土粒と黄褐色土粒の混土。

31号住居

1 層 焼土粒・黄色シルト・細白色軽石を少量を含む、やや砂質

の黄褐色土。

2 層 焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色土。やや砂質。

3 層 直径 3~5 cm の黄色砂壌土（地山）小プロソク及び同粒子を

含み、焼土粒・炭化物粒を混じる茶褐色土。

4 層 黄灰色砂壌土プロソク

5 層黄褐色シルト

6 層 焼土粒・炭化物粒を多く含む茶褐色土。

7 層 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を多く含む茶褐色土。

8 層 直径 2 ~3 cm の焼土小プロノクを多量に含む茶褐色土。

10層 黒褐色土粒を斑状に混じる灰褐色土シルト質土。

11層 焼土粒・炭化物粒を含む10層。

12層灰白色砂壌土

13層 黄白色土粒•黒色土粒を多最に含む灰褐色土。

14層黄白褐色土

61号溝

1 層 白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を多く含む灰褐色土。

2 層 直径 1 ~2 cm の黄色土小プロックを含む黄褐色土。

3 層 直径 1 ~2 cm の地山の幼黒色粘質土小プロソクと黄色土粒

を含む茶褐色土。

4 層 直径 3 ~5 cm の地山の幼黒色粘質土ブロックと直径 1 ~ 

2 cmの黄色土小プロックと茶褐色土の混土。

5 層 黄褐色土粒・（地山）の直径 1 ~2 cmの幼黒色土小ブロソク

を多量に含む黄褐色土。やや粘質。

6 層 細白色軽石と黒色土プロソクを多量に含む灰褐色土。

7 層 細白色軽石を含む白色土。

8 層 1 層に似るが、軽石・黄色土粒の最が多い。

63号住居

1 層 細白色軽石を多量に含み、焼土粒を混じる。水田土壌にみ

られるマンガン集積のような、黒褐色の斑状集積がある。

2 層 炭化物粒・焼土粒・白色軽石を含み、直径 2 ~3 cm の黄色

土プロックを混じる灰褐色土。

3 層 白色軽石を少量混じる灰色シルト質土。

4 層 炭化物・灰をプロック状に含む。焼土粒を含む灰褐色土。

5 層 炭化物粒・白色軽石を含む灰白褐色土。

6 層 黄色砂壌土プロック

7 層 炭化物を含む灰色シルト質土。

64号住居

l 層黄灰白色土 直径 2 cm ほどの角閃石安山岩をわずかに

含み、小粒子を全体に含む。固い。

2 層褐色土 直径0.5mm以下の角閃石安山岩を全体に

含む。

3 層暗褐色土 角閃石安山岩を全体に含む。直径0.5mm

の小粒が主で、 lOc碕当たり 1 個混入する。

4 層暗褐色土

5 層黄白色土 灰白色砂質土。

6 層 灰白色砂質土層 炭を少量、白色粘性土を若干含む。しま

りは悪い。

30号住居図3·4 、 PLlｷ2ｷ 115表p .3

位置 Q • R -50 • 51 グリッド

規模縦3. 72m 横3.94m 深0.12m

形状隅丸方形

重複 16号住居 •61号溝に先行し、 57号溝に後出す

る。本住居埋没途中に、須恵器の大形破片が廃棄さ

れた土坑が掘り込まれている。

西壁方位 N-7 ー-E 

埋没土 細かい白色軽石・焼土粒・黄色土粒・黒色

土粒で埋まっている。

床面 57号溝の東側は床面が残存しており、掘り込

んだ面をそのまま床面としている。 57号溝以東は住

居廃絶後の土器廃棄坑が床面まで達しており、床面

は南壁付近の一部を除いて残存していない。 57号溝

の西側に残存していた床面は硬化していた。

貯蔵穴 検出されていない。

周溝 57号溝の西側には北・西・南壁ともに周溝が

検出されたが、東側は土器廃棄坑によって壊された

ものとみられ検出されなかった。

柱穴 57号溝以西では床面で 2 本、以東では土器廃

棄坑を掘りきった段階で 2 本、計 4 本の主柱穴が検

出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.24m 0.22m 0.24m 

p 2 0.32m 0.22m 0.18m 

p 3 0.26m 0.24m 0.52m 

p 4 0.34m 0.22m 0.4 m 

p 5 0.34m 0.22m 0.03m 

P 6 0.34m 0.3 m 0.06m 

掘り方 住居の構造としての掘り方はない。

遺物出土状態 住居に伴うと考えられる床面直上出

土の遺物はない。 910の土師器杯形土器は埋没土中

の出土である。 911 • 916 • 917 は本住居廃絶後に掘

り込まれたと考えられる揺り込みに廃棄された須恵

器であり、 912 • 913 • 914の土師器は須恵器が出土

した地点からは離れているが、土層からは須恵器に

伴うと考えられる。なお、 915の須恵器高杯形土器

は他の須恵器と同様に遺物取り上げをおこなった

4
 



が、出土層位は、住居や土器廃棄坑に先行する 57号

溝に含まれると考えている。

カマド 検出されなかった。

調査所見 調査時には、 57号溝の西側と東側は床面

の状況の違いから、別の住居と考えていた。しかし、

地山面まで下げたところ、 57号溝西側で検出できた

2 本の柱穴に対応する主柱穴だけが東側に検出され

2 カマド付設住居

た。また、遺構の平面形も 2 軒の住居とするには整っ

ていることから、 1 軒の住居と考えることとした。

しかし、東西の床面の状況は著しく異なっている。

また、須恵器の大形破片の集中も他の住居の遺物出

土状態に比べて際立っており、東側は住居廃絶後、

埋没途中で土器廃棄坑が掘り込まれ、床面まで破壊

されたものと考えたい。 （小島）
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第 8 章住居の調査
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図 4 30号住居および須恵器廃棄坑出土遺物

911 

31 号住居図5~8、 PL2·3· 115表p .3

位置 P • Q-50 • 51 グリッド

規模縦3.58m 横3.85m 深0.24m

形状長方形

重複 63号住居． 61号溝に先行し、 66号住居に後出

する。

主軸方位 N-80ー -E 

埋没土 大部分は、焼土粒・炭化物粒などの混入す

る砂質の褐色土で埋まっているが、壁付近には灰褐

色でシルト質の土が堆積している。

床面 住居内の東部分の床面は硬化していた。特に

カマドの周辺は固くしまっていた。南西部は硬化し

た床面は検出できず、貯蔵穴とも考えられる楕円形

の落ち込みが検出された。また、本住居の北半部は

下層に掘られている 77号溝の埋没土が沈下した凹地

にあたり、床面もその影響を受けて北方向に沈んで

貯蔵穴 カマド右脇に直径0.6m 、深さ 0.25m のほ

ぽ円形を呈する貯蔵穴が検出された。内部からはカ

マドの土製支脚（923) と土師器甕形土器 (919) が出土

し、西側の床面にも土師器甕形土器 (918) が出土し

ている。また、床面の精査時に、住居南西隅から長

径1. 2m 、短径0.7m 、深さ0.12m の楕円形の落ち込

みを検出した。性格は不明である。

周溝検出されていない。

柱穴床面でも掘り方底面でも柱穴と考えられる

ピットは検出されなかった。

掘り方 カマドを除いて顕著な掘り方は検出されな

いる。

かった。

遺物出土状態 カマド右脇の貯蔵穴から土製支脚

(923) 、土師器甕形土器（919) が底面から数cm浮いた

状態で出土した。上師器甕形土器 (918) はカマド右

袖前からほぽ床面直上で出土した。図示した920 、

921の土師器杯形土器は床面から 7 ~11cm浮いて出

6
 



2 カマド付設住居
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d
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31号住居貯蔵穴

1 層 白色軽石を含む茶褐色土。

2 層 黄色土粒を含む灰色粘質土。白

色軽石を少最含む。

3 層 白色軽石を含まない。黄色土粒

を含む灰色土。やや砂質。

図 5 31 号住居

土した。 922の土師器杯形土器は埋没土中からの出

土である。その他破片の出土はあまり多くない。

カマド

位置東壁ほぽ中央

規模全長1. 35m 屋外長0.8m

最大幅l.lm 焚き口幅0.65m

遺存状態 燃焼面は灰が残り、焼土化した崩落土が

堆積していた。燃焼部の壁は部分的に赤化している

が、 63号住居のカマドの堆積を地山としているため、

不明確な部分も多い。

遺物出土状態 カマド内の遺物の出土はほとんど無

いが、煙道部の先端に土師器甕形土器の破片が出土

している。

調査所見 本住居の床面は、下層の77号溝の影響を

受けて沈んでおり、床面の検出は 2 度にわたってい

る。写真も 2 度に分けて撮影しており、合成した床

面の平面図とは異なっている。また、カマドは、先

<

/

 

3
d
s陶

66号住居

゜
I : 60 4m 

行する 63号住居のカマドとほぼ90度の方向で重複し

ており、カマド検出作業も困難であった。当初、カ

マドの長軸がややずれた形で燃焼部の検出を開始し

たのでカマドの土層断面図は最良の位置で実測する

ことができなかった。 （小島）

ロ
923 

1 : 4 20cm 

図 6 31 号住居出土遺物（ 1)
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第 8 章住居の調査

63号住居カマド

1 層 焼土を多鼠に含み、灰色軽石・炭化物

粒を混じる茶褐色土。

2 層灰層

息

l

o

 

K
P
A
、

、3
d
x

3
d
x
 

ー、
奇
ャ

、3
d
x

ニ：

k
ｭ

冒
約
x

KPB KPB' 

瓢
L=95.50m 

0 1 : 30 lm 

KPD 

KPE 

L=95.50m 
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L=95.50m 

KPD' 31号住居カマド掘り方

1 層 灰褐色砂質土（地山）層と灰白色粘性土プロソクを多く含む

茶褐色土。

l'層 l 層に近いが、焼土の粒子・極少凪の炭を含む。

2 層 黒色土を少最含む灰白色粘土層。

3 層 黒色土粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色土。若干、全体に赤

みを帯びる。

4 層 炭・焼土粒子を多量に含む暗茶褐色土。しまりは悪い。

5 層灰層。炭を多く含む。

6 層 灰白色砂質土を含む暗茶褐色土。しまりは悪い。

7 層 灰と焼土を多最に含む青灰色土。

8 層 焼土プロックを少誠含む茶褐色土。

9 層 灰を多く、焼土を極少最含む暗褐色土。

10層 灰をかなり多量に含み、焼土プロックを少量含む青灰褐色

土。

11層 青灰色を呈する灰層。炭・焼土粒子を含む。

31号住居カマド 1 層 炭化物粒・白色軽石を含む茶褐色土。やや砂質。

2 層 白色軽石・黄色土粒を含む黄褐色土。

3 層 焼土と炭化物。

4 層 灰白褐色粘土

5 層焼土

6 層 焼土粒を含む黄褐色士。

7 層灰層

8 層 炭化物粒を多く含む灰褐色土。

9 層 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色粘土。

10層焼土

図 8 31 号住居出土遺物 (2)

図 7 31 号住居カマド

~2 三三

｀二。

゜ 1 : 4 20cm 
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35号住居図9 ・ 10、 PL3 • 115 • 116表P.4

位濫 P-50グリッド

規模縦2.8+ am 横2.3+ am 深0.12m

形状 方形を呈すると考えられるが、後出する遺構

によって破壊されている部分が多く、詳細は不明で

ある。

重複 61号溝． 63号住居に先行し、 32号住居に後出

する。

主軸方位 N-17ー -E 

埋没土 下層は白色軽石・焼土粒を含む灰色砂質

土、上層は細かい白色軽石を含む黄灰褐色砂質土で

埋まっている。

床面 顕著な硬化面は検出されなかった。後出する

63号住居との境は明瞭な段差はない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 カマドを中心に床面から 2 ~5  cm ほど掘り

込んでいる。

遺物出土状態 遺物の出土は少ない。カマド内から

炉°入
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35号住居

63号住居

重SPA'

2 カマド付設住居

土師器杯形土器（928) 、敲石（ S383) 、カマド構築材

と考えられる切り石 (S 382) が出土している。

カマド

位置北壁東端

規模全長0.53m 屋外長0.51m

最大幅0.52m 焚き口幅0.52m

遺存状態使用面の深さは確認面から 6 ~8 cm ほど

で焼けて硬化しだ燃焼部の壁はほとんど検出されな

かった。掘り方は使用面から 10~15cm ほど掘り込ん

でおり、焚き口部には 3 個の小ピットがある。また、

右袖部には S 382が据えられていたピットが検出さ

れ、カマドの構造の一部と考えられる。

遺物出土状態 前述した S382の他に、 928の土師器

杯形土器がカマドの先端部使用面直上で出土してい

る。埋没土中の土器もあまり多くなく、瓦 (929) と

須恵器椀形土器 (930) が図示し得たにすぎない。

調査所見 本住居の残存状態は、あまり良好ではな

ぃ。遺物も、確実に住居に伴うものはカマドから出

土したもののみである。 （小島）

:`: ＼こ三。
fー零祐，•l掘＿ } 

゜
1 : 4 20cm 

35号住居 1 層 細白色軽石を含む黄灰褐色砂質土。

2 層 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む灰色砂質土。

SPA SPA' . 
61号溝 l 層 細白色軽石・黄色土粒・直径 1 cmの黒色小プロソクを含む

灰褐色土。しまりがあり、固い。

2 層 白色軽石・黄色土粒を多益に含む灰色砂質士。

3 層 挟雑物をほとんど含まない灰色砂質土。

4 層 白色軽石を少最含む灰白色砂質土。

5 層 白色軽石・直径 3~8 cm の黄色砂壌土プロックを含む灰色

砂質土。

6 層 鉄分凝集の強い茶灰色砂質土。

7 層 黄色砂壌土粒・直径 3 ~5 cm の Hr-FA 層プロック・白色

軽石・直径 1 cmの黒色粘質土小プロックと、灰褐色砂質土

の滉土。

゜ 1 : 60 2m 

L=95.70m 図 9 35号住居と出土遺物 (1)

, 
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Ì 
KPB KPB' 

瓢
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x
 

35号住居カマド

1 層 白色軽石・炭化物粒・少量の焼土粒を含む

茶褐色土。しまりがあり、固い。

。 1 : 30 1 m 

S382 

| 

( 

゜
S383 

゜
1 : 4 20cm 

1

0

1

 
929 

゜ 1 : 30 10cm 

図10 35号住居カマドと出土遺物 (2)
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63号住居図11 • 12 、 PL4·5· 116表p .4

位置 P • Q-50 • P -51 グリッド

規模縦3.05m 横3.0m 深0.13m

形状方形

重複 61号溝に先行し、 31号・ 35号・ 64号住居に後

出する。

主軸方位 N-163ー -W 

埋没土 上層は白色軽石・炭化物粒・焼土粒を含む

黒褐色土や灰褐色土で埋没しており、下層の床面上

には白色軽石や焼土粒を含む灰色シルト質土が堆積

している。

床面 カマド付近を中心に硬化面が形成されてい

る。本住居の床面も下層の77号溝の影響によって、

南半分が20cm ほど沈降している。

2 カマド付設住居

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 顕著な掘り方は検出されていない。

遺物出土状態 カマド燃焼部やカマド前の床面直上

で多量の土器が出土している。また、東壁中央の壁

際で床面から、 1044の土師器杯形土器が1.5cm ほど

浮いた状態で出土している。

カマド

位置南壁中央やや西側

規模全長1.2m 屋外長1. 15m

最大幅0.9m 焚き口幅0.39m

遺存状態 本住居のカマドは遺存状態が良く、使用

面の灰層も 5 ~10cm ほどの厚さで残っている。崩落

~42 

こ二43
可44

疇ロニ
ご至ニニニご―ふ
¥ I # 

1049 

図11 63号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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冒

31号住居
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固
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KPC KPC' 

L=95.50m 

KPD KPD' 

63号住居カマド

1 層 炭化物をその下面に、層としてもつ焼土粒を含む灰褐色土。

2 層 炭化物粒を少絋含む灰褐色土。

3 層 白色軽石を少量含む灰褐色土。

4 層 炭化物を多最に含み、焼土粒を少量混じる灰褐色粘質土。

5 層 直径 3 cmの焼土小プロックを含む灰色土。

6 層 焼土小プロソクを多羹に含む灰褐色土。

7 層 灰と焼土と灰褐色土の混土。 8 層 青灰色の灰層。

9 層 黄白色の灰層。遺物を多数出土する。 10層 焼土層

11層 炭化物（灰層）を含む黒色土。 11'層 炭化物が上位にあり、下部は灰白色である。
12層 暗灰白色土（砂質土） 13層 黄褐色土（白色土粒子を含む）。
14層 炭化物・焼土・灰層を含む。

15層 カマドの袖。暗灰白色土・榛名山起源の軽石を含む。

16層 炭化物・焼土・灰を含む。

17層 焼土が混じる灰白色土層（焼土はわずかである）。

17'層 17層より焼土が少ない（焼土は微量である）。

L=95.50m 
図12 63号住居

゜ 1 : 30 1 m 

12 



した天井郎や壁部の焼土も、燃焼部に 5~8 cm の厚

さで堆積していた。焚き口部には燃焼面から 37cm ほ

ど掘り込まれたほぽ円形の掘り方が検出された。ま

た袖の基部には土師器甕形土器が倒立状態で施設さ

れていたが、その下部にも直径30cm ほどのピットが

掘り込まれていた。

遺物出土状態 カマドの燃焼部には多くの土器が出

土したが、ほとんどは袖に施設された土師器甕形土

器 (1045 • 1046) の破片である。また、燃焼部前面

中央付近からは1048の土師器甕形土器が使用面直上

で出土している。また、 1042 • 1043の土師器杯形土

器は燃焼部上方の右壁際で使用面から数cm浮いた形

で出土している。これらの土器は出土状態から確実

に本住居に伴うものと判断できる。

調査所見 本住居も下層の77号溝の影響によって床

面が水平でなく、床面の検出は困難であった。また

本住居のカマドは、先行する 31号住居のカマドとほ

とんど重複していたが、確認面ではその重複関係が

認識できずに先行する 31号住居のカマドを掘り始め

てしまった。したがって本住居のカマドの燃焼部右

壁を背面から据ることになったが、辛うじて残すこ

とができた。 （小島）

64号住居図13~16 、 PL5·6· 116~118、表P.5·6

位置 0 • P -50 • 51 グリッド

規模縦（4.2m) 横 (5.1 m) 深0.4m

形状長方形

重複 31号． 63号住居に先行する。

北壁方位 N-5ｰ-W 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む褐色土・暗褐色土

で埋没している。床面直上には黄白色の砂質土が

数cm堆積していた。

床面 あまり顕著な硬化面は検出されなかった。本

住居も下層の77号溝の影響で、南半分の床面が15~

20cm沈降している。

2 カマド付設住居

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 床面では検出されなかったが、掘り方面で北

東隅、南西隅に不定形な周溝が検出された。幅は下

場で 4~11cm、深さは床面から 2 cm程度である。

柱穴 主柱穴は検出されなかったが、北壁から 1 m 

ほどのところに壁に平行して 2 個の小ピットが検出

された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.14m 0.12m 0.14m 

P 2 0.18m 0.12m 0.20m 

P 3 0.24m 0.20m 0.06m 掘り方検出

掘り方顕著な掘り方は検出されなかった。堀り方

面で住居西南部に直径25cm、深さ 6 cmの小ピットが

検出された。

遺物出土状態 遺物は、図示した須恵器蓋形土器

(1050) を除いて破片がほとんどである。この須恵

器は住居北東部の床面直上で出土した。また、本住

居の床面には長さ 15cm ほどの細長い礫が24個出土し

ているのが特徴的である。これらの礫は住居南西部

に集中して出土している。

カマド 確認し得た住居壁には検出されなかった。

調査所見 本住居も下層の77号溝の影響によって床

面が沈降しており、床面の検出は困難であった。特

に南壁付近の埋没土の堆積が乱れており直立した通

有の壁ではなく、図13A-A' 土層断面のように斜

めに立ち上がる状態であった。また、本住居では24

個の棒状礫が集中して出土している。従来このよう

な出土状態の礫は組み物の重りに使われていたと考

えられていることが多い。しかし、本住居出土の礫

には敲打痕や磨り面のあるものがあり、用途を 1 つ

に限定できないと思われる。 （小島）
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2 カマド付設住居
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第 8 章住居の調査

66号住居因17~19 、 PL6· 118、表P.6

位置 P • Q -51 グリッド

規模縦3.35m 横2.70m 深0.25m

形状 隅丸方形。東壁やや南側にあるカマドの北側

は、南側より 0.8m ほど外側に掘られており、壁が

張り出した状態になっている。

主軸方位 W-95ー -N 

重複 31号住居に先行する。

埋没土 榛名山起派の軽石を含む茶褐色土・灰茶褐

色土で埋没している。壁寄りの床面上層には炭化物

を主とする暗黒褐色土が堆積している。

床面 北側を中心にやや硬化した面が確認された。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 全体には 1 ~2  cm の厚さで黒色土ブロック

や軽石を含む灰褐色土が、掘り方を埋めて床面をつ

くっている。また、住居南西部には長さ1.8m 、幅

1. 2m 、深さ 3 ~6 cm の不定楕円形の掘り込みがあ

り土師器杯形土器が出土している。

遺物出土状態 床面に近い遺物は20片ほどが全体に

虐―52

31号住居

三

゜ 1 : 60 4m 

散在する。図示した土師器杯形土器 (1058 • 1059) 

は、それぞれ床面および床下（掘り方）土坑出土遺

物の破片が接合したものである。

カマド

位置東壁南端

規模全長0.63m 屋外長0.50m

最大幅0.96m 焚き口幅0.46m

遺存状態 本住居のカマドの遺存状態は良くない。

焼けだ燃焼部の壁や灰層の明確な残存は見られな

かった。またカマド右袖右側には灰と焼土粒を含む

茶褐色土が堆積しており、掘り方面には直径18cm ほ

どの小ピットも検出された。これは旧カマドの痕跡

と考えられる。新しいカマドは掘り方に黒色土ブ

ロックを含む黄褐色粘質土の袖を置き、灰褐色土で

埋めて燃焼面をつくつている。右袖は崩落が激しく、

高さ 5 cm ほどしか残っていない。

遺物出土状態 カマド内では破片が若干出土してい

るが、図示できるものはなかった。右袖上層には礫

が出土しているが、住居に伴うとは考えられない。

調査所見 カマド北側の張り出しは、拡張によるも

のか当初のものかは明らかにできなかった。（小島）

昇―52

重と□尋竺QI
31号住居

¥..---EPA¥ I \ \ 1059 / /EPA' 

61号溝

EPA EPA' 

贔
L=95.60m 

図17 66号住居
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2 カマド付設住居
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L=95.60m 

1 層 焼土粒を多贔に含む灰褐色土。

2 層 黄色土粒・白色軽石・炭化物粒を含む、やや粘質の灰褐色土。

3 層 焼土粒を含む灰。

4 層 焼土粒・黒色土粒・白色軽石を多量に含む茶褐色土。

5 層 炭化物粒子・白色軽石を含む灰褐色土。灰白色砂質土（地山）プロックを少誠含む。

6 層 黄褐色砂質土（地山）プロックを多く含む灰褐色土。白色軽石を少量含む。

7 層炭化物。

8 層 黄褐色土地山プロック、及び灰白色地山プロソク（砂質土）に黒色土プロソクが混じる。

9 層 黒褐色土に、若干の灰白色砂質土ブロックと少最の白色粘性土を含む。

10層 黒色土プロック・黄褐色粘性土プロソク・白色軽石を含む暗茶褐色土。

10'層 10層よりも明る＜、やや粘性をもつ。混じりも少ない。

11層 白色粘性土・灰白色砂質土を含む暗褐色土。

12層 黄褐色土と灰白色砂質土に若干の暗褐色土が滉じる。

0 1 : 30 1 m 

図18 66号住居カマド

こ十三57 ここ二58

｀こ~9
゜

1 : 4 20cm 

図19 66号住居出土遺物
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第 8 章住居の調査

重複群 N

X ~Z  -63 • 64 グリッドに展開する。 36号・ 37

号・ 38号・ 39号の 4 軒の住居と、 55号・ 53号溝、 31

号井戸、 33号・ 34号土坑が重複する。住居群は55号・

53号溝． 31号井戸に先行する遺構で、床面や壁が一

部確認できていないところがある。

土層断面A-A' およびC-C' から、 36号住居は

39号・ 38号住居に後出することがわかる。また、土

層断面B-B' から 37号住居は36号住居に後出する。

また、 33号・ 34号土坑のうち、 34号土坑は36号住居

に先行することが土層断面から確認できている。 33

号土坑は未確認であるが、遺構の形態や規模が33号

土坑と酷似していることから同様の新旧関係と考え

られる。 （小島）

l‘

—— 

53号溝

6号住居カマド柚
(/) 

SPc 

半―64 Y—雰

38号住居

贋
‘---

全
`` 65 I 

36号住居

1 層 細白色軽石を多筵に含み、焼土粒・黄色シルト質土粒を含

む、やや粘質の灰褐色土。

2 層 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色土。白色軽石を含まない。

3 層黒色砂質土

4 層 2 層に、黄白色粘質土プロ・ノクを混じる。

5 層 黄色シルト質上粒を含む灰色粘土。

6 層 炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色土。

7 層 黒色粘質土粒・炭化物粒・黄色粘土粒を混じる茶褐色土。

37号住居

a 層 多最の焼土粒と白色軽石を含む粘質の茶褐色土。

b 層 a 層に、直径0.5~1 cm の黄色粘質土小プロソクを含む。

c 層 焼土粒・黄色シルト質土粒を含む灰褐色土。

38号住居

A層 少贔の白色軽石と灰色及び黄色シルト質土・焼土粒を含む

茶褐色土。

B層 焼士粒・黄色シルト質土粒を含む茶褐色土。

B'層 貼床。黄色粘土・黄色シルト質土プロソク・灰褐色土の混

土。

C 層 焼土粒・白色粘土粒を多晟に含む灰褐色土。

39号住居

1 層 黄色シルト質土粒・少量の細白色軽石を含む茶褐色土。

Y国— 2 層 黄色シルト質土粒・少量の焼土粒を含む茶褐色土。

゜ 1 : 100 
r 
.:im 

39号住居

SPA I i / 36号住居 I? i, S_f!,.' 

• I 
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36号住居図21~23、 PL35· 118表P.6

位置 Y • Z -63 • 64グリッド

規模縦6.50m 横6.50m 深0.20m

形状 隅丸正方形

重複 37号住居． 53号 •55号溝に先行し、 38号・ 39

号住居． 33号・ 34号土坑に後出する。

主軸方位 N-0 ー-E 

埋没土 上層は細かい白色軽石を多量に含み、焼土

粒・黄色シルト質土粒を含むやや粘質の灰褐色土で

埋まっていた。下層は焼土粒・炭化物粒を含む灰褐

色土で埋没していた。

床面 床面全体に硬化面が検出された。東壁沿いに

は幅0.6~0.7m 、深さ 15~18cmの帯状の落ち込みが

2.2m ほど検出され、西側の床面は途切れていた。

貯蔵穴北壁中央やや東側に長径0.77m 、短径

0.6m 、深さ O.lm の楕円形の土坑が検出されている。

貯蔵穴とするにはやや小規模であるが、カマドの右

脇という位置からすると貯蔵穴の可能性があろう。

周溝 53号溝に壊されていた北壁と、先行する 38号

住居と重複する東壁の一部を除いて、周溝が検出さ

れた。周溝の規模は下幅15~18cm、床面からの深さ

3 ~8 cm ほどである。 55号溝に壊されていた南西壁

では55号溝の法面に周溝下部を検出している。

柱穴 床面ではp 5~P 15の小ピットを検出し、主

柱穴p 1~P4 と小ピット P16~P 19は掘り方面で

確認した。このうち P 19は39号住居カマドの掘り方

のピットとも考えられる。

2 カマド付設住居

Pll 0.45m 0.32m 0.28m 

P 12 0.45m 0.38m 0.05m 

P 13 0.22m 0.20m 0.23m 

P 14 0.39m 0.26m 0.21m 

P 15 0.35m 0.33m 0.20m 

P 16 0.42m 0.33m 0.30m 

P 17 0.19m 0.18m 0.10m 

P 18 0.44m 0.42m 0.05m 

Pl9 0.64m 0.41m 0.15m 

掘り方住居北東部・南西部が 3~5 cm掘り込まれ

ている他、住居中央部から南東隅にかけて土坑状に

数箇所掘り込まれている。このうち定形的な床下土

坑 1 は、長径1. 39m 、短径1. 20m の楕円形で、床面

からの深さは0.10m である。

遺物出土状態 遺物の量は比較的多かったが、床面

直上から出土している遺物は少ない。北壁中央のカ

マドと考えられる部分や、南西隅周辺に集中傾向が

ある。図示した土器のうち土師器甕形土器 (933)

は後述するカマドの灰面上で出土している。他はい

ずれも埋没土中の出土である。

カマド 北壁ほぼ中央部の壁際に、焼土粒を含んだ

褐色土塊と灰が床面に堆積している地点が検出され

た。 53号溝に壊されており、全体の構造は明確に確

認できなかったが、カマドの痕跡と考えられる。

調査所見 東壁沿いの帯状の落ち込みは、本住居の

床面の顕著な硬化面が途切れていたことや平面形か

ら考えると、先行する38号住居の西壁から南西隅を

柱穴No 長径 短径 深さ 備考 掘ってしまった可能性が大きい。なお、この落ち込

p 1 0.49m 0.45m 

p 2 0.70m 0.55m 

p 3 0.48m 0.35m 

P4 0.28m 0.25m 

p 5 0.31m 0.24m 

p 6 0.35m 0.29m 

p 7 0.38m 0.31m 

p 8 0.26m 0.25m 

p 9 0.21m 0.15m 

PlO 0.22m 0.17m 

0.23m 

0.37m 

0.47m 

0.47m 柱痕の規模

0.16m 

0.10m 

0.09m 

0.24m 

0.12m 

0.15m 

み内に分布する遺物はいずれも本住居床面レベルよ

りも高い遺物であり、本住居に帰属する。 （小島）

39号住居図21 ・ 23·24 、 PL118、表P.6

位置 Y-64 • 65グリッド

規模縦（3.3) +am 横（2.36) +am 深0.07m

形状 隅丸方形と推定されるが、西壁の一部と南西

隅が確認できただけであるので詳細は不明である。

重複 36号住居に先行する。
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2 カマド付設住居

主軸方位 N-3ｰ-W 

埋没土 上層は細かい白色軽石・黄色シルト質土粒

を含む茶褐色土、下層は少量の焼土粒・黄色シルト

質土粒を含む茶褐色土で埋まっていた。

床面 顕著な硬化面は検出されなかった。

貯蔵穴調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方 本住居の据り方は36号住居の掘り方よりも

深く掘られており、北壁の周辺を中心に床面から 8

~10cm掘り下げられている。この北壁中央部に凸部

があり、カマドの掘り方と考えられる。

遺物出土状態 出土遺物は多くない。土師器杯形土

器の破片等が出土しているが、ほとんど床面から浮

いて出土している。また、北東壁際床面直上で敲石

(S 384) が出土している。

カマド 調査できた範囲では燃焼面は検出されな

かった。前述したように掘り方の北壁中央の凸部が

カマド掘り方の可能性がある。

調査所見 重複部分が多く、住居の詳細は明確でな

い （小島）

、口18/

37号住居図25· 26 、 PL35、表P.7

位置 Y • Z -63グリッド

規模縦1. 64+ am 横2.66m 深Q .18m

形状 隅丸方形と推定されるが、北半分を53号溝に

壊されているため、全体像は不明である。

重複 53号溝に先行し、 36号住居に後出する。

主軸方位 N-2ｰ-W 

埋没土 上層は多量の焼土粒と白色軽石・黄色粘土

小ブロックを含む茶褐色土で埋まっていた。下層に

は焼土粒と黄色シルト質土粒を含む灰褐色土が堆積

していた。

床面 あまり顕著な硬化面は検出できなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 床面精査時に南壁中央部の壁際でp 1 を検出

したが、柱穴かどうかは確定的ではない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.28m 0.15m O.llm 

掘り方掘り方はない。掘り込んだ面を直接床面と

している。

遺物出土状態 遺物の出土はあまり多くない。土師

器破片が中心である。図示した 2 点はいずれも床面

から浮いて出土したものである。

カマド調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 小型の住居である。重複遺構によって壊

されている部分が多く、得られだ情報は少ない。

（小島）

ロロロニ三ミ
936 

口
S384 ゜

1 : 4 20cm 

図25 37号住居出土遺物
゜

1 : 4 20cm 

図24 39号住居出土遺物
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第 8 章住居の調査
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図26 37号住居

38号住居図27

位置 X • Y-63 • 64 グリッド

規模縦4.15+ am 横3.25+ am 深0.13m

形状 隅丸方形と推定される。平面形が確実にとら

えられたのは南壁の一部のみであり、推定の域を出

ないが、後述するように36号住居東壁沿いの床面で

検出したラインを本住居の西壁としたい。

重複 36号住居． 53号溝 •31号井戸に先行する。

推定西壁方位 N-3ｰ-W 

埋没土 上層は少量の白色軽石と、灰黄色シルト質

土・焼土粒を含む茶褐色土で埋まっていた。壁際に

ば焼土粒・黄色シルト質土粒を含む茶褐色土が堆積

していた。

床面 住居中央部を中心に貼床が施されている。貼

床は黄色粘土・黄色シルトのブロックと灰褐色土の

混土で作られていた。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴床面で 2 本の主柱穴 (P 1 • P 2) と 3 本の

小ピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 75m 0.54m 0.21 m 

P 2 0. 58 m O. 58 m O. 48 m 

26 

閾
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>

゜
1 : 60 4m 

P 3 0.33m 0.28m 0.13m 

P 4 0.33m 0.29m 0.08m 

P 5 0.49m 0.38m 0.07m 

掘り方 西壁から南西隅にかけての壁際が床面から

5 ~8 cm掘り込まれている。

遺物出土状態 出土遺物はきわめて少ない。図示可

能な遺物は無かった。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 本住居の西壁は36号住居で壊されてお

り、検出できなかった。しかし、 36号住居に重複し

ている部分の掘り方面で、 36号住居の東壁沿いに帯

状の落ち込みが確認できており、これが本住居の西

壁周辺の平面形である可能性が高い。なお、この落

ち込み内に分布する遺物はいずれも 36号住居床面レ

ベルよりも高い遺物であり、本住居のみのではない。

（小島）
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第 8 章住居の調査

重複群 B

重複群B は、 V • W-59~61 、 X-60グリッドに

展開する。 6 軒の住居と、 8 基の土坑が存在する。

住居は重複関係の新しい順に145号住居→146号住

居→143号住居→56号住居、同一地点において重複

関係の新しい順に55号住居→56号住居→57号住居

と、平面形および土層の観察による各住居の切り合

いに基づいて判断された結果である。 56号住居は

143号住居と 55号住居により切られているが、 55号

住居と 143号住居の直接の重複関係はない。 145号住

居は 4 軒の住居を切っている。北壁に 146号住居、

東壁に143号住居、東壁および南壁に56号住居、南

壁および西壁の一部に57号住居が切られている。 V

~X-59 • 60 、 Y-58~2A グリッドには幅約 4m

の現農道がある。農道部分は工事工程や耕作の関係

から、期間を遅らせて調査を行った。この付近の土

層堆積状況は、遺構確認面までが浅く、特に東と北

が浅く、西の低地に向かい徐々に深くなる。このた

め現農道の下ではかえって遺構が保護されており、

道路をはずれ、畑地になる 146号住居と 143号住居の

北壁側と 65号土坑では、遺構の一部分が耕作による

攪乱などにより未検出であった。道路部分により 56

号住居と 57号住居は同一年度に調査を行うことがで

きず、複数年かけて調査を行ったため住居の遺構全

景写真は撮影できず、年度ごとの部分写真となり、

理解しにくい写真となった。 （小島）

［
、
一

号土坑

57号住居

55~57号住居

I 層表土層（耕作土）

II 層黄褐色土 直径 1 cm前後の軽石・角閃石が、 10c碕

あたり 3 ~ 5 個混入しているが、一定した混入では

ない。直径 2 ~3 mmの小さな軽石は全体的に混入す

る。水分を早く蒸発する。

Ill 層 褐色土 1I 層と同様に軽石を含む。水分を含ん

でいる。

芋―61
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, 56号住居 I 11 

SPA 

55号住居

N層 暗褐色土 水分を含み、粘性がある。軽石は希に

入り込む程度であり、直径 l cm ほどのものが主であ

る。所々に Hr-FA プロックが入る。

v層 暗灰白色土砂質である。鉄分を含み、斑点状の酸化バク

テリアの根跡がある。住居跡壁の流入土と考えられる。

VI層 暗褐色土 床面の土である。わずかに凹凸と堅さが観察

できる。 Hr-FA 期の洪水堆積物のプロックが混入してい
る。

VI_ 1 層 暗褐色土 W層よりも茶色が濃く、 Hr-FA プロックが

混入する。

vn層 茶褐色土 Hr-FA プロックが流れ込むように入ってい
る。わずかに粘性がある。

珊層 暗茶褐色土直径0.5cm の軽石を全体に含み、直径10cm の
軽石を 10個位含む。

IX層 暗茶褐色土直径 1 ~2 cm の軽石がまばらに入る。 Hr-FA

プロックが不均ーに混人する。砂質。

x層 暗黄褐色土 FA 期の洪水堆積物の流入土。

SPA' 
i 

Il / '  
w 
冗

rr-m 

38号土坑

茶褐色士層 （軽石を含む） 砂質である。住居跡を切る。

L=95.80m 

図28 重複群 B
゜

1 : 100 
r 
Jm 
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2 カマド付設住居

56号住居 I
SPB I 

M 

55号住居 ISPB' s成 38号住居 I 55号住居 SPC' 

57号住居
56号住居

| 

I 57号住居，

143号住居 56号住居

麟143号住居
4 層暗褐色土 榛名山起源の軽石を多量に含む。黄褐色土

を少量含む。 2 層に比べて暗く、黄褐色土

の含まれる最も少ない。焼土粒子・炭化物

粒子を少量含む。

5 層 暗灰褐色土 黄褐色土プロックを少量含む (4 層よりや

や多いが、 2 層よりも少ない）。焼土プ

ロソクを少量含む。榛名山起源の軽石をや

や多く含む。

6 層 暗灰色土 焼土粒子・炭化物粒子を微誠含む。粘性が

強く、しまりも良い。

9 層暗褐色土 白色軽石（榛名山起源の軽石）をわずかに含

む。焼土粒をわずかに含む。

57号住居

10層 暗褐色土 白色軽石（榛名山起源の軽石）をわずかに含む。

焼土粒を少益含む。黒色灰・黒色炭化物をわず

かに含む。暗黄褐色土ブロックをわずかに含む。

56号住居

20層 暗赤褐色土焼土粒子を少最含む。 (9 層に近い）

21層 暗褐色土 Hr-FA プロックをわずかに含む。白色粒子

を少最含む。

22層 暗褐色砂質土暗黄褐色砂を少量含む。

SPG I 145号住居
I 143号住居

SPF I 146号住居

7 層 暗褐色砂質土

8 層暗褐色土

146号住居

11層暗灰褐色土

12層 暗灰褐色土

13層暗灰褐色土

14層暗褐色土

15層暗褐色土

16層 暗灰褐色土

I 57号住居
145号住居 ISPF' 

18 

145号住居

1 層暗褐色土 榛名山起源の軽石を多誠に含む。黄褐色土
プロソク及び同粒子を少量含む。炭化物粒

子・焼土粒子を微温含む。やや砂質。
2 層 暗灰褐色土 黄褐色土プロック及び同粒子を多量に含む。

焼土粒子・炭化物粒子をやや多めに含む。
榛名山起源の軽石を多く含む。 1 層よりも
粘性は強い。

白色軽石（榛名山起源の軽石）を少量含む。
3 層に類似する。

白色軽石（榛名山起源の軽石）をわずかに含
む。暗黄褐色土プロソクを少最含む。

黄褐色土プロックをわずかに含む。灰褐色

土を多量に含む。

白色軽石をわずかに含む。灰褐色粘性土プ

ロックを少贔含む。

白色軽石をわずかに含む (12層より多め）。

灰褐色粘性土プロックを少最含む (12層よ

り少なめ）。

白色土粒子を少量含む。やや砂質。

白色軽石（榛名山起源の軽石）．灰褐色粘性

土プロックを少量含む。

黄褐色砂質士・灰褐色粘性土プロソクを少
祉含む。

57号住居

19層 暗灰褐色土 Hr-FA プロックを少量含む。 FA 期の洪水

堆積物（暗灰色粘性土）を少誠含む。

g SPG' 

゜
1 : 60 4m 

図29 重複群 B の土層断面
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第 8 章住居の調査

55号住居図30、 PL7· 118、表P.7

位置 V•W-60·61 グリッド

規模縦3.6m 横2.3+ am 深0.45m

形状 隅丸方形と考えられる。

重複 38号土坑に先行する。 56号・ 57号住居に後出

する。

北壁方位 N-102ー -E 

埋没土 上層は褐色土層、中層から下層にかけては

暗茶褐色土層である。いずれの土層にも角閃石安山

岩が含まれている。

床面貼床が施されている。南壁に沿い、東西方向

に約 1 m の幅で床面が高い。床面の高さは 4 ~6  cm 

である。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 床面は平坦な状況を呈すが、北壁下の一部

はわずかに床下に掘り方をもつ。深さは約 5 cmであ

る。掘り方の落ち込みは東側の調査区外へ伸びてい

る。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。本住居床面上

15cm ほどのところから出土した土師器杯形土器は形

状を保っている。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 南北方向の土層観察用のベルトでは、明

瞭に56号住居の埋没土を本住居の埋没土が切ってい

ることから、 56号住居との重複関係は本住居が新し

いことを証明している。 （相京）
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56号住居図31~33 、 PL7 • 118 、表p.7 

位置 V • W-60グリッド

規模縦4.90m 横3.10m 深0.6m

形状隅丸長方形

重複 55号・ 57号・ 143号・ 145号住居と切り合って

おり、 55号・ 143号・ 145号住居に先行する。

主軸方位 N-175ー -E 

埋没土 暗褐色土が流れ込むように堆積している。

西壁は57号住居の東部分を切り込んでいることか

ら、 57号住居よりも新しいことがわかる。また、東

側は調査区外となるが、土層によると新しい落ち込

みにより掘り込み面が壊されている可能性が強い。

床面 貼床が施されている。全体に均一化した固さ

であるが、しっかりした床面である。西に向かいわ

ずかに傾斜している。

貯蔵穴北東隅に長軸0.7m 、短軸 0.53m 、深さ

0.08m の不定形な落ち込みが検出された。貯蔵穴と

考えられる。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方で柱穴が検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ

2 カマド付設住居

P 1 0.25m 0.18m 0.08m 

掘り方 床面にもぐるような出土位置の土器もある

が、掘り方を明瞭にとらえられる状態ではない。

遺物出土状態 カマド付近のピット内より上師器杯

形土器が床面から出土している他、埋没土中からも

数点の遺物の出土がある。

カマド

位置南壁東隅付近

規模全長l.Om 屋外長0.32m

最大幅0.95m 焚き口幅0.6m

遺存状態 カマドは全体につぶれて崩壊状態で検出

された。カマド左袖付近は55号住居によって切られ

ている。カマド本来の形状はとどめていない。

遺物出土状態 カマド内から土師器の甕形土器が出

土している。

調査所見 重複が激しく、不明瞭な部分が多い。

56号住居北東部は掘り込み面部分が二段になってお

り、遺物の出土があることから、使用時にテラス状

にしていたか、崩れ始めていたかのどちらかと考え

られる。 （相京）
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57号住居図34-36 、 PL7 • 18表P.7ｷ8 

位置 V • W • X-60グリッド

規模縦4.6m 横3.65m 深0.32m

形状不定形

重複 4 軒の住居と重複しており、 55号· 56号・

143号・ 145号住居に先行する。

南壁方位 N-88ー -E 

埋没土 暗褐色土層である。直径 1 cm ほどの榛名山

起源の軽石がまれに入り込む。住居の東側は56号住

居によって切られていることがわかった。

床面貼床が施されている。暗褐色土であり、榛名

山起源の軽石や灰が混人している。床面はわずかに

凹凸がある。南壁下西部分は幅約0.5m 、長さ 2m 、

高さ 5 ~10cm の平坦な高まりがある。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 配列は不規則である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.6 m 0.36m 0.245m 

p 2 0.26m 0.26m 0.12 m 

p 3 0.45m 0.40m 0.15 m 

p 4 0.20m 0.15m 0.60 m 掘り方検出

2 カマド付設住居

掘り方貼床を取り除くと、径20cm 、深さ 6 cm のピッ

ト (P 4) が確認された。

遺物出土状態 埋没土中より土師器甕形土器の口縁

部付近の破片が出土している。

カマド

位置東壁中央部

規模全長0.6m 屋外長0.5m

最大幅0.7m 焚き口幅0.5m

遺存状態 重複が激しく、全体の形状をとどめてい

ない。カマドの下半部分のみを残しているが、上に

重なる 56号住居の土層断面 c-c' では、本住居の

上位にあたる部分で土層堆積状況が複雑であり、落

ち込んだ状況を呈していると考えられる。

遺物出土状態 少量が全体に散在して出土した。

調査所見 北側の2/3にあたる道路下部分と、南側

1/3は、調査年度を異にしているため、写真では全

景状態に不足が生じている。 （相京）
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1 層 暗灰褐色土焼土プロノクを少誠含む。榛名山起源の軽石

を多く含む。

2 層 暗褐色土 黄褐色土プロックを多量に含む。灰色砂質土

を含む。榛名山起i原の軽石をやや多く含む。

3 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石を多量に含む。黄褐色土粒

子を少最含む。
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2 カマド付設住居
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143号住居図37·38 、 PL7 • 8ｷ 119衷P.9

位置 V • W-59 • 60グリッド

規模縦0.37m 横0.26m 深0.31m

形状隅丸方形

重複 145号住居に先行し、 56号住居に後出する。

主軸方位 N-ll5ー -E 

埋没土 褐色土の埋没土であり、黄褐色土ブロック、

焼土粒、炭化物粒、榛名山起源の軽石を含んでいる。

床面貼床が施されている。厚さ 2 cm の床面であり、

硬く締まっている。焼土粒や炭化物粒を少量含んで

いる。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 住居床面下約 8 cm ほどの掘り方をもつ。多

少の凹凸はあるものの底面はほぽ平坦である。揺り

方の充填土は暗褐色土で、榛名山起源の軽石粒・焼

土粒をわずかに含んでいる。

遺物出土状態 カマドおよびカマド周辺は密集して

いるが破片は全体から出土している。カマド床面と

カマド右袖前方からは羽釜が多く出土している。他

には高台付椀形土器や杯形土器・甕形土器が出土

し、須恵質、土師質の遺物が見られる。その他に特

徴的な遺物として砥石が住居のほぼ中央床面直上か

ら出土している。

カマド

位置 東壁中央よりやや南

規模全長0.7m 屋外長0.55m

最大幅1. 45m 焚き口幅0.47m

遺存状態 崩れてはいるものの両袖の残りは良い。

カマドの埋没土層の 8 • 9 層にあるように黄褐色土

ブロックをベースにした暗灰褐色土により構築して

いる。壁際の確認できる袖の高さは約20cm である。

遺物出土状態 カマド内および周辺から接合関係を
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もつ羽釜が出土している。

調査所見 重複群B に位置する本住居は、西壁部分

、<
d
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の多くを 145号住居によって切られてはいるものの、

形状は隅丸方形と考えられる。
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口1 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石をやや多く含む。しまりは良い。 2 層に比べてやや

砂質。

2 層 暗灰褐色土 暗黄褐色土プロソクを多く、榛名山起i原の軽石・焼土粒子及び同プ

ロックをやや多く含む。粘性があり、しまりも良い。

3 層 暗褐色土 焼土粒子及び同プロソクを少量含む。しまりは良いが、 2 層よりも粘

性は弱い。

4 層 暗黄褐色土 榛名山起源の軽石・炭化物粒子を少是含む。しまりが良く、非常に堅

緻。

5 層 暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多く含む。暗黄褐色土プロ・ノクをやや多く含

む。 2 層よりもやや暗い。

6 層 暗灰色土 焼土プロックを多く含む。榛名山起源の軽石を少量含む。しまりは良く、粘性が強い。

7 層 暗灰色土 焼土粒子を多めに含む。炭化物粒子を少晟含む。粘性がある。

8 層 暗灰褐色土 黄褐色土プロソクを多く含む。榛名山起源の軽石．焼土プロソクを少鍼含む。

8'層 8 層とほぽ同じであるが、 8 層よりもやや多くの榛名山起源の軽石を含み、焼土はほとんど含まれない。

9 層 暗灰色土 黄褐色土プロック・焼土プロソクを多く含む。榛名山起源の軽石を少誠含む。粘性が強く、しまりも良い。

9 層 9 層とほぽ同じであるが、 9 層よりもやや多くの榛名山起源の軽石を含み、焼土はほとんど含まれない。

10層 暗黄褐色土黄褐色土プロックを少量含む。 11層 暗赤灰色土灰を多鼠に含む。焼土粒を少最含む。

12層 暗褐色土 焼土粒を少畳含む。暗黄褐色土プロックをわずかに含む。
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第 8 章住居の調査

145号住居図39·40 、 PL8·9、表P.9

位置 W-59 • 60グリッド

規模縦3.4m 横2.96m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 56号・ 143号・ 146号住居に後出する。

主軸方位 N-98ー -E 

埋没土 暗褐色土の中に榛名山起源の軽石を多量に

含む他に、黄褐色土ブロックや焼土粒、炭化物粒を

含む。下層になるにつれて砂を含むようになる。

床面 床面は埋没土最下層の暗褐色砂質土を除去し

た段階で現れ、炭化物粒や焼土粒が混ざるほぼ平坦

な形状を呈す。

貯蔵穴北東隅に、長径0.66m 、短径0.50m 、深さ

0. 7m の楕円形を呈する貯蔵穴が明瞭に検出された。

周溝検出されなかった。

柱穴 西壁下中央付近から楕円形の小ピットが 2 本

検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.15m 0.10m 0.13m 

P 2 0. 24 m O. 22 m O. 10 m 

掘り方 全体的に床面より 8~15cm ほどの深さで掘

り方が確認された。底面には小さな凹凸がある。

遺物出土状態 住居内全体に散在するが、比較的カ

マドの前面と南壁寄りからの遺物の出土が多い。床

面直上出土の土器は少なく、埋没土中からの出土が

多い。土師器および須恵器の羽釜・甕形土器・杯形

土器・椀形土器などの破片が多く出土している。

カマド

位置 東壁中央よりやや南側

規模全長1.25m 屋外長0.5m

最大幅0.82m 焚き口幅0.5m

遺存状態 カマドの底面は住居の床面より約0.15m

掘り凹められて、袖の下に暗黒色土を薄く敷き、袖

を構築している。確認できたカマド最終使用面は床

面とほぽ同じ高さにある。カマドの掘り方には 2 つ

のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 3 0. 28 m O. 2 m O. 04 m 

P 4 0.2 m 0.15m 0.08m 

遺物出土状態 カマドの埋没土中からは羽釜や、小

片ではあるが、カマドの構築に使用したと考えられ

る瓦片の出土もある。カマド前面では椀形土器が出

土している。

調査所見 重複群B においては新しい住居である。

カマドは東壁の中央やや南にある。貯蔵穴は北東隅

にあり明瞭である。カマド・貯蔵穴は比較的残存状

況は良い。遺物は少ないが接合関係からみると当時

に散らばった感が強い。 （相京）
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2 カマド付設住居
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竺KPB' 
- 1 層 暗褐色土 黄褐色土プロック・榛名山起源の軽石をやや多く含む。焼土粒子を微量含む。8' 

2 層 暗灰褐色土 1 層よりも黒みが強い。黄褐色土プロソクを少最含む。榛名山起源の軽石をやや多く含

"、三ゾ：： ：：盆：心：こ亡°ク（・黄榛言起：原口よ言め焼｀｀；同プロノクをやや多` 5 層 暗灰褐色土 ；互冨塁竺；：はしり‘oも：し｀ヒ物粒子を多く含む。焼土プロノクを少鍼含む。
L=95.60m 4 層よりもしまりは弱い。

6 層 暗褐色土 黄褐色土プロック・榛名山起源の軽石を多量に含む。しまりは 2 • 7 層に比べて良い。
7 層 暗灰褐色土 黄褐色土を含まない。榛名山起源の軽石をやや多く含む。炭化物粒子・焼土粒子を微最含む。やや砂質。
8 層 暗灰褐色土 黄白褐色土プロック・焼土プロックを含み、粘性が両側の層に比べて強い。しまりも良い。
8'層暗灰褐色土 袖のくずれ。

9 層 7 層に近いが、 7 層よりもやや黄色みを帯びる。

10層 暗褐色土 焼土プロック・炭化プロックを含み、しまっている。焼士塊は支脚である。
11層暗褐色土 焼土プロックを含み、白色土粒子が混入する。

12層 暗黒褐色土 焼土粒・炭化物をわずかに含む。
13層 暗黒褐色土 Hr-FA プロックを含む。

14層 6 層と同じ。 6 層と 14層の間の線はない。

15層 焼土粒・炭化粒を含む暗褐色士。

16層 暗褐色土 住居跡覆土の最下層。榛名山起源の軽石プロックを少最含む。

17層 19層と同じだが、焼けていない。 18層 17層と同じ。 19層 8 層と同じ。

図40 145号住居とカマド ゜
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第 8 章住居の調査

146号住居図41

位置 W-59グリッド

規模縦1.8+ am 横3.5m 深0.3m

形状不定形

重複 143号住居に後出し、 145号住居に先行する。

南壁方位 N-88ー -E 

埋没土 暗灰褐色土を主に榛名山起源の軽石を少量

含む。下層には砂質土が堆積している。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 ピットが 2 本検出された。p 1 をp 2 が切っ

ているが、p 2 は不定形で浅く、柱穴の可能性はほ

とんどない。

昇60

---」クi -

143号住居

鯰PF

柱穴No 長径

P 1 0.4 m 

短径 深さ

0.27+ am 0.21m 

備考

P 2 0.5+am 0.28+am 0.05m 

掘り方 145号住居に切られ、ほぼ同様の高さの掘

り方底面である。 146号住居の掘り方は明瞭ではな

く、床面と同じ面であり、平坦である。

遺物出土状態 埋没土中から 1 点の破片が出土した

が、甕形土器か羽釜の一部と考えられる。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 145号住居に南部分が切られている。北

側は調査年度が違い、表土面からの耕作による攪乱

等により未検出であった。報告する部分は農道下に

残ったところである。 （相京）

——＝デー―→--

闘-60

145号住居

EPA EPA' 

図41 146号住居
゜

疇｀L=95.40m 
1 : 60 4m 
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2 カマド付設住居

重複群c

N~0-46~49 グリッドに展開する。 68号・ 71

号 •72号・ 73号 •74号・ 83号・ 84号・ 88号・ 90号・

91号 •92号住居が重複し、 68号・ 70号・ 71 号・ 78

号 •82号溝が関係している。 0 ラインのやや東側の

ラインを境にして、東側と西側は用地の都合で調査

を一緒に行うことができなかった。さらにこの周辺

は遺構確認面まで浅く、住居の平面形がしっかりと

把握できない地点があって、同時に調査できなかっ

たところでは、住居の平面形が連続しなかったり、

確認できなかったりしたところがあった。

68号住居は土層断面B-B' から 71号溝に後出し、

83号住居に先行する。 83号住居は土層断面ラインの

西側では検出することができなかった。88号住居は、

91 • 92号住居に後出し、 83号住居に先行する。 92号

住居は土層断面B-B' 上では71号溝と重なり、表

現されていないが、 68号・ 88号住居ともに92号住居

の床面を壊しており、 92号住居が先行することが判

断できる。

71号住居は土層断面 c-c' から 72号・ 73号住居

に先行する。 72号住居は、中央部に70号溝、南側に

71号溝が後出して掘られており、特に南壁は明確に

とらえられていない。 73号住居は土層断面 C- C'

にみられるように71号・ 74号住居に後出する。 74号

住居は土層断面 c-c' の観察から 73号住居に先行

することがわかっているが北西隅の平面形は明確で

はない。

84号 •90号住居は、 83号住居と同様に用地の関係

で分断されたラインの東側の発掘調査区のみで確認

できた住居である。重複群C の北西部は住居確認面

までが浅くなり、住居平面形の把握が困難であった。

これらは床面の切り合いから 90号． 84号・ 74号住居

の順に掘られたことがわかる。 （小島）

゜ 1 : 100 5m 
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2 カマド付設住居

68号住居

5 層 軽石・炭化物粒・焼土粒を含む灰褐色土。

6 層 軽石・炭化物粒を含む黄褐色砂質土。

7 層 灰色シルト質土

8 層 灰褐色シルト質土（地山）小プロソク・軽石・黒褐色土プロックの混土。

71号住居

1 層茶褐色土

88号住居

9 層 焼土粒・直径 1 ~1. 5cm の大粒の軽石を多量に含む暗褐色土。

10層 軽石・黄灰色粘質土（地山）小プロック・炭化物・焼土粒を含む茶褐色土。

11層 軽石・黄色砂壌土粒・灰色シルト質士粒を含む灰褐色土。

15層 暗褐色土 黄灰白褐色地山プロックを少量含む。灰をわずかに含む。直径 1 cm の榛名山起源の軽石の小礫をわずかに含む。

91号住居

12層 灰色シルト質土プロソク・黄色砂壌土小プロソク・少量の軽石を含む褐色土。

16層 暗褐色土 黄白色砂質土（地山）プロソク・榛名山起源の軽石の円礫を多く含む。炭化物粒子を微輩含む。

17層 褐色土 16層よりも明るい。灰褐色砂質土プロック・極めて多量の黄褐色砂質土（地山）プロックを含む。

18層茶褐色

70号溝

1 層 軽石を多量に含む暗灰褐色土。やや砂質。

2 層 灰色シルト質土

3 層 軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む灰褐色土。

71号溝

13層 暗灰褐色砂質土 黄灰白褐色土（地山）プロック・榛名山起源の軽石を少量含む。

14層 暗灰褐色砂質土

72号住居

1 層 灰茶褐色土 直径 1 cm ほどの灰褐色土プロック・直径 1 mm前後の白色軽石を多誠に含む。黄白褐色土粒子・炭化物粒子を少量含む。

しまりは良い。

2 層 暗灰褐色土 1 層よりも暗い。軽石をほとんど含まない点は、 1 層と相違する。

3 層 茶褐色土 直径 1 cmの榛名山起源の軽石が混じり、上位にある。

73号住居

1 層 灰茶褐色土 白色軽石（榛名山起源の軽石）を多く含む。黄白褐色土粒子及び同プロJクを少量含む。

2 層 暗灰褐色土 ややしまりは悪い。 1 層よりも暗い。

3 層 暗赤褐色土焼土粒子を多く含み、全体に赤い。他は 1 層に近い。

4 層 カマドセクションの 8 層と同じ。焼土層。赤褐色を呈する。灰が混じる。直径 1mm未満の白色軽石を極少最含む。

5 層 カマドセクションの 2 層と同じ。灰土層。直径 l ~3 mmの炭化物粒子を多く含む。直径 1 mmほどの焼土粒子を少量含む。

6 層 カマドセクションの 3 層と同じ。褐色土層。黄白褐色土（地山）プロックを多景に含む。しまりは良い。

7 層 カマドセクションの 6 層と同じ。紫色がかる褐色土。黄白色土（地山）プロックを多く含む。焼土粒子を少饂含む。

8 層 黒褐色土プロック

9 層 褐色土 黄白褐色土（地山）ブロックをやや多く含む。直径 1 mm未渦の白色軽石をごま塩状に含む。しまりは良い。

74号住居

1 層 暗青灰褐色土

2 層 暗青灰褐色土

2'層 暗青灰褐色土

3 層暗褐色土

4 層褐色土

5 層明褐色土

6 層 青灰色粘性土

7 層掘り方（床面下）

70号溝

直径 1 mmほどの榛名山起源の軽石を多醤に含む。直径 1 cm ほどの榛名山起源の軽石は数点認められる。黄白褐色土

粒子を極少戴含む。しまりは良い。

1 層よりも若干明る＜、黄白褐色土プロック・紫がかる褐色粘性土プロソクを含む。

2 層よりも暗く、青灰色がかるのが強くなる。榛名山起源の軽石は 1 層よりも若干少ない。黄褐色土プロックを少

量含む。しまりは良い。

黄褐色砂質土を多く含む。若干紫がかる粘性土プロックを含む。白色軽石を極少贔含む。しまりは良い。

黄白褐色砂質土が多く混入する。白色軽石を少量含む。 4 層よりもかなり明るい。

黄白褐色砂質土・青灰褐色土が多く含まれる。榛名山起源の軽石は極少贔含まれる。しまりは悪い。

しまりは良い。単一的。

直径0.1~1 cm の榛名山起源の軽石を含む茶褐色土。一部に炭化物を含む。固い。

1 層 暗褐色土 若千暗灰色を帯びる。直径 l~2 mmの白色軽石を多く含む。黄褐色軽石が極少量混じる。しまりは良い。 72号住の 1 層

に比べてかなり黒い。

2 層 暗灰色土 粘性有り。ほとんど軽石を含まない。

3 層 暗灰褐色土 直径 1 cmの榛名山起源の軽石の円礫を少凪、直径 1 mm以下の榛名山起源の軽石を多く含む。

4 層 若干黄色みを帯びる褐色土。地山（灰白色砂質土・黄褐色砂質土）プロソクを多く含む。榛名山起源の軽石は直径 1 mm以下のものをや

や多く含む。

5 層 暗灰褐色土と地山（灰白色砂質土・黄褐色砂質土）のプロックとの混合土。やや後者の方が多い。しまりは非常に強い。
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第 8 章住居の調査

68号住居図44~47 、 PL9 ・ 10· 119ｷ 120、表P.9 ・ 10

位置 N • 0-47 • 48 グリッド

規模縦4.6+ am 横5.0m 深0.25m

形状 方形と考えられる。東壁は調査区外のため確

認できず、全体の形状は不明である。北西隅は83号

住居および71号溝との重複で土層が乱れており、平

面形を明確にとらえることができなかった。

重複 83号住居に先行し、 92号住居 •71号溝に後出

する。

主軸方位 N-81ー -W 

埋没土 上層は榛名山起源の軽石・焼土粒・炭化物

粒を含む茶褐色土で埋まっている。下層は榛名山起

源の軽石と炭化物粒を含む黄褐色土砂質土で埋まっ

ている。最下層の床面直上には灰色シルト質土が堆

積している。

床面 住居内ほぼ全域に硬化面が形成されている。

カマド付近と北東部は10cm ほど高くなっており、中

央部はなだらかにへこんでいる。

貯蔵穴南西隅に長径0.4m 、短径0.35m 、深さ

0.16m の楕円形の小ピット (P 4) が検出されたが、

規模からして貯蔵穴とは考えにくい。

周溝掘り方面の調査で南壁西端にのみ、下端幅

0.12m 、床面からの深さ 2 cm ほどの周溝を確認した。

柱穴 床面で南西の主柱穴(p 2) を確認した。ま

た、掘り方面の調査で北西と北東の主柱穴 (P 1 • 

p 3) を検出した。 P 1 • P 3 は、抜き取り痕とも

考えられる平面形の乱れがあり、ピット内には礫が

多く落ち込んでいた。この 3 本の主柱穴の他に、床

面で P4·P5 、掘り方面で P6·P7 を検出した。

p 5 は住居ほぼ中央にあり特異であるが、住居にと

もなう施設かどうかは判断できない。各ピットの規

模については以下のとおりである。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.43m 0.35m 0.16m 礫・抜取痕

P 2 0.4 m 0.34m 0.18m 

P 3 0.57m (0.45m) 0.16 t am 礫・抜取痕

P 4 0.4 m 0.35m 0.16m 

P 5 0.43m 0.28m 0.32m 
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P 6 0.28m 0.24m 0.27m 

P 7 0.31m 0.26m 0.34m 

P 8 0. 3 m O. 24 m O. 30 m 

掘り方 頻著な掘り方はなく、掘り込んだ面を直接

床面としている。北西部には一部に不定形な掘り方

の掘り込みがあり、灰褐色シルト質土や黒褐色粘質

土のブロック、榛名山起源の軽石の混土で埋まって

いる。

遺物出土状態 遺物はかなり多く出土しているが、

カマド周辺に特に集中して出土している。カマド前

面の床面直上には土師器甕形土器（1065 • 1069 • 

1070) が出土している。カマド左脇の壁際には1061

の土師器杯形土器が床面から 4.5cm ほど浮いた状態

で出土した。また1062の土師器杯形土器は住居北東

綿の床面直上で出土している。また、住居内の東側

の周縁部には、棒状の礫がほとんど床面直上で出土

している。本住居の棒状礫にも敲打痕や磨り面のあ

るものがある。

カマド

位置西壁中央

規模全長1.71 m 屋外長1. 09m

最大幅0.89m 焚き口幅0.55m

遺存状態 本住居のカマドは壁を外に掘り込まずに

燃焼部をつくり、屋外はすべて煙道部としている形

態のものである。壁の立ち上がりがそのまま燃焼部

の立ち上がりとなっており、燃焼部奥は直立してい

る。遺存状態は極めて良好で、燃焼部の灰面が良く

残り、燃焼部から煙道部への立ち上がり部分にまで、

壁に沿うように灰面が形成されていた。その上層に

は燃焼部壁の崩落焼土が壁体の粘質土と混ざって堆

積していた。袖は黄褐色粘土によって付設されてお

り、最も良く残っていた B-B' ラインで右は床面

から 15cm、左は 10cm ほど残存していた。

燃焼部の奥やや右側には、長さ 18cm ほどの棒状礫

が掘り方に立てて埋め込まれており、支脚として使

用されていたものと考えられる。その支脚の左側に

は灰面の確認できない範囲があった。

遺物出土状態 先述した支脚の他に、カマド燃焼部



内には土師器甕形土器 (1068) が23cm浮いた状態で

出土している。底部のみが残存しており、支脚にか

けられていた位置で埋没した可能性もあろう。

2 カマド付設住居

調査所見住居の調資が東西に分けて行われたた

め、写真や図面の記録も分けて取らざるを得なかっ

た。 （小島）
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図44 68号住居
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68号住居カマド

l 層 白色軽石・黄色土粒を多最に含む砂質の黄褐色土。

2 層 白色軽石・焼土粒・黄色土粒を含む茶褐色土。

3 層 少塁の白色軽石、多くの焼土粒を含む黄褐色砂壌土。

4 層 炭化物粒・少最の白色軽石を含む黄褐色砂壌土。

5 層 焼土ブロックを多量に含む黄褐色粘質土。

6 層 焼土粒・炭化物粒を含む黄褐色土砂壌土。

7 層 灰褐色砂壌土

8 層 黄灰色粘質土焼土粒・炭化物粒を含む。

9 層 白色軽石・細かい焼士粒を含む茶褐色土。

10層 焼土粒を多量に含み、黄色土粒を混じる灰褐色土。

11層 焼土粒と灰褐色土の混土。

12層灰（木灰色）

13層 黄色土粒・黒褐色土粒・少量の焼土を含む灰褐色土。

14層 白色軽石・炭化物粒・直径0.5cm ほどの焼土小ブロックを含む茶褐色土。

15層 焼土粒・褐色土粒を含む灰。

16層灰

17層 焼土粒・白色軽石を少最含む茶褐色粘土。

゜ 1 : 30 lm 

図45 68号住居カマド
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2 カマド付設住居
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71 号住居図48·49 、 PLll ・ 120 、表P.10

位置 N • 0-45 • 46 グリッド

規模縦3.57m 横4.50+ am 深0.09m

形状 方形と考えられるが、平面形は北壁の一部と

北東隅が検出されただけであるので、確定できない。

重複 72号・ 73号住居に先行し、 84号住居に後出す

る。

北壁方位 N-0ー -E 

埋没土 上層は榛名山起源の軽石を含む褐色土で、

下層は粒子の粗い暗褐色砂質土で埋まっている。

床面東部を中心にやや硬化した面が検出された

が、西側部分は確認面が徐々に西へ下がっており、

床面の本来の範囲は確認できなかった。

48 

貯蔵穴検出されていない。

周溝検出されていない。

柱穴 掘り方面で北東部にp 1 を検出した。確認し

た面では上端が広がり、抜き取られていることも考

えられる。位置的には本住居の北東隅の主柱穴と考

えられるが、対応する他の 3 本は検出できなかった。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.48m 0.35m 0.24m 

掘り方 掘り方はない。掘り込んだ面をそのまま床

面としている。一部北壁寄りに床下土坑が 1 基確認

されている。長径0.7+am、短径0.45m の不定楕

円形で北端は北壁に接している。深さは0.04m ほど

ですり鉢状になだらかな断面形を呈している。
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11 
遺物出土状態 出土した遺物はあまり多くない。遺；

図49 71 号・ 72号住居掘り方

88号住居

虐47

埒
A

f

物が集中して出土する地点もない。床面直上のやや

離れた位置で出土した土師器杯形土器 (1071) が接

合している。図示した1072の土師器杯形土器はp 1 

の底面に接して出土した。 1073 • 1074は床面の精査

の時に出土した。

カマド 調査できた範囲の中では検出されていな

い。

調査所見 平面形のうち、確認できたのは北壁の一

部と北東隅だけであり、住居の全体像は把握し難い。

特に東壁は第一次の調査区の東端に設定した重複関

係観察用のトレンチにあたってしまい、検出できな

かった。西側は現染谷川河道に向って傾斜しており、

西壁は後の地形変化によって削りとられたものと考

えられる。 （小島）

72号住居図48·49 、 PLll • 12表P.11

位置 N • 0-46グリッド

規模縦3.4+ am 横2.74m 深0.09m

形状 70号溝よりも南側は西・東・南壁とも確認で

きず、やや隅丸の長方形を呈すると推定される。し

たがって縦方向の規模も、柱穴位置から考えた推定

値である。

重複 70号溝に先行し、 71号住居に後出する。

主軸方位 N -13ー -E 

埋没土 上層は多量の灰褐色土ブロック・白色軽石

と少量の黄白褐色粒・炭化物粒を含む灰茶褐色土

で、下層は軽石をほとんど含まない暗灰褐色土で埋

まっていた。

床面 やや硬化した面が検出された。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴床面で北側の Pl·P2·P4 が、掘り方面

で南側の P3·P5·P6 が検出された。このうち

位置的にはp 1~p 4 が主柱穴と考えられるが、 P

3 は極端に小さく 2 連の穴で断定できないが深い方

で計測した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.25m 0.19m 0.10m 

p 2 0.30m 0.13m 0.04m 

p 3 0.13m 0.10m 0.04m 掘り方検出

p 4 0.3 m 0.19m 0.12m 

p 5 0.23m 0.15m O.llm 掘り方検出

p 6 0.21+ am 0.15m 0.06m 掘り方検出

掘り方床面より 5 ~10cm ほど掘り込まれている。

掘り方底面は凹凸が顕著であるが、 2 基の床下土坑

が検出された。東側のいずれも深さ 5 cm ほどの不定

形なJlil状の掘り込みである。東側の土坑は長径

0.95m 、短径0.85m の不定形な楕円形を呈している。

西側の土坑は南北1. 35+ am 、東西1. 5m の範囲に

掘り込まれており、東縁はやや凹凸がある。掘り方

や床下土坑は、直径 1 cm ほどの榛名山起源の軽石を

含む茶褐色土で埋まっていた。

遺物出土状態 出土遺物の量は少なく、破片が多い。

50 



図示できたのは、床面から 2.5cm ほど浮いて出土し

た土師器杯形土器 (1075) のみであった。また、南

壁があると推定できる地点に直径が25cm と 20cm ほど

の礫 2 つが床面近くで出土している。使用痕等がな

く、石器との確認はできなかった。

カマド 調査できた範囲の中では検出できなかっ

た。

調査所見 住居中央部を70号溝が横断し、破壊され

ている。また、 70号溝の南側はいずれの壁も確認で

きず、住居の全体像は把握しきれなかった。（小島）

73号住居図50~52 、 PL12· 120表P.11

位置 0-45グリッド

規模縦2.0m 横3.2m 深0.09m

形状隅丸長方形

重複 71号・ 74号・ 84号住居に後出する。

主軸方位 N-89ー -E 

埋没土 上層は軽石や黄褐色土粒を含む灰茶褐色土

で、下層は焼土粒を含む暗褐色土で埋没している。

床面 カマド周辺には貼り床が施設されていた。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

2 カマド付設住居

柱穴検出されなかった。

掘り方 カマド周辺には直径90cm ほどの不定円形を

呈する床下土坑が検出された。底面は凹凸が激しく

不定形である。

遺物出土状態 カマド周辺の床面近くで土師器の甕

形土器の破片が出土している。図示した1077の土師

器甕形土器は、胴部下半部が倒立していた。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.80m 屋外長0.35m

最大幅0.83m 焚き口幅0.55m

遺存状態 住居全体が削平を受けており、確認でき

た部分が少なかったので、最終使用面と考えられる

1 層下面での平面的な調査はできなかった。袖は地

山を掘り残して作っている。

遺物出土状態 燃焼部中央やや左寄りで土師器甕形

土器 (1077) が倒立して埋め込まれた状態で出土し

た。支脚として使用されたものと考えられる。

調査所見 周辺では、最も後出する小型・横長の住

居である。 1076の土師器杯形土器は埋没土中の出土

である。壁周辺の床面の硬化は確認できなかった。

（小島）

74号住居の

立I

ー一 KPB

L
1
1
9
5
.
 7
0
m
 

' 
<
d
x
 

重SPCへ-

74号住居

半46重s

C’ 
〇‘’ 壁Pcヘ

EPA' 

EPA EPA' 

1 層 灰茶褐色土 榛名山起源の軽石・白色軽石を多く含む。黄白褐色プロック粒子を少量含む。
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図50 73号住居
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1 層茶褐色土 直径 2~3 mmの焼士粒子を少量含む。直径 1

~2 mmの炭化物粒子を微最含む。直径 1 mm未

満の榛名山起源の軽石を多量に含む。

2 層青灰色士 直径 l ~5 mmの炭化物粒子を多く含む。灰層。

2'層青灰色土 直径 1 ~3 mmの炭化物粒子を多く含む。直径

1 mmほどの焼土粒子を少鼠含む。灰層。

3 層褐色土 黄白褐色土（地山）プロノクを多最に含む。し

まりは良い。

4 層褐色土 灰白色粘性土プロック・黄褐色粘性土ブロッ

クを多く含む。直径 3 mmほどの焼土粒子を少

凪含む。若千、灰が混じる。

5 層明褐色土 若千、黄色みを帯びる。焼土粒子・炭化物粒

子を微量含む。茶褐色土（地山）の粒子が滉入

する。

6 層 紫色がかる褐色土 黄白色土（地山）プロノクを多く含む。

焼土粒子を少量含む。

7 層褐色 焼土プロノク及び同粒子を多く含み、全体に

赤みが強い。直径 1 mm以下の白色軽石をやや

多く含む。

8 層焼土 赤褐色を呈する。灰が混じる。直径 1 mm未満

の白色軽石（軽石）を極少量含む。

9 層 灰白褐色土 白色軽石を多く含む。しまりは強い。（地山）

゜ 1 : 30 1 m 

図51 73号住居カマド
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74号住居図53~55 、 PL12·13ｷ 120ｷ 121 、表P.11·12

位置 N • 0-44 • 45 グリッド

規模縦3.63m 横4.12m 深O.llm

形状 隅丸長方形を呈すると推定される。西壁は削

平されたとみられ、確認できなかった。

重複 73号住居に先行する。 84号 •90号住居に後出

する。

主軸方位 N-110ー -S 

埋没土 多量の榛名山起源の軽石と少量の黄白褐色

土粒を含む灰茶褐色土で埋まっていた。

床面 カマド周辺を中心に硬化した床面が検出され

た。西部の中央部には直径0.95m 、深さ 5 cm の不定

円形の皿状の凹みが検出された。この凹みの底面に

は南西部に偏って直径0.57m の円形の範囲に灰が分

布していた。

貯蔵穴 掘り方面の調査時に、住居東南隅、カマド

右脇で貯蔵穴と考えられる掘り込みが検出された。

北側は壁に接しており、長径0.9m 、短径0.73m 、

床面からの深さ 0.10m の楕円形を呈する。出土遺物

はほとんど底面から浮いた状態で出土した破片であ

る。

周溝検出されなかった。

柱穴 主柱穴と考えられるピットは検出されなかっ

たが、掘り方面の南壁付近に小ピットが 2 本検出さ

れた。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 

P 2 

0.19m 0.11 m 0.08m 

0.33m 0.23m 0.03m 

1 : 4 20cm 

図52 73号住居出土遺物

掘り方床面から 8 ~10cm掘り込んでいる。特に東

半分は円形の床下土坑が並び底面は不定形になって

いた。また、北東隅には北壁に接して長径0.90m 、

短径0.84m 、深さ 3 ~4 cmの皿状の落ち込みが検出

された。

遺物出土状態 遺物はカマドの周辺に集中して出土

する傾向があった。須恵器蓋形土器（1087) 、土師

器小型甕形土器（1083) が、床面・使用面の直上で

出土している。図示した 1086の須恵器椀形土器、

1082 • 1084 • 1089の土師器甕形土器は床面から数cm
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浮いた地点で出土した。 1079 • 1080 • 1081の土師器

杯形土器は埋没土中から出土した。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.5m 屋外長0.25m

最大幅1. 0+ am 焚き口幅0.6m

遺存状態 カマドの右袖部分は二次にわたる調査の

境にあたり、うまく検出できなかった。使用面には

焼土と灰が残っていたが、燃焼部の壁は赤化してい

ない。掘り方面には小ピットが 4 基掘り込まれてい

た。各ピットの規模は次の通りである。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 3 0.35m 0.35m 0.06m 

P 4 0.25m 0.15m 不計測

P 5 0.30m 0.22m 0.02m 

P 6 0.27m 0.22m 0.06m 

袖は、基部が地山であることや、炭化物粒・焼土粒

を含む褐色土が燃焼部壁を形成していることが土層

断面観察から確認された。

遺物出土状態 カマド内の遺物は左袖周辺および燃

焼部に集中している。燃焼部からは使用面について

1083の土師器甕形土器が出土している。

調査所見 調査時には認識していなかったが、住居

西部の床面に検出された不定円形の皿状の落ち込み

には灰が遺存しており、その位置や形状などからも

小鍛冶の可能性も考えられる。しかし、鉄滓・羽口

などの出土はない。関係するとすれば、床面下から

出土した鉄製品 (M20) があるが、これのみをもっ

て小鍛冶遺構とするには問題が残る。 （小島）

2 カマド付設住居

83号住居図56·57 、 PL13· 121 、表P.12

位置 N -47 • 48グリッド

規模縦4.5m 横（3.0m) 深0.16m

形状 隅丸方形と推定されるが、東壁と周辺の床

面・縦断する土層断面・北西隅の掘り方しか検出で

きなかったために詳細は不明である。

重複 68号・ 88号． 92号住居に後出する。

東壁方位 N-3ｰ-W 

埋没土 上層は黒色土ブロック・白色軽石·焼土粒

を含む灰褐色土で、中層は炭化物粒・焼土粒・白色

軽石を含む灰褐色土で、下層は少量の軽石と砂粒を

含む灰色シルト質土で埋まっている。

床面 顕著な硬化面は確認できなかった。

貯蔵穴検出できなかった。

周溝検出できなかった。

柱穴検出できなかった。

掘り方土層断面からは一部に掘り方が観察できる

が、平面的には検出できなかった。掘り方は白色軽

石・褐色土粒・少量の焼土粒を含む灰色土で埋まっ

ている。

遺物出土状態 遺物の出土は少なく、図示し得たの

も土師器杯形土器破片 (1146) のみである。また、

北西隅で棒状礫が集中して出土している。敲打痕や

磨り面の残るものもある。

カマド調査できた範囲の中では検出できなかっ

た。

調査所見 西側の一次調査で、下層の68号住居を確

認する際に、上層に本住居が認識できず、 68号住居

の調査を開始してしまった。したがって、遺憾なが

ら西側の本住居については記録をとることができな

かった。東側の調査に移った際に断面で上層に床面

が確認でき、急遠平面形と床面の調査をおこなった

ものである。 （小島）
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84号住居図58· 59 、 PL13· 14ｷ 12L 表P.12

位置 N-45グリッド

規模縦3.50m 横1. 9+ am 深0.12m

形状 隅丸方形と推定されるが、一次調査の際に西

側半分が確認できなかったので西壁は不明である。

74号・ 71号住居の間に西壁は想定できる。

重複 71号・ 74号住居に先行し、 90号住居に後出。

主軸方位 N-6ｰ-W 

埋没土 白色軽石を含む黄褐色土で埋まっている。

壁際には軽石を含む褐色土が堆積していた。

床面 顕著な硬化面は検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。掘り方調査時に住居南

東隅に掘り込みが検出されたが、不定形な形状から

考えれば、貯蔵穴とは判断できない。

周溝検出されなかった。

柱穴 主柱穴らしいピットは床面でも掘り方面でも

確認できなかった。掘り方面調査時に東壁中央より

やや南寄りに、壁に接して小ピットが検出されてい

る。また、東壁中央やや北寄りに楕円形の落ち込み

が検出されたが深さが 3 cm程度であり、柱穴とは考

え難い。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.41 m 0.3 m 0.19m 

掘り方住居全体が床面から 3 ~5 cm掘り込まれて

いた。南東隅には深さ 3 cm ほどの不定形な床下土坑

が検出されている。北東隅には一部に掘り残されて

要るところがあった。

遺物出土状態 遺物は東壁沿いに集中して出土して

いる。破片が多く図示し得る土器はなかった。図示

した砥石 (S 472) は住居中央部、床面直上で出土

している。

カマド調査できた範囲の中では確認できなかっ

た。

調査所見 西側の一次調査で、重複する 71号・ 74号

住居の間を遺構と認識できず、本住居を検出するこ

とができなかった。したがって、遺憾ながら西側の

本住居の床面や壁については記録をとることができ

なかった。東側の調査に移った際に断面で本住居の

床面が確認でき、急遠平面形と床面の調査をおこ

なったものである。 （小島）
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カマド付設住居

図59
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1 : 4 20cm 

84号住居出土遺物

88号住居 図60-61 、 PL14 • 121 、表P.12 て 1132の土師器杯形土器が完形で出土している。

位置

規模

形状

重複

N • 0-46 • 47 グリッド

縦3.24m 横3.lm 深0.32m

隅丸正方形

83号住居に先行し、 91号 •92号住居に後出す

る。南西隅は83号住居 •71号溝と重複している。

れらの遺構の床面は最も深い71号溝を除いてみな同

じくらいの商さであったので、平面形や遺構面を確

実にとらえて調査することができなかった。南東部

の平面形も部分的に把握できたものである。

主軸方位

埋没土

こ

N-92ー _ E 

上層は直径 1 ~1.5cm の軽石・焼土粒を多

量に含む暗褐色土で、下層は軽石・黄灰色粘質土小

ブロック・炭化物粒・焼土粒を含む茶褐色土で埋

まっている。北壁際には軽石・黄色砂壌土粒．灰色

シルト質土粒を含む灰褐色土が堆積している。

床面

貯蔵穴

顕著な硬化面は検出されていない。

掘り方調査時に、住居南東隅長径0.55m 、

短径0.30m 、床面からの深さ 0.24m の楕円形の土坑

が検出された。位置的には貯蔵穴と考えられるが、

規模が小さく、確定的でない。底面から 1.5cm浮い

周溝

柱穴

た。

検出されなかった。

据り方調査時に北東部に 2 本の柱穴を検出し

p 1 は位置的に主柱穴と考えられるが、

り浅い。他の主柱穴は確認できなかった。

柱穴No

p 1 

p 2 

掘り方

長径

0.30m 

0.40m 

遺物出土状態

位置

短径

0.30m 

0.30m 

深さ

0.05m 

0.10m 

p 2 よ

備考

住居全体に床面から 8 ~15cm ほど掘り下げ

ている。特にカマドの前面はまる＜帯状に掘り込ま

れている。掘り方は黄灰褐色土ブロック・軽石・灰

を少最含む暗褐色土で埋まっている。

埋没土中からの遺物の出土は多い。

床面近くからの遺物は東部に多い。 1137の土師器杯

形土器は北壁際から出土したが床面から 22cm ほど浮

いている。 1136の土師器杯形土器は 2 点の床面直上

の遺物が接合したものである。 1134 • 1135の土師器

杯形土器はカマド左脇の床面直上に並んで出土し

た。

カマド

東壁中央やや南寄り
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2 カマド付設住居
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口l 層 黄褐色土 サラサラした細かい土。

2 層 暗褐色土 サラサラした細かい土。直径 2 cmの軽石を部分的に含む。

3 層赤褐色土焼土。

4 層 明黄色土 わずかに炭化物を含む。

5 層 明黄色土直径 3 cmの軽石を含む。袖。

5'層 わずかに炭化物を含む。

5"層 わずかに焼土粒を含む。

6 層黒色土 軟質

7 層黄褐色土焼土粒を含む。

8 層 焼土粒・炭化物を含む。

9 層 焼土粒及び同プロックの構成層。煙道部分。

10層 焼土粒・炭化物がわずかに含まれる。

11層 焼土・炭化物の混入土。

12層 5 層の下に敷き込んだ状況で、焼土・炭化物をわずかに含む暗黄褐色土。

12'層 5 層の下に敷き込んだ状況で、焼土・炭化物をわずかに含む明黄褐色土。

13層 炭化物（黒色土）

14層不明

゜
1 : 30 lm 

図61 88号住居カマド

規模全長1. 16m 屋外長0.96m 煙道部0.76m

最大幅0.62m 焚き口幅0.43m

遺存状態 本住居は屋外に燃焼部の奥を掘り込むタ

イプのカマドであり、さらに外へ向かってほぽ水平

な煙道部がつくられている。燃焼部の奥や側面の壁

の焼土は崩落していた。袖は明黄色土を積んで作っ

ている。左袖の遺存状況はあまり良くなかった。燃

焼部前面には15cm ほど掘り下げた掘り方があり、焼

土や炭化物の粒が含まれた土で埋められていた。

遺物出土状態 燃焼部での遺物の出土はほとんど無

ぃ。左袖脇には土師器杯形土器 2 個体 (1134 • 1135) 

が並んで出土している。

調査所見 本住居も東西を分断して二回にわたって

調査している。したがって北壁等の平面形が中央部

で合致しなくなったりしている。 （小島）

90号住居図62~64 、 PL15· 121 ・ 122 、表P.13

位置 N-44. 45 グリッド

規模縦6.3m 横3.55+ am 深0.16m

形状 方形を呈すると推定されるが、西側の一次調

査で74号住居より北側を遺構としてとらえることが

できなかったので、本住居の西半分についての詳細

は不明である。

重複 74号． 84号住居 •78号溝に先行する。

東壁方位 N-14ー _W 

埋没土 黄灰褐色砂質土ブロックと褐色土ブロック

の混土で埋まっている。壁際には炭化物粒や白色軽

石・焼土粒を含む黄灰褐色砂質土が堆積している。

床面 中央部にはやや硬化面が形成されていた。北

壁付近には炭が分布する地点があった。

貯蔵穴検出されなかった。
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周溝検出されなかった。

柱穴 床面では検出されなかったが、掘り方面で南

東隅の主柱穴(p 1) を検出した。また中央部にピッ

ト(p 2) を検出しているが、位置から考えると柱

穴とは断定できない。また、南壁東寄りの屋外にピッ

トが検出されたが、性格は不明である。規模は長径

0.45m 、短径0.32m 、深さ 0.25m であり、楕円形を

呈す。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.60m 0.33m 0.47m 

P 2 0.35m 0.35m 0.15m 

掘り方 北壁際を中心に床面から 5 ~10cm ほど掘り

込んでいるところがある。底面はやや凹凸がある。

北壁の中央と推定される地点に接して不定形の床下

土坑が検出された。長径l.Om 、短径0. 75m ほどの

楕円三角形で内部には 4 本の小ピットが掘り込まれ

ている。位置や形状から考えると、カマドの掘り方

の底面が残存している可能性が高い。この床下土坑

の上層の床面上には灰の分布があり、このことを補

強すると考えられる。

遺物出土状態 床面での遺物は、床面上で破砕した

と考えられるような遺物が数点出土している。 1140

の土師器甕形土器や、 1142 • 1144の土師器杯形土器

は床面直上で出土した。また、敲打痕や磨り面のあ

る棒状礫が出土している。 S446は東壁際で出土し

た。他の 2 点は埋没土中の出土である。

カマド 掘り方面で北壁に接して検出された床下土

坑がカマド捐り方の可能性があるが、床面での規模

や形状については不明である。この床下土坑付近に

やや集中して遺物が出土している。土師器杯形土器
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(1143) を図示した。

調査所見 西側の一次調査で、重複する 74号住居の

北側を遺構と認識できず、本住居の西半を検出する

ことができなかった。したがって、遺憾ながら西側

2 カマド付設住居

の本住居の床面や壁については記録をとることがで

きていない。東側の調査に移った際に本住居の平面

形が確認でき、調査をおこなったものである。

（小島）
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1 層 炭化物粒・白色軽石・炭化物粒を含む黄灰褐色砂質土。

l'層 1 層に類似するが、炭化物粒を含まない。

2 層 1 層のプロックと褐色土プロソクの混土。

3 層 黄褐色土・白色軽石を含む砂質土。
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91 号住居図65·66 、 PL15· 16表P.13

位置 N-46 • 47 グリッド

規模縦2.8+ am 横2.3+ am 深0.30m

形状 隅丸方形を呈すると考えられるが、北壁と東

壁を検出できただけであるので、全体の規模・形状

は不明である。

重複 88号住居 •70号溝に先行する。

主軸方位 N-12ー -E 

埋没土 北壁付近は焼土粒や炭化物粒を含む茶褐色

土で埋まっている。

床面 顕著な硬化面は検出されていない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 掘り方面で北壁の一部に幅10cm、床面からの

深さ 2 cm の周溝が1. 7m にわたって検出された。

柱穴 掘り方面の調査で 3 本の小ピットが検出され

た。位置・形状共に柱穴と断定することは難しい。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.23m 0.2 m 0.15m 

P 2 0. 25 m O. 17 m O. 05 m 

P 3 0. 26 m O. 24 m O. 07 m 

掘り方 住居全体に掘り方が施設されている。カマ

2 カマド付設住居

ド周辺は一段高く残されている。南西隅には不定形

の床下土坑が検出されている。西側の最も深いとこ

ろで床面から0.2m のところまで掘り込まれている。

遺物出土状態 遺物の出土は少ない。カマド内から

土師器杯形土器の破片 (1145) が出土している。

カマド

位置東壁中央

規模全長0.82m 屋外長0.7m

最大幅0.8m 焚き口幅0.52m

遺存状態 壁から屋外へ斜方向に煙道部が掘られて

いるタイプのカマドである。袖は直径 2 ~3 cm の軽

石を含む明黄白色土でつくられ、壁から 10数cm張り

出している。燃焼部はあまり焼けていないが部分的

に灰や焼土が残っている。

遺物出土状態 遺物はほとんど出土していない。燃

焼面下層で拳大の軽石が 2 個出土している。

調査所見西側の一次調査では、ほとんど70号溝と

重なってしまい、本住居の床面や西壁を確認するこ

とができなかった。北壁付近では東西に走る 70号溝

により本住居の壁は崩され、床面が残る状況で検出

された。 （小島）
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1 層 褐色土 青灰褐色土を多く、榛名山起源の軽石・焼土粒子をわずかに含む。しまりは良い。

2 層赤褐色土 炭をわずかに含む。

3 層明褐色土 灰・焼土を少星含む。

4 層褐色土 炭・焼土を多く含む。

5 層 褐色土 l 層よりも暗い。黄灰白褐色土（地山）ブロソクを少量含む。

L=95.80m 6 層暗褐色土 底面付近に炭を含む。

7 層 明褐色土 青灰白色土・黄褐色土ブロックを含む。榛名山起源の軽石はほとんど含まれない。やや砂質。しまりは弱い。

8 層 暗褐色土 焼土粒子を少饂、灰を極少量含む。 7 層よりも粘性があり、しまりも良い。

9 層 淡赤褐色土 わずかに全体が焼けて、赤みを帯びる。やや粘性がある。

10層暗褐色土 多くの灰を含む。しまりは弱い。

10'層 10層よりもしまりが悪く、ボソボソする。（根の攪乱）

11層暗赤褐色土 灰と焼土を多く含む。

12層 暗青灰褐色土 少最の焼土プロックと極少最の黄白褐色砂質土（地山）プロソクを含む。

13層 暗褐色土 黄白褐色砂質地山プロソクを少誠、灰をわずかに含む。しまりは弱い。

14層 暗褐色土 直径0.5~1 cm の黄灰白褐色土（地山）ブロックを多く含む。榛名山起源の軽石の円礫をわずかに含む。

15層 暗褐色土 榛名山起源の軽石を少誠含む。しまりは良い。やや粘性がある。

16層 明黄白色土 直径 2~3mmの軽石（細砂粒子）を含む。袖。

図66 91 号住居カマド
゜ 1 : 30 lm 

92号住居図67

位置 N-47グリッド

規模 北東隅のみしか確認できず、不明である。

形状 北東隅の形状からは、隅丸方形を呈すると推

定される。

重複 68号 •83号・ 88号住居に先行する。

東壁方位 N-3ｰ-W 

埋没士 埋没土は黄色シルトの固くしまった層と灰

色シルトのラミナ層で、軽石を多量に含んでいる。

床面 硬化面は形成されていない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 柱穴とは断定できないが、床面の精査時に床

66 

面の 1 ~3 cm下層の面でピットが 3 本検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 

p 2 

0.47m 0.23m 0.29m 

0.32m 0.24m 0.24m 

P 3 0.33m 0.24m 0.26m 

掘り方 顕著な掘り方は施設されていない。

遺物出土状態 遺物の出土は少ない。土師器の杯形

土器の破片等が出土している。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 埋没土がラミナ堆積をしており、特徴的

である。地山の洪水堆積物の小単位である可能性が

あるかもしれない。 （小島）



2 カマド付設住居

平-47 芋-47

一'1 -

88号住居

一 ~l 6
8号
住
居

88号住居

Q
dS~ 

83号住居 GdS

1!’ 

図67 92号住居
゜

1 : 60 4m 

重複群D

重複群D は T~U-56~58グリッドに展開する。

75号・ 76号・ 77号の 3 軒の住居が重複する。土層断

面A-A' からみると 75号住居が76号・ 77号住居に

後出する。 76号・ 77号住居の新旧関係は重複がない

ので土層断面からは不明である。なお、これらの住

居群は、 56号溝の埋没土を掘り込んでおり、床面は

埋没土に貼り床を施設している。 （小島）

76号住居 1 層 明褐色土 黄褐色士・灰白色土プロソクを極めて多量に

含む。直径 l ~5 mmの白色軽石を少量含む。

しまりは良く、粘性がある。

2 層 暗茶褐色土灰白色土プロックを多く含む。黄褐色土プ

ロックはほとんど含まれない。直径 5 mmほど

の炭を少最含む。 1 層よりも粘性は弱く、砂
質である。
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75号住居

1 層 明褐色土 黄褐色土・灰白色土プロックの溶混を多く含
む。長さ 1 ~3 mmの炭化物粒子をやや多めに

含む。直径 l ~2 mmの白色軽石を少最含む。

焼土粗粒を極少益含む。床面に灰を含む。し

まりは良い。やや粘性がある。

2 層 黄褐色土と灰白色粘性土の混合土。少磁の褐色土が混じる。

炭・灰を多く含む。

3 層褐色土 直径 l ~2 cm の黄褐色土プロックを多量に含

む。直径 1 mm以下の白色軽石を少量含む。や

や粘性がある。

3 層 暗褐色士 3 層よりも黄褐色土プロックを少なく含み、
色調も暗い。

4 層 褐色土 黄褐色土プロックと灰白色粘性土プロックを

多く含む。やや粘性がある。

5 層 暗茶褐色土榛名山起源の軽石をやや多めに含む。黄褐色

粘性土プロック・灰白色粘性土プロック・焼

土粒子・炭化物を少量含む。

6 層 灰褐色士 榛名山起派の軽石を少量含む。やや粘性があ

る。

7 層 茶褐色士 黄褐色土粘性土プロック・榛名山起源の軽石

を少量含む。炭化物を微量含む。

77号住居

1 層 暗茶褐色土 直径 1 cm ほどの黄褐色土プロック・直径 1 ~ 
5 cm の灰白色粘性土プロノクを多贔に含む。

焼土プロック及び同粒子を少絋含む。炭・灰

を含む。しまりは良く、粘性がある。
l'層 l に近いが色調は 1 より暗く、黄褐色・灰白色プロックの

益は少ない。焼土粒子は極わずかに含まれる。

2 層 暗青灰色土 プロックをほとんど含まず、焼土がわずかに

認められる。根の攪乱と思われる。

3 層 茶褐色土 やや砂質。灰褐色土を含む。白色軽石を少量

含む。

3'層 茶褐色土 3 層とほぽ同じであるが、 3 層よりもさらに

白色軽石の含まれる磁は少ない。

4 層 灰褐色土 しまりは、 3 層よりも若干弱い。白色軽石は

あまり含まれず、 3 層よりも粘性はある。
5 層 暗灰褐色土 炭化物を少益含む。黄褐色土粒子・白色軽石

をわずかに含む。

6 層 暗茶褐色土 白色軽石を少量含む。粘性はない。しまりは

悪い。（攪乱）

75号住居図69·70 、 PL16· 17ｷ 122 、表P.13

位置 T • U-57グリッド

規模縦2.46m 横3.40m 深0.08m

形状隅丸長方形

重複 56号溝． 76号・ 77号住居に後出する。

主軸方位 N-83ー -E 

埋没土 黄褐色土・灰白色土ブロックの混土で埋

まっている。埋没土中には炭化物粒・焼土粒・白色

軽石を含んでいる。

68 

床面 顕著な硬化面は検出されなかったが、一部床

面に灰層が広がっている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 主柱穴と断定できる遺構は検出されなかった

が、掘り方調査時に北西隅にピットが検出されてい

る。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.36m 0.32m 0.07m 

掘り方西半部は床面から 5 ~6  cm下がった位置に

掘り方面が検出された。東半部はさらに掘り下げら

れており、床面から 18cm下に掘り方面が検出された。

また、東南部には長軸1. 17m 、短軸0.95m 、深さ 2

~8 cm の隅丸長方形の掘り込みが確認されている。

貯蔵穴底面とも考えられるが床面では確認できな

かった。

遺物出土状態 カマド周辺で破片が出土した程度で

ある。

カマド

位置東壁中央やや南側

規模全長0.9m 屋外長0.9m

最大幅0.75m 焚き口幅0. 75m 

遺存状態 削平によって住居の確認面が下がってお

り、カマドの遺存状態も燃焼面の下部のみであった。

天井部の崩落と考えられる焼土ブロックの下層に燃

焼面の灰の層が残っていた。燃焼部の壁はあまり焼

けていない。

遺物出土状態 カマド内からは1090 • 1091の瓦が燃

焼面直上で出土している。土師器甕形土器の破片が

燃焼部から出土しているが、図示はできなかった。

埴輪片 (1092) は掘り方中央の底面直上で出土して

いる。

調査所見 本住居は56号溝の埋没土中につくられた

住居であり、重複する住居もあった。したがって地

山の認定が困難であったので土層観察用のトレンチ

を深く入れて調査をおこなった。床の硬化面は確認

できなかったが、カマドからの灰面の広がりからす

ると、報告した面を床面としたい。 （小島）
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1 層 焼土ブロックと黄褐色粘性土プロソクの混合土。青灰褐色土を少量含む。

2 層 灰褐色土 直径 1 mm以下の白色軽石・直径 l ~3 mmの炭化物片を少最含む。直径 5 mmほどの黄褐色土小プロノクを少量含む。

3 層 灰褐色土 焼土プロノクの間を、若干の灰褐色土が埋める。炭化物粒子を少量含む。しまりは良く、粘性がある。

4 層 黒褐色土焼土プロソク・炭を多く含む。極めて多量の灰を含む。

4'層 黒褐色土と焼土の混合土。やや焼土粒子及び同プロノクの方が多い。

5 層 灰褐色土焼土プロノクを含まない。灰が混じる。

6 層 灰白褐色粘性土プロソクと茶褐色土（地山＝溝の覆土）の混合土。後者の方が多い。焼土粒子及び同ブロソク・炭化物片・黄褐色粘性

土プロックを少量含む。

7 層 灰褐色土茶褐色土を含む。 77号住居の床面か。

゜

図70 75号住居カマド
1 : 30 1 m 

76号住居図71~74 、 PL17· 18ｷ 122ｷ 123表P.14

位置 T • U -56 • 57 グリッド

規模縦2.85m 横2.92m 深0.08m

形状 ほぽ正方形を呈する。平面図では南西隅がや

や隅丸になっているが、他の三隅を見ればこれほど

丸くはないと思われる。

重複 75号住居に先行し、 56号溝に後出する。

主軸方位 N-97ー -E 

埋没土 少量の白色軽石と、多量の灰白色土ブロッ

クを含む黄褐色土で埋まっていた。

床面 75号住居同様、カマド付近を除いて顕著な床

面は検出されなかった。

70 

貯蔵穴 カマド右脇の住居隅の壁に接して、長径

0.84m 、短径0.53m 、深さ 0.24m の楕円形の貯蔵穴

が検出された。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方面で 4 本の主柱穴と考えられるピット

が検出された。p 1 とp 3 の位置は、壁の方向から

ややずれている。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

0.30m 0.20m 0.09m 

0.39m 0.28m 0.07m 

0.37m 0.37m 0.04m 柱痕 2 本

0.27m 0.19m 0.10m 
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L=95.60m 

1 層 明褐色土 黄褐色土・灰白色土プロソクを極めて多量に

含む。直径 l ~5 mmの白色軽石を少量含む。

しまりは良く、粘性がある。

2 層 暗茶褐色土灰白色土プロックを多く含む。黄褐色土プ

ロックはほとんど含まれない。直径 5 mmほど

の炭を少最含む。 1 層よりも粘性は弱く、砂

質である。
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1 層 暗褐色土に、灰褐色粘性土プロック・直径 l ~3 cm の黄褐

色粘性土プロノクが極めて多最に混じる。白色軽石を少磁
含む。粘性が強い。

2 層 暗褐色土 炭を少址含む。粘性土プロックは含まれず、や

や砂質。
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図71 76号住居

掘り方床面から 5~9 cm掘り込んだところで掘り

方面を検出した。掘り方面では上記のピットの他に、

床下土坑を 2 基検出した。いずれも北壁に沿って掘

られている。東側の床下土坑 1 は長径0.54m 、短径

0.48m 、深さ 0.07m の楕円形で、主柱穴p 1 に接し

ていた。西側の床下土坑 2 は長径0.43m 、短径

0.27m 、深さ 0.02m の皿状の掘り込みである。

遺物出土状態 カマドと貯蔵穴を中心として遺物は

出土している。カマドからは破片の出土も多かった

が、 1094 • 1095 • 1096 • 1097 • 1100の須恵器椀形土

器が燃焼部から出土している。また、 1103 • 1104 • 

1106の瓦片もカマド出土である。 1101の須恵器椀形

71 
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土器は貯蔵穴底面から 4 cm ほど浮いた位置で出土し

た。また、敲石 (S 433) がカマド燃焼面に接して

出土した。

カマド

位置

規模

東壁中央やや南側

全長0.75m

最大幅0.77m

遺存状態

屋外長0.52m

焚き口幅0.33m

燃焼部底面には灰層がよく残っていた

が、燃焼部壁はあまり赤化していない。右袖は壁に

接するところでは残っていたが、屋内へ張り出す部

分は遺存していない。左袖は壁から0.24m ほど張り

固

K 
了ジゅ゜•vv:'炉B’

` 
¥ヽ I仮 8 彎

¥ I 

¥ < I 

\ ＼、臣 I / / 
—---/’ 

KPB' 

出して残っていた。袖はいずれも黄白色のやや砂質

の土でつくられている。掘り方面には、燃焼部中央

と焚き口部の両端に直径30~40cm のピットが掘り込

まれており、焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色土で埋

まっている。

遺物出土状態

している。須恵器椀形土器が多い。

調査所見

燃焼面・掘り方面ともに遺物が出土

56号溝埋没土中に掘り込まれた住居で、

床面・壁ともに検出が困難であったので、土層観察

用のトレンチを深くいれて調査した。 （小島）

1 層

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

7 層

7'層

8 層

9 層

10層

11層

12層

13層

14層

黄白色土

黄白色土

黄白色土

暗黄白色土

砂質である。カマドの袖になる。

酸化鉄を多く含む。カマドの袖になる。

焼土粒を含む。

榛名山起源の軽石の小粒を全体に含む。わず

かに炭化物を含む。

FA 期の洪水堆積物のプロックが入る。袖の

崩れがある。

火山灰の二次堆積以後の流入土。細かい砂質

土。

火山灰の二次堆積以後の流入土。

火山灰の二次堆積以後の流入土。細かい砂質

土。わずかに炭化物を含む。

褐色土 焼土粒・炭化粒を一部含む。

暗灰褐色土 炭化物・灰が多い。

黒灰褐色土炭化物が多く、焼土を含む。

炭化物と火山灰プロックの混合層。

炭化物層

褐色土

暗灰色土

灰白色土

明灰白色土

明灰白色土

灰褐色土

臼量瓢剛

疇［

焼土プロック・炭化プロソクを含む。固くし

まった土。

炭化物を多く含む。

15層

16層

17層

18層

19層

20層

21層

22層

23層

24層

25層

26層

27層

28層

29層

黒色土

褐色土

ほとんど炭化物によって構成されるが、灰も

多く含まれる。

灰白色粘性土プロック・黄褐色土粒子を少量

含む。

焼土粒子をやや多く、黒色土粒子・灰白色粘

性土プロックをわずかに含む。

焼土粒子・黄褐色土粒子を少量含む。全体に

薄く灰を含む。色調は茶色が強い。

焼土粒子の量は、 18層よりもかなり少ない。

灰を多く含む。焼土粒子を少蘊含む。

黄褐色土粒子を多く、炭化物粗粒を少量含む。

色調は茶色が強い。非常にしまりが良く、硬

質である。

焼土粗粒子の層。灰白色粘性土が埋める。しまりは良い。

黒褐色土 灰・炭を多く含む。焼土ブロックをわずかに

含む。

23層よりも多くの焼土粗粒子及び同プロック

を含む。灰・炭を多く含む。

炭化物層 若干の暗褐色土が間を埋めている。

黒褐色土・黄褐色土・灰白色粘性土の滉合土。焼土粒子を

少量含む。灰白色粘性土〉黄褐色土〉黒褐色土〉焼土粒子

26層に近いが、焼土粒子はほとんど含まれない。

暗褐色土 黄褐色土粒子を少量含む。黒色土をわずかに

含む。

焼土プロックを多く含む。黒色土・炭化物を

やや多く含む。

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色士

褐色土

黒褐色土

暗褐色土

<d

>

図72 76号住居カマド
゜ 1 : 30 1 m 

72 
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図73 76号住居出土遺物（ 1)
゜ 1 : 4 20cm 
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図74 76号住居出土遺物 (2)
゜

1 : 3 10cm 

77号住居図75 、 PL18· 19ｷ 122、表P.15

位置 T • U -57 • 58 グリッド

規模縦(2. 76m) 横3.10m 深0.14m

形状 隅丸方形と推定されるが、南東隅は発掘区外

であるので断定できない。北壁の一部は壁高の遺存

が極めて低く、明確にとらえられなかった。

重複 75号住居に先行し、 56号溝に後出する。

主軸方位 N-0ー -E 

床面 遺構確認面より床面は高い位置にあったと考

えられ、確認できたのは、掘り方埋没土の中位より

下層である。

貯蔵穴 掘り方面で南東部に不定形な落ち込みが検

出されたが、貯蔵穴とは断定できない。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方面で南西部で 2 本、東部で 1 本小ピッ

トが検出されているが、南西部の P 1 • 2 の 2 本は

柱穴と考えられる。

74 

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.36m 0.36m 0.04m 

P 2 0.49m 0.29m 0.04m 

掘り方 掘り方面で柱穴を検出した他、南中央部で

不定形な床下土坑が検出されている。また、東壁に

接して不定形な落ち込みが 2 ヶ所検出されている

が、詳細は不明である。

遺物出土状態 遺物の出土量は少ない。図示した須

恵器椀形土器 (1107) はp 1 内から出土している。

カマド カマドは床面が確認できていないので、詳

細は不明である。

調査所見 本住居は床面が検出できなかったので、

不明な点が多い。カマドについては、重複する 75号・

76号住居との類似性や、やや東壁が膨らむような平

面形から考えると東壁に施設されていた可能性が商

ぃ。 （小島）
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77号住居土坑

I 層 褐色土 黄褐色粒子及び灰白色粘性土を少量

含む。白色軽石をわずかに含む。し
まりは固い。

11 層褐色土 黄褐色粒子・小プロソクを多く含む。

灰白色粘性土プロックも多めに含ま

れる。白色軽石・炭化物粒子もわず

かに含む。粘性有り。しまりは悪い。

m層 灰褐色土 黄褐色粒子・小プロックを微覇含む。

白色軽石を多く含む。しまりは良い
が、粘性は弱く、砂質。

こ

゜
1 : 4 10cm 

゜
1 : 60 2m 

図75 77号住居と出土遺物

重複群 H

重複群H は、 U • V-57 • 58グリッドに展開する。

3 軒の住居が存在する。

住居は重複関係の新しい順に24号住居一 104号住

居― 103号住居の順に平面および土層断面によって

判断された。 （小島）

SPA, 
24号住居

疇A
24号住居

1 層 榛名山起源の軽石・多量の細白色軽石を含む灰褐色砂質土。

2 層 榛名山起源の軽石・細白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色土。

3 層 少羹の白色軽石・炭化物・直径0.5~ 1. 5cm の焼土粒を多量に含む茶褐色。

4 層 白色軽石をほとんど含まない黒褐色土。

5 層 細白色軽石・榛名山起源の軽石・焼土粒を含む茶褐色粘質土。

8 層掘り方。

103号住居

6 層 白色軽石・細榛名山起派の軽石を含む灰褐色土。

7 層 榛名山起源の軽石・細白色軽石を含む灰褐色土と黄褐色シルトの混土。
゜ ゜゚ー

.. 
ー

臼
U
B

5m 

図76 重複群 H

75 
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• 
103 号住居

104号住居 SPC' 

L=95.80m 
103 号住居

I 

SPB 2 104号住居 24号住居
SPB' 

L=95.80m 

104号住居

1 層 暗黄白色土

2 層 暗青灰色土

103号住居

3 層 暗青灰褐色土

4 層 暗青灰白色土

5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

8 層暗褐色土

9 層 暗青灰色土

直径 1 cm以下の白色鉱物粒と炭化物をわずかに含む。鉄分を含む。

炭化物を多く含む。少量の焼土が入る部分があり、粘性が強い。

黄白褐色粘性土プロ・ノクを多く含む。焼土粒子・榛名山起源の軽石を微最含む。

粘性有り。 3 層よりも白っぽい。焼土粒子微量。

炭化物粒子及び焼土粒子を少量、黄白色土ブロソク及び榛名山起源の軽石をやや少なめに含む。

黄白色土プロソク及び粒子を多最に含む。榛名山起源の軽石を極微量含む。

5 層よりも黒みが強く砂質。直径 5 mmの炭化物片を微最含む。

灰白色土プロックをやや多く含む。黄白褐色粒子及び榛名山起源の軽石を微鼠含む。

粘性が有り、しまりは強い。黄褐色粒子を微量含む。

゜ 4m 

図77 重複群 H の土層断面

24号住居図78·79 、 PL31 • 32 • 123、表P.15

位置 U • V-57 • 58グリッド

規模縦3.0m 横2.8m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 103号・ 104号住居に後出する。

主軸方位 N-98ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石・焼土粒・炭化物粒を含

む黒褐色土が埋没土の大半を占めている。埋没土の

堆積状態から 103号住居の灰褐色土と黄褐色シルト

の混土層を切っていることが確認できる。

床面 顕著な貼床は検出されなかった。床面は平坦

であるが、東壁寄りでわずかに低くなる。カマド前

面から貯蔵穴付近にかけて炭化物粒や焼土粒が広

がっている。

貯蔵穴南東隅に長軸0.60m 、短軸0.55m 、深さ

0.15m の隅丸長方形を呈する貯蔵穴が検出された。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方床面下をわずかに 1 ~3 cm掘り凹めるが、

76 

1 : 60 

特別な施設等は検出されていない。若干の凹凸があ

る。

遺物出土状態 カマドを中心に遺物の集中地点があ

る。土師器甕形土器（941) ・須恵器甕形土器 (905) • 

羽釜 (903) ・高台付椀形土器（899) などの出土が

ある。カマド以外はまばらな出土状態である。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.80m 屋外長0.50m

最大幅0.70m 焚き口幅0.55m

遺存状態 カマド右袖が崩れた形状で検出されてい

る。本来の形をとどめているところとの相違が不明

瞭であった。袖は住居内側へ0.50m伸びている。

遺物出土状態 カマド埋没土から土器片や石が出土

している。土師器の甕形土器（942) ・杯形土器、

灰釉陶器椀形土器（902) などの器種である。

調査所見 カマドから貯蔵穴にかけて不明瞭であっ

たが、掘り方を調査した段階で、貯蔵穴の大きさが

明瞭となった。 （相京）
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冒

号
24号住居

1 層 榛名山起源の軽石・多誠の細白色軽石を含む灰褐色砂質土。

2 層 榛名山起源の軽石•細白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色土。

3 層 少量の白色軽石・炭化物・直径0.5~ 1. 5cmの焼土粒を多量に含む茶褐色。

4 層 白色軽石をほとんど含まない黒褐色土。

゜ I : 60 4m 

<
d
x
 

KPB' 

24号住居カマド

1 層 炭化物層（灰と炭が混入した土層）。暗黒灰色土。

2 層 焼土プロックを含む褐色土層。

3 層 カマド袖内に石を入れて構築してあり、袖の土と考えられる灰褐色土。

4 層 地山。 FA 期の洪水堆積物。

゜
1 : 30 lm 

図78 24号住居とカマド
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103号住居図80·81 、 PL32·123ｷ 124 、表P.16

位置 U • V-57 • 58 グリッド

規模縦3m 横4.lm 深0.2m

形状隅丸方形

重複 24号・ 104号住居に先行する。

主軸方位 N-87ー -E 

埋没土 暗褐色土で、炭化物粒や焼土粒・黄白色土

ブロック・榛名山起源の軽石を少量含んでいる。

104号住居床面下の土層である。

床面貼床が施されている。 104号住居跡のピット

などにより壊されている部分が多い。

貯蔵穴北東隅に長径1. 17m 、短径0.70m 、深さ

0.14m の楕円形の貯蔵穴が検出された。

周溝 西壁下の一部に存在が確認できる。

柱穴

柱穴No 長径

p 1 

短径 深さ

0.52m 0.46m 0.16m 

備考

P 2 0. 60 m O. 33 m O. 19 m 掘り方検出

掘り方床面下は凹凸があり、不安定である。周溝

は掘り方面で確認された。

遺物出土状態 カマド掘り方付近から須恵器の杯形

土器 (1163) の出土がある。床面と掘り方底面間に

は土師器杯形土器 (1165) と須恵器蓋形土器 (1162)

の出土がある。

カマド

位置東壁南寄り

規模全長0.55m 屋外長0.45m

最大幅0.65m 焚き口幅0.40m

遺存状態 大きく崩れている。袖は痩せている。袖

の高さは約10cmである。左袖は焼土化している。掘

り方では住居外ヘ一部張り出していることがわか

る。

遺物出土状態 カマド内からは土師器の杯形土器

(1164) の他に甕形土器の破片が出土した。杯形土

器は右袖の奥、甕形土器の破片は使用面中央付近か

らの出土である。

調査所見 24号住居、 104号住居が重複し、特に後

者は床面が本住居の大半を壊している。このためカ

2 カマド付設住居

マド出土土器以外に記載した遺物は、床面および床

面に近いものを取り上げた。他に10数破片の須恵器

と土師器片が出土している。小破片下であるが羽釜の

出土もある。 （相京）

~64 □163 

` 
I 

i/7̀  ̀ ¥ t<·•.l·':i,>'
9 .¥̀  f.. 9 ＂卓沼

＼ービ｀

こ
1162 

゜
1 : 4 20cm 

図80 103号住居出土遺物

104号住居図82·83 、 PL32· 124 、表P.16

位置 U • V-57 • 58グリッド

規模縦2.7m 横4.0m 深0.15m

形状隅丸方形

重複 24号住居に先行し、 103号住居に後出する。

主軸方位 N-87ー -E 

埋没土 白色鉱物粒や炭化物粒を含む。多くの部分

が重複する 103号住居の床面とも近く、 103号住居の

焼土部分が顔を出す。

床面貼床が施されている。暗灰褐色土であり、炭

化物や焼土粒が混ざる。あまり固くはないがほぼ床

面全体に同一性がある。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴柱穴か否かは不明であるが、床面で104号住

居のものと判断されたのは 4 本のピットである。
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1 層褐色土 黄青灰白色土（地山）粒子を多く含む。焼士粒子・炭化物片・榛名山起源の軽石

6鴫
を少量含む。

2 層黒褐色土 極めて多量の炭化物を含む。焼土プロックを含む。

3 層焼土プロック

L=95.60m 4 層青灰褐色土 焼土プロック・炭化物を含む。やや粘性がある。

5 層赤褐色土 ほぽ焼土プロックによって構成される。青灰褐色土（灰）を若干含む。

5'層褐色土 黄灰白色褐色土粒子を少鍼含む。

6 層暗褐色土 極めて多量の炭化物を含む。焼土粒子を含む。

7 層褐色土 榛名山起源の軽石・焼土粒子を微誠含む。

゜
1 : 30 1 m 

図81 103号住居
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カマド付設住居

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

P4 

深さ

0.07m 

0.19m 

0.06m 

0.14m 

掘り方

長径

0.30m 

0.52m 

0.2 m 

0.50m 

短径

0.25m 

0.52m 

0.17m 

0.45m 

備考

床面下は凹凸があり、円形の土坑やカマド

部では敲石 (S 451 • S 452) が埋没土内から出土し

ている。

カマド

位置

規模

東壁やや南寄り

全長0. 70m 

最大幅0.60m

屋外長0.50m

焚き口幅0.40m

部分には 2 つのピットが検出されている。 103号住

居の床面が一部で重複することや、 24号住居との重

複関係が東南部分で多くみられる。掘り方底面で確

認できたピットは次の通りである。

長径柱穴No

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

0.45m 

0.32m 

0.85m 

0.45m 

0.72m 

短径

0.3 m 

0.6 m 

0.65m 

深さ

0.37+ am 0.09m 

0.04m 

備考

遺存状態 カマド焚き口部分左右にピットが対で検

出された。両方とも 0.15m の円形に近い形状を呈し、

深さは約0.12m である。

えられる。カマド掘り方面に 3 ヶ所のピットがあり、

位置的に中央部分のピットは、

0.08m 

0. 25+ a m O. 06 m 

0.05m 

の抜けた様相を呈す。長径0.2m 、短径0.17m 、深

さ 0.04mが確認時点での計測値である。掘り方の底

面より 2 ~10cm低い。

遺物出土状態

調査所見

これは袖石の抜けた跡と考

カマドの右袖と支脚

須恵器と瓦破片が出土した。

103号住居との重複関係が複雑であり、

遺物出土状態 埋没土中の遺物はカマド内、住居北

西部では埋没土下層から羽釜 (1168) と南西部では

床面の高さも差異がないためピット群の取り扱いに

は注意を要した。 （相京）

須恵器椀形土器 (1167) が床面から出土した。北東

言□7
1167 こ

ー

5
 

4
 

ロ
ロ
ロ
ロ
：
□） S

~
ロ

三□□三
1168 

ロ

こ二）
S452 

図82 104号住居出土遺物
゜

1 : 4 20cm 
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1 居暗褐色土

2 層 暗黄褐色土

3 層暗褐色土

4 層暗褐色土

5 層黒色灰層

6 層黄白色土

7 層暗褐色土

8 層黒色灰層

9 層黒褐色土

白色鉱物・黄白色土プロノクをわずかに含む。
白色鉱物・焼土プロックをわずかに含む。
白色鉱物をわずかに含む。

白色鉱物・黄白色土プロ、ノクをわずかに含む。
白灰を少最含む。

黒灰・焼土粒をわずかに含む。

白色鉱物・焼土プロソクをわずかに含む。黄白色土ブロソク
を少鍼含む。

黒灰・焼土粒を少最含む。

黒灰・焼土粒を多誠に含む。
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重複群 F

重複群F は、 V~X-54~57グリッドに展開する、

本遺跡内において最も重複の多い重複群である。住

居は古墳時代後期から平安時代にかけての集落の一

部であることが、遺跡内の住居の分布状態をみても

明らかである。遺跡内の重複群のありかたについて

は、切り合い関係から新旧の把握を明瞭にし、なお

かつ合理的に報告するように努め、確認面が近似す

る遺構の報告をまとめることとした。しかし、重複

群F の南側に重複群G が引き続きあり、重複関係が

およそ南北20m 、東西15m の範囲にわたっているの

で、重複密度の薄くなるところでF-1 群～ 4 群と

G 群に便宜上分けて報告することとした。重複群

F·G を合わせると 27軒の住居が重複するが、重複

群 F の細分は以下の通りである。

F-1 群 101号・ 111号・ 126号・ 134号住居

F-2 群 105号・ 112号・ 113号・ 114号・ 129号住居

F-3 群 106号・ 128号・ 135号・ 136号・ 137号・ 138号

F-4 群 100号・ 115号・ 119号・ 120号・ 130号・ 131号

·132号住居

以下に各群毎の重複関係について、簡単にまとめ

ておきたい。

F-1 群土層断面D·E·L によって、埋没土の

観察をおこなった。 101号住居は最も新しい住居で、

土層断面D·E ともに立ち上がりを確認することが

できた。

この 101号住居に切られている、 111号・ 126号住

居は、 111号住居の床面上に 126号住居のカマドが

残っていたことから、 126号住居の方が新しいこと

が確認された。

134号住居は、士層断面 L の観察によれば、 111号

住居を切って掘られていることが確認できた。しか

し、実際に全体を調査する段階では、 134号住居の

北壁の立ち上がりをとらえることはできなかった。

平面図では両住居の間には復元線を描いている。な

お掘り方面では先行する 111号住居の方が深く掘ら

れていた。

F-2 群 土層断面A·B·G によって埋没土の観

2 カマド付設住居

察をおこなった。 112号・ 113号住居はこれらの住居

群の中で最も新しい住居である。土層断面A·G に

よって、他の住居を切って掘り込まれていることが

確認された。ただ、 112号住居南壁の立ち上がりは

土層断面の位置では明瞭でなかったが、平面確認や

壁の下部の立ち上がりから判断することができた。

なお 112号住居は、 F-1 群の111号住居と重複して

いるが、 112号住居の方が新しい。

129号住居は、土層断面A·B によって、東側の

105号・ 114号住居より新しいことが確認でき、カマ

ドも 105号住居の床面上に作られている。

105号・ 114号住居の関係をとらえる土層断面を設

定することはできなかった。しかし、 105号住居南

西隅で114号住居の床面が切られていることが確認

でき、 105号住居の方が新しいことが判断された。

また、 105号住居は、 F-1 群の134号住居と重複し

ているが、 105号住居のカマドが、 134号住居埋没土

上層からつくられていることから、 105号住居の方

が新しいことが判断された。

F-3 群土層断面F·H·I· J ·K によって埋

没土の観察をおこなった。 106号住居は F-2 群の

113号住居に切られているが、土層断面H. Jによっ

て F-3 群中では最も新しい住居であることがわか

る。

その106号住居に切られている 128号住居は、土層

断面K によって、 137号・ 138号・ 136号住居の順に

作られてきた重複住居群の上層につくられているこ

とがわかる。さらに土層断面 I をみると 137号住居

の下層には135号住居がつくられていた。

128号住居下層につくられた136号住居の掘り込み

は深く、重複する北および西の壁は残っており、全

体の形状を確認することができた。

138号住居は土層断面Kで硬化した床面が137号住

居床面より上層で検出されたことと、 128号住居力

マドの南側に138号住居床面に連続するカマドを検

出したため、住居の存在を確認したが、平面的な形

状を確認することはできなかった。平面図は推定線

である。
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135号住居は、南東隅で重複群G の109号住居と重

複しているが、 109号住居に切られていることが確

認されている。

F-4 群土層断面 C. Jで埋没土の観察をおこ

なった。 120号住居は土層断面C から 115号住居より

新しいことが確認された。また、 132号住居の床面

にカマドが作られており、これよりも新しいことが

判断される。

115号住居も同様に132号住居の床面にカマドがつ

くられていることから、これよりも新しいことが判

断された。

119号住居は、 115号住居の南西隅を壊しており、

115号住居より新しいことがわかる。 52号溝を隔て

た100号住居との関係は不明である。

130号・ 131号住居は、土層断面を設定して埋没土

の観察をおこなったが、 130号住居の方が新しいこ

とが土層断面からわかる。しかし、同時に掘り下げ

ているので、後出し、なおかつ床面の浅い130号住

居の床面および北壁は検出できなかった。 （小島）
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図84 重複群 F
゜ 1 : 100 5m 
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101号住居

1 層 暗褐色土 白色鉱物を多量に含む。角閃石安山岩・黄白色土プロック（地山）をわずかに含む。

2 層 明灰褐色土ブロック

3 層 暗灰褐色土 白色鉱物・黄白色土プロソクをわずかに含む。

4 層 暗灰褐色土 白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。黒色灰を少量含む。

5 層黒褐色土 黒色灰を含む（ラミナ状）。

6 層黒色灰層

7 層据り方

105号住居

1 層暗褐色土

3 層黄褐色土

5 層暗褐色土

6 層暗灰色土

111号住居

1 層 暗褐色土 白色鉱物を少絨含む。黄白色土プロックをわずかに含む。

2 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを多益に含む。黒色炭化物プロソクを多量に含む。

3 層 黄褐色土 白色鉱物をわずかに含む。黄白色土ブロックを多量に含む。

4 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含む。黄白色土ブロックを少量含む。

5 層 暗灰褐色土 灰白色粘性土プロック及び黒色土プロックをやや多く含む。榛名山起源の軽石粒子を少量含む。

6 層 明灰褐色土 暗灰色土プロック少量。黒色土粒子少誠。暗褐色土を微量含む。しまりは良く、粘性有り。

7 層 暗褐色土と明灰褐色粘性土プロックと黒色土プロソクの混土層。榛名山起源の軽石粒子を少量含む。 8 層よりもしまりは弱い。

8 層 暗灰褐色土 黒色土プロック及び FA ブロックをやや多く含む。しまりは堅緻。

126号住居

1 層暗褐色土

2 層 暗灰褐色土

134号住居

1 層暗褐色土

2 層暗赤褐色土

3 層暗褐色土

床面下

白色鉱物を少最含む。黄白色土プロックをわずかに含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを多最に含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少量含む。

黄白色土を少量含む。

白色鉱物を少最含む。

榛名山起源の軽石を少最含む。榛名山起源の軽石を主体とする。

白色鉱物・桃灰色粘土プロソクを少蓋含む。

焼土プロック・黒色灰を少量含む。

桃灰色粘土プロソクを多最に含む。
゜ 1 : 60 2m 

図85 重複群 F の土層断面（ 1)
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第 8 章住居の調査

111号住居 105号住居
134号住居

I 114号住居 , 129号住居 I 
SPA , | 7 |113号住居 l 

瓢
129号住居 1

112号住居

L=95.50m 

SPG 

105号住居 129号住居 1
112号住居

瓢·｀嗣疇
| 

SPG' 

゜
1 : 60 4m 

L=95.50m 

105号住居

1 層暗褐色土

3 層暗褐色土

111号住居

4 層暗褐色土

5 層暗灰褐色土

6 層 明灰褐色土

112号住居

1 層暗褐色土

3層暗褐色土

4 層暗灰褐色土

11層茶褐色土

113号住居

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

114号住居

8 層暗褐色土

9 層黒褐色土

16層床面下

129号住居

3 層暗褐色土

4 層暗灰褐色土

5 層 暗黄灰褐色土

12層暗黄褐色土

13層暗褐色土

14層ビット

白色鉱物を少罷含む。黄白色土プロックをわずかに含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少益含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロックを少絨含む。

灰白色粘性土プロソク及び黒色土プロックをやや多く含む。榛名山起源の軽石粒子を少景含む。

暗灰色土プロック少絨。黒色土粒子少益。暗褐色土を微量含む。しまりは良く、粘性有り。

白色鉱物を少盆含む。黄白色土プロ）クをわずかに含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少最含む。

黄白色土プロックをわずかに含む。

白色鉱物粒を含む。

白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。

黄白色土プロックを少最含む。

白色鉱物をわずかに含む。下半部に黄白色土プロソクを少輩含む。

黒色灰を多贔に含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少塁含む。

黄白色土プロックをわずかに含む。

黄白色土を主体とし、白色鉱物をわずかに含む。

黄色プロソクを含む。まだらな土層。

134号住居

5 層 暗赤褐色土 焼土プロソク・黒色灰を少最含む。

8 層 暗灰褐色土 直径 5 mmほどの榛名山起源の軽石を少景、焼土粒子・炭化物片を微量含む。やや粘性有り。

図86 重複群 F の土層断面（ 2)
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2 カマド付設住居

I 
EPFI 
ー 6

135号住居
137号住居

18 191 21 1920 21'22 

138号住居 137号住居 I

I 

IEPF' 
23 — 

゜
1 : 60 4m 

SPK 

137号住居，
138号住居

18'16  

=95.50m 

136号住居 I 128号住居
4'2 l 1 2 6 _ 

. .  m 

137号住居

1 層 暗褐色土 青灰色土粗粒子・黄白色土粗粒子・榛名山起源の軽石を多最、焼土粒子・炭化物粒子を少塁含む。しまりは良い。

1'層 l 層よりもやや明るい。

2 層 黒褐色土 黄白色土粗粒子・焼土粒子・炭化物粒子を多く含む。榛名山起源の軽石を少誠、しまりは悪い。やや砂質。
2'層 黒褐色土 2 層よりもやや明るく、黄白色土粗粒子の塁は 2 層よりも少ない。

3 層 黒褐色土 黄白色土粗粒子・青灰色土プロノクを多く、炭化物粒子・焼土粒子をやや多く含む。粘性は 2 層よりも強い。

4 層 暗青灰褐色土 榛名山起源の軽石・焼土粒子・炭化物粒子を微益含む。粘性を有し、しまりも良い。

4'層 ほぼ 4 層に近いが、榛名山起源の軽石粒子を 4 層よりも多く含む。

5 層 暗褐色土 黄白褐色粘性土プロ・ノクを含む。暗青灰白色土ブロソクを多塁に含む。榛名山起源の軽石・焼土粒子・炭化物粒

子を微最含む。

135号住居

6 層 暗褐色土 青灰色砂質土プロックをやや多く含む。焼土粒子・炭化物粒子・榛名山起源の軽石を微筵含む。しまりは悪い。

全体に砂質である。

7 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石・焼土粒子を少量含む。黄白色土プロックを多く含む。しまりは弱い。砂質。

7'層 黄白色土ブロックをほとんど含まない。色調は 7 層よりも暗い。

8 層 暗青灰色土 黄白褐色土粒子を少最含む。 7 層よりも粘性がある。

24層 明褐色土 灰（白）色砂質土プロノクを極めて多凪に含む。暗褐色土を少凪含む。榛名山起源の軽石を数点含む。

25層 灰褐色土 黄白褐色土プロソクを多く含む。一部分に、厚さ0.2~1 cm の炭の層がある。粘性がある。しまりは良い。

26層灰色土 黄白褐色土プロソクを極めて多量に含む。しまりは良い。砂質。

138 • 137号住居

10層青灰褐色土

11層黄褐色土

12層 黄白褐色砂質土

13層暗褐色土

14層黒灰色土

15層 暗黄褐色土

16層 暗青灰色土

17層灰褐色土

8 層よりも明るく、黄褐色土プロソク・青灰色土プロソクを多く含む。砂質。

青灰色土プロックを少量含む。粘性がある。

榛名山起源の軽石を微最含む。しまりは悪い。

青灰色土粗粒子・黄灰色土粗粒子・榛名山起源の軽石を多贔、焼土粒子・炭化物粒子を少最含む。しまりは良い。

l 層に近いが、やや明るい。

炭を含む灰層。

青灰色土プロックを少量、焼土粒子・榛名山起源の軽石を微景含む。しまりは良い。粘性がある。

灰を多最に含む層。焼土粒子・炭化物粒子を少最含む。直径 2 cm ほどの榛名山起源の軽石を含む。やや粘性があ

る。

榛名山起源の軽石を微量、炭化物粒子を少量含む。しまりは良い。

18層黒褐色土 炭・黄白褐色土プロックを多最に含む。

18'層 18層よりもやや明る＜、しまりは18層よりも暗い。わずかに砂質。

19層暗灰色土 炭化物・焼土粒子をほとんど含まない。

20層 黒色土と黄白褐色土プロック (FA 期の洪水堆積物）の混合土。しまりは極堅緻。

21層 暗灰褐色土 炭化物を多益に含み、黒みが強い。黄白褐色土ブロソク・焼土プロックを多く含む。

21'層 暗灰褐色土 含まれるものは、ほぽ同じであるが、粒の大きさが小さい。しまりは良い。

22層 暗灰色土 黄白褐色土粒子・炭化物粒子を少最含む。しまりはやや良い。

23層 暗褐色土 黒色土プロソク・焼土粒子・榛名山起源の軽石を極わずかに含む。ほぽ単一的。

図87 重複群 F の土層断面（ 3)
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第 8 章住居の調査

106号住居 l 

| 136号住居 1 

四 I31 / 3 一二是塁芦 a :PH' 

疇
L=95.50m 

SPC, 115号住居
7 6 授乱 6 

ISPC' , --

L=95.50m 

115号住居 , 

I 136号住居
138号住居 I ]28号住居

2 106号住居 p I 4 ］ピ I 卜
ヽ

゜
1 : 60 

SPJ' 

4m 

106号住居

1 層 暗褐色土 白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。

2 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロックを少最含む。

3 層黒色灰層

4 層黒色灰層 焼土粒子・炭を多最に含む。

5 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石・黄白色土プロノクを少量含む。しまりは良い。

128号住居

1 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石をやや多く、黄白褐色土粒子を少贔含む。

2 層 暗青灰褐色土 榛名山起源の軽石を 1 層よりも多く含む。青灰色土プロソクを多量に含む。

115号住居

1 層暗褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

8 層 明黄褐色土

9 層明褐色土

120号住居

10層暗灰褐色土

132号住居

2 層黒褐色土

3 層暗褐色土

11層褐色土

12層 暗灰褐色土

白色鉱物・黄白褐色土プロノクを少量含む。

白色鉱物・黄白色土プロソクを少最含む。

白色鉱物・炭化物をわずかに含む。黄白色土プロック・桃灰色粘土プロックを少量含む。

黄白色土を多鼠に含む。（掘り過ぎ？）

白色鉱物をわずかに含む。桃灰色粘土プロソクを多最に含む。炭化物を少最含む。

白色鉱物・黄白色土プロ、ノクを少量含む。灰、及び炭化物を多量に含む。

やや砂質を帯びる。

白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。

暗灰色粘性土ブロソクを少量、黄白褐色土プロソクを多鼠に含む。直径 2 cm ほどの榛名山起源の軽石を含む。砂質で

しまりは悪い。

暗灰色粘性土プロックを少最含む。榛名山起源の軽石を微最含む。しまりは良い。やや粘性がある。

136号住居

1 層 暗茶褐色土 黄白褐色土ブロソク・榛名山起源の軽石を多く、炭化物粒子を少量含む。

l'層 1 層よりもやや明る＜、多くの黄白褐色土粒子を含む。焼土粒子・炭化物粒子を多く含む。

2 層 暗灰褐色土 黄白色土プロックを極めて多最に含む。榛名山起i原の軽石は少量、炭化物粒子はやや多く含まれる。

2'層 2 層よりも明るく、やや黄色みを帯びる。粘性が強い。

3 層 暗灰褐色土 2 層よりも暗い。灰色土プロック・榛名山起源の軽石を多益に含む。粘性がある。

4 噌 灰色土 FA 期の洪水堆積物プロック層。榛名山起源の軽石を含む。

4'層 4 層よりも暗い。暗褐色土を極めて多量に含む。

5 層 暗灰褐色土 灰黄褐色土プロック・黒色土プロックを少量含む。

6 層黒色灰層 焼土プロソクを含む。しまりは悪い。

7 層 灰褐色土 FA 期の洪水堆積物の埋め土。黄白褐色砂質土・淡紫色粘性土・灰白色砂質土のプロックの混合土。榛名山起源の軽

石をやや多く含む。

8 層 暗灰褐色土 7 層よりも暗く、灰、及び焼土粒子を多く含む。その他は 7 層とほぽ同じである。

図88 重複群 F の土層断面 (4)
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F-1 群

101号住居図89~91 、 PL19·20· 124表P.17

位置 V-54 • 55 グリッド

規模縦2.25m 横3.30m 深0.25m

形状隅丸長方形

重複 111号・ 126号・ 134号住居に後出する。

主軸方位 N-127ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

床面明確ではない。

貯蔵穴 床面では検出されなかったが、掘り方面で

検出された南東隅の遺物の集中する 2~3 cmの浅い

部分が貯蔵穴とも考えられるが断定できない。

周溝なし

唇：
ほ／

居

賛饗噂万

゜芯CJ.'ふ° o 

2 カマド付設住居

柱穴なし

掘り方地山を埋填土の主体としており、確認がし

づらい。南東隅と南壁際に隅円形状の浅い掘り込み

が 2 ヶ所接して存在している。遺物が集中して出土

した。位置的には貯蔵穴とも考えられるが、掘り込

みが浅く、形状も不明瞭であり、断定しなかった。

規模は長径2.25m 、短径0.8m 、深さ 0.02~0.03m

である。

遺物出土状態 埋没土および床面や床面下から、 30

数点の遺物の破片が出土した。主に土器片と石であ

る。北東部では羽釜 (1153) 、敲石 (S448 • S449) 

の出土がある他、床下土坑からは須恵器椀形土器

(1155 • 1157) 、土師器杯形土器 (1156) 、須恵器羽

釜 (1153) 、カマド埋没土内から須恵器甕形土器

(1154) の出土がある。
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第 8 章住居の調査
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図90 101 号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 

カマド

位置東壁ほぼ中央

規模全長0.81m 屋外長0.23m

最大幅1.34m 焚き口幅0.8m

遺存状態 両袖は暗褐色土により 4 層以上の積み上

げにより構築している。右袖は石を加えて一部とし

90 

ている。

遺物出土状態 カマド内からは羽釜（1151) が出土

している他、土器片および礫が出土している。羽釜

の位置が燃焼部と考えられる。

調査所見 126号住居と重複関係がある。ほとんど

重なっており、遺構検出に時間を要した。 （麻生）



2 カマド付設住居
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L=95.50m 

1 層暗褐色土 白色鉱物を少量含む。焼土粒．灰プロノクをわずかに含む。

2 層 暗灰褐色土 白色鉱物をわずかに含む。焼土・灰プロソクを少贔含む。

3 層 明灰褐色土 黄白色土プロノクを少量含む。焼土・灰プロソクを少量含む。

4 層黒褐色土 黒色灰を多塁に含む。

5 層 暗茶褐色土 黄白色土プロソク•黒色灰を少量含む。

6 層暗褐色土 白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。

7 層暗褐色土 白色鉱物・黒色灰をわずかに含む。

8 層暗褐色土 白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。桃灰色粘土プロノクを少量含む。

9 層暗褐色土 白色鉱物を少醤含む。桃灰色粘土プロソクを多最に含む。

10層 暗黄褐色土 白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロノク（大きめ）を少量含む。

11層 111住、覆土

図91 101 号住居カマド
゜

1 : 30 1 m 

126号住居図89·92

位置 V-54グリッド

規模縦2.08m 横2.96m 深0.06m

形状 隅丸方形と考えられる。

重複 101号住居に先行し、 111号住居に後出する。

主軸方位 N-128ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 浅いが、榛名山起源の二次堆積物を主体と

する灰褐色土で埋まった掘り方がある。底面には北

西隅に直径0.31m 、短径0.31m 、深さ 10cm の円形ピッ

ト、北壁に接して長径0.3m 、短径0.25m 、深さ 4

~12cm の浅いピットが検出された。

遺物出土状態 ほとんど無し。

カマド

位置東壁

規模全長0.75m 屋外長0.40m

最大幅0.9m 焚き口幅0.6+ am 

遺存状態 101号住居に右袖を中心に壊されており、

床面が浅いことからも遺存状態は悪い。

遺物出土状態 カマド構槃に使用されたと考えられ

る石材がわずかにある。また、土師器甕形土器の破

片が 1 点出土したが図示できなかった。

調査所見 101号住居に大半を壊されており、遺構

の確認できた範囲は少ない。 （麻生）
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KPB KPB' 1 層暗褐色土

2 層黒褐色土

3 層暗褐色土

4 層 暗黄褐色土

5 層 暗黄褐色土

6 層暗褐色土
,,,ヽ,,,,,,,

L=95.50m 

白色鉱物・黒色灰をプロソク状にわずかに含む。黄白色土ブロノクを少量含む。

黒色灰を主体とし、黄白色土ブロックをわずかに含む。

白色鉱物・黄白色土プロソクを少量含む。

黄白色土プロック・桃灰色粘土プロノクを少量含む。黒色土プロソクをわずかに含む。

黄白色土ブロックを主体とする。

白色鉱物・黄白色土プロック・黒色土ブロックを少最含む。

図92 126号住居カマド
゜

1 : 30 lm 

111号住居図93·94 、 PL20表P.17

位置 U • V-54 • 55グリッド

規模縦1.94+ am 横3.8+ am 深0.38m

形状隅丸方形

重複 101号・ 105号・ 126号・ 134号住居に先行す

る。

主軸方位 N-28ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

するが、黒色炭化物を混入する。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 榛名山起源の軽石を主体とし、しまりが良

く、粘性のある明灰褐色土を中心とする土で埋まっ

ている。カマド周辺から西壁際にかけての底面には

多数の浅い小ピットが存在している。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.20m 0.18m 0.03m 

p 2 0.27m 0.21m 0.05m 

p 3 0.27m 0.20m 0.60m 

p 4 0.26m 0.17m 0.15m 

92 

p 5 

p 6 

p 7 

0.45m 0.39m 0.05m 

0.50m 0.37m O.Olm 

0.30m 0.20m O.Olm 

P 8 0.67m 0. 5 m 0.02m 

遺物出土状態 ほとんど出土していない。

カマド

位置北壁中央

規模全長1. 1 m 屋外長0.73m

最大幅0.75m 焚き口幅0.45m

遺存状態 煙道部の一部がトンネル状に残存してい

るものの、全体の遺存状態は悪い。

遺物出土状態 ほとんど認められない。

調査所見 本住居は134号住居と重複関係にあるが、

東壁・北壁の方向・床面の高さなどが近似値を呈す

ため、調査は困難を極めた。また、掘り方底面には

床下土坑等も多く検出した。 （麻生）

土坑No 長径 短径 深さ 備考

1 3.35m 0. 76m 0.12m 

2 1.10 m O. 96 m O. 09 m 

3 1.45m 0.25m 0.06m 

4 0.89m 0.55m 0.04m 

5 2.86m 0.25m 0.05m 
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カマド付設住居
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111号住居
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図93

白色鉱物を多鍼に含む。

白色鉱物・桃灰色粘土プロソクを少量含む。
桃灰色粘土プロックを多量に含む。
桃灰色粘土プロックを主体とする。

焼土プロック・黒色灰を少誠含む。

焼土プロックをわずかに含む。

暗灰色土プロック少量・黒色土粒子少量・暗
褐色土を微鍼含む。しまりは良く、粘性有り。

（掘り方埋土）
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3 層暗灰褐色土
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白色鉱物を少趾含む。(1 11号住居覆土 1 層と同じ）

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少量含む。

黄白色土プロソクを多誠に含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロソクを少最含む。 (2 層よりは多い。）

黒色灰を多量に含む。

黄白色土を主体とし、黒色灰を少量含む。

9 層黒色灰層

10層 暗褐色土 黒色土粒子・灰色砂質土粒子を微贔含む。しまりは悪い。

11魯 暗灰色土 Hr-FA ブロソク・黒色土ブロソクを少贔含む。

12層 暗褐色土と FA 期の洪水堆積物のプロックと黒色土の滉土層。 FA 期の洪水堆積物の址が最も多い。

゜ 1 : 30 lm 

図94 111 号住居出土遺物とカマド

134号住居図93·95 、 PL21 ・ 124· 127、表P.17

位置 V-55グリッド

規模縦4.0m 横3. 7m 深0.25m

形状隅丸方形

重複 105号住居に先行し、 111号住居に後出する。

114号住居との重複関係は不明である。

主軸方位 N-122ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

床面 掘り込んだ面をそのまま床面としている。

貯蔵穴南東隅に長軸0.55m 、短軸0.42m 、深さ

94 

O.llm の隅丸長方形を呈する床下土坑が検出されて

いる。位置的には貯蔵穴とも考えられるが、床面下

10cm で検出したもので、断定できない。

周溝なし

柱穴 床面で 1 本のピットが検出されている。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.33m 0.24m 0.14m 

掘り方榛名山起源の二次堆積物を主体とする。

東・南・西壁際に大小のピットが連続して存在する

が、 5 ~10cm と浅い。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考
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7 層黒褐色土

8 層 明灰褐色土

9 層 黄灰褐色粘性土

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

0.31m 0.24m 0.06m 

0.45m 0.38m 0.14m 

0.24m 0.22m 0.09m 

0.36m 0.35m 0.06m 

0.25m 0.16m 0.04m 

0.64m 0.38m 0.05m 

0.23m 0.16m 0.09m 

土坑No 長径

1

2

3

 

短径 深さ

0.64m 0.25m 0.04m 

0.90m 0.36m 0.08m 

1.40m 0.98m 0.04m 

白色鉱物を少益含む。黄色土プロックをわずかに含む。

白色鉱物・黄色土プロソク・黒色炭化物（炭）をわずかに含む。

焼土粒子・灰・黒色炭化物を少益含む。

焼土粒・黒色炭化物を少量含む。灰を多量に含む。

白色鉱物を極わずかに含む。黄白色土プロソクをわずかに含む。

(2 層に類似する。）

6 層暗黄褐色土 黄色土プロックを多最に含む。

炭を多筵に含む。黄白褐色土プロ、ノクを少量含む。しまりは悪い。

灰色土プロソク・黄白褐色土プロソク・炭を少最、焼土粒子を微誠含む。粘性がある。

灰色土プロソク・榛名山起源の軽石を微埜含む。しまりは良い

1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層 暗茶褐色土

4 層 暗茶褐色土

5 層 暗茶褐色土

図95 134号住居出土遺物とカマド
゜ 1 : 30 1 m 

備考

遺物出士状態 カマド周辺から東南隅部分にやや集

中し、カマド左袖前面から土師器甕形土器 (1243) 、

南東隅付近埋没土中から須恵器椀形土器 (1242) の

出土がある。掘り方調査中に出土した遺物は、南東

隅床下土坑から土師器甕形土器（1241) 、杯形土器

(1239) 、敲石 (S 459) 、南西壁際から土師器杯形

土器 (1192) である。

カマド

位置東壁やや南寄り

規模全長0.90m 屋外長0.50m

最大幅0.80m 焚き口幅0.55m

遺存状態 比較的良好に残っている。

遺物出土状態 カマド内からは小片の遺物が少量出

土したが、図示できない。

調査所見 大半が111号住居と重複する。一部南西

隅部分が105号・ 114号住居と複雑に重複する。

（麻生）
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F-2 群

105号住居図96·97 、 PL21 • 22 • 124表P.18

位置 V • W-55グリッド

規模縦3.58m 横2. 74m 深0.12+ am 

形状隅丸方形

重複 112号・ 129号住居に先行し、 114号住居に後

出する。

主軸方位 N-109ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

するが、遺構確認面から床面までが10~15cm と浅い。

床面貼床が施されている。 10cm ほどの厚さで、比

較的良好な状態を呈している。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 重複が激しいため、トレンチを入れて下部

について調査したところ、貼床を含めて約10cm の深

さで掘り方底面に達する。

遺物出土状態 カマド燃焼部付近から北壁付近にか

けて土器片が多数認められる。カマド前面で須恵器

椀形土器（1171) 、住居中央北寄りで須恵器椀形土

器 (1172) 、住居北東寄りでは (1173) の出土がある。

カマド

位置東壁中央

規模全長0.83m 屋外長0.64m

最大幅l. Om 焚き口幅0. 78m 

遺存状態 両袖は明確でないものの、支脚を埋めた

痕跡とみられる 20cm もの深さの長径0.38m 、短径

0.32m の楕円形ピットが認められる。

遺物出土状態燃焼部に土師器甕形土器の破片

(1170) がある。

調査所見 本住居は、 F-2 群の他の住居との切り

合いの他に、 F-1 群の 111号・ 134号住居との切り

合い関係がある。両住居とも本住居に先行するもの

である。 （麻生）
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図96 105号住居と出土遺物
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青灰白色褐色土粗粒子を多量、榛名山起派の軽石をやや多く、焼土粒子を少絋含む。

炭化物を極めて多最に含む。灰が混じる。

榛名山起源の軽石・直径 1 mm未満の炭化物粒子を微筵含む。

炭化物・灰を多最に含む。焼土プロソクを含む。

炭化物と灰の混層。

炭化物・灰を多量に含む。焼土粒子を微量含む。

図97 105号住居カマド
゜ 1 : 30 lm 

112号住居図98·99 、 PL22·23ｷ 124~126、表P.18

位置 V • W-55グリッド

規模縦2.13m 横2.43m 深0.28m

形状隅丸方形

重複 105号・ 129号住居に後出する。

主軸方位 N -123ー-E 

埋没土 榛名山起源の白色軽石を少量含む茶褐色土

を主体とする土層である。

床面貼床が施されている。地山を固くしまらせた

状態で検出された。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 カマド付近掘り方底面で 4 本のピットが検出

された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.21m 0.15m 0.02m 

p 2 0.18+am 0.14m O.Olm 

p 3 0.22m 0.18m 0.04m 

P 4 0.15m 0.10m 0.09m 

掘り方 わずかに床面より部分的に約0.06m 凹む程

度である。

遺物出土状態 カマド付近から北壁付近、及び南壁

付近に散漫ながら遺物の出土がある。北壁下で土師

器甕形土器（1197) 、東壁中央付近から須恵器杯形

土器 (1198) 、南東隅では土師器甕形土器 (1196)

がある。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.93m 屋外長0.45m

最大幅1. 2m 焚き口幅0.65m

遺存状態 確認時にすでに埋没土の大部分を掘削さ

れており、灰層がわずかに確認された程度で遺存状

態は良好でない。掘り方の右袖に袖の痕跡と考えら

れる直径20cm、深さ 2 ~3  cm のピットを検出した。

遺物出土状態 土器片が数点認められ、須恵器椀形

土器 (1199) が埋没土中から出土した。また右袖．

左袖から、それぞれ1194 • 1195の瓦が出土した。掘

り方埋没土中に羽釜の口縁部破片（1200) が出土し

ている。

調査所見 本住居は北側でF-1 群と重複する。 F

-1 群の 111号住居の南西部分と重複し、本住居よ

り先行している。 （麻生）
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2 カマド付設住居

□□ーロニニ―□200ロニ
~9 

こ:,8

、

、

ー
[
|
口
ー

• 1194 

゜ 1 : 3 • 10cm 

゜
1 : 4 20cm 

図99 112号住居出土遺物 (2)

113号住居図100·101 、 PL23· 124 、表P.18

位置 V • W-55 • 56 グリッド

規模縦1.85m 横2.45m 深0.24m

形状隅丸方形

重複 106号・ 114号・ 129号住居に後出する。

主軸方位 N-92ー -E 

埋没土 榛名山を起源とする軽石を少量含む暗褐色

土を主体とする。

床面 掘り込んだ地山を硬化させて床面をつくつて

いる。

貯蔵穴なし 周溝なし 柱穴なし

掘り方 カマド付近にのみわずかに掘り方が検出さ

れた。黒色の灰と黄白色土ブロックをわずかに含む

暗褐色土が床面との間にある。

遺物出土状態 ほぽ床面全域に散漫ながら遺物は分

布している。中央付近で羽釜 (1201) の出土がある。

カマド

位置東壁やや南寄り

規模全長0.50m 屋外長0.37m

最大幅0.70m 焚き口幅0.53m

遺存状態 灰層は 5 cm と厚いが、平面形態が崩れて

おり、遺存状態は良好でない。掘り方底面に左袖の

痕跡とみられる直径25cm、深さ 10cm のピットを検出

している。

遺物出土状態 須恵器高台付椀形土器（1202) の出

土がある。

調査所見 F-2 群の中では南に位置し、 F- 3 群

の 106号住居と重複関係がある。本住居が後出する

状態で確認した。 （麻生）
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1201 11 

゜ 1 : 4 20cm 

図100 113号住居出土遺物
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1 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含み、黄白色土ブロックを少鼠含む。

2 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含み、黄白色土プロソク・黒色灰・焼土粒を少最含む。

3 層 灰白色粘土プロック

4 層 黒褐色土 黒色灰を主体とし、黄白色土プロック・灰白色粘上プロソク・焼土粒を少絋含む。

5 層 暗褐色土 黒色灰をわずかに含む。黄白色土ブロックを少量含む。

゜ I : 30 lm 
図101 113号住居

114号住居図102· 103 、 PL23· 125、表P.18· 19 

位置 V-55 • 56 グリッド

規模縦1.3+ am 横1. 17+ am 深0.16m

形状 隅丸方形と考えられる。

重複西壁は 113号・ 129号住居に切られており、

105号・ 113号・ 129号住居に先行する。

主軸方位 N-90ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

100 

床面貼床が施されている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 床面下で 3 本のピットを検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 

p 2 

p 3 

0.32m 0.28m 0.08m 

0. 32 m O. 22 m O. 11 m 

0. 32 m O. 26 m O. 11 m 

掘り方 カマド付近で確認できた掘り方までの深さ



は約0.04m であり、床面との間層は暗褐色土層であ

り、黄白色土を主体とし、灰白色粘土をわずかに含

んでいる。カマド前面には 2 ヶ所に落ち込みがある。

南側は長径0.67m 、短径0.57m 、深さ 0.15m の隅丸

方形の土坑であり、北側には不整形な形の長径

0.67m 、短径0 .47m 、深さ 0.13m の土坑がある。

遺物出土状態 カマド周辺から南東隅にかけてやや

集中している。住居の南東隅からは糸切底をもつ須

恵器杯形土器の出土がある。その他に埋没土中から

鍔付きの甑形土器（1203) と土師器甕形土器 (1204)

の出土がある。

カマド

2 カマド付設住居

位置東壁中央

規模全長0.88m 屋外長0.50m

最大幅0.66m 焚き口幅0.35m

遺存状態 灰層も焼土層もわずかであり、袖も遺存

していない。煙道部先端には直径約0.23m 、深さ

0.llm の円形の落ち込みがある。

遺物出土状態 燃焼部内から右袖付近にかけて土器

片が数点出土している。土師器甕形土器 (1205) 、

椀形土器 (1207) の出土がある。

調査所見 本住居は南東隅とカマドのみ残存してい

る。北壁は105号住居、西壁は113号住居に切られて

おり、住居の全体像は不明である。 （麻生）
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1 層 暗褐色土 白色鉱物・黄白色土プロソクをわずかに含む。灰白色粘土を少饂含む。

2 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含み、灰白色粘土・黄白色土プロックを少鼠・黒色

灰を少羹含む。

3 層 暗黄褐色土黄白色土を主体とし、灰白色粘土をわずかに含む。

図102 114号住居
゜ 1 : 30 1 m 
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゜
図103 114号住居出士遺物

129号住居図104· 105 、 PL23ｷ 24 ｷ 125、表P.19

位置 V • W-55 • 56 グリッド

規模縦3.05m 横3.4m 深0.14m

形状隅丸方形

重複 105号・ 112号・ 114号住居に後出し、 113号住

居に先行する。

主軸方位 N-96ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

床面 貼床が施されている。地山を固く締めている。

貯蔵穴南東隅に、長径0.55m 、短径0.45m 、深さ

0.16m の楕円形の貯蔵穴が検出されている。

周溝なし

柱穴 床面で 1 本、床下で 3 本ピットが検出されて

いる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.25m 0.23m O.llm 床下検出

p 2 0.30m 0.28m 0.08m 床下検出

p 3 0.27m 0.24m 0.36m 床下検出

p 4 0.45m 0.30m 0.06m 

掘り方 掘り方面で 3 基の床下土坑を検出した。

土坑No 長径 短径 深さ 備考

1

2

 

0.67m 0.54m 0.05m 

1.05m 0.87m 0.03m 

3 0.84+ am 0.83m 0.06m 

遺物出土状態 南西隅から西壁際にかけて散漫に分

布している。土師器杯形土器 (1270) 、他に石器（ S

454 • S 455 • S 456) がある。埋没土中から他に土

102 

師器杯形土器（1269) と砥石 (S457) が出土した。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.77m 屋外長0.25m

最大幅0.90m 焚き口幅0.55m

遺存状態 地山を掘り残してつくられた両袖もしつ

かり遺存している。支脚を埋めていた直径20cm 、深

さ 5 cm のピットも検出されている。良好な遺存状態

である。

遺物出土状態 ほとんど認められない。

調査所見 F-2 群の中では西側に位置する。出土

遺物は埋没土中のものが多いが、古墳時代後期に属

する土師器杯形土器がある。 （麻生）

ご虞秦彰
と

臼
SPB SPB' 

• 澤 暗褐色土桃灰色粘土プロックを少贔含む。黄白色土プロッ
クをわずかに含む。

゜
1 : 30 1 m 

図104 129号住居カマド
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F-3 群

106号住居図106· 107 、 PL24· 126、表P.19

位置 V • W-56グリッド

規模縦2.38m 横2.85m 深 0.16m

形状隅丸方形

重複 113号住居に先行する。 136号・ 138号住居に

後出する。

主軸方位 N-99ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

している。

床面 薄く貼床が施されている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方なし

一

゜ 1 : 60 2m 

遺物出土状態 カマド付近及び西壁際に出土する須

恵器高台付椀形土器（1176) が接合関係にある。土

師器甕形土器 (1224) がカマド前面埋没土中から出

土している。

カマド

位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長0.68m 屋外長0.50m

最大幅0.75m 焚き口幅0.55m

遺存状態良好。

遺物出土状態 燃焼部から焚き口部にかけて土師器

甕形土器上半部破片（1174) が一個体分出土してい

る。

調査所見 F-2 群の南端113号住居と重複する。

本住居は北東隅部分を除き、多くが他の住居と重複

関係にある。 （麻生）
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黄白褐色土プロソクを多く、焼土粒子・榛名山起源の軽石を微量含む。

炭化物・灰を含む。榛名山起源の軽石を微量含む。

3 層黒色灰層

4 層 暗青灰褐色土 炭化物や榛名山起源の軽石は含まれない。わずかに粘性がある。

5 層 暗褐色土 白色鉱物・黄白褐色土プロックを少量含む。

゜ 1 : 30 lm 

L=95.50m 図106 106号住居
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゜ 1 : 4 20cm 

図107 106号住居出土遺物

128号住居図108~110、 PL24ｷ 25 ｷ 125 ｷ 126表P.20

位置 V • W-56 • 57 グリッド

規模縦3.0m 横3.42m 深O.lm

形状隅丸方形

重複 106号住居に先行し、 136号・ 137号・ 138号住

居に後出する。

主軸方位 N-90ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を多く含む暗褐色土を主

体とする。

2 カマド付設住居

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

遺物出土状態 北壁際及び南壁際を中心に全体に散

漫に分布している。床面直上から須恵器椀形土器

(1235) と羽釜 (1232) が出土している他に、埋没

土内から須恵器椀形土器（1234) 、瓦 (1266 • 1267) 

の出土がある。

カマド

位置東壁中央

規模全長0. 75m 屋外長0.60m

最大幅0.95m 焚き口幅0 .40m

遺存状態 あまり良好でない。

遺物出土状態 燃焼部内からは瓦 (1267) の出土が

あり、他に掘り方埋没土中で数点出土している。

調査所見 本住居は多くを 136号住居と重複関係に

ある。先行する 137号・ 138号住居の埋没土を切り込

んでいるため重複関係把握に手間取った。 （麻生）
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1 : 30 1 m 

kPA' 1 層 暗褐色土 白色鉱物・焼土ブロソク・灰・黄白色土プロノクをわずかに含む。

2 層黒色灰層 焼土プロックをわずかに含む。

3 層 暗灰褐色土灰を少最含み、砂質である。

3 層黒色灰層 暗褐色土混じり。

4 層 黒灰褐色土焼土プロソクを少籠含む。灰を多量に含む。

5 層 暗褐色土 白色鉱物・黄白色土プロックを少量含む。（袖）

6 層黒褐色土 炭化物・灰を含む。
9999999999 ヽ

L=95.50m 7 層 黒褐色土 灰を多く含む。焼土プロソクを少量含む。

8 層 暗褐色土 焼土粒子・灰を少誠含む。榛名山起源の軽石を微最含む。

9 層 黄白褐色土 ほぽ地山の FA 期の洪水堆積物。若干の暗褐色土が混じる。

10層黒色灰層 炭を多量に含む。

10'層 焼土粒子を微籠含む。

11層 暗褐色土 黄灰白色土プロックを少益含む。榛名山起源の軽石は直径 1 mm前後で小粒である。

12層 暗灰褐色土 黄褐色土粒子・榛名山起源の軽石を微最含む。かなり粘性が強い。

13層 暗灰褐色土 12層よりも明るい。榛名山起源の軽石を微量含む。焼土ブロソクを少獨含む。粘性は強い。一部に黄白色プロック。

14層 暗灰褐色土 黒色土粒子・黄褐色土粒子を少量含む。灰白色土プロックを微量含む。

15層 黒褐色土 暗褐色土が混じる。焼土粒子を少量含む。

16層 暗褐色土 灰白色土プロノクをやや多く含む。榛名山起源の軽石を少量、炭化物粒子・焼土粒子を微量含む。一部赤褐色土あり。

17層 暗灰色土 黄褐色土プロソク・灰色土プロックを少量含む。榛名山起源の軽石を微量含む。粘性がある。
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図109 128号住居カマドと出土遺物（ 1)
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2 カマド付設住居

ロニニ／

〇
1 : 3 10cm 

1282 

図110 128号住居出土遺物 (2)

135号住居図111·112 、 PL25· 126、表P.20

位置 V • W-57グリッド

規模縦4.0m 横2.0+ am 深0.22m

形状不定形

重複 109号・ 137号住居に先行する。

主軸方位 N-95ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石と焼土粒を含む暗褐色土

を主体とする。

床面貼床が施されている。 5 cm の厚さに榛名山起

源の二次堆積物を主体に固く貼っている。

貯蔵穴なし

周溝 南壁沿いに幅15cm、深さ 17cm、西壁沿いに幅

25cm 、深さ 29cmの周溝が検出された。

柱穴なし

掘り方掘り方面でピットを 3 本検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 40 m O. 33 m O. 06 m 

P 2 0.23m 0.22m 0.08m 

P 3 0.22m 0.22m 0.14m 

遺物出土状態南壁際を中心に散漫に出土してい

る。須恵器杯形土器 (1272) 、土師器杯形土器 (1273 • 

1274 • 1275 • 1276) の出土がある。 1273以外は壁際

から出土している。

カマド

位置東壁中央？

規模全長1.06m 屋外長0.93m

最大幅0.67m 焚き口幅0.25m

遺存状態 かなり良好。煙道部分の上半部が53号土

坑に壊されている。

遺物出土状態 ほとんど認められない。

調査所見 F-3 群の最南端に位置し、 G群の中で

は最北端の住居である 109号住居に重複する。 137号

住居が北半分を切り込み、床面もほぼ同一レベルで

ある。 （麻生）
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図111 135号住居出土遺物
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7 層暗灰色土

8 層暗灰色土

む。

8'層暗灰色土

9 層暗褐色土

10層暗褐色土

1 層 暗褐色土 白色鉱物を少量含む。黄白色土プロック・灰をわずかに含む。

2 層 暗赤褐色土 焼土ブロック・灰を少量含む。

3 層 暗灰褐色土 灰を多量に含む。焼土プロックを少鼠含む。

4 層 淡赤褐色土 焼士プロソクを多誠に含む。炭化物を少量含む。

5 層 黒色炭化物層 焼土を少饂含む。

L=95.50m 6 層 灰白色土 榛名山起源の軽石・炭化物粒子を微量含む。粘性が強く、しまりも堅緻。

灰白色土プロックを多量に含む。焼士粒子・炭化物粒子を微最含む。

黄白褐色土プロノク・灰白色土プロックを多贔に含む。灰・焼土プロックを多めに含む。榛名山起源の軽石を微量含

冒

単ー的。 8 層に近い。他のプロノク等はほとんど含まれない。

焼土粒子・炭化物粒子を少最含む。

焼土粒子・榛名山起源の軽石を微量含む。

図112 135号住居

゜
1 : 3 lm 
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136号住居図113· 114 、 PL25 • 126 • 127 、表P.20·21

位置 V • W-56 • 57グリッド

規模縦3.38m 横3.80m 深0.12m

形状隅丸方形 重複 106号・ 128号住居に先

行し、 137号・ 138号住居に後出する。

主軸方位 N-173ー -E 

埋没土 上半部がほとんど128号住居に壊されてい

る。多量の榛名山起源の軽石と炭化物を含む暗灰褐

色土を主体とする。

床面 貼床が施されている。固くしまっている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 床面下でピットが 2 本検出されている。 2 本

とも 106号住居カマド内ピットと一致する。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.13m 0.12m 0.03m 床下検出

P 2 0.25m 0.2 m 0.06m 

掘り方 10cm から深いところで20cm で底面に達す

る。掘り方底面で 3 本のピットを検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 3 0. 50 m O. 32 m O. 11 m 

2 カマド付設住居

P 4 0.35m 0.25m 0.05m 

P 5 0.56m 0.29m 0.22m 

掘り方p 3 とp 4 をつなぐように浅い落ち込みがあ

り、長径1. 64m 、短径0.45m 、深さ0.12m の不整形

な状態を呈する。

遺物出土状態 床面からの出土遺物は南東部から土

師器甕形土器 (1280) があり、埋没土内からは須恵

器椀形土器 (1265 • 1278) 、杯形土器 (1279) 、瓦

(1281) 、土師器杯形土器 (1284) 、鉄器 (M22) な

どの出土がある。

カマド

位置南壁

規模全長0.53m 屋外長0.4m

最大幅不明 焚き口幅不明

遺存状態 遺存状態が悪く、袖や煙道部はよくわか

らなかった。

遺物出土状態 なし

調査所見 本住居は128号住居と多くが重複し、カ

マド付近である東壁の一部が残るにすぎない。

（麻生）

二:,~二＼
1 277 / 1280 | l 

I I 

—’ 

／ロ

I I 

• 1281 

図113 136号住居出土遺物

|
]
こ
“

簡

• M22 

゜ 1 : 2 • 5 cm 

゜ 1 : 3 • 10cm 

゜ 1 : 4 20cm 
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第 8 章住居の調査
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K
P
A
 

::: 
KPB 

゜ 1 : 60 2m 

1 層暗褐色土 焼土粒子及び同プロソクを少饂、榛名山起

源の軽石を微最含む。

2 層暗褐色土 焼土プロックを多最に含む。

3 層暗灰色土 灰・炭化物を多く含む。焼土プロックを少

量含む。

4 層 暗灰褐色土焼土プロックを少量含む。榛名山起源の軽

石を微最含む。

5 層黒色灰層 炭化物を多泣、焼土プロック及び同粒子を

少量含む。

6 層赤褐色土 焼土。炭化物を微量含む。

7 層 暗灰褐色土 黄褐色土プロックを少最、焼土粒子・炭を

やや多く含む。

8 層暗灰色土 黄褐色土粒子を微量含む。

9 層 暗灰褐色土 黄褐色土プロ・ノク・焼土粒子を少量含む。

榛名山起i原の軽石・炭化物粒子を微量含む。

やや粘性がある。

10層暗灰色土 灰白色土粒子・灰がやや多く含まれる。粘

性が強い。

11層 暗灰褐色土 黄白色土粒子を多く含む。粘性がある。

KPB' 

K
P
A
、

K
P
A
、

゜
1 : 30 1 m 

L=95.40m 図114 136号住居
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2 カマド付設住居

137号住居図115~117 、 PL25· 127表P.21

位置 V • W-56 • 57 グリッド

規模縦3.95m 横4.0m 深0.2m

形状隅丸方形

重複 106号・ 128号・ 138号住居に先行し、 135号住

居に後出する。

主軸方位 N-89ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を多く含む暗褐色土を主

体とする。

床面 貼床が施されている。わずかに榛名山起源の

二次堆積物を薄く貼っている。

貯蔵穴南東隅に長径0. 70m 、短径0.47m 、深さ

0.22m の楕円形を呈する貯蔵穴が検出されている。

周溝 北壁と西壁に幅19cm、深さ 9 cm の周溝が検出

された。

柱穴 床面で 1 本、床下で 5 本の柱穴が検出されて

いる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.32m 0.24m 0.15m 床面検出

p 2 0.26m 0.25m 0.28m 床下検出

p 3 0.34m 0.28m 0.34m 床下検出

p 4 0.26m 0.2 m 0.38m 床下検出

p 5 0.35m 0.25m 0.22m 床下検出

p 6 0.24m 0.22m 不計測 床下検出

掘り方 掘り方底面は大小のピット群で凹凸が激し

い。各落ち込みは次の通りである。

土坑No 長径 短径 深さ 備考

1 0.87m 0.6+ am 0.12m 

2 2.1+ am 0. 75m 0.07m 

3 1.32m 1.16m 0.14m 段有り

4 1. 55 m 1. 05 m O. 11 m 

5 0.84m 0. 7 m 0.07m 

6 0.56m 0.35m 0.08m カマド前

遺物出土状態 ほぼ全体に出土している。埋没土内

からは土師器甕形土器（1285) や杯形土器 (1289)

の出土があるが、この杯形土器は138号住居の埋没

土内にも入り込んでいる。他に床面下で掘り方底面

との間に土師器甕形土器（1287) が出土している。

~9 

~~288 

—. 

一
\ 

<—·-

I I ¥ ¥ 1287 

可三言三言。

ｮ 

こ）
62 

迅

|
\
~
、
|
'
養
｀
．
）

1

II 

こ
S461 

゜ 1 : 4 20cm 

図115 137号住居出土遺物
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゜ 1 : 60 4m 

112 



また、敲石 (S 462) が床面直上から、 S461が埋没

土中から出土している。

カマド

位置東壁

規模全長1.06m 屋外長0.70m

最大幅0.70m 焚き口幅0.15m

2 カマド付設住居

遺存状態 煙道部を 138号住居カマドに切られてい

る。

遺物出土状態掘り方底面から左袖付近に礫があ

り、右袖付近からは土器片が 1 点出土した。

調査所見 重複が激しく北半分は不明瞭である。

（麻生）

ヱ kPB 人ご真-:-·~ I I / /KPB' 

良 I~、

6 層 暗灰褐色土

7 層暗褐色土

9 層暗褐色土

10層 暗灰褐色土

11層暗灰色土

12層暗褐色土

13層灰色土

14層灰褐色土

15層黒褐色土

暗褐色土 黒色土粒子・焼土粒子をやや多く、榛名山起源の軽石を少量含む。

暗灰褐色土焼土粒子及び同プロックを多く、炭化物粒子・黄白褐色粘性土プ

12 ロックをやや多く含む。粘性がある。

冒 3 層 暗灰色土 ？］粗粒子を多量に、炭化物粒子をやや多く含む。 2 層よりも暗
，， 4 層 暗褐色土 多量の黄白褐色粘性土プロックを含む。

L=95.40m 
5 層 暗褐色土 1 層よりも明るい。焼土粒子を含まない。

黄白褐色土プロック・榛名山起源の軽石を少最、炭化物粒子を微益含む。 2 層よりも明るい。

焼土プロックを多く含む。しまりは弱い。 8 層 黒色土 炭・灰をやや多く、焼土粒子を多く含む。

焼土プロックを多く含む。しまりは 7 層よりも良い。粘性がある。

直径 3 -5 cm の淡いビンク色の粘性土プロックを数点含む。黄灰色土プロソクを多く含む。焼土粒子・炭化物粒子を微

誠含む。

かなり暗い。榛名山起源の軽石・炭化物粒子を微量、灰黄白色土プロックを少量含む。粘性がある。

ほぽ単一的。黒色土プロックを少量含む。砂質。しまりは悪い。

焼土粒子・炭化物粒子を微絋含む。粘性がある。

焼土粒子・炭化物粒子を少量含む。しまりは悪い。

灰・炭を多く含む。焼土は含まない。 16層 黒色土プロック

図117 137号住居カマド
゜ 1 : 30 1 m 

138号住居図118 、 PL25· 26ｷ 12仄表P.21 ・ 22

位置 V • W-56 • 57 グリッド

規模縦3.5+ am 横3.22m 深0.09m

形状不定形

重複 106号・ 128号・ 136号住居に先行し、 137号住

居に後出する。

主軸方位 N-18ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。

床面 貼床が施されている。榛名山起源の二次堆積

物をわずかに薄く貼っている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 ピット 1 本を検出している。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.34m 0.34m 0.05m 

遺物出土状態 南西隅付近は他の住居と重複はして

いるものの、本住居の出土と考えられる遺物に床面
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第 8 章住居の調査

直上出土の砥石 (S 460) や、埋没土中から土師器

甕形土器 (1286) がある。

カマド

位置南壁

規模全長0.55m 屋外長不明

最大幅0.35m 焚き口幅O.llm

遺存状態 遺存状態が悪く、詳細は不明である。新

旧関係からは137号住居のカマドを本住居のカマド

が切っている状態と判断した。

遺物出土状態 南西壁寄りに出土している。

調査所見 土層により新旧関係は明らかにしたもの

の重複部分が多く、明瞭な形で本遺構を検出するこ

とが困難であった。 （麻生）
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106号住居

1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層暗灰褐色土

4 層暗褐色土

焼土を多く含む。炭化物粒子・榛名山起源

の軽石を少籠含む。

灰・炭を多鍼に含む。焼土粒子を少量含む。

灰・炭を少量含む。粘性がある。

やや黄色みを帯びる。焼土粒子を微量含む。

やや砂質。

〇
1 : 60 4m 

口 ゜

• S460 

l : 3. 

~~~371こ:l::38

こ二□］

ロ 1236 

10cm I I 
1286 

゜ 1 : 4 20cm 

図118 138号住居と出土遺物
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2
 

カマド付設住居

F-4 群 床面 貼床が施されている。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかっ

100号住居

位置

規模

形状

重複

図119 、 PL26· 127 、表P.22

X-56グリッド

縦2.98+ am 

不明

横1. 52+ am 深0.13m

51号・ 52号溝に先行する。 52号溝を介在し、

119号住居と重複関係にある。

主軸方位

埋没土

N-65ー -W 

榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

する。床面付近では炭化物を少量検出。

ヽ甜--11邑~418A7 52号溝
の

た。

周溝

柱穴

掘り方

なし

調査できた範囲の中では検出されなかった。

住居中央部の掘り方底面に、長径0.93m 、

短径0.66m 、深さ0.09m の土坑と、長径0.35m 、短

径0.30m 、深さ 0.05m のビットを検出した。

遺物出土状態

片 (1320)

南壁寄りの埋没土中で緑釉陶器の破

・羽釜の破片 (1149) が出土し、その他
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に須恵器甕形土器 (1148) 、土師器甕形土器 (1147)

: 歪百
Eり旦‘

1 層

2 層

3 層

4 層

5 層

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

灰褐色土

I I 

角蘇石安山岩を少量含む。白色鉱物・黄白色土プロックを多益に含む。

白色鉱物を少塁含む。黄白色土プロックを多量に含む。黒色炭化物を少

量含む。

黄白色土プロックを多量に含む。炭化物を少羹含む。

炭化物・灰を多く含む。榛名山起派の軽石を少量含む。粘性がある。し

まりは良い。

黄褐色土プロックを多く含む。炭化物粒子を少量含む。しまりは良い。

| 

こ 図119

S447 
| 

100号住居と出土遺物

／二＼、
1150 . 
゜ 1 : 3 • 10cm 

゜ 1 : 4 20cm 
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第 8 章

瓦 (1150)

カマド

調査所見

52号溝に壊されたと考えられる。

51号・ 52号溝に東西の壁を切られ、形状

や規模を計測することは不可能であった。南北の壁

は確認でき、小形から中形の住居になることが推測

される。 （麻生）

115号住居

位置

規模

形状

重複

出する。

主軸方位

埋没土

住居の調査

などが出土した。遺物はやや集中する。

まっている。

床面

貯蔵穴

周溝

柱穴

掘り方

図120· 121 、 PL26 • 27 • 127 • 128、表P.22·23

W-56グリッド

縦2.0+ am 

隅丸長方形

横3.2+ am 

N-114ー -E 

深0.13m

119号・ 120号住居に先行し、 132号住居に後

榛名山起源の軽石を少量含む暗褐色土で埋

貼床が施されている。固くしつかりしている。

なし

なし

なし

深さ 15~20cm の堀り方が検出された。主体

として榛名山起瀕の二次堆積物を含む暗褐色土で埋

められている。

遺物出土状態 遺物はカマド内やその周辺から多数

の羽釜等の土器片が出土した。他はまばらな状態で

の出土状況である。

カマド

位置

規模

東壁中央より南東隅寄り

全長0.53m

最大幅0.70m

遺存状態

屋外長0.49m

焚き口幅0.66m

カマドの袖は確認できない。煙道部分は

床面が有段状を呈している。 カマド両袖部分には石

による構築の跡であると推測されるピットが各 1 ヶ

所ずつ検出された。

柱穴No

p 1 

p 2 

長径

0.20m 

0.24m 

遺物出土状態

調査所見

短径

0.15m 

0.20m 

深さ

0.07m 

0.05m 

備考

カマドとその周辺からは羽釜の破片

(1208 • 1212 • 1210 • 1209) 

(1214) が出土した。

と土師器杯形土器

後出する 120号住居は深いが、先行する

132号住居は床面がほぼ同じ嵩さである。土層図で

は切り合い関係は明瞭であり、新旧関係をとらえる

ことができた。 （麻生）
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図120 115号住居
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夏1 冒疇自 、豆 I

2 カマド付設住居

〇

`>
208 且 I l冒

し

KPB 

Cl.,:叫窃＼ぷパ八

a KPB' 

出。

L=95.40m 

5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

7 層黒色灰層

8 層 暗青灰色土

9 層暗褐色土

10層暗褐色土

11層 暗青灰色土

1 層 暗褐色土 白色鉱物をわずかに含む。

2 層 暗灰褐色土焼土粒・灰を大最に含む。

3 層 暗灰褐色土焼土粒・灰を少量含む。

4 層 暗黄褐色土 黄白色土プロソクを多誠に含む。（カマド掘り方？）

4'層 暗黄褐色土 黄白色土プロノクを多誠に含む。（カマド以外の他の遺構覆土か？）

炭化物粒子を多く、焼土粒子を少鼠、榛名山起源の軽石を微最含む。灰白色土をやや多く含む。

暗灰褐色土プロックを多量に、榛名山起i原の軽石を多めに、炭化物粒子を少量含む。

炭を極めて多最に含む。焼土粒子を少贔含む。

炭化物を少量含む。

黄白褐色土ブロックを多量に含む。

榛名山起源の軽石を少量含む。やや砂質。

黄白褐色土粒子を少量含む。

゜ 1 : 30 lm 
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図121 115号住居カマドと出土遺物
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第 8 章住居の調査

119号住居図122· 123 、 PL27· 128表P.23

位置 W • X-56グリッド

規模縦0.35+ am 横2.1 +am 深0.12m

形状 隅丸方形と考えられる。

重複 52号溝に先行し、 115号住居に後出する。

主軸方位 N-100ー -E 

埋没土 東壁と南東隅のみの残存であり、 10~15cm

の深さで榛名山起源の軽石を含む暗褐色土で埋まっ

ている。

床面 掘り込んだ地山を床面としている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 ほとんど確認できない。

遺物出土状態 カマド左袖付近から遺物が出土して

いる。左袖付近からの遺物は床面上約 2 cm ほどのと

ころで出上している。

カマド

位置 東壁であるが、ほぽ中央付近と考えられる。

規模全長0.6m 屋外長0.27m

最大幅0.7m 焚き口幅0.25m

遺存状態 遺構の確認できた状態ではカマド上半部

分は削平を多く受けている。袖は東壁から内側に

0.4m 張り出しており、黄褐色粘質土で構築してい

る。右袖西側に接して長径0.3m 、短径0.2m 、深さ

0.07m の楕円形のピットがある。

遺物出土状態 左袖付近から土師器杯形土器 (1220)

須恵器高台付椀形土器 (1221) が出土した。

調査所見 本住居はカマド付近を中心とする東壁付

近のみが残る。 100号住居との直接の重複関係をと

らえることは不可能であった。 （相京）
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ニ

52号溝

勾

*X 

L=95.30m 

゜ 1 : 60 4m 

晨I

一
- 2 層

』 3 層
4 層

冒 5

~I 

1 層暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

灰褐色土

腎黄褐色土

b 層黒褐色土

黄白色土プロックを少量含む。黒色灰をわずかに含む。
黒色灰を多最に含む。

黒色灰・黄白色土プロックをわずかに含む。

灰色の砂質。

黄白色土を多量に含む。

黒色灰を主体とする。

゜
1 : 30 lm 

図122 119号住居
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図123 119号住居出土遺物

120号住居

位置

規模

形状

重複

図124 • 125 、 PL27 • 128、表P.23

る。

W • X-55 • 56 グリッド

縦2.94m

隅丸長方形と考えられる。

52号溝に先行し、 115号・ 132号住居に後出す

主軸方位

埋没土

床面

横3.I+am

N-105ー -E 

深0.30m

榛名山起源の軽石と灰・炭化物を含む暗灰

褐色土を主体とする。

南壁側はわずかに高いが、全体としてはほぼ

平坦な様相が窺える。

貯蔵穴 南東隅に長径0.34m 、短径0.29m 、深さ

0.07m の楕円形の貯蔵穴を確認した。

柱穴

柱穴No

p 1 

掘り方

遺物出土状態

短径

0.38m 

深さ

O.llm 

備考

位置

規模

遺存状態

長径

0.8 m 

なし

カマド内およびその周辺の遺構残存

状況は把握できるが、住居中央を 52号溝により多く

が掘削されているため不明である。出土遺物は羽釜

の破片が多く、床面及び埋没土内からの出土である。

カマド

東壁南寄り

全長0.6m 屋外長0.5m

最大幅0.63m 焚き口幅0.42m

カマド上半部は不明である。袖は存在の

周溝 なし 有無は不明である。
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第 8 章 住居の調査

遺物出土状態 カマド壁面やカマド埋没土内から須

恵器杯形土器（1226 • 1227) 、羽釜の破片 (1225 • 

1230) が出土している。

調査所見 本住居と 130号住居との重複関係は、埋

没土と遺物からの判断では時期決定ができないので

不明と言わざるを得ない。 130号住居も東西を溝、

北を住居で切られているため、全体的な傾向や特色

を推定することが困難である。 （相京）

一

52号溝 _ｵc-56 

ー
ー

.
,
 

I
I
I
I
 

1
1

ー

1
1
|
1
1
1

51号溝

EPB 

ざPEII 年I 115号住居

EPB' 

炉笠’ヘ

, 
`
<
d
a
 

<
d
3
 

隠
饂

゜
1 : 60 4m 

、<
d
x

、<
d
x

(l> 1言

^ 可玉PB'
27 

IJ 

` 
<
d
x
 

KPB KPB' 

図124

層
層
層
層
層

1

2

3

4

5

 

暗茶褐色土

暗灰褐色土

黒褐色土

黒色灰層

暗褐色土

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土ブロックを少鼠含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロックを多量に含む。

黒色灰を多饂に含む。黄白色土プロックをわずかに含む。

黄白色土プロックをわずかに含む。

120号住居
゜ I : 30 lm 
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130号住居

位置

規模

形状

重複

図125

図126 、 PL28、表P.23

120号住居出土遺物

131 号住居

1 : 4 20cm 

回126

後出する。

主軸方位

埋没土

する。

床面

W • X-55 • 56 グリッド

縦3.32m

不明

51号• 52号溝に先行し、 120号・ 131号住居に

貼床が施されている。固くしまっている。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝

柱穴

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方

N-110ー -E 

榛名山起源の軽石を含む暗褐色土を主体と

掘り方底面には大小の凹凸があり、直径

0.3m 、深さ 3 cm ほどのピットが検出されている。

遺物出土状態 ほとんど認められないが、埋没土内

から羽釜（1271)

カマド

た。

調査所見

横l.2+a m 深0.30m

の出土がある。

調査できた範囲の中では検出されなかっ

51号・ 52号溝の間にはさまった狭い部分

での確認住居である。北側は 131号住居と重複し、

位置

規模

形状

重複

W • X-55 • 56 グリッド

縦1. 08+ am 

不明

横0.62+ am 深0.32m

51号 •52号溝、 130号住居に先行する。

主軸方位

埋没土

床面

貯蔵穴

た。

周溝

柱穴

掘り方

N-87ー -E 

榛名山起源の軽石を主体に含む暗褐色土層

があり、床面付近では黒色土ブロックと炭化物粒を

含む傾向になる。

貼床が施されている。固くしまっている。

調査できた範囲の中では検出されなかっ

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

床面下には暗灰白褐色土層で Hr-FA ブ

ロックや黒色土ブロックを多く、焼土粒を微量に含

む粘性土が10cm前後あり、掘り方底面に達する。底

面には凹凸がある。

遺物出土状態 遺物はほとんど認められない。

調査範囲の中では検出されなかった。カマド

調査所見 51号・ 52号溝に大きく切られた住居であ

大半を失っている。 （麻生）

り、南壁で切り合う 130号住居との関係は土層から

の観察で明瞭なように本住居が古い。全体的な形状

は不明である。 （麻生）
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第 8 章住居の調査

¥

/

 

0 1 : 60 

亨

＼
嘔

ー

7
 

2
 

ー

\~1 ——— 

/
_
 

130号住居

1 層暗褐色土 やや灰色を帯びる。榛名山起源の軽石を多く

含む。焼土粒子・炭化物粒子を微最含む。

2 陪 暗灰褐色土榛名山起源の軽石を多く含む。黒色土プロッ

クを少量含む。

3 層 暗灰褐色土灰白褐色土プロソク・黒色土ブロックを多く

含む。榛名山起源の軽石を少埜含む。粘性が

ある。

4 層暗褐色土 榛名山起源の軽石を多く含む。黒色土プロノ

ク及び同粒子をやや多く含む。しまりは悪く、

粘性も弱い。

5 層暗褐色土 1 • 2 層よりもやや明るく、茶色みが強い。

榛名山起源の軽石を多く含む。粘性は弱い。

6 層 暗灰褐色土 黄白色土プロック・黒色土ブロックを多く含

む。灰白色土ブロノクも多めに含まれる。榛

名山起源の軽石を少量含む。粘性があり、し

まりも良い。

゜
1 : 4 20cm 

131号住居

1 層 暗灰褐色土 2 層よりやや茶色みが弱い。榛名山起源の

軽石を多く含む。焼土粒子・炭化物粒子を

1 • 2 層よりも多く含む。

2 層 暗灰褐色土 榛名山起源の軽石を微贔含む。粘性がある。

3 層 暗灰褐色土 榛名山起源の軽石を少最含む。炭化物粒子

を微量含む。粘性がある。

4 層暗褐色土 榛名山起源の軽石をやや多く含む。粘性は

弱く、しまりも弱い。

5 層 暗灰褐色土 黒色土プロックを多く、炭化物・榛名山起

源の軽石も少最含む。焼土粒子を微最含む。

粘性がある。

6 層 Hr-FA のプロックの層。

7 層 暗灰白褐色土 Hr-FA プロック・黒色土ブロックを多く

含む。焼土粒子を微最含む。粘性がある。

図126 130号・ 131 号住居と出土遺物

132号住居図127 、 PL28· 128、表P.24

位置 W-55 • 56 グリッド

規模縦2.5+ am 横2.1 +am 深0.14m

形状隅丸方形

重複 115号・ 120号・ 137号住居に先行する。

主軸方位 N-15ー -E 

埋没土 褐色粘質土であり、暗灰色粘質土・黄白褐

色土ブロック・直径 2 cm ほどの Hr-FP 粒を含む。

床面厚さ 5 ~7 cm ほどの貼床が施されている。

122 

貯蔵穴 調査範囲の中では検出されなかった。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方 掘り方底面に楕円形の土坑が検出されてい

る。

土坑No 長径 短径 深さ 備考

1

2

3

 

0.40m 0.20m 0.05m 

0.50m 0.40m 0.05m 

0.90m 0.32m 0.05m 



遺物出土状態 ほとんど認められないが、 1 点敲石

(S458) が出土している。

カマド 北壁に施設されていると考えられるが、左

側部分を 120号住居カマドに切られているために遺

存状況は良好でない。詳細は不明である。

+-56 

\ 

2 カマド付設住居

調査所見 本住居はその多くが重複する 115号住居

の床面とほぽ高さを同一にする。また、北西部分を

120号住居、西側を 52号溝に切られており、不明部

分が多い。 （麻生）

亨56

／主PJ 115号住居

137号住居

重SPJ

\ 

重SPJ'へ

EPA EPA' EPB EPB' 

讐'／／／／／／／／／／鼻疇冒
L=95.40m 

“ L=95.40m 

゜
1 : 30 lm 

図127

IIT 詈z
 

s

|

 

<
d
x
 

鵬
1層暗褐色土

2 層 暗茶褐色土

3 層暗褐色土

4 層暗褐色土

5 層 暗黄褐色土

物

ロ
□

0遺土出と居住号2
 

゜ 1 : 60 2m 

L=95.40m 

白色鉱物細粒を多量に含む。（攪乱？）砂質。

白色鉱物・炭化物をわずかに含む。焼土粒．

灰を多量に含む。

白色鉱物・黄白色土プロックをわずかに含む。

白色鉱物をわずかに含む。桃灰色粘土を少量

含む。

白色鉱物・焼土粒・灰をわずかに含む。黄白

色土プロックを多量に含む。

S458 

0 1:4 20cm 
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第 8 章住居の調査

重複群G

重複群G は V • W • X -57 • 58グリッドに展開す

る。重複群G は重複度の激しい F群の 1 ~4 支群の

のうち 3 群の南端の135号住居と G群の北に位置す

る 109号住居によって群別の境としている。重複群
SPA 

G には新しい順に 110号住居→107号住居→109号住

居→127号住居と直接の重複関係があり、 102号住居

→127号住居の直接の重複関係がある。 127号住居に

後出する 109号住居と 102号住居の直接の重複関係は

ない。 、 107号住居
SPBI , llO号住居 '| 109号住居

麟
゜ 1 : 100 

r 
3 m 

SP人
102号住居 I 127号住居 107号住居

109号住居 5 焼石 既乱 1 さ~A'

霞
102号住居

1 層 暗青灰褐色土 直径0.5-lcm程度の榛名山起源の軽石を含む。直径 1 ~5 mmの炭化物片をやや多く含む。黄褐色土粒子を少饂含

む。

2 層 暗青灰色土 黄白褐色土（地山）ブロソク・榛名山起源の軽石・炭化物粒子を少鍼含む。

3 層暗褐色土 炭を多量に含む。黄白褐色土粒子を少量含む。

4 層 ほぽ炭層。若千の褐色土を含む。焼土粒子を微械含む。

5 層 暗灰褐色土 黄白褐色土プロソクを多く含む。直径 1 cm ほどの炭化物片を少戴含む。やや砂質である。

溝 茶褐色砂質土層 榛名山起源の軽石を多く含む。青灰褐色砂プロックを含む。

107号住居

1 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石を多く、焼土粒子・炭化物片を少量含む。

2 層 青灰褐色土榛名山起源の軽石・黄褐色土粒子を少量含む。

3 層 暗青灰色土 黄白褐色粘性土プロックを多く含む。

109号住居

1 層 暗褐色土 直径 1 mm未満の榛名山起源の軽石を少量含む。青灰褐色土ブロックと黄白褐色土プロソクを少量含む。
2 層 暗褐色土 黄白褐色土ブロック及び青灰褐色土プロックを多醤に含む。粘性有り。

3 層 茶褐色土 黄褐色土粒子を多く含む。榛名山起源の軽石を少量含む。
4 層 黒褐色の炭と灰の層。

5 層 褐色土 黄褐色土ブロック及び黄白色土プロックを少量、青灰褐色土プロックをやや多く、榛名山起源の軽石を少なめに含む。
6 層黒色の灰層炭多量。

7 層 暗褐色土 黄白色土粒子を多く、榛名山起源の軽石をやや多く、炭及び灰を少最含む。

7'層 暗褐色土 黄白色土プロックを多く、榛名山起源の軽石粒子を多く、灰を 7 層よりも若千多めに含む。

llO号住居

1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層 暗黄灰褐色土

4 層 暗青灰褐色土

L=95.60m 

0 1 : 60 2 m 

榛名山起源の軽石を多く含む。黄白褐色土プロック及び同粒子を少麓含む。

青灰褐色土プロックの溶混を多量に含む。直径 1 ~5 mmの炭化物粒子を微凪含む。榛名山起源の軽石を少最含む。

黄白色土プロソクを多量に含み、粘性が強い。 2 層よりも黄色みが強く、明るい。

黄白色土プロックを多く含む。炭化物・焼土粒子を少最含む。しまりが良く、粘性がある。

127号住居

1 層明褐色土 黄白褐色砂質土粒子と榛名山起源の軽石を少絋、炭化物粒子を微量含む。

図128 重複群G と土層断面
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2
 
カマド付設住居

102号住居 図129~131 、 PL28·29 ・ 128· 129、表P.24 柱穴 南壁直下掘り方面に P 1 • P 2 が検出され、

位置

規模

形状

重複

埋没土

床面

X • W-57 • 58グリッド

縦2.3m

隅丸方形

主軸方位

横2.85m

N-95ー -E 

深0.20m

127号住居に後出する。

暗青灰色土と暗褐色土であり、黄褐色土粒

や榛名山起源の軽石、炭化物を含む。

貼床が施されている。ほぽ平坦で、

面部は固くしまっている。

カマド前

他に 5 本のピットがある。

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

長径

0.2 m 

0.3 m 

0.63m 

0.15m 

0.2 m 

0.18m 

0.54m 

短径

0.17m 

0.3 m 

0.3 m 

0.13m 

0.15m 

深さ

0.17m 

0.2 m 

備考

0.1 m 

0.04m 

0.07m 

0.09 十 am 0.09m 

0.52m 0.05m 

貯蔵穴 検出されなかった。 掘り方 床面下10cm ほどの掘り込みがある。特にカ

周溝 検出されなかった。

SPa 
ム

((1161 d
x
 

m

)

 

c
 

゜

、
9
d
S

9
d
S
 

SPa 房

こ

マド前面には約 1 m 四方の床下土坑がある。また北

1 層

2 層

3 層

4 層

5 層

5'層

6 層

7 層

溝

暗青灰褐色土

暗青灰色土

暗褐色土

直径0.5- 1 cm程度の榛名山起源の軽石

を含む。直径 1 ~5 mmの炭化物片をやや

多く含む。黄褐色土粒子を少量含む。

黄白褐色土（地山）プロソク・榛名山起源

の軽石・炭化物粒子を少最含む。

炭を多量に含む。黄白褐色土粒子を少量

含む。

ほぽ炭層。若千の褐色土を含む。焼土粒子を微鼠含む。

暗灰褐色土 黄白褐色土プロックを多く含む。直径

1 cm ほどの炭化物片を少最含む。やや砂

質である。

ほぽ 5 層と同じであるが、焼土プロックを少羹含む。

暗灰褐色上 榛名山起源の軽石・炭化物粒子を微絨含

む。鉄分を若千含む。やや粘性がある。

黒褐色土粒子・榛名山起源の軽石粒子を

少最含む。

榛名山起源の軽石を多く含む。青灰褐色

砂プロックを含む。

暗褐色土

茶褐色砂質土層

SPa ,' 
a
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102号住居
゜

1 : 60 4m 
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第 8 章 住居の調査

東隅付近には楕円形で長径0.73m 、短径0.65m 、深

さ 0.10m の土坑がある。底面には10cm 内外の不整形

な凹凸がある。床下は黄白褐色土ブロックや焼土、

炭化物を含む暗灰褐色土などで埋められている。

遺物出土状態 床面直上の出土は少ない。埋没土中

からは須恵器杯形土器・甕形土器・瓦（1161)

石 (S 450) 

や砥

などが出土している。破片を含めて18

規模 全長0.63m

最大幅1. 04m

遺存状態

屋外長0.44m

焚き口幅0.63m

形状はかなり崩れており、床面付近はわ

ずかに残る。袖は明瞭な状態では残らない。

遺物出土状態

出土した。

調査所見

埋没土中から羽釜 (1158 • 1159) が

カマド付近は崩れが大きかった。また、

点の出土であった。

カマド

床面では確認できなかった P 1 • P 2 は床面で確認

されるべきものであったとも考えられる。 （相京）

位置 東壁中央やや南寄り

/ 
S450 

11 
1158 

／口l

l 
―屁：年．合．．．．．

l:. ;;’蒋唸？：＇；詰
>‘;,·: • :̀ •• : : ̀; ;g :ii:i: ：．・ビ
蒻｝す式i:i :.! 可'

1 ¥ i!g ^ •• : : .. 着＇9: iib •• ‘'1 
:. : 1...’: : • • :':a 

t, ¥. * [ 1,i：じ9．"!. : 
91, tt・ ・と．•．•. :;• :;; •; • 
＼．，．ら？!'.. ;ふ：，；
9 砧;,:·i：：・； • : 9 

I.. 9，●含．：： : ; 
••一,.,.

；．・ 1 -: 
6，tし・•‘,.... 
•し~

¥'//  
1159 

• 1161 

゜
<

l : 3. 10cm 

図130 102号住居出土遺物
゜

1 : 4 20cm 
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2 カマド付設住居

、
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d
x
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KPB 8
 

5
 づ
も
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ｩ 

KPB KPB' 
1 層 暗青灰褐色土 黄白褐色土粒子・直径 5 mm前後の榛名山起源の軽石を少量含む。

直径0.5~1 cm の炭化物を多く含む。

炭を極めて多址に含む。焼土プロノクをわずかに含む。

炭を多最に含む。黄白褐色土小粒子をやや多く含む。

焼土プロック

砂を多量に含む。黄白褐色土プロックを少量含む。

榛名山起源の軽石を少麓含む。（根の攪乱）

黄白褐色土プロックを多く、炭化物片をやや多く含む。わずか

に粘性をもっ。

8 層炭層 若干の褐色土を含む。焼土粒子を微量含む。

9 層 褐色砂質土 砂を多塁に含む。炭化物粒子を微筵含む。

10層 榛名山起源の軽石プロソク（黄灰白色褐色土）粘性有り。

2 層暗褐色土

3 層黒褐色土

4 層赤褐色土

5 層 明褐色砂質土

6 層暗褐色土

7 層褐色土

゜
1 : 30 1 m 

図131 102号住居カマド

107号住居図132-133 、 PL29 ・ 128~130、表P.24·25

位置 V • W-57 • 58グリッド

規模縦2.67m 横3.07m 深0.18m

形状隅丸方形

重複 llO号住居に先行し、 109号住居に後出する。

主軸方位 N-90ー -E 

埋没土 榛名山起漉の軽石を多く含む他に焼土粒や

炭化物を少量含む。

床面 貼床が施されている。床面にはかなり凹凸が

ある。西南部が下がっている。

貯蔵穴南東隅に長軸0.98m 、短軸0.84m 、深さ

0.43m の隅丸方形を呈する貯蔵穴が掘り方面で確認

された。貯蔵穴内からは埋没土中より土器片が出土

している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 床面下で土坑状の落ち込み 3 ヶ所、ピット

状の遺構 5 ヶ所が検出された。

No 長径 短径 深さ 備考

土坑 1.4 m l.OOm 0.08m 楕円形

p 7 0.18m 0.16m 0.06m 

p 8 0.17m 0.14m 0.06m 

p 9 0.24m 0.22m 0.07m 

PlO 0.08m 0.08m 0.llm 

Pll 0.39m 0.32m 0.07m 

遺物出土状態 カマド周辺の他、住居中央部分と南

東隅付近からわずかに出土している。出土遺物は埋

没土中から須恵器杯形土器 (1180) ・土師器の破片

(1179) 、瓦（1181 • 2133) の出土もある。

カマド

位置東壁中央よりやや北寄り

規模全長0.85m 屋外長0.16m

最大幅0.89m 焚き口幅0.63m

遺存状態住居全体の残りが悪い。カマドもわずか
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第 8 章住居の調査

に底面の形状を残すにすぎない。両袖とも住居内に

20cm ほど壁から突出し、幅は約15cm 、高さは 7 ~8 cm 

残存していた。カマドの底面で 6 本の小ピットを検

出した。

柱穴No 長径

P 1 0.32m 0.15m 0.12m 

P 2 0. 2 m O. 17 m O. 03 m 

p 3 

短径

0.21m 0.2 m 0.07m 

~ KPB1 / 
w-58 

1183 十口181
o 町233

1179 

深さ 備考

P4 

p 5 

p 6 

0.18m 0.17m 0.10m 

0.14m O.llm 0.12m 

0.16m 0.14m 0.06m 

遺物出土状態 小片であるが、土器が少量出土して

いる。

調査所見 109号住居の大部分を壊す状況で検出さ

れた他、本住居は南西部分を 110号住居で壊されて

いる。

-
置58

（相京）

110号住居

重SPBへ

< 
Ml9 

v

\
fd
S
蝙

kkppCB:汀PKBPC
，灰，
I -- I 

¥ ::X:1 I 
、＼ \ ~I /、I

¥` /‘ 
、------‘
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疇
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゜
1 : 60 2m 

夏［冒璽璽息
呂
II 

— 

臼
KPB' KPB 

L=95.60m 

1 層 褐色土 灰白褐色土小粒子・榛名山起源の軽石を少饂含む。炭化物粒子を微量含む。

2 層 暗褐色土灰白褐色土プロック（やや粘性がある）を多く、炭化物・焼土粒を少最含む。

3 層 暗褐色土 黄灰白褐色土プロック・炭化物・焼土粒を多く含む。粘性がある。

4 層 褐色土 炭・炭化物を多く含む。榛名山起源の軽石を少量、青灰褐色砂質土プロソクをやや多く含む。

゜ 1 : 30 lm 

図132 107号住居
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2 カマド付設住居

ロニl, ＼ロニロ
〇

ロロ／／口8

1 : 2 • 5cm ]。
ロ

| 

／ロニニ＞ヽ
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I I 

I I 

：ロニニ］
゜
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• 1233 

1 : 3 • 

S652 

二□

I • Ml9 

• 1181 

S647 

図133 107号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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第 8 章住居の調査

109号住居図134 • 135 、 PL29 • 30 • 129 、表P.25

位置 V • W-57 、 W-58グリッド

規模縦2. 73m 横3.54m 深0.18m

形状隅丸方形

重複 107号・ 110号住居に先行する。

主軸方位 N-100ー -E 

埋没土 暗褐色土で埋没している。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴 南東隅に位置する。形状は隅丸方形を呈し、

長軸1. 06m、短軸0.84m 、深さ 0.12m である。貯蔵

穴埋没土内からは土器 (1182 • 1185) の出土がある。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方面で小ピット 2 本が検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.25m 0.16m 0.06m 

一
立58

゜

P 2 0.45m 0.40m 0.08m 

掘り方床面下は0.1~0.15m の凹凸のある底面で

あり、床面との間に灰や炭を含む暗褐色土が入る。

中央部北寄りに床下土坑がある。長径l.Om 、短径

0. 78m 、深さO.lm の楕円形を呈する。

遺物出土状態 貯蔵穴からの出土が多い。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.92m 屋外長0.42m

最大幅0.82m 焚き口幅0.36m

遺存状態 あまり良好ではない。袖の高まりが僅か

に残る程度であり、構築材の石が点在している。

遺物出上状態 小片で少量の土師器が出土した。

調査所見 107号住居に大半が重複し、明瞭な部分

が少ない。 （相京）
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2 カマド付設住居
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L=95.60m 

6 層

白色鉱物を少量含む。黄白色土をわずかに含む。

白色鉱物を少最含む。黄白色土を多量に含む。

黒色灰を少最含む。白色鉱物をわずかに含む。

暗褐色土を少量含む。

黄白色土粒子を多く、榛名山起源の軽石をやや多く、灰・焼土粒子を少量

含む。

5'層 5 層よりもやや灰を多く含む。

暗褐色土 灰・炭を多く含む。しまりは悪い。（根の攪乱か？）

7 層 暗灰黄褐色粘性土プロック

8 層 暗灰黄褐色粘性土 榛名山起源の軽石を少量、炭化物をやや多く含む。 7 層よりも黄色みが強い。

9 層暗青灰褐色土 灰・炭化物片を多く含む。

10層茶褐色土 黄褐色土粒子を多く含む。榛名山起派の軽石を少量含む。

11層黒色灰層 炭化物粒子・暗褐色土を少量含む。

図135 109号住居カマド

1 層暗褐色土

2 層 暗黄褐色士

3 層黒褐色土

4 層黒色灰層

5 層暗褐色土

゜ 1 : 30 lm 

110号住居図136~138 、 PL30·31 • 129~131,表P.25·26

位置 V • W-58グリッド

規模縦2.82m 横2.93m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 107号・ 109号・ 127号住居に後出する。

主軸方位 N-105ー -E 

埋没土 暗褐色土層である。榛名山起源の軽石を含

む。下層には炭化物粒が含まれる。

床面貼床が施されている。 2 ~4 cm の厚さである。

ほぽ平坦であり、黄白色土ブロックや炭化物・焼土

粒を含んでいる。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 2 本の小ピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.55m 0.33m 0.63m 

P 2 0.31m 0.25m 0.23m 

掘り方 南西壁隅に直径0.69m 、深さ0.17m の円形

の床下土坑が検出された。

遺物出土状態 カマド内からの遺物出土が多い他、

まばらに住居埋没土中からの出土がある。カマド内

からは羽釜の破片が多く検出されている。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長1. 18m 屋外長0.43m

最大幅0.90m 焚き口幅0 .42m

遺存状態 カマド左袖は残りが良い。焚き口付近に

ば焼けた石があり、カマド構築に使われたものと考

えられる。また住居壁とカマドの袖接合部分内側に

は自然石 2 つが各々立石状況で検出された。左袖は

残るが、右袖は崩壊しているため、構築した跡が床

面に残る。左袖の長さは0.8m 、幅0.28m 、高さは

0.4m である。

遺物出土状態 カマド内や周辺から羽釜の破片

(1187 • 1188 • 1190) が出土した。

調査所見 F群からの引き続きで重複が激しく、重

複群の切れる部分の南端にあたる。重複群の中では

住居の形状を良く残している方である。 （相京）
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第 8 章 住居の調査
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白色鉱物・黄白色土プロソクをわずかに含む。

白色鉱物をわずかに含む。黄白色土プロックを少最含む。

青灰色土プロックを多く含む。黄白色土を少量含む。榛名山起源の軽石、及び炭化物粒
子を微量含む。やや粘性がある。（袖か？）
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2 カマド付設住居
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第 8 章住居の調査
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゜ 1 : 4 20cm 

図138 110号住居出土遺物（ 2)

127号住居図139 ・ 140 、 PL31 ・ 130、表P.26

位濫 W-57 • 58グリッド

規模縦3.lm 横2.0+ am 深0.04m

形状 隅丸方形と推定される。

重複 102号・ 109号・ 110号住居に先行する。

西壁方位 N-0 ー-E 

埋没土 明褐色土層である。黄白褐色砂質土粒や炭

化物粒を含む。

床面 部分的に貼床が施されている。床面はわずか

に北側に傾斜するが、ほぼ平坦である。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴床面では検出されなかった。

掘り方 床面下は南壁に沿って幅約 1 m前後で凹凸

がある他は、平坦な底面となっている。床下土坑 2

基とピットが 3 本検出された。

No 長径 短径 深さ 備考

上坑 1 0.95m 0.68m 0.07m 中央やや南

土坑 2 0.68 十 a m O. 62 m O. 05 m 中央やや西南

P 1 0.22m 0.22m 0.28m 

遺物出土状態 遺物は羽釜と須恵器の小破片が各 l

点と瓦（1264) が 1 点出土した。瓦は住居北東部の

床面から 2 cm浮いて出土した。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 確認面から床面までが浅く、東西を重複

住居に切られていることから、遺構の残りは悪い。

（相京）

ー

1
0
1

I 

：ロニエ • 1264 

゜ 1 : 3. 10cm 

p 2 0.45m 0.3+ am 0.10m 図139 127号住居出土遺物

P 3 0.32m 0.31m 0.04m 
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゜ 1 : 60 2m 

1 層

2 層

明褐色土

暗青灰褐色土

重複群J

重複群Jは、

黄白褐色砂質土粒子と榛名山起派の軽石を少量、炭化物粒子を微鍼含む。

黄白褐色土粗粒子を多量、榛名山起源の軽石を少最含む。しまりは良い。

2 A-60 • 61 、

展開する。調査時点では121号住居から 125号住居と

呼称し、記録化した。

で、明らかに住居となるものは、 121号・ 124号・

125号住居であり、 122号・ 123号住居については不

明瞭な状況下での判断を下ろして、結果として住居

以外の不明な遺構とせざるを得ないものとした。厘

複関係は、平面形および土層の観察によったが、上

層からの51号溝の掘り込みによってJ群の遺構は切

られており、確認は難しかった。また、 51号溝の西

側は現在の善勝寺堀および現河川になるため遺構確

認作業を行うことは不可能であった。

住居としてとり扱った 121号・ 124号・ 125号住居

カマドの確認が唯一の資料であり、確については、

定した理由である。

図140

2 B-61 グリッドに

しかし、記録を整理する段階

J群は遺跡西端に位置し、善勝

寺堀や、いくつかの溝により切られ、現在の道路、

染谷川等によって破壊の影響を受け、 わずかに残存

していた。以上のことから 122号住居を 3 号竪穴状

遺構、 123号住居を 4 号竪穴状遺構とした。

• 
127号住居

゜

—

ll
J9-1 

1 : 100 2.5m 

4 号竪穴状遺構

4 層灰白色土

5 層黒色土

6 層灰白褐色土

3 号竪穴状遺構

1 層暗灰褐色土

7 層灰白色土

図141
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121号住居

2 層 暗灰白褐色土 1 層に比して、わ

ずかに暗い。白色鉱物粒を少鍼、

炭化物をわずかに含む。酸化鉄の

斑点が入る。

暗灰色土 2 層に類似するが、
焼土粒がわずかに含まれる。

黒褐色土 炭化物が中心で、

焼土が混入する。

白色鉱物粒を含み、酸化鉄の斑点が入る。

酸化鉄の斑点を含む。白色鉱物を微最、炭

化物片を少量含む。

直径 1 cm の角閃石安山岩をわずかに含む。

黒色土プロックを少量、白色鉱物（榛名山

起源の軽石？）を徴温含む。

゜ 1 : 60 2m 

重複群J
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第 8 章住居の調査

121 号住居図142 、 PL33· 131, 表P.26

位謳 2 A-60 • 61 グリッド

規模縦0.60+ am 横0.96+ am 深0.12m

形状隅丸方形

重複 51号溝． 125号住居および 3 号竪穴状遺構に

先行し、 124号住居に後出する。

主軸方位 N-110ー -E 

埋没土 灰褐色土系の土砂で埋没している。焼土粒

や白色鉱物粒をわずかに含む。

床面貼床は検出されなかった。

貯蔵穴調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。-
重SPAへ-

掘り方なし

遺物出土状態 カマド右袖前方に数点出土してい

る。

カマド

位置東壁南寄り

規模全長0.36m 屋外長0.18m

最大幅0.55+ am 焚き口幅0.35m

遺存状態 確認面の地形が西に傾き、重複が多いた

め、全体像がつかめない。

遺物出土状態 右袖の着袖部分に須恵器羽釜形土器

(1245) と須恵器椀形土器（1244) が埋没土中から

出土している。

調査所見 重複関係が複雑であり、カマド周辺のみ

が残存する。 （相京）
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一

芝
125号

KPB 8 A KPB' 1 層 暗灰褐色土

2 層暗灰褐色土

3 層 黒褐色灰層

3'層黒褐色土

4 層 暗灰褐色土

5 層灰白褐色土

6 層灰白褐色土

焼土プロックを含む。

榛名山起源の軽石を少最、焼土粒子及び灰白色土プロック及び同粒子を微凪
含む。

炭を多量に含む。

炭と灰を多く含む。 3 層よりもやや炭の量は少ない。

炭化物を少量含む。白色小鉱物を微景含む。粘性がある。

黒色土プロック及び同粒子をやや多く含む。酸化鉄斑を含む。粘性がある。

炭化物を少量含む。 Hr-FA が混じる。やや砂質である。

図142 121 号住居と出土遺物
゜ 1 : 30 lm 
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124号住居図143· 144 、 PL33 • 34 • 131 、表P.26·27

位置 2 A • 2 B-61 グリッド

規模縦0. 9+ am 横2.6+ am 深0.15m

形状不明

重複 73号溝・ 125号住居に先行する。

主軸方位 N-110ー -E 

埋没土 褐色系の土がカマド付近にある。榛名山起

源の洪水層のブロックや軽石を微量に含む。

床面 カマド焚き口付近であり、焼けた床面が一部

確認できた。床面下には掘り方が存在した。

貯蔵穴 南東隅の床面下に検出された、長径0.52m 、

短径0.5m 、深さ 0.12m の円形の穴が貯蔵穴になる

可能性がある。貯蔵穴内からは須恵器椀形土器

(1256) の出土がある。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方 カマド内とその周辺にはp 1~p 4 が掘り

方底面で検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.18m 0.13m 0.08m 

p 2 

2 カマド付設住居

0.2 m 0.16m 0.1 m 

P 3 0.43m 0.3 m O.llm カマド内

P 4 0.16m 0.16m 0.07.m 

他に床下土坑がカマド前方73号溝にかかり検出され

た。長径0.4+ am 、短径0.45m 、深さ 0.08m である。

遺物出土状態 カマド周辺から多数出土している。

カマド

位置東壁

規模全長0.92m 屋外長0.36m

最大幅0.82m 焚き口幅0.64m

遺存状態 全体に残りが悪い。73号溝に西を切られ、

東は51号溝が近接し、重複が多いため不明瞭である。

遺物出土状態 周辺から出土している。特に左袖付

近からの出土が多い。主な遺物は羽釜の破片や杯形

土器、椀形土器、甕形土器などがある。

調査所見 本住居は73号溝、 121号住居、 125号住居

と重複関係にあるが、明瞭な形で新旧関係をおさえ

ることができなかった。文中で新旧関係を表現して

いるところは平面でおさえられた範囲である。

（相京）
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1 層 暗灰褐色土 榛名山起源の軽石を微最、炭化物粒子を少最含む。焼土粒子を東半部に

多く含む。

2 層 暗灰褐色土 東半部は暗く、焼土粒子をやや多く含む。灰白色土プロックをやや多く、

炭化物粒子を少量含む。粘性がある。

黒色灰層 炭を多鼠に含む。

灰白色土プロックをやや多く、炭化物粒子も 2 層よりもやや多く含む。粘性がある。

灰・炭を多鍼に含む。

3 層

暗灰色土

5 層暗灰白色土

6 層黄白褐色土

7 層黒褐色土

8 層 暗青灰褐色土

Hr-FA ブロックの層。

Hr-FA の粗粒子を少鼠含む。炭化物粒子を微最含む。

微細な焼土粒子を少量含む。粘性をもつ。

゜
1 : 30 lm 

図143 124号住居カマド
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、℃//

1257 

こ1258

ロニロ
I I 

_ へロ — 
, I 12511/ 

ロ-1 
1250 

叫
~
I
I

゜ 1 : 4 20cm 

ー
ー

1
1

゜ 1 : 3 • 10cm 

• 1259 
図144 124号住居と出土遺物
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カマド付設住居

125号住居

位置

規模

形状

重複

2 A • 2 B -60 • 61 グリッド

縦0.8+ am 

隅丸方形と考えられる。

73号溝に先行する。

主軸方位

埋没土

N -113ー -E 

カマド付近では褐色系の土の中に角閃石安

山岩や炭化物粒をわずかに含む層である。

床面

図145·146 、 PL34 • 35 • 131 、表P.27

横1. 98m 深0.lm

確認範囲が狭く、不明瞭である。

貯蔵穴 南東隅に長軸0.50m 、短軸0.35+ am 、深

さ 0.07m の隅丸方形を呈する貯蔵穴が検出された。

周溝

柱穴

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方 底面は約20cm ほど下がって検出された。

51号溝

—-—‘< 

/ —- 91竺
重

左f

遺物出土状態

カマド

位置

規模

り、

カマド内から遺物が出土する。

東壁からわずかに北寄り

全長0.25m

最大幅0.3m

遺存状態

ある。

調査所見

屋外長0.20m

焚き口幅0.3m

カマドの袖部等の構築状況は不明であ

カマドは東方向に約20cm突出する。

遺物出土状態 カマド内出土遺物は瓦片 (1263) で

床面等の施設は121号住居との切り合い

で不明確である。本住居はプラン確認で121号住居

よりも新しいと判断した。土層断面図では本住居の

カマド掘り方だけが記載されている。

掘り方面で落ち込みがある。

カマド前には

（相京）

------と

/ 状遺構-~ 
重S

// 

73号溝

゜ 1 : 60 2m 

、<
d
H

、<
d
〗

’ 
B
 

p
 

k
 □V

 

=
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B

 

-_
_
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二

k

<
d
H
 

73号溝

9
 

<
d
x
 

: 
II 

4 -

、<
d
H 1 層灰褐色土 榛名山起源の軽

石・焼土粒子・炭化物粒子を微

量含む。粘性がある。

暗褐色土 焼土粒子をやや多

く含む。黄白色土粒子を少量含

む。しまりは悪い。粘性は弱い。

暗灰褐色土 4 層よりも黒みが

強い。炭化物を多く含む。粘性

がある。

4 層 暗灰褐色土灰・炭化物を多く

; 73: 含む。榛名山起源の軽石を微量
含む。粘性がある。

焼土粒子を微量、黒色土粒子・灰白色粘性土粒子を少量含む。粘性が強い。

黒色土小ブロックをやや多く含む。 Hr-FA プロックを微最含む。炭化物粒子を若千

多めに含む。

榛名山起源の軽石・焼土粒子を微量含む。しまりが悪い。

6 層に近いが、 6 層よりもやや明るい。炭化物粒子を少量含む。

黒色土プロック・焼土プロックをわずかに含む。しまりは弱いが、粘性がある。

2 層

3 層

KPB KPB' 5 層

6 層

7 層

8 層

9 層

灰褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

黒褐色土

゜ 1 : 30 lm 

図145 125号住居
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て、ロク／
¥ 1 // 

＼嚢王三t61

<\ーロ26~ • 1263 
10cm 

゜
1 : 4 20cm 

図146 125号住居出土遺物
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カマド付設住居

(2) 村前地区の重複しない住居

1 号住居 図147~150 、 PL35 • 36 • 132、表P.27·28

貯蔵穴 南東隅に0.5X0.5m 、深さ 0.2m の不整円

形の貯蔵穴が検出された。穴内は灰褐色土が堆積し

ている。

位置

規模

形状

重複

A·B-1·2 グリット

縦3. 7m 

隅丸方形

なし

主軸方位

埋没土

横3.75m

N-123ー -E 

深0.20m

粒子の細かい火山灰質の灰褐色土で埋没し

ている。黒褐色粘質土のブロックを多く含むことか

ら、人為的な埋め戻しの可能性もある。

床面 最大厚10cmの貼床をするが、叩き床状の堅固

な面はない。

[

＼こク
737 

＼こ三ク
738 

周溝

柱穴

なし

南壁中央部付近より長径26cm、深さ 8 cmの小

ピットが 1 本確認された。また、掘り方面でも径

15cm、深さ 9 cm ほどのピット 2 本が確認されている

掘り方

が、柱穴かどうかは不明である。

南半部を中心として、わずかに掘り込む程

度である。

遺物出土状態

形土器、高台付椀形土器、土師器の甕形土器、丸瓦、

釘、こも編み石などが出土している。 737 、 738 、 858 、

カマド周辺を中心として須恵器の杯

— u m - 0 

• Ml2 

゜ 1 : 4 

' 1 : 2 • 

20cm 
= 
10cm 

図147 ゜1 号住居出土遺物（ 1)

S339 
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3 層
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灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰層。

火山灰 (Hr-FA) 質の土で、 As-C を混じ
る黒褐色粘質土プロックを多く含む。榛
名山起源の軽石も少羹含む。

2 層に類する土であるが、炭化物・灰．

焼土粒を含む。

4 層に類する土であるが、黒色粘質土を
ほとんど含まず、少最の炭化物・焼土粒
を含む。

黒褐色土を含む。カマド寄り上面には灰
の薄い層がある。
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2 カマド付設住居
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2 カマド付設住居

734等は床面に密着して、他は 7 cm以上浮いて出土

した。丸瓦が 2 点出土しているが、カマドの左袖部

に寄りかかった858の出土状態を考えると、ともに

カマドの補強材として転用されたものであろう。

カマド

位置 東壁中央よりわずかに南に位置する。

規模全長0.96m 屋外長0.52m

最大幅0.85m 焚き口幅0.85m

遺存状態 袖部は左袖の一部が残存するのみであ

る。燃焼部は周壁より外側につくり出され、底面に

は最大厚 6 cm の灰層が堆積する。また、カマド右側

から貯蔵穴にかけて、灰の散布が認められる。

遺物出土状態 燃焼部内より土師器の甕形土器 2 点

(735 • 736) が出土しているが、いずれも破損して

いる。

調査所見 掘り込みの浅い住居となっているが、こ

れは調査の段階で当時の生活面をとらえることがで

きずに、最終的な遺構確認面が下がったことも考慮

しなければならない。また、試掘調査の段階で住居

の平面形をとらえきれなかったため、南隅部を壊し

ている。 （石坂）

こロ―

こ
747 

I

i
|
|
t
 I 

コニニニニに
I I 

こ
□□~I 

• 748 

3 号住居図151~153 、 PL37 • 132 • 133 、表P.28

位置 K • L -27 • 28 グリッド

規模縦2.92m 横4.5m 深0.25m

形状隅丸長方形

重複なし

主軸方位 N-6ー -E 

埋没土 住居の立地する地点は河川の影響を強く受

けており、住居埋没土は灰青色を帯び、最上層には

榛名山起源の軽石を含む。

床面 ほぼ平坦である。貼床は認められなかった。

貯蔵穴 南東隅でカマド右袖に接して検出された。

直径約0.6m の円形であるが、底部では楕円形にな

る。深さ約0.2m である。

周溝なし

柱穴 柱穴は確認できなかったが、貯蔵穴に接し小

穴が 2 本検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 28 m O. 23 m O. 1 m 

P2 0.4m 0.3m O.lm 

掘り方 カマド燃焼部の掘り方には灰・炭化物が混

入している。

遺物出土状態 遺物は南西部に集中している。出土

遺物は床面から 3 ~4 cm浮いた状態のものが多い。

また、南西壁寄りにも棒状礫が 2 点並んだ状態で床

面に接して検出された。

／三戸：ミロ
ニご

こ
ロニ／

こ需や心mき
ふi'忍＼
迄ヤ9

゜ l : 3. 10cm 図151 3 号住居出土遺物（ 1)
゜ 1 : 4 20cm 
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カマド

位置 東壁中央よりやや南側

規模全長0.83m 屋外長0.55m

最大幅0.60m 焚き口幅0.4m

遺存状態 カマドの遺存状態は比較的良好で、両袖

が約0.3~0.4m床に張り出して検出された。全面に

は焼土層が広がる。また掘り方面には壁材・袖材と

思われる人頭大の石が検出された。カマド前面の焼

一
^ à U<)‘ くa と

<̀ 
、~I

Q., の 1‘‘‘‘‘ ぷ‘:.,. ‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘E 1 層暗褐色土榛名

山起派の軽石を

多量に含む。

2 層暗褐色土やや

ご¥l/,I-----賣DO  [ 

’ 菖
青灰色を帯び、

軽石はあまり含

と ＾一ー' まない。

3 層暗褐色土黄色

土粒子及び同小

プロックを多凪

゜
I I I I量 — に含む。

4 陪暗褐色土軽石

を少最含む。黄

~I~瓢薗·
色土をやや含む。

主ご 色
混土。

(/) 

(f) 

SPB SPB' 

土層下には0.4X0.3m 、深さ 0.2m の小穴が検出さ

れた。

遺物出土状態 出土遺物は比較的少なく、燃焼部中

央に構築材の一部と思われる石が検出された。

調査所見 総体的に壁の遺存は良好に検出されてい

るが、遺物は少なく、床面から浮いた状態のものが

多い。 （友廣）

麟0 1 : 60 4m 
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焼土
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1
1
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ロロ
1 層 暗褐色土住居覆土の 1 層と似ているが、炭化物を含む。

2 層 暗褐色土焼土灰を含む。

3~ 黒褐色土 黒色灰と若干の焼土粒を混入する。

4 層 焼土と灰の滉土層。

゜ 1 : 30 lm 

L=96.00m 図152 3 号住居
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カマド付設住居
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第 8 章住居の調査

4 号住居図154~156 、 PL37·38·133·134表P.29

位謳 L-30グリッド

規模縦2.26m 横2.7m 深0.52m

形状隅丸方形

重複なし

主軸方位 N-110ー -E 

埋没土 4 層に分かれ、上層は榛名山起源の軽石を

多く含むが、下層にいくにつれて少なくなる。黄褐

色土ブロックを含み、しまりの強い層（ 1 • 3 層）

と砂質の層（ 2 • 4 層）が交互堆積している。

床面住居の東北部が深く西側が浅く傾斜してい

る。全体に固く良好である。貼床はない。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方なし

遺物出土状態 埋没土からはカマド周辺および中央

やや西側に集中する。床面直上からは須恵器椀形土

器 (750) 、杯形土器（752 • 753) が出土している。土

器の他には砥石 (S 345) が西壁から、瓦（758) が出土

している。その他、本住居の埋没土中から出土した

甕形土器破片が、 9 号・ 10号住居の出土遺物 (10号

住居841) と接合する。

カマド

位置東壁中央より南側

規模全長0.34+ am 屋外長0.3m

最大幅0 .49m 焚き口幅0.21m

遺存状態 カマド東部はトレンチ溝により削平され

ているが、残存部の状態は良好であった。両袖石が

残り、焚き口から奥へ膨らむ。袖石が左右対で検出

された。

遺物出土状態 使用面直上から土師器甕形土器のロ
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L=96.00m 

1 層 明茶褐色土 黄褐色土プロックと榛名山起源の軽石を多最

に含む。炭化粒を少し含む。しまりは強い。

2 層 明茶褐色土榛名山起源の軽石をほとんど含まない。砂質

気味。

3 層 明茶褐色土榛名山起源の軽石・炭化物を少し含む。黄褐

色土プロックを多量に含む。

4 層 明茶褐色土榛名山起源の軽石はほとんど含まない。黄褐

色土プロックを多く含む。砂質気味。

゜
1 : 60 2m 

L=95.70m 

1 層 暗茶褐色土炭化物・黄色土プロソクを含む。角閃石安山

岩をわずかに含む。しまりは弱い。

2 層 暗茶褐色土 炭化物を 1 層よりも多く含む。しまりは弱い。
3 層 暗茶褐色土炭・灰が層状に堆積する。しまりは弱い。
4 層 黄褐色土 黄褐色土プロックを多最に含む。砂質。
5 層焼土プロック

6 層 炭化物と灰の層。

7 層 暗茶褐色土 角閃石安山岩は含まない。炭化物を少し含む。
しまりは弱い。

8 層炭化物層

゜ 1 : 30 1 m 

図154 4 号住居
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2 カマド付設住居
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第 8 章 住居の調査

縁部が、使用面上8.5cm で同じく口縁部破片が出土

した。

調査所見 当初 2 層下面を床面ととらえ調査を開始

したが、後で掘り下がることが判明し、 4 層下面が

床面であることが確認された。 この誤認は地山がや

や軟弱であること、土層の変化が顕著であることな

どによるものであったが、本住居の検討は、その後

の住居床面検出に役立つものとなった。 （小林）
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2
 

カマド付設住居

5 号住居 図157 • 158 、 PL38·39 ・ 134 、表P.30

位置

規模

形状

重複

K-32 • 33 グリッド

縦2. 7m 

長方形

12号住居と重複し、 12号住居を削平して構築

されている。

主軸方位

埋没土

横4.02m

N-93ー -E 

一

深0. 2m 

暗灰色土が堆積しており、色調や混入する

古‘
翌

,,,, 

泣

゜

土粒の違いにより細分できる。壁際ではやや茶色み

を帯びている。その他はやや黒みを帯びている。上

層には榛名山起源の小粒の軽石が多く含まれてい

る。

SPB 
0763 

SPB' 

E 

贔°

歪 I漕応言 1 層

居
ー
）
ク

翌里 3 1 翌＇

重／／三重
L=96.00m 

V
d
S
 

床面

は見られなかった。

貯蔵穴

ほぽ平坦である。あまり踏み固められた様子

住居南東隅、 カマド右前に0. 53X0.43m 、

深さ 0.18m の隅丸方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵

<
d
3
 

2 層

3 層

暗灰色土

暗灰色土

暗灰色土

榛名山起源の軽石。黄

白色土小プロックを多

く含む。

1 層よりも黒みがやや

薄れる反面、茶褐色土

が入り込む。

茶色みが強い。暗灰色

の細粒を多く混入する。

゜

1 : 60 4m 

、<
d
x

KPB 
¥I 

62 

<
d
x
 

、<
d
x

<
d
x
 

KPB 

791 

暗灰褐色土 榛名山起源の軽石の小粒をまばらに含む。

暗灰褐色土 1 層に類するが、黒みがやや強くなる。灰色の細砂が多い。

暗灰褐色土 灰・炭化物を小最含む。焼土はあまり認められない。

暗灰褐色土 1 • 2 層よりも灰色みが強く、混入物も少ない。やや粘性がある。袖の材料が

崩れたものか？ 5 層 暗褐色土灰色みは残る。焼土粒．灰・炭化物を少址ずつ混入する。

暗灰色土 焼土粒・炭化物・灰の混土層。 7 層 暗褐色土焼土を少最含む。

暗灰色土 やや茶色みを帯びる。 9 層 暗灰色土暗褐色土を少址混入する。

暗灰色土 炭化物を多く含む。 11層 暗灰色土焼土・灰を多く混入する。黒色みが強い。

暗灰色土 焼土・灰を多く混入する。黒色みが強い。

* 3 層と 6 層の間に薄い炭化物の層がある。 6 層中にも厚さ 5 mmほどの炭化物の層がある。

0 1 : 30 1 m 

<
d
x
 

KPB 

直
喜
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6
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L
 

1 層

2 層

3 層

4 層

6 層

8 層

10層

11層

図 157 5 号住居
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第 8 章住居の調査

穴の埋没土は暗灰色土で、住居の埋没土よりも黒色

みが強いが混入物は同じである。上層から炭化物の

小片が出土したが、確認面ではカマド焚き口前から

広がる灰層は貯蔵穴内へは続かずに途切れていた。

周溝なし

柱穴なし

掘り方 カマド周辺を除いては、特に顕著でない。

遺物出土状態 カマド内や貯蔵穴内からの出土があ

る他に、カマド前方の床面直上から須恵器杯形土器

(762) が出土している。全体の遺物出土量は少量で

ある。

カマド

位置 東壁中央よりわずかに南側

規模全長0.6m 屋外長0.48m

最大幅0. 75m 焚き口幅0.55m

遺存状態燃焼部は壁外に0.45m ほど突出してい

る。壁面はあまり焼けていない。埋没土中の焼土・

炭化物は少量であった。焚き口部には灰層が薄く広

口

＼こエニ／

ご＼

I 
I I 

ーーロニニ：

ご二三
、グ＇｀ゞf‘^•も：琴忍
｀賃言区、塁
怠瀾）＂冷、ジ

こ。

763 

0 1 : 4 10cm 

図158 5 号住居出土遺物
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がっていた。また、この当初の最終使用面と考えた

面の下 5 cm ほどのところに炭化物の層があり、この

層はカマド構築時に袖あるいは袖石がおかれるべき

位置にまで及んでいる。このことから本住居のカマ

ドは使用時に補修が行われたと考えられる。実際、

掘り方調査時には、焚き口基部の両側に袖石を据え

たと考えられる小ピットと、焚き口内から支脚を据

えた痕跡と思われるピットがそれぞれ検出されてい

る。袖は明確に検出できなかった。焚き口部の右前

に暗褐色土の混在する粘質土が残存しており、これ

が袖部を形成していた土粒の可能性もある。同様の

土粒が焚き口前にも広がっていた。煙道部は削平さ

れている。

遺物出土状態 最終使用面の直上から須恵器杯形土

器（759) が、掘り方調査時に須恵器椀形土器（761) が

出土した。

調査所見 後世の耕作等の攪乱により、壁面の残存

は良好でない。柱穴の存在については、掘り方精査

時に検出に努めたが、確認できなかった。 （徳江）

6 号住居図159 • 160 、 PL39 • 134 • 135 、表P.30·31

位置 L -26 • 27 グリッド

規模縦4.0+ am 横2.7m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 8 号住居に先行し、 7 号住居に後出する。

住居東南部の土坑状の落ち込みは住居より古いと考

えられる。

主軸方位 N-112ー -E 

埋没土 全体的には暗灰色土で、その中には鉄分の

凝集が見られる。

床面 貼床が施設されている。貼床は厚さ l ~2 cm 

と薄く、中央部では硬化面が認められるが、壁際は

明瞭ではない。

貯蔵穴なし 周溝なし 柱穴なし

掘り方住居南東隅、掘り方面のカマド右側には

2.0X0.9m 、深さ 0.15m の長方形の落ち込みが認め

られた。

遺物出土状態 遺物の出土は床面に散在している。



遺物は床面よりやや浮いた状態で検出された。

カマド

位置東壁中央

規模全長1. 10m 屋外長0.66m

最大幅0.6m 焚き口幅0.53m

遺存状態 カマドの遺存は良好であり、灰面が前面

に広がるが、袖等の施設は明確には認められなかっ

た。カマド内の燃焼部使用面の範囲を確定面として

規模を測定したい。

遺物出土状態 燃焼部内に散在している。

調査所見 本住居は南東部で土坑と重複している。

一

2 カマド付設住居

この土坑は長方形を呈し、壁面の傾斜は急である。

埋没土は黄色土ブロックを多量に含み、一括埋没さ

れていると考えられる。土坑の底面はほぽ平坦であ

るが、踏み固められたような痕跡は認められない。

本住居との重複部では、遺物は検出されたが、床面

は土坑埋没土中には確認できなかった。このため明

確な新旧は不明である。しかし、 7 号住居の南東部

分を大きく壊すことから、 1 号土坑は 7 号住居以降

のものと考えられる。 （友廣）
rｷｷ 

(/)C 
、 1;;..; ｷ, 

定

1 号土坑

6 号住居

< 

8 号住居 J / ~7/; Q 
l 7 号住居

& ゚ 〖、 9
『

む 765

゜

1 層暗灰色土

2 層暗灰色土

3層暗灰色土

4 層黄灰色土

6 層暗灰色土

7 層暗灰色土

10層暗灰色土

SPA 

埒
＞、

黄褐色土粒・鉄分の集積粒・榛名山起派の軽石を多く含む。

1 層よりも黒みは薄れ、鉄分も少なくなる。灰色土のプロックが目立つ。榛名山起源の軽石は 1 層と同様の混入状態であ

る。

2 層と 3 層の間に鉄分の薄い層がある。榛名山起源の軽石は 2 層に比して、極端に少なくなる。全体にザラつく。

5 層 暗灰色土 黄褐色土の小プロックを多く混入する。

1 • 2 層よりも黒みが強い。炭化物片を少量混入する。

2 層に類するが、灰色土のプロックはなくなる。 8 層 （欠番） 9 層 暗灰色土 炭化物・灰を少量含む。

榛名山起源の軽石をまばらに混入する。鉄分集積粒を多く含み、茶色みを帯びる。

SPA' 11層 暗灰色土 10層に類するが、鉄分の混入はより多

9 7 くなり、榛名山起派の軽石は少なくなる。

12層 暗灰色土鉄分は少なくなり、榛名山起源の軽石

L
N
I
茸

はほとんどみられない。

鬱 13層 暗灰色土 ll層に近い層。榛名山起源の軽石を極
L=95.50m わずかに混入する。

6 号住居 1 14層暗灰色土灰色みが

卑 8 号住居 , 7 号住居 IS胆＇． 強い。全体にザラつ

”··```轟I層~;~土炭化物を
1 : 60 

図159 6 号・ 7 号・ 8 号住居
゜ 4m 
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第 8 章住居の調査
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坦A'1 層 暗灰色土榛名山起源の軽石をまばらに含む。 EPB 

鉄分集積粒のため、茶色みを帯びる。

2 層 暗灰色土 1 層よりも灰色みは強い。榛名山起

源の軽石は少なくなる。炭化物を極

わずかに混入する。

暗灰色土 2 層に類するが、炭化物・焼土は 2

層よりもさらに多くなる。

I 層黒色灰層

L=95.80m II 層 黒色灰を混入する土（地山黄灰色土との混合土）。

皿層 1l 層よりも黒色灰が少ない。

EPB' 

` 
L=95.80m 

lm 

゜
1 : 30 
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図160 6 号住居カマドと出土遺物

1 : 3 • 10cm 
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2
 
カマド付設住居

7 号住居

位置

規模

形状

重複

埋没土

床面

図159 • 161 、 PL135、表P.31

L -26. 27 グリッド

縦1. 9+ am  

隅丸方形

横l. 9+am

主軸方位

6 号住居に先行する。

全体的に暗灰色土に鉄分がみられ、榛名山

起源の軽石が混入している。

深0.45m

N-26ー _ E 

貼床が施設されているが、中央部の一部のみ

認められ、厚さは 2 ~3 cm ほどである。床面はほぼ

平坦である。

掘り方 住居中央に2.4X 1. 3m 、深さ O.lm の落ち

込みが認められた。

遺物出土状態 遺物はほとんど床から浮いた状態で

出土し、床面直上の出土遺物はなかった。

カマド 検出されなかった。おそらく 1 号土坑に

よって切り崩されたものと考えられる。

面は 7 号住居床面より低く、

調査所見

1 号土坑底

1 号土坑内の焼土は 7

号住居カマドの焼土である可能性が考えられる。

本住居の北部は 8 号住居に、東部は 1 号

土坑により壊されており、調査では西壁・南壁・ 1

8 号住居

位置

規模

形状

重複

図159· 162~164 、 PL39·40· 135ｷ 136 、表P.31·32

L-25 • 26 グリッド

縦2.4+ am  

隅丸方形

横3.4m 深0.26m

主軸方位 N-105ー _E 

埋没土

柱穴

6 号住居に後出する。

暗灰色土に榛名山起源の軽石や青灰色土ブ

ロックを含む。

小穴が北壁西寄りと東壁北寄りに 2 本検出さ

れたが壁面に接している。柱穴か否か明らかでない。

柱穴No

p 1 

p 2 

掘り方

カマド

規模

長径

0.44m 

0.40m 

住居南東隅の壁沿いに約O.lm の深さの落

ち込みが認められた。

遺物出土状態

位置

短径

0.32m 

0.36m 

深さ

0.10m 

0.10m 

備考

南壁沿いに数点検出された。

東壁中央やや南寄り

全長0.6m

最大幅0.6m

屋外長0.5m

焚き口幅0 .45m

号土坑底面の焼土を検出したのみである。 （友廣）

遺存状態 カマドは燃焼部に石が検出され、石の下

燃焼部中央に直径約0.13m の小穴が検出された。深

さはO.lm ほどで、支脚の痕跡と思われる。

遺物出土状態 カマド

•‘} 

三
一
忘
這
麿
麿

I

[

f
L

.

f
.
 

ー
ロ

口
ロ
ロ
ロ

ニl 二＝ーニロ· 燃焼部内から土器の出

土は見られないが燃焼

部内に人頭大の石が集

中して検出された。カ

マドの構築材と思われ

る。

調査所見

号住居と 7 号住居に重

複している。主軸方向

（長軸）

本住居は 6

の辺が他の住

グ

• 777 

゜
1 : 3 • 10cm 

居に比して長いのが特

徴的である。特徴的な

遺物は国分寺瓦の破片

が出土している。

（友廣）

図161 7 号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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カマド付設住居
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図163 8 号住居出土遺物 (2)
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やや暗い榛名山起源の軽石を

混入する。

炭・炭化物を混入する。

黒色灰の混入土層。

8 号住居カマド
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第 8 章住居の調査

9 号住居図165~168 、 PL40·41 ・ 137表P.32·33

位置 L • M-27 • 28 グリッド

規模縦2.9+ am 横3.7m 深0.5m

形状隅丸方形

重複 30号・ 34号溝に先行し、 26号土坑に後出する。

主軸方位 N-102ー -E 

埋没土 埋没土は茶褐色土で、軽石・黄色土ブロッ

ク・黒色土ブロック等の多少により 7 層に分かれ、

上層より下層にいくにつれて榛名山起源の軽石の含

有量が少なくなる。

床面 中央部が深く壁際が浅く傾斜している。南壁

に接してテラス状の高まりが見られる。

貯蔵穴なし 周溝なし 柱穴なし

掘り方 床面をわずかに下げる。中央部が凹む。

遺物出土状態 全面から遺物が出土し、特にカマド

内に集中している。床面直上からは須恵器杯形土器

(787) 、高台付椀形土器 (789) が出土している。住居

東南部床面7.5cm上から紡錘車 (S473) が、埋没土か

ら瓦（797 • 799) が出土している。 787 は 10号住居埋

没土中の破片と接合する。
<
d
と

カマド

位置東側中央やや南寄り

規模全長1.40m 屋外長l.lm 

最大幅0.65m 焚き口幅0.55m

遺存状態 住居壁より外側に築かれ、南北に長い長

方形の燃焼部に煙道が東に長く伸びている。カマド

南側には高まりが見られる。支脚が燃焼部中央やや

北よりに、袖石は南側に遺存する。カマド掘り方か

ら推測すると北側にも袖石があったことが窺われ

る。

遺物出土状態使用面直上から土師器甕形土器

(792 • 795) が出土し、埋没土からも土師器甕形土器

の破片が出土している。

調査所見他の住居との重複は無いが、西側を 30

号・ 34号溝に切られているため、溝に近接する部分

は崩れ易くなっていた。カマド南側の高まりは本住

居に伴うものと理解しているが、カマド北側の緩や

かな傾余斗をもつ部分については不明瞭である。南壁

に接した高まりは生活面ととらえられるが性格は不

明である。 （小林）
SPA sPA' 

L=95.80m 

SPB SPB' 
7 

` 
L=95.80m 

1 層 暗茶褐色土 角閃石安山岩粒・黄褐色土プロックを多く含

む。しまりは強い。

2 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒・黄色土プロック・炭化物を

少し含む。しまりは 1 層よりも弱い。

3 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒は 2 層よりも少ない。黄色土

プロック・黒色土プロックをやや多く含む。

4 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒は 3 層よりも少ない。黄色土

固 プロック・黒色土プロックを 3 層よりも多く
の

含む。粘性は 3 層よりもある。

5 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒は 4 層よりも少ない（ほとんど含まない）。黄色土ブロソク・黒色土プロックも含まない。

6 層 明茶褐色土黄色土ブロックを多量に含む。 7 層 明茶褐色土 3 • 4 層に比べ、混入物はわずかである。 8 層 暗褐色土

図165 9 号住居
゜

1 : 60 4m 
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2 カマド付設住居
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S361 

゜ 1:4 10cm 

厨
1 層 暗茶褐色土 炭化物・黄色土プロックを多く含む。しまりは弱い。

2 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒・炭化物を少贔、黄色土プロソクを多く含む。しまり

は 1 層よりも強い。

3 層 明茶褐色土 角閃石安山岩粒・黄色土プロック等の混入は 1 • 2 層よりも少ない。

4 層 暗茶褐色土焼土・黄色土プロックを多く、炭化物は少ない。しまりは 2 層よりも
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第 8 章住居の調査
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第 8 章

10号住居

住居の調査

図169 ・ 170 、 PL41 • 138、表P.33

位置

規模

形状

重複

M • N-28グリッド

縦2.8m

隅丸方形

横2.95m

30号溝に先行する。

深0.35m

上層から下層にいくにつれて榛名山起源の軽石が少

なくなる。

床面

貯蔵穴

南西部が深く、やや凹凸がある。貼床はない。

なし

遺物出土状態

周溝 なし 柱穴 なし

カマド内を中心に、土師器甕形土器

主軸方位

埋没土

N-85ー -E 

埋没土は茶褐色土で、鉄分を含む層、黄褐

色土粒、黒色土ブロックを含む層など 4 層に分かれ、

、こ

一ヱ 、く

—ヂーヤ面号溝困＼ 痴

の破片が出土するが、

カマド

位置 東壁南寄り

SPB' SPB 

V
d
S
 

層
層1
2

 

E
O
l
'
S
6
1
1
T
 

3 層

4 層

5 層

6 層

暗茶褐色土

暗茶褐色土

明茶褐色土

明茶褐色土

暗茶褐色土

黄茶褐色土

量はそれほど多くない。

角閃石安山岩・植物鉄分を多く含む。

炭化物を少し含む。しまりは強い。

1 層よりも角閃石安山岩が少ない。し

まりは 1 層よりも弱い。

角閃石安山岩・黄褐色土粒・黒色土プ

ロックを含む。しまりは 2 層よりも強

し ‘o

黄褐色土プロソクを含む。しまりは 3

層よりも弱い。砂質気味。

混入物は 1 層と同じだが、色調が明る

し ‘o

角閃石安山岩をほとんど含まず、鉄分

を多く含む。砂質気味。

“ ̀  
L=95.70m 
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L=95.40m 
図169 10号住居
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第 8 章住居の調査

規模全長］．32m 屋外長0.7m

最大幅1. 5m 焚き口幅0.45m

遺存状態 30号溝によって上部を削られていること

もあって、全体的に崩れ気味である。住居壁の外側

に築かれ、焚き口から中央にかけてやや膨らみ、奥

にすぽまっていく。カマド中央やや左寄りに小ピッ

トがあるが、そこに支脚があった可能性がある。

遺物出土状態 カマド使用面直上および埋没土中か

ら土師器甕形土器破片が多数出土した。

調査所見 住居東側カマドは30号溝によって一部削

られ、また所々攪乱を受けている住居である。中央

から東半分にかけては床面・壁の遺存状態は良好で

あったが、西半分は埋没土と床面・壁の土の差異が

不明瞭であったので、その検出がやや困難であった。

その理由としては、河川に近く、傾斜しているため

地山が軟弱であることが考えられる。 （小林）

12号住居図171~173 、 PL41、表P.34

位置 K • L-33グリッド

-
5 号住居

SPA 

ー

p
 

げ
膚
〉

. 
8
d
S
 

SPA 

34号溝

SPA' 

冒

規模縦3.0+ am 横2.85+ am 深0.37m

形状矩形？

重複 5 号住居・ 35号溝に先行する。 34号溝とも重

複関係にあるが、前後関係は確認できなかった。溝

よりも後出か。

主軸方位 N-101ー -E 

埋没土 暗灰色土が堆積していた。炭化物の混入は

ほとんど認められない。灰色味の度合・軽石の混入

量の相違から二層に細分できる。

床面 カマドの前がやや踏み固められていたが、他

はほとんど軟らかい。特に貼床は施されていなかっ

た。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 北半部に長楕円形のp 1 を検出したが、柱穴

であるかどうかは不明である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.68m 0.28m 0.12m 

掘り方なし

遺物出土状態 少量の小破片が出土したのみであ

る。円筒埴輪 (814 • 813) は同様の遺物が34号溝か

ら出土している。

カマド

位置東壁

規模全長1.05+ am 屋外長0.45+ am 

最大幅0.52+ am 焚き口幅0.49+ am 

遺存状態 燃焼部の左側の一部が残存していたが、

その他は35号溝の揺削により欠失していた。煙道部

1 層 暗灰色土 暗褐色土と灰白色土の小プロックの混土層。榛

名山起源の小軽石をまばらに含む。

2 層 暗灰色土 1 層に類するが、灰色みが薄れ、軽石の混入最

も少なくなる。

* 1 • 2 層ともに炭化物等の混入はほとんどない。

゜
1 : 60 4m 

L=96.00m 
図171 12号住居
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2 カマド付設住居
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KPA KPA'1 層 暗灰色土 褐色みを帯びる。榛名山起源の軽石をまばらに含む。

2 層 暗灰色土 灰色みを増す。灰白色土の混入が多くなる。下層に炭化物を含む。 1 層同様、榛名山起源

の軽石を混入する。

3 層 暗灰色土 2 陪よりもさらに明るい色調で、粒子は全体的に粗い。

4 層 暗褐色土 軽石・黄茶色土粒をまばらに含む。
゜ 1 : 30 lm 

L=96.00m 図172 12号住居カマド

も削平されていると考えられる。壁面はほとんど焼

けていない。埋没土中の焼土や炭化物の混入は極め

て少量である。焚き口前には炭化物混じりの灰層が

広がり、これに少量の焼土粒が含入していた。袖は

確認できなかった。

ご三二。 こ811

□09 口2

□：ー813
マ•、’814

ロ

ノ

遺物出土状態 埋没土中から土師器杯形土器 (810 • 

811) が出土したがともに破片である。

調査所見 他の遺構との重複により全体形状の把握

は困難であるが、 5 号住居同様南北方向に長軸を有

する矩形を呈していたと考えられる。 （徳江）

13号住居図174· 175 、 PL41ｷ42ｷ 138 、表P.34·35

位置 J -26 • 27 グリッド

規模縦1. 55+ am 横3.80+ am 深0.25m

形状隅丸方形？

重複 36号溝、 28号井戸、 22号土坑により削平され

゜
1 : 4 20cm 

図173 12号住居出土遺物

る。

主軸方位 N-100ー -E 

埋没土 暗褐色土が堆積していた。残存が浅く、分

層できない。

床面 カマド前は固く踏み締められていた。その他

の部分は起伏も大きく、その残存が判然としない所

もある。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方部分的に床面の高さと比較して 6~10cm程

掘り込まれた部分もあるが、特に土坑状の掘り方等

を確認することは無かった。埋没土は床面上の埋没
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第 8 章住居の調査

¥
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1 層 暗褐色土 白色軽石・灰白色土粒を多く含み、白色みを帯

びる（住居跡埋没土）。

2 層 暗褐色土 1 層よりも黒みが強い。軽石は少ない（住居跡

の掘り方覆土）。

3 層 暗褐色土溝の埋没土。 1 層よりも軽石が目立ち、全体に

ザラついた感じがする。

4 層 暗褐色土 茶色みのある土粒を多く含む。炭化物を少最滉

入する。
0 1:60 2m 
’’ 図174 13号住居
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1 : 4 

土よりも黒味の強い土層と茶味をおびた土層の二層

である。

遺物出土状態 南東隅の床面直上から土師器杯形土

器 (818) が、またこれに近接して土師器杯形土器

(816 • 817 • 822) と須恵器椀形土器 (819) が床面

から 2 cm前後離れて出土している。その他に埋没土

中からは須恵器杯形土器（820 • 861) の出土がある。

カマド

位置東壁南寄り

規模全長0.29m 屋外長0.20m

最大幅0.50m 焚き口幅0.52m

遺存状態 削平が著しく、燃焼部の焚き口よりの一

部分が残存していたのみである。袖部分の有無も判

然としないが、焚き口左脇にあった小礫は袖石の一

部の可能性もある。住居の南東隅の土器出土部分に

は炭化物の層が広がっていた。

調査所見 西側部分は近年の用水路掘削時に削平さ

れて残存しなかったが、南北方向に長軸を有する長

方形を呈していたと考えられる。 （徳江）

20cm 

図175 13号住居出土遺物

14号住居図176~178 、 PL42 • 43 • 138 • 139表P.35·36

位置 M • N-29グリッド

規模縦3.2m 横3.32m 深0.6m

形状方形

重複 37号溝に先行する。

主軸方位 N-121ー -E 

埋没土 暗褐色土で、砂質気味の層と、粘性のある

層などで 3 層に分かれ、上層から下層にいくにした

がって榛名山起源の軽石が少なくなる。

床面 東側が浅く、西側がやや深い。貼床はない。

貯蔵穴 カマド南西部に0. 53X0.45m の楕円形を呈

し、深さ 15~20cm ほどの貯蔵穴が検出された。上部

から大量の土器が出土している。

周溝なし

柱穴なし

掘り方なし

遺物出土状態 南西隅周辺に集中して出土してい

る。床面直上では須恵器杯形土器（825) 、椀形土器
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(827) 、土師器台付甕形土器（831) などがある。埋没

土中からは完形の須恵器杯形土器 2 点（823 • 824) を

はじめ、馬歯·敲石 (S 362) が出土している。

カマド

位置南東部

規模全長0.48m 屋外長0.34m

最大幅0.5+ am 焚き口幅0.28+ am 

遺存状態 トレンチにより北側を削られているが、

両袖の位置から形状を推定することができる。支脚

を中心にして焚き口から中膨らみをし、奥はそれほ

どすぽまらずに広がる平面形を呈すると思われる。

2 カマド付設住居

遺物出土状態 出土遺物は少なく、カマド内からは

土師器甕形土器の破片が出土したのみである。

調査所見 地山と埋没土との差異が不明瞭な場所な

ので、サブトレンチを入れてから平面形の検出にあ

たった。結果として本住居の検出ができたが、カマ

ドおよび住居中央部を壊すことにもなった。本住居

は河川に向かう傾斜地にあり、また溝もあるため西

側は調査途中にも崩落し、迅速な調査が必要であっ

た。なお、本住居および10号住居の周辺に焼土・土

器の分布が見られたが、それに伴う遺構は確認でき

なかった。 （小林）
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1 層 暗褐色粘性土微是の軽石粒を含む。

2 層暗褐色土 多量の軽石粒を含む。若干粘性がある。 SPB SPB' 

3 層 暗褐色砂質土多量の軽石粒を含む。
挫乱

4 層 黒褐色粘性土 混入物はほとんど含まない。固くしまる。

5 層 暗褐色砂質土 混入物はほとんど含まない。

6 層灰色粘土 若干の炭化物を含む。

7 層暗褐色土 若千の軽石粒・黄色砂塊を含む。粘性はない。

8 層茶褐色土 多鼠の軽石粒を含む。
’’’’’‘'99999’’’’9999999999’’‘’’’‘ 

L=95.60m 

゜
1 : 60 4m 

図176 14号住居
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第 8 章 住居の調査
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2 カマド付設住居
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L=95.20m 

畠疇｀疇1 層 暗褐色土多鑓の軽石粒を含む。粘性はない。

2 層 暗褐色土若千の軽石粒を含む。若干粘性がある。

3 層 黒褐色土灰を多量、焼土を微量含む。

4層袖

5 層 暗褐色土 軽石を含む。黒色灰を多晟に含む。粘性はない。

゜ 1 : 30 1 m 

図178 14号住居カマド

15号住居図179 ・ 180 、 PL43· 139 、表P.36

位置 Q-48 • 49 グリッド

規模縦2.5m 横3 .48m 深0.4m

形状隅丸長方形

重複なし

主軸方位 N-ll8ー -E 

埋没土 やや黄色を帯びる褐色土中に榛名山起源の

軽石と浅間 B テフラを含む。

床面 貼床は認められない。床面はほぼ平坦で、中

央部はやや高くなり、固い面が認められる。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 掘り方面は床面から非常に浅く、カマド前

面に床下土坑が検出された。形状は楕円形を呈し、

規模は0. 65X0.5m 、深さ 0.3m である。褐色土によ

り埋没している。

遺物出土状態 遺物の出土はほとんどみられない

が、床面北部中央、床面直上で緑釉陶器の皿形土器

(839) が検出された。また南半中央部からは須恵

器椀形土器（838) が床面から 6.4cm浮いた状態で出

土している。

カマド

位置東壁中央やや北寄り

規模全長0.64m 屋外長0.30m

最大幅0.48m 焚き口幅0.4m

遺存状態 左右の袖は地山を掘り残した状態で認め

られる。燃焼部には焼土を含む層が認められたが、

カマド前面には焼土の広がりは認められない。また

左袖近くで人頭大の石が検出され、構築材の一部と

考えられる。

遺物出土状態 カマド埋没土中からは、土師器甕形

土器破片と土錘（840) が検出された。

調査所見 出土遺物から平安時代の住居と考えられ
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第 8 章住居の調査
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1 層 黄灰褐色土榛名山起源の小軽石を多く混入する。

2 層 黄灰褐色土 下面には黒色土ブロックが混入する。やや 1 層よりも黄色の度合いが強い。
4 層褐色土 やや赤みを帯びる。
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1 層 住居セクション 1 層とほぼ似ているが、焼土プロックが混入する。
2 層 住居セクション 2 層とはぽ似ているが、焼土プロソクが混入する。
3 層焼土・灰層

4 層 褐色土 赤い色調をもつかたい層。この下が床面と思われる。

lm 

図179 15号住居
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2 カマド付設住居

る。 （友廣）
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゜ 1 : 4 
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20cm 

図180 15号住居出土遺物

16号住居図181 ・ 182 、 PL43· 139、表P.36·37

位置 Q • R-49 • 50グリッド

規模縦2.93m 横3.6m 深2.2m,

形状隅丸方形

重複 57号溝に後出する。

主軸方位 N-106ー -E 

埋没土 暗褐色土に榛名山起源の軽石と浅間 B テフ

ラを含む。

床面 貼床が施されている。カマド前面を中心に、

中央部で厚さ数cmで認められた。

貯蔵穴南東隅に0.9XO. 77m 、深さ 0.2m の楕円形

の貯蔵穴が検出された。この貯蔵穴は住居南壁面を

約20cm ほど張り出している。

周溝なし

柱穴なし

掘り方床面より数cm~20cm掘り込む掘り方が検出

された。掘り方埋没土は褐色土で、黒色土・黄色土

ブロックを含む。

遺物出土状態 遺物は数点検出された。須恵器杯形

土器（842) は床面に近く、高台付椀形土器 (843)

は 5 ~6  cm床から浮いている。
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門 4
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J / 849 

□/6 ロニf― -/[48  

図181 16号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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第 8 章住居の調査
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1 層 褐色土榛名山起源の小軽石を多く混入する。

2 層 褐色土 黒色土ブロソク・黄色土プロソクが混入する。

3 層 褐色土黒色土・黄色土・やや赤色みを帯びる茶色土プ
ロックを多趾に含む。
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榛名山起源の軽石・少晟の黒色土プロックを混入する。相対的に、焼土・炭化物が

ほとんど混入していない。

黒色土プロソクが混入する。相対的に、焼土・炭化物がほとんど混入していない。

焼土灰・黒色土プロックを混入する。

焼土プロックを混入する。

黒色土プロックが混入する。

黒色土粒・焼土粒を混入する。

゜ 1 : 30 lm 

図182 16号住居
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カマド

位置東壁中央

規模全長0.9m 屋外長0.7m

最大幅0.82m 焚き口幅0.54m

遺存状態 カマド使用面には焼土・灰が検出された

が、混入はわずかである。煙道部につながると思わ

れる燃焼部先端に段をもつ。掘り方埋没土は暗褐色

土に焼土・灰のブロックを含む。

遺物出土状態 カマド燃焼部左壁際に土器片がまと

まって出土した。須恵器羽釜の破片が多い。

2 カマド付設住居

調査所見 本住居はカマド構築等の石材は出土して

いない。また、袖も検出されなかった。 （友廣）

17号住居図183· 184 、 PL43· 139、表P.37

位置 R-51 グリッド

規模縦2.3m 横3.42m 深0.25m

形状隅丸方形

重複 56号・ 61号溝に後出する。

主軸方位 N-105ー -E 

埋没土 黄褐色土に榛名山起源の軽石、浅間 B テフ

辛5:mm
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1 層 黄褐色土榛名山起源の軽石を多量に混入する。(/)
2 層 黄褐色土榛名山起源の軽石は含まれず、黒色土プロックを混入する。
澤 褐色土 黄色土（やや赤色みを含むものもある）粒及び同プロソクの混
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1 層 褐色土 榛名山起瀕の軽石・少量の焼土粒を混入する。住居跡覆土とほぼ同じ。
2 層 褐色土 黒色土プロック・少氣の焼土粒を混入する。住居跡覆土とほぼ同じ。
3 層 褐色土焼土粒を少量混入し、赤色がかる。

゜ 1 : 30 lm 

L=95.80m 図183 17号住居
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第 8 章住居の調査

ラを含む。

床面貼床が作られている。全体的によく踏み固め

られている。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方床面から 2 cm、全体に掘り込まれている。

掘り方面には土坑、落ち込み等は検出されていない。

遺物出土状態 住居内の遺物の検出は少ない。

カマド

位置東壁やや南寄り。

規模全長0.6m 屋外長0.5m

最大幅0.9m 焚き口幅0.8m

遺存状態 カマドの形状は、燃焼部の幅が広く、長

さはやや短い。袖は検出されなかった。燃焼部は床

面よりもやや深く据られている。

遺物出土状態 カマド掘り方左壁より須恵器羽釜

(852) が出士している。

調査所見 本住居のカマドはやや幅広で、袖は検出

されていない。カマド使用面には焼土・灰の層は少

量しか検出されていない。カマドの構築材も認めら

れない。 （友廣）
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図184 17号住居出土遺物

18号住居図185· 186 、 PL44· 139 ・ 140、表P.37

位置 T • U-52グリッド

規模縦2.3+ am 横3.9+ am 深O.Zm

形状隅丸方形？

重複 45号溝に先行する。

主軸方位 N-113ー -E 

埋没土軽石粒を含む。

床面なし

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 掘り方調査時にカマド左前に円形の小ピット

が検出されたが、柱穴かどうかは確定的でない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 33 m O. 23 m O. 08 m 

掘り方 掘り方面には特に土坑・落ち込み等は検出

されなかった。カマド左前に小穴が検出された。

遺物出土状態 遺物の出土はあまり多くない。住居

中央部、床面直上で円筒埴輪が出土している。

カマド

位置 東壁中央やや南寄り

規模全長1. 5m 屋外長1. 45m

最大幅0.9m 焚き口幅0. 75m 

遺存状態 カマドの遺存状態は良好で、左右袖部を

検出した。左側袖部には構築材と思われる石 (S365) 

が認められる。カマド使用面は横長方形を呈し、中

央に支脚石が出土した。また、約20cm の段差をもち、

奥に幅30cm、長さ 90cmの煙道部が確認された。使用

面からぱ焼土・灰が多量に認められた。

遺物出土状態 カマド内から出土した遺物はほとん

どないが、燃焼部中央から支脚と考えられる石（ S

364) が出土した。

調査所見 本住居南西半部は調査区外に伸び、一般

道により壊されている。西壁にカマドを持ち、煙道

が長く伸びる。床面から円筒埴輪が検出されたが、

遺跡周辺では古墳の分布は希薄であり、古墳の所在

も不明である。本遺跡南方にある新保遺跡でも多量

の埴輪をまとめて捨てた状態で検出されている。こ

れらのことから、本遺跡周辺にかつて古墳があった
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2 カマド付設住居

ことが想定される。 （友廣）
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1 層 暗褐色土 軽石粒を多塁、焼土粒を若干含む。粘性はない
が、堅緻である。

2 層 暗褐色土混入物はない。粘性がなく、もろい。
3 層 暗褐色土軽石粒・焼土粒を微絨含む。灰色の粘土塊を含

む。粘性はない。

4 層 暗褐色土混入物はない。粘性が若干ある。
5 層掘り方床面下。
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1 層 暗褐色土焼土灰が混入する。
2 層 暗褐色土焼土粒・灰を多量に含む。粘性がなく、もろい。
3 層 掘り方床面下。

図185 18号住居
゜
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第 8 章住居の調査
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図186 18号住居出土遺物
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21 号住居図187~190、 PL44·45· 141 、表P.38·39

位置 U • V-53グリッド

規模縦3.18m 横2.97m 深0.15m

形状 隅丸方形を呈すると推定されるが、住居北西

隅部分は現水路の影響を受けて一部が崩壊してい

る。

重複 43号溝に先行する。

主軸方位 N-103ー _E 

埋没土 暗褐色土に榛名山起源の軽石を含む。

床面貼床あり

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴なし

掘り方 床面から全体的に12cm掘り込まれている。

掘り方面には土坑・落ち込みは認められない。掘り

方埋没土は暗褐色土に軽石を含む。

遺物出土状態 遺物の出土は多数認められ、西北部

には土師器壺形土器（863) 、甕形土器（864) 、甑形

こ

` 三

こ6
こ
彎

2 カマド付設住居

土器（862) 、杯形土器 (865~874) がまとまって床

面直上から出土した。特に865~869の 5 個体の杯形

土器は重なった状態で出土した。また、南西部には

いわゆるこも綱み石 8 個 (S 371~378) が床面直上

から検出された。これらの石の小口には敲打痕があ

るものがあり、多用途の石器であったと考えられる。

カマド

位置東壁中央

規模全長1.83m 屋外長1.18m

最大幅0.50m 焚き口幅0.30m

遺存状態 カマドの遺存は良好で煙道部も認められ

る。煙道部は幅30cm、長さ約1. 2m で、燃焼部との

間に約15cm の段がある。左右の袖は地山を掘り残し

てつくられている。

遺物出土状態 カマド内からはほとんど遺物は出土

していない。燃焼部からはカマド支脚と考えられる

石 (S 368) が出土している。

調査所見 本住居は壁高約10cmが確認された。確認

こ
二
こ

｀ロ

三
875 

図187 21 号住居出土遺物 (1)
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床下。

榛名山起源の軽石の小粒が少最混入する。 Hr-FA 泥流水性堆積土。

灰色土・黒色土プロックが混入する。明るい赤色土粒及びブロックが滉入する。
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黒色土 ·黒色灰層。炭化物・焼土粒が混入する。 • 

黒褐色土 黒色灰層。焼土が滉入する。

焼土プロック

焼土灰層

黒色灰層。炭化物層。

図188
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21 号住居
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2
 
カマド付設住居

面の埋没土上部には水性堆積と考えられる榛名山起

源の軽石層があり、その時期は榛名山のテフラであ

る FAの時期、古墳時代後期のものと考えられる。

（友廣）
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23号住居図191~193 、 PL46 • 141 ・ 142、表P.39·40

位置 V-58 • 59 グリッド

規模縦3.21m 横3.85m 深0.26m

形状隅丸長方形

重複なし

主軸方位 N-110ー -E 

埋没土 上層は白色軽石を多く含むやや砂質の褐色

土で埋まっている。この土層は固くしまっていた。

下層は焼土粒・炭化物粒と軽石を含む黒褐色粘質土

で埋まっている。

床面 2~5 cm の厚さで、住居全体に固く硬化した

貼床がつくられていた。特に南半部の硬化が著しい。

貯蔵穴南東隅に長軸0.83m 、短軸0.80m 、深さ

0.43m の隅丸方形の貯蔵穴が検出された。平面形は

床面ではあまり明瞭でなかったが、掘り方調査時に

確認することができた。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 掘り方調査時に、カマド右側に貯蔵穴を検

出したほか、カマド前と南西隅に床下土坑 2 基を検

出した。床下土坑p 1 は長軸0.8m 、短軸0. 72m 、

2 カマド付設住居

深さ 0.12m の不整形で、黄色砂質土・焼土・炭化物

粒を含む暗褐色土で埋まっていた。床下土坑p 2 は

長軸0.82m 、短軸0.60m 、深さ 0.15 P1 の隅丸方形で

あった。

遺物出土状態 カマド周辺や住居南半を中心に土

器・石器が出土している。土師器杯形土器（878 • 

880 • 885 • 897) はほぽ床面直上で出土した。また、

大形の砥石（ S 379) が南半ほぽ中央の床面に据え

られるように出土した。数点の石が住居内の床面近

くに出土したが、ほとんど使用痕がみられず、石器

とは考えにくい。

カマド

位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長1. 24m 屋外長0.97m

最大幅0.68m 焚き口幅0.37m

遺存状態 袖は検出されているが、左袖がやや住居

内に突出している。カマド掘り方底面には直径20cm 、

深さ 12cm と、直径10cm、深さ 11cm の小ピットが掘り

込まれている。袖は地山に土が貼り付けられたもの

で、わずかに左袖が残存していた。本住居のカマド

は黒褐色土を掘り込んでつくられており、燃焼部壁

//  
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d
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SP叫
DO 

、一'

ヘ 井S_PB'
Q 

⑰ 

゜
応）

゜ ゜
V
d
S
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瓢

1 層 榛名山起源の軽石・細白色軽石を多く含む。

やや砂質の褐色土。固くしまっている。

ー］ 2 層 焼土粒・炭化物粒と少絨の細白色細軽石を含

む黒褐色土。粘質。

3 層 黄色シルトと褐色土の混合土。シルトは地山

の FA 期の洪水堆積物。

4 層 榛名山起源の軽石・細白色軽石と炭化物粒．

黄褐色シルト小ブロックを多く含む灰褐色土。

5 層 軽石をほとんど含まない。焼土粒を少量含む

灰褐色土。

6 層 細白色軽石・炭化物粒・直径0.5cm の焼土を

含む灰褐色粘土。

7 層 細白色軽石・直径 1 cmの焼土小プロックを多

く含む黄褐色粘質上。

8 層 床面下（掘り方） 焼土プロソク・炭化物が混

入する硬質土。

9 層 焼土・炭化物をわずかに含む暗褐色土。

10層 砂質土。黄褐色土。

゜ 1 : 60 4m 

L=95.80m 

図191 23号住居
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第 8 章住居の調査

面などはあまり焼けた痕跡はみられない。

遺物出土状態左袖前には須恵器甕形土器 (890)

が袖を覆うように出土した。燃焼部使用面直上には

須恵器甑形土器・羽釜形土器（889+ 888 • 892) が、

埋没土中から須恵器羽釜形土器（893 • 894) が出土

している。また、掘り方内からは土師器甕形土器・

杯形土器、須恵器羽釜形土器などの破片が多数出土

している。

調査所見 柱穴は、掘り方底面でも検出できなかっ

た。カマド掘り方面中央の小ピットは支脚痕と考え

られるが、支脚自体は抜きとられて遺存していな

かった。 （小島）
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坑 ~~l ¥ ¥ ゜l 

1 層

2 層

3 層

4 層

4'層

5 層

6 層

7 層

8 層

EPB' 9 層

10層

11層

12層

13層
ク’/'/'/’/’／ク

L=95.70m 
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L=95. 70m 

I : 60 4m 

白色軽石・焼土粒・黄色粘土粒を含む、やや砂質の黄褐色
土。

焼土

灰・焼土粒を多絨に混じる灰褐色粘質土。

焼土粒を少益混じる砂質黒灰色土。

4 層より灰が多い。

焼土粒・黄色粘土粒・白色軽石を含む灰褐色粘土。

炭化物を多蜃に含み、黄色粘土粒を混じる黒褐色土。

焼土粒を混じる黒褐色土。

焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色シルト質土。

焼土粒を多量に含む黒褐色土。

黄白色土・白色鉱物を含み、固い。焼土粒がわずかに見ら

れる。

炭化物を多贔に含み、下部に焼土粒を含む。

黄色土プロノク・炭化物・焼土粒を均等に含み、固い。

砂質土・黄褐色土。
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L=95.70m 図192 23号住居掘り方とカマド
゜ I : 30 lm 
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2 カマド付設住居
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第 8 章住居の調査

26号住居図194·195 、 PL47 • 142、表P.41

位置 U • V-56グリッド

規模縦2.42m 横2.95m 深0.24m

形状 隅丸方形。南東隅に幅0.7m 、長さ 0.48m の

隅丸方形の張り出し部がある。

重複 北東隅に55号土坑が重複するが、新旧関係は

明らかでない。

主軸方位 N-87ー -E 

埋没土 上層は白色軽石・少贔の焼土粒．灰色粘土

小ブロックを含む灰褐色粘質土で、下層は軽石を含

む灰褐色粘土で埋まっていた。床面上に榛名山起源

の軽石と多量の焼土粒を含む褐色土が堆積している

部分もあった。

床面貼床がつくられている。

貯蔵穴前述した張り出し部に長径0.42m 、短径

0.41m 、深さ 0.2m の不整円形を呈する貯蔵穴と考

えられるピットが検出された。出土遺物はない。

周溝なし。

柱穴 掘り方面で、西壁から 50cm ほど中に入ったと

ころで中央やや北よりのところに小ピットが検出さ

れた。柱穴との確定はできない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.25m 0.20m 0.18m 

掘り方床面から 10cm ほど下まで掘り込まれてい

る。掘り方は黄白色土ブロックを含む暗褐色土で埋

められていた。掘り方底面では前述のp 1 の他、 2

基の床下土坑が検出されている。北側の床下土坑 1

は長径0. 76m 、短径0.61m 、深さ O.llm で楕円形を

呈する。南側の床下土坑 2 は長径0.80m 、短径

0.41m 、深さ 0.20m で不整楕円形を呈し、焼土・黄

白色土ブロックを含む暗黄褐色土で埋まっていた。

遺物出土状態 出土遺物は少なく、カマドと張り出

し部に偏在していた。北東部で床面直上で須恵器高

台付椀形土器の底部 (907) が出土している。また、埋

没土中から埴輪破片（909) 、瓦破片 (908) が出土した。

カマド

位置東壁南寄り

規模全長0.51m 屋外長0.41m

最大幅0.52m 焚き口幅0.40m

遺存状態 あまり顕著に焼けていない。使用面の灰

層も確認できなかった。掘り方面には小ピットが

3 ヶ所検出されたが、構築材を想定させる位置では

ない。

遺物出土状態 焚き口部で土師器・須恵器の破片が

出土。

調査所見 確認面が 2 層上面であったので、埋没土

と地山が類似しており、壁や床面の検出に手間取っ

た。 （小島）
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1 層 白色軽石を多く含む砂質灰褐色土。

2 層 白色軽石・灰色粘土小プロック・少羹の焼土粒を

含む灰褐色粘質土。

3 層 多最の焼土粒・直径0.5~ 1. 0cmの榛名山起源の軽

石を含む褐色粘質土。

4 層 灰・炭化物を多量に含む褐色土。

5 層 細白色軽石を含む灰褐色粘土。

6 層 2 層に似るが、軽石をほとんど含まず、焼土粒を

混じる灰褐色粘土。

7 層 掘り方。灰・炭化物が主で、焼土粒を一部に含む

褐色土。

8 層 榛名山起源の軽石を含む暗褐色土。粘性がある。

9 層 黄白色 (FA 期の洪水堆積物が混じる）の褐色土。

10層 焼土。黄白色土プロックの混入土。汚れた暗黄褐

色土。

11層 黄白色土ブロック混入土。しまりがあり固い。

12層 炭化物が混入する、灰混じりの土層で、固い。

13層 炭化物が混入する軟質土。

゜
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図194 26号住居
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カマド付設住居
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第 8 章住居の調査

32号住居図196-199 、 PL47·48·142、表P.41

位置 0 • P -49 • 50グリッド

規模縦4.78+ am 横4.60+ am 深0.15m

形状隅丸方形

重複 72号溝に先行し、 33号・ 35号住居に後出する。

主軸方位 N-10ー -W 

埋没土 確認できた壁高は浅く、埋没土もほとんど

一層である。大部分は青灰褐色砂・軽石を含む暗褐

色土で、一部では青灰色砂質土が床面を覆っている。

床面 3 cm の厚さで掘り方を充填し、床面をつくつ

ていた。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝幅 5 ~10cm、深さ 10~20cmの周溝が、調査区

外の東壁を除いて、検出された。

柱穴 9 本の柱穴を検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.40m 0.40m 0.41m 

p 2 0.32m 0.20m 0.27m 

p 3 0.32m 0.30m 0.33m 

P4 0.22m 0.22m 0.24m 

p 5 0.22m 0.18m 0.34m 

p 6 0.25m 0.22m 0.34m 

p 7 0.31m 0.30m 0.18m 

こ26

" i ; 924 

ロニロ／／、|多/925

掘り方床面下 5 cm のところに掘り方面を検出し

た。掘り方は灰褐色砂壌土・茶褐色土粒・黄色シル

卜質混土層で埋まっていた。掘り方底面は凹凸が激

しく、床面で検出できなかった小ピットを検出した。

南部はやや深く掘り込まれている。

遺物出土状態 遺物の出土はあまり多くない。床面

から数cm浮いた状態で土師器杯形土器 (926) 、甕形

土器 (924) が出土している。また中央部底面直上

で安山岩の敲石 (S 381) が出土している。

カマド

位置北壁中央

規模全長0.95+ am 屋外長0.15+ am 

最大幅0.92+ am 焚き口幅1. 10m

遺存状態 燃焼部の左右には、砂岩製の袖石が立て

られている。燃焼面はあまり焼けていない。燃焼部

奥の遺存状態はあまり良好でなく、形態もほとんど

把握できなかった。

遺物出土状態 左脇で土師器甕形土器破片が出土し

ている。

調査所見 本住居は、確認面から浅く、遺存状態は

あまり良くない。 4 本主柱穴の住居と考えられるが、

東側の 2 本は、床面でも掘り方底面でも検出できな

かった。 （小島）

: 

゜
S381 

図196 32号住居出士遺物
゜ I : 4 20cm 
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`8(33号住）
Epが

32号住居
ヽ

35号住

翌BSPB'

///////----ーー璽［
L=95. 70m 

EPB EPB' 

32号住居

1 層 暗褐色土 青灰褐色砂を少最含む。軽石（榛名山起源の軽石？）を極少量含む。しまりはやや良く、粘性がある。

2 層 黄色みを帯びる青灰色砂質土層。黄白褐色土プロックを含む。榛名山起源の軽石をやや多く含む。しまりは非常に良い。

3 層 掘り方埋没土。灰褐色砂壌土・茶褐色土粒・黄色シルト質土粒の混土。

33号住居

4 層暗褐色土

5 層

6 層

直径 1 ~2 cm の黒色土プロックを少贔含む。直径 1 ~2 cm の白褐色土プロソクを多鍼に含む。直径 1 mm前後の白色軽石を

少量含む。粘性がある。

掘り方埋没土。黄色土粒を含む灰褐色土。

直径 5 ~8 cm の黄白色砂壌土プロック・直径 1 ~2 cmの黒色粘土小ブロソクを多最に含む。灰褐色砂壌土・白色軽石を多く含む。

゜図197 32号・ 33号住居 1 : 60 4m 
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冒
L=95.70m 

33号住居（72号溝）

1 層 少晟の白色軽石と黄色土粒を含む茶褐色土。

2 層 白色軽石と直径 2 ~3 cmの黄白色シルト質土小プロノクを

含む茶褐色土。

3 層 黄白色シルト質土ブロック

4 層 黒色土粒・直径 2 ~5 cm の黄白色シルト質土小プロックを

含む灰褐色土。

6 層 直径 5 ~8 cmの黄白色砂壌土プロソク・直径 1 ~2 cm の黒

色粘土小プロックを多凪に含む。灰褐色砂壌土・白色軽石

を多く含む。

図198 32号・ 33号住居掘り方
゜ 1 : 60 2m 

EPA EPA' 

麟 ニTQ927
゜ 1 : 30 lm 

゜ 1 : 4 20cm 

図199 32号住居カマド掘り方 図200 33号住居出土遺物
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33号住居図197· 198·200 、 PL48表P.41

位置 0 • P -49 • 50グリッド

規模縦2.8+ am 横4.2+ am 深0.05m

形状 隅丸方形と推定されるが、西壁は明瞭に確認

できていない。

重複 35号・ 32号住居． 72号溝に先行する。

主軸方位 N-10ー -E 

埋没土 黒色土ブロック・軽石を含む暗褐色土で埋

没している。

床面 貼床が施されている。床面はほとんど平坦で

ある。東側は 5 cm ほど低くなっていて段がある。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 床面および掘り方底面で 9 本のピットが検出

された。住居の全体の大きさが判断できないので主

柱穴は確定できない。

柱穴No 長径 短径

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

0.22m 

0.23m 

0.32m 

0.40m 

0.32m 

0.18m 

0.30m 

0.32m 

0.30m 

0.22m 

0.22m 

0.30m 

0.34m 

0.32m 

0.16m 

0.30m 

0.30m 

0.18m 

深さ 備考

0.30m 

O.llm 

0.14m 

0.17m 

0.36m 

0.09m 

0.08m 

0.31m 

0.48m 

掘り方 北部は掘り方がなく、掘り込みがそのまま

平担な床面となっている。西部は 5 ~10cm掘り込ま

れており、その底面は凹凸が激しい。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面直上で土師

器甕形土器や須恵器杯形土器破片が出土している

が、図示できなかった。堀り方埋没土中より土師器

杯形土器（927) が出土している。

カマド 調査できた範囲ではカマドは検出されな

かった。

調査所見 平面図に図示したのは検出された壁では

なく、硬化面等で住居内と判断できる部分の範囲で

ある。 （小島）

2 カマド付設住居

40号住居図201~203 、 PL48 • 49 • 142 、表P.41

位置 Y • Z -61 • 62 グリッド

規模縦1.66+ am 横3.00m 深0.lm

形状 隅丸長方形と考えられる。

重複 52号溝に先行し、 41号住居 •66号溝に後出す

る。

主軸方位 N-108ー -E 

埋没土 上層は軽石や焼土を含むしまりのある茶褐

色土で埋まっている。下層は軽石・焼土を含む灰褐

色粘質土で埋まっていた。

床面 カマド前面は黄色砂壌土ブロックを含む茶褐

色土を貼床としている。南東隅の床面上には灰が掻

き出されて広範囲に残っている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 カマド前は 4 ~5 cm ほど下げられている

が、住居全体には及んでいない。

遺物出土状態 南壁周辺に多くの遺物が床面直上で

出土している。須恵器杯形土器（939) 、椀形土器

(945) 、甕形土器（947）、土師器杯形土器 (940)

が図示し得た。

カマド

位置 東壁中央よりやや南側

規模全長1.3m 屋外長1. 2m

最大幅0.7m 焚き口幅0.46m

遺存状態 カマドの残存は良好で、燃焼部の内壁も

よく焼けていた。袖は残っていない。カマド燃焼部

から住居南東隅にかけて、掻き出された灰が、床面

に広がっていた。

遺物出土状態 燃焼部や煙道部に須恵器杯形土器、

土師器甕形土器が出土している。

調査所見本住居の床面は、比較的硬化しており、

検出しやすかった。カマドは深い壁高を利用し、燃

焼部から煙道部を屋外へ長く伸ばしている。（小島）
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40号住居

1 層 焼土粒・黄色シルト質土・炭化物粒・多量

の白色軽石を含む茶褐色土。しまりがある。

2 層 焼土粒・炭化物粒・少盤の白色軽石を含む

灰褐色粘質土。

3 層 直径 5 ~8 cm の黄色シルト質土プロックを

含む 2 層。

4 層 黄色シルト質土粒及び直径 2~3 cm 同小プ

ロックを含む黄灰褐色上。白色軽石は含ま

ない。

5 層 焼土粒・炭化物を少量含む灰褐色粘質土。

白色軽石はほとんど含まない。

6 層 焼土粒・炭化物粒．灰を多量に含む茶褐色

土。

7 層 焼土粒・炭化物粒を含む黄灰色シルト質土。

8 層 焼けて、赤黒くなった褐色土。

9 層 白色粘土プロック

10層掘り方床面下

41号住居

1 層 細白色軽石・角閃石・軽石粒を含む茶褐色

土。

2 層 細白色軽石・黄色シルト質土粒・炭化物粒

を含む黒褐色土。

3 層 細白色軽石・黄色シルト質土粒・炭化物粒

を含む灰褐色土。

4 層 細白色軽石・焼土粒を含む灰褐色土。

5 層黄灰色シルト
6 層 炭化物粒・直径 2 ~3 cmの焼土小プロック

を多く含む灰褐色粘質土。

7 層掘り方床面下

8 層 白色軽石を含む砂質黒色土。

゜
1 : 60 4m 

図201 40号・ 41 号住居

~3 ：三□ l：ど口＝｀ 946
゜ 1 : 4 20cm 

図202 40号住居出土遺物 (1)
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2 カマド付設住居

□□/ 
939 

▽二□□。

ロロこ4
図203 40号住居出土遺物 (2) 20cm 

41 号住居図201 ・ 204· 205 、 PL48·49 ・ 142·143、表P.42

位置 Y-61 • 62グリッド

規模縦3.32m 横3.98m 深0.33m

形状隅丸長方形

重複 40号住居． 52号溝に先行し、 66号溝に後出す

る。

主軸方位 N -118ー-E 

埋没土上層は軽石を含む茶褐色土で埋まってい

る。下層は軽石・焼土・炭化物粒を含む灰褐色土で

埋まっており、床面の直上は黄灰色シルトが覆って

いる。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 カマド部分を除いて掘り込まれていない。

遺物出土状態 カマド前周辺と南壁際に集中して出

土している。カマド灰面直上では陶器破片 (953)

や須恵器高台付椀形土器 (948) 等が出土した。南

壁際では須恵器羽釜（949 • 950) や台石 (S 385) 

が床面直上で出土している。

カマド

位置東壁ほぽ中央

規模全長0.84m 屋外長0.6m

広 , 
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KPB 

KPC 

kPC' 

1 層 細白色軽・角閃石・軽石を

含む茶褐色土。（埋没土セ

クション 1 層と同じ）

2 層 細白色軽石・黄色シルト質

土粒・炭化物粒を含む灰褐

色土。（埋没土セクション
kPC' 

3 層と同じ）

3 層 炭化物粒・褐色砂質土粒．

細白色軽石を含む褐色土。

4 層 挟雑物をほとんど含まない灰褐色

土。

5 層 焼土粒・白色軽石を含む灰黄色粘

質土。

L=95.40m 

6 層 灰・焼土を多く含む褐色土。

7 層 白色軽石を含む灰褐色粘質土。（掘り方）

8 層 焼士粒を含む灰褐色粘質土。

9 層 焼土粒・灰白粘土粒及び同小プロックを含む黄褐色粘質土。

10層 直径0.5~1 cm の焼土小ブロソクを多量に含む茶褐色土。

11層 焼土粒を少最含む黄灰色粘質土。

12層 直径 1 mmの白色軽石を含む。 lOc益に焼土塊を 5~10個含む。

（掘り方）

13層 灰・焼土が混じる暗黄色土。 14層 炭化物粒が混入する暗褐色土。砂質。

15層 14層とほぼ同じだが、焼土が多い。 16層 焼けた壁である。暗褐色土。 (40号住居跡のカマドともからむ） （掘り方）

17層 40号住居跡カマド上位の土。白色土粒子を含む灰白色砂質土層。（掘り方）

18層 炭化物・焼土・灰を含む。口部床と思われる。

19層 炭化物のみを含む。（黒色を呈する） 20層 13層と同じ。 21層 地山。 Hr-FA 。

0 1 : 30 

L=95.40m 

1 m 

図204 41 号住居カマド
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図205 41 号住居出土遺物

三 S385 

゜
1 : 4 10cm 

最大幅0. 7m 焚き口幅0.68m

遺存状態 燃焼部壁は良く焼けていたと思われる

が、崩落が著しい。また灰の残存もなく、住居廃棄

段階に片付けている可能性もある。

遺物出土状態 前述のようにカマド前に遺物が出土

している。また長さ 10cm ほどの角礫が 2 個、焚き口

の埋没土中から出土した。

調査所見 床面はカマド前が特に、硬化していた。

カマドは地山を深く掘り込んでつくられており、中

央の角礫は支脚と推定される。 （小島）

42号住居図206~209 、 PL50~52· 143、表P.43

位置 X • Y -61 • 62 • 63 グリッド

規模縦5.84m 横6.0m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 53号・ 54号・ 63号・ 66号溝に先行する。

主軸方位 N-4ー -E 

埋没土 上層は軽石を多く含むしまりのある茶褐色

192 

土で埋まっている。下層は炭化物・焼土が混ざる灰

褐色土である。

床面 掘り方に黄色砂壌土が混ざる黒褐色土を充填

し、床面をつくつている。カマド前面を中心に硬化

面が残存していた。

貯蔵穴北東隅に、長径0.8m 、短径0.75m 、深さ

0.28m のほぼ円形に近い楕円形の貯蔵穴が検出され

た。

周溝上幅30cm、下幅10~12cm、深さ 5 cmの周溝が

西・北・東壁に検出された。南壁は53号溝に壊され

ているため不明である。

柱穴 主柱穴とみられるp 1~P4 は床面で検出し

た。その他のピットは柱穴とは断定できないが、掘

り方面で検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.48m 0.40m 0.3 m 

P 2 0. 60m 0. 58m 0.48m 

P 3 0.60m 0.42m 0.36m 
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42号住居

1 層 多絨の白色軽石を含む、しまりのある粘質茶褐色土。
2 層 二次堆積 FA 期の洪水堆積物（地山）のプロソクと細白色軽

石を含む茶褐色土。焼土粒・炭化物も含む。

3 層 炭化物・焼土粒を含む灰褐色土。

4 層 黄灰白色粘質土プロックを含む 2 層。

5 層床面下

54号溝

6 層 白色軽石を上層に多く含む。やや砂質の黒褐色土。

66号溝

7 層 白色軽石・黄色土粒を含む灰褐色粘質土。

8 層黄灰白色シルト

53号溝

9 層 細白色軽石を多量に含む砂質の茶褐色土。

10層 細白色軽石・少最の焼土粒と炭化物を含む黒褐色土。

4m 
図206 42号住居

゜ 1 : 60 
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2 カマド付設住居
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~I 

て

Q 

怠
<
d
x
 

^
 

Q
 

KPB 

、
<
d
x

oo-

E
O
V
.
s
6
1
1
T
 

/
』
口

/ K
P
B
_
]
 

KPB' 

長 1 斜贋冒璽 蕊 I
kPB' 1 層 埋没土セクショ／と同じ。 2 層 々 3 層 々

4 層 角閃石の入った直径0.5~0.8cm の白色軽石を含む。黄褐色シルト質土と褐色土

の混土。 5 層 焼土粒を含む黄灰色シルト質土。 6 層 焼土と灰の混

土。

7 層 5 層に似るが、焼土が直径 1 ~2 cm のプロソク状である。 8 層 灰

9 層 焼土が混じる黒褐色土。支脚のすぐ脇のため、石の小片がある。焼けている。

10層 黄褐色土 軟らかく攪乱（根）を受けている。

11層黄褐色土砂質。 Hr-FA が混入する。

L=95.40m- 12層 炭化物が厚く残る。焼土が一部に混じる。
13層 黄褐色土 Hr-FA 層の二次堆積。 Hr-FA ブロ、ノク・土器が混入する。砂質。 14層 黄褐色土 焼土を含まない。

15層 黄褐色土 掘り方内に敷き込んだ様相があり、焼士・灰・炭化物はない。土器が混入する。

16層 Hr-FA が顔を見せている。 17層 暗黄褐色土 わずかに炭化物を含む。 18層 暗黄褐色土 Hr-FA プロックを含む。

19層 黄褐色土 FA 期の洪水堆積物の流入土。 20 • 21 • 22層 炭化物層が 3 層交互に見られる。（掻き出した灰）

23 • 24 • 25層 白色土粒子・焼土をわずかに含む黄褐色土。 袖 26層 褐色土全体に直径0.1~1 cm の軽石を含む。

27層 褐色土砂質で、軽石が少なくなる。 28層褐色土砂質で、軽石が少なくなる。 29層 褐色土砂質。住居跡覆土と同じ。

図209 42号住居カマド 0 1 : 30 1 m 

P4 0.40m 0.40m 0.50m 

p 5 0.46m 0.34m 0.08m 

p 6 0.43m 0.38m 0.04m 

p 7 0.58m 0.40m 0.45m 

p 8 0.22m 0.14m 0.15m 

掘り方 西半を中心に 5 ~10cm ほど掘り込まれてい

る。

遺物出土状態 床面に近い遺物は、壁から 1 m ほど

の範囲の中で出土しており、主柱穴を結んだ線の中

ではほとんど出土していない。図示した土師器杯形

土器 (955 • 956 • 962 • 963) は床面直上で、 960 • 

961 はやや浮いた状態で出土した。甕形土器は埋没

土中の出土である。また、棒状の円礫の敲石が住居

内に散らばって出土している。

カマド
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位置 北壁中央やや東寄り

規模全長1. 7m 屋外長0.7m

最大幅l. Om 焚き口幅0.5m

遺存状態 カマドの遺存状態は良好で、燃焼部の壁

は良く焼けている。袖は掘り方の上にやや砂質の褐

色土を貼り付けてつくつている。燃焼部中央に支脚

と思われる石が埋められていた。

遺物出土状態 カマド燃焼部で土師器杯形土器

(955) が出土している。土師器甕形土器も灰面直

上で出土しているが、図示し得なかった。

調査所見 掘り方面で検出された P5·P7·P8

は位置からすると、p 1~P4 より一回り小規模な

四隅を示し、本住居に拡張があったことも推定され

る。 （小島）



2 カマド付設住居

43号住居図210· 211 、 PL52·53、表P.44

位置 W • X-61 • 62 グリッド

規模縦4.3+ am 横Z.9+ am 深0.17m

形状隅丸方形

重複 44号住居． 63号溝に先行する。 54号溝に後出

する。

主軸方位 N-15ー -W 

埋没土 軽石や黄色・灰色土粒を斑点状に含む茶褐

色土で埋没している。第一次埋没土には軽石は含ま

れない。

床面掘り込まれた地山をそのまま床面としてい

る。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝 西壁のみに幅 6 cm、深さ 8 cm の周溝が検出さ

れた。

柱穴 掘り方面で 2 本のピットが検出された。p 1 

43号住居

7 層 黄色シルト質土粒・白色軽石・灰褐

色土粒を斑状に含む茶褐色土。

8 層 黄色土粒を含む灰褐色土。

44号住居

1 層 細白色軽石を含む砂質黒色土。

2 層 白色軽石・少贔の焼土粒を含む黒褐

色粘質土。

3 層 黄褐色粘質土

4 層 黄褐色粘質土粒・黄色シルト質土

粒・焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色

土。

5 層 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色シル

卜質土。

10層床面下

11層 灰白色粘土小プロソクを多く含む 5

層。

12層 灰白色粘土小プロソク・炭化物を攪

乱状に混じる 5 層。

54号溝

9 層 白色軽石を多最に含む砂質黒褐色土。

63号溝

6 層 白色軽石を含む茶褐色砂質土。溝状。

は主柱穴と考えられる。

柱穴No 長径 短径 深さ

p 1 

P 2 

0. 30 m O. 30 m O. 11 m 

0.32m 0.30m 0.20m 

掘り方検出されなかった。

遺物出土状態 遺物の出土は少ない。土師器の杯形

土器の小破片等が出土している。

カマド調査できた範囲の中では検出できなかっ

た。

調査所見 本住居は、 63号溝に壊されている。また、

44号住居と重複する位置にはゴミ穴も掘られてお

り、本住居の平而形は西壁と北壁の一部が検出でき

たにすぎない。また54号溝に切られているものの、

当住居の床面までは達しておらず、周溝は残ってい

る。

0
4
4
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．
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44号住居

備考

（小島）
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第 8 章

44号住居

住居の調査

図210-211 、 PL52·53· 144 、表P.44 点で、柱穴が検出された。

位置

規模

形状

重複

埋没土

床面

W • X-61 • 62 グリッド

縦2. 78+ am 

隅丸方形

主軸方位

横2.90+ am 

N-7 ー-E 

深0.30m

63号溝に先行し、 43号住居に後出する。

上層は黄色土粒・焼土粒・炭化物粒を含む

茶褐色土、下層は焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色シ

ルト質土で埋まっている。

掘り方を埋めて貼床をつくっている。西壁に

沿って90cm の幅でベッド状遺構がつくられていた。

下段の床面は硬化していた。

柱穴No

p 1 

p 2 

掘り方

長径

0.23m 

0.40m 

短径

0.23m 

0.22m 

深さ

0.10m 

O.llm 

備考

床面より 4 ~10cm掘り込まれている。中央

部の掘り込みは浅く、周辺部は深く掘られている傾

向がある。

遺物出土状態 床面近くからの遺物の出土はほとん

どない。埋没土中からは古墳時代のものとみられる

土師器杯形土器 (973 • 974) 

土器（972) が出土している。

と、平安時代の羽釜形

貯蔵穴 検出されなかった。

カマド

調査所見

明確には検出されていない。

北壁に幅 1 m ほどの落ち込みが検出され

周溝

柱穴

検出されなかった。

西壁の両端隅の壁から 10cm ほど中に入った地

ているが、燃焼面はなく、右側の袖様のものもテラ

ス状の掘り残し面であり、カマドとは断定できない。

（小島）
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45号住居図212· 213 、 PL53·144 、表P.44

位置 Z • 2 A-62 • 63 グリッド

規模縦2.5+ am 横2.l+am 深0.17m

形状方形と推定される。

重複 52号 •53号溝に先行し、 46号住居に後出する。

主軸方位 N-1ー -E 

埋没土 地山の黄灰白色土ブロックを多く含む暗褐

色土で埋まっていた。周溝内はこれよりやや黒味の

強い土で埋まっていた。

床面 西壁周辺は黄灰色地山土と暗褐色土の混合土

で掘り方を埋めて貼床としている。

貯蔵穴 北西隅に直径0.6m 、深さ O.llm の円形の

貯蔵穴が掘り方面で検出された。

周溝 西壁・北壁沿いに幅20cm、深さ 4 ~6 cm の周

溝を検出した。

柱穴 壁に寄った位置で 4 本の小ピットを掘り方面

で検出した。しかし、p 1 は土層断面A-A' の観

察では住居に伴うものでないことは明らかである。

またp 2~P4 も床面では確認できていないので住

居に伴う確証はない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.2 m 0.2 m 0.3 m 

P 2 0.21m 0.2 m 0.2 m 

P 3 0.26m 0.22m 0.2 m 

P 4 0. 3 m O. 22 m O. 1 m 

掘り方 西壁付近が 3~4 cm掘り込まれている。掘

り方面は平坦である。

遺物出土状態 北西隅にやや偏って床面近くに土師

器甕形土器の破片が出土したが、図示し得なかった。

埋没土中では須恵器杯形土器（975~977) が出土し

ている。また、北西隅壁際で床面から 4 cm ほど浮い

た地点で斜位で刀子 (Ml5) が出土した。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 北壁に重複するピットは住居より古い

ピットである。 （小島）

2 カマド付設住居

46号住居図212 • 213 、 PL54、表P.44

位置 2 A-62 • 63 グリッド

規模縦2.6m 横2.2+ a m 深0. 」5m

形状隅丸長方形

重複 53号溝に先行する。

主軸方位 N -5 ー-E 

埋没土炭化物を多く含む暗褐色土で埋まってい

る。

床面 掘り方充填土を硬化させて貼床としている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 53号溝に壊された南壁を除いて、幅14~25cm 、

深さ 5 cm の周溝が検出された。

柱穴 掘り方調査時に小ピットが検出されたが、柱

穴であるかどうかは確定できない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.18m 0.18m 0.06m 

p 2 0.25m 0.20m 0.08m 

p 3 0.36m 0.20m 0.06m 

p 4 0.27m 0.22m 0.16m 

p 5 0.21m 0.18m 0.06m 

p 6 0. 75m 0.38m 0.16m 53号溝に先行

掘り方掘り方は黄白褐色土・炭化物粒を含む茶褐

色土で埋められている。掘り方底面では前述した各

ピットの他、南西隅に長径l.Om 、短径0.8m 、深さ

0.lm の不整形の床下土坑が検出された。また、底

面には青灰褐色砂層が堆積する部分がある。

遺物出土状態 南東隅のカマド周辺と住居西半分

で、床面近くに遺物が出土している。灰釉陶器高台

部 (979) は住居中央やや西寄りで、床面から 2.5cm

浮いた状態で出土した。住居内床面近くから石が 4

点出土しているが、いずれも石器とはいえないもの

であった。

カマド 南東隅に存在したと推定されるが、全体形

状は不明である。直径0.8m ほどの範囲で床面に灰

が残されている部分があった。

調査所見 45号住居との間に直径54X 短径36X 深

0.28cm ほどのピットが検出されているが、カマドの

施設かどうかは不明である。 （小島）
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53号溝

L=95.20m 
45号住居 1 層 暗褐色土 直径 5 mmの黄灰白色土（地山）小プロックを多く含む。直径 l ~2 mmの炭化物粒子を少益含む。しまりは良い。

2 層 黄灰白色土（地山）と暗褐色土の混合土。床面。やや粘性がある。

3 層 暗褐色土 1 層よりも黒みが強い。

4 層 暗褐色土と灰白色土（地山）の混合土。灰白色土中に直径 1 mm程度の小軽石が含まれる。しまりは良い。

5 層 暗褐色土と灰白色土（地山）プロックの混合土。後者がやや多い。

6 層 暗褐色土 灰白色土（地山）プロック及び同粒子を多く含む。しまりはやや弱い。粘性は 7 層よりも弱い。

7 層 黒褐色土 灰白色土（地山）プロック及び同粒子を極少量含む。しまりは良く、粘性がある。

46号住居 1 層 暗褐色土 直径 2~3 mmの炭化物粒子を多く含む。直径 1 ~3 mmの黄白褐色土粒子及び直径 l ~2 cm の同プロックを

少塁含む。鉄分を多く含む。しまりは良い。

1'層 暗褐色士 1 層よりもかなり黒みが強い。直径 1 cm ほどの炭を含む。

2 層 炭の層に、若干の暗褐色土が混じる。しまりは弱い。

3 層炭化物粒子

4 層 茶褐色土 直径 3~5 mmの黄白褐色土粒子・直径 1 mm未濁の炭化物粒子を少最含む。

5 層 茶褐色土 黄白褐色土粒子を少景含む。暗褐色土が少醤混じる。しまりは弱い。

6 層明褐色土 灰白色土（地山）プロックを多く含む。しまりは悪い。

7 層 明褐色土と灰白色土（地山）プロソクの混合土。鉄分を含む。直径 1 ~2 mmの白色小軽石を極少最含む。しまりは良い。
8 層 暗褐色土 炭化物粒子及び直径 1 ~2 mmの焼土粒子を多く含む。 1 層よりもやや明るい。

9 層 地山。溝覆土。黄灰白色プロック

溝10層 茶褐色砂質土層 白色軽石少益含む。直径 5 cm の黄白色地山大形プロックを含む。

65号溝11層 暗褐色砂質土層 白色軽石を少量含む。直径 3 mmの黄褐色地山粗粒子を含む。

46号住居 手\-63

45号住居

EPA'-- 46号住居

冒
図212 45号・ 46号住居

O L=95.20m 

EPB' 

L=95.20m 

1 : 60 4m 

200 



2 カマド付設住居
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図213 45号 •46号住居出土遺物

47号住居図214 • 215 、 PL54~56、表P.44·45

位置 Z • 2 A-61 • 62グリッド

規模縦3.65m 横3.3m 深0.32m

形状隅丸方形

重複 51号・ 63号溝に先行する。

主軸方位 N-102ー -E 

埋没土 暗褐色土・榛名山起源の軽石・炭化物粒を

部分的に含む。全体に鉄分の斑点が見える。

床面 カマド前面に 2 ~3 cm ほどの厚さで貼床が施

されている。住居中央部からカマド周辺には硬化面

が広がっていた。

貯蔵穴南東隅で、長径0.95m 、短径0.6m 、深さ

0.17m の楕円形の貯蔵穴が検出された。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方面調査時に北壁近くで小ピット 2 本を

検出したが、これらは浅いもので、位置的にも柱穴

と断定できるものではない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.30m 0.30m 0.03m 

P 2 0.47m 0.47m 0.06m 

掘り方 住居内の壁沿いの周縁部はほぼ平坦で、掘

り方はないが、カマド前面には長径1. 15m 、短径

0.85m 、深さ0.08m の不整円形の床下土坑が掘り込

まれている。掘り方の充填土は灰褐色粘質土粒・黄

色砂壌土粒．灰褐色土の混土である。

遺物出土状態 床面近くの遺物は東壁・南壁沿いに

集中して出土した。掘り方埋没土中の遺物はカマド

周辺に集中していた。北東隅には灰釉陶器壺形土器

(985) や椀形土器（980) が出土した。南壁付近で

は、須恵器椀形土器（982) や灰釉陶器椀形土器（983)

がやや床面から浮いて出土している。

カマド

位置 東壁中央よりやや南寄り

規模全長1. 10m 屋外長0.75m

最大幅0.95m 焚き口幅0.70m

遺存状態 カマド前の床面は 1 ~3 cm ほど高く作ら

れており、掻き出された灰の面が広がっていた。

灰面下には長軸0.65m 、短軸0.55m の隅丸方形状に

顕著な掘り込みをもつ。

遺物出土状態須恵器羽釜破片が多く出土してい

る。図示した981がカマド灰面上 6 cm 、 959がカマド

掘り方底面直上で出土している。

調査所見 住居は比較的残りがよい。掘り方底面で

の円形の土坑状の穴は、当地方によくみられるもの

である。出土遺物は高台付の椀形土器や、糸切底の

椀形土器、羽釜や、甕形土器の底部付近の調整技法

は平安時代の特色がよく表現されている。 （相京）
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51号溝
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1 層 褐色土 直径 2 mmの白色土粒子を多く含み、酸化バクテリアによる鉄分の斑点が含まれている。

2 層 暗褐色土 Hr-FA プロック・炭化物を部分的に含む流入土である。部分的に、酸化バクテリアによる鉄分の斑点が多く見られると

ころがある。粘性がある。

3 層 黄褐色土壁からの流入土である。

4 層 灰白色粘質土粒・黄色砂壌土粒．灰褐色土粒の混土。白色軽石を含む。

5 層 灰白色粘質土粒・黄色砂壌土粒・白色軽石・炭化物粒を含む灰褐色土。

L=95.20m 

゜ 1 : 60 2m 

＼□三ロニ：ロニロ
'、込 辱阿v 
9: t 

ヽ、ヽ

ゞ—

□□ 

ロ
\ \ 口麦三召：

゜
1 : 4 20cm 

図214 47号住居と出土遺物

202 



2 カマド付設住居

、<
d
x

り

KPB'、、二〇，灰
19¥ 

: 

E
0
N
'
S
6
1
1
T
 

`
<
d
x
 

言／詞PB' ：：：：
ヽ

/ 

` ------

KPB 

<
d
x
 

尋
5
 

, —— 
L
 

2
 
ー

7
 

ー

3
 

ー

ー

4
 

, 
ー

3

9

 

2
 

ー

5
 

KPB' 

<
d
x
 

1 層 直径 1 ~2 cm の黄色砂壌土小プロックを多塁に含む灰褐色土。

2 層 黄色砂壌土粒・白色粘土粒・白色軽石を含む黄灰色粘質土。

3 層 直径 l ~2 cmの黄色砂壌土小プロック・多晟の細白色軽石を含む灰色粘質土。しまりがあり、固い。

4 層 直径 1 ~2 cm の黄色土小プロック・少量の炭化物を含む灰色粘質土。

5 層 多量の炭化物を含む灰色粘質土。 6 層 4 層に似るが、炭化物を含まず、少量の白色軽石を含む。

7 層 4 層に焼土粒が混じる。 8 層 焼土と黄褐色砂壌土の混土。白色軽石を少贔混じる。

9 層 多誠の炭化物を含む灰褐色土。焼土粒子及び直径 1 ~2 cmの同プロックを含む。

10層黒色土 炭化物を多械に含む。ほぽ単一的である。

11層 黄灰白色砂壌土のプロノク及び同粒子により構成される。白色軽石を少量含む。 12層 黄灰白色砂壌土プロック

13層黒色土 炭化物を多批に含む。直径 1 -2 mmの黄色土小粒子を極少凪含む。

14層 暗灰褐色土 直径 l ~2 cmの白色粘性土プロソクを含む。やや粘性がある。

15層 暗灰褐色土 直径 l ~2 cmの白色粘性土ブロックを 14層よりも多く含む。やや粘性がある。

16層 明褐色土 やや黄色みを帯びる。直径 l ~2 mmの白色小軽石を多く含む。

17層 暗灰褐色土 直径 l~3 mmの白色軽石（榛名山起源の軽石？）を少量含む。直径 1 ~2 mmの黄色土粒子を少誠含む。

18層 暗灰褐色土 直径0.5~1 cmの黄褐色砂壌土プロックを多量に含む。

19層 黄褐色砂壌土灰白色粘性土を含む。しまりは極めて良い。

図215 47号住居カマド
゜ 1 : 30 1 m 

48号住居図216 、 PL56· 144衷P.45

位置 2 B • 2 C -64 • 65 グリッド

規模縦2. 72+ am 横2.64+ am 深0.2m

形状東側は51号溝で壊され、南側は発掘区外で

あったので、北壁と西壁の一部を調査したにとど

まったが、隅丸方形と推定される。

重複 51号溝に先行する。

主軸方位 N-12ー -E 

埋没土 上層は軽石を少量含む暗灰褐色土で、下層

は黄白色土粒や炭化物粒を含む灰褐色土で埋まって

床面 揺り方を暗褐色土粒を含む青灰色シルト質土

で充填し、貼床としている。住居中央部の床面は硬

化している。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝北壁・西壁の一部に底面幅 6 cm、深さ 1 ~ 

3 cm の周溝が検出された。

柱穴 掘り方面で 4 本の小ピットを検出したが、柱

いた。

穴との確証はない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.19m 0.18m 0.12m 

p 2 0.18m 0.16m 0.15m 
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第 8 章住居の調査

p 3 0.46m 0.44m 0.15m 

P 4 0.31 m 0.31 m 0.18m 

掘り方床面より 2 ~6 cm ほど掘り下げている。掘

り方面はほぼ平坦であるが、小ピットが 4 本検出さ

れている。

遺物出土状態 調査範囲の南東部に台石 (S 466) 

が床にやや埋め込まれた状態で検出された。他に土

嘉
＿
鼻

2
 

3
 

ーB
 

p-s
 

L=95.10m 
1 層暗灰褐色土 直径 l~2 mmの白色軽石を少量含む。 2 層

に比べて暗い。鉄分のため茶色みを帯びる。

2 層灰褐色土 やや白っぽい。軽石はほとんど含まれない。

直径 5 mmほどの炭を含む。直径 2 mmほどの

黄白色土粒子及び直径 1 cm ほどの同プロッ

クを少量含む。鉄分のため茶色みを帯びる。

3 層 青灰色シルト質土 暗褐色土を少量含む。
| 

師器杯形土器破片や須恵器羽釜破片が出土。

カマド 調査できた範囲の中では、明確にカマドと

断定できる施設は検出されなかった。

調査所見 調査範囲の南東隅の51号溝に壊されてい

るところで、若干床面が焼けている部分があった。

989の羽釜は床面と掘り方出土の破片が接合した。

（小島）

4
 

2

p
 

1
5
図

C
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51 号溝

゜
1 : 60 4m 

991 

゜

I ~ I ¥_.J 990 I I 
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1 : 4 10cm 

01 
I I 

ロニニエ
• 992 

図216 48号住居と出土遺物
゜ I : 3 • 10cm 
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49号住居図217 • 218 、 PL56~58· 144 、表P.46

位置 2 B • 2 C-64 グリッド

規模縦1.92m 横2.70m 深0.18m

形状長方形

重複なし

主軸方位 N-105ー -E 

埋没土 上層は軽石・黄色土粒・黒色土粒を含む暗

灰褐色土で埋没している。下層は軽石や炭化物・焼

土粒を多量に含む暗褐色土で埋まっている。

床面 やや凹凸があり、北部・西部の貼床部分はあ

まり硬化していない。南東部は地山を床面としてい

る。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 南東部を残して床面より 10cm ほど掘り下げ

2 カマド付設住居

られている。

遺物出土状態 遺物の出土はあまり多くなかった。

床面近くの遺物はカマドの左脇と住居中央部に出土

している。埋没土中から楕円形で一対の突起がつい

た金属器が出土している。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長1. 3m 屋外長0.6m

最大幅0.62m 焚き口幅0.5m

遺存状態 良好である。

遺物出土状態 周辺から出土している。

調査所見埋没土中位に炭化物が集中する層があ

り、当初は床面の可能性も考えたが、下位に床面を

検出した。床面の調査時には住居内が滞水し、確定

が困難であった。 （小島）

図鼻； 1 層 暗灰褐色土直径 1 mm以下の白色小軽石を極

少最含む。直径 2~3 mmの黄白

色土粒子・直径 2 ~3 mmの黙色

土粒子を少最含む。

2 層黒色土 多量の炭を含む。しまりは悪い。

3 層 暗灰褐色土 1 層よりも暗く、炭化物片をや

信c-64 墨；1号
33'ｱ Q 

"SP'A .. < fl 
や多く含む。

と 4 層 暗灰褐色土 3 層よりも若干明るい。直径

00  ヽ
1 , 1 mm以下の白色軽石を少最含む。

0 。
焼土粒子を微量含む。

吐竺------；ノ U . 5 層暗褐色土 4 層よりもやや白っぼく、軽石

は含まれない。

図I 図 I 6 層黄褐色土 FP-F 1 。（掘り方）

* 2 層を除き、鉄分のため赤みを帯びる。

EPA EPA' 

///////////////'グ／｀
四 L=9こ：言ロコ

疇三ニ：：：三
L=95.10m 

゜ 1 : 60 4m 

／ぞー竺三ミ
993 

-0一書

゜ 1 : 4 10cm 

゜ 1 : 2 • 5 cm 

こニニ=) • M-16 

図217 49号住居と出土遺物
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ヽ〕
`̀| て冒舌C呂ヽ］

1 層黒褐色土 炭を多贔に含む。暗褐色土を少醤含む。しまり
。||

は悪い。

— 

2 層 暗茶褐色土 直径 1 mm前後の軽石を少量含む。しまりは良い。

やや粘性がある。

3 層暗褐色土 直径 l ~2 mmの焼土粒子を少籠含む。ややしま

りは悪い。

歪 I 蕊 I 冒 4層暗褐色土 炭を多く含む。灰が混じる。直径 l ~3 mmの焼

土粗粒子を多く含む。しまりは悪い。

4'層 暗褐色土 炭を多く含む。焼土粒子はあまり含まれない。

KPB KPB' 5 層暗褐色土 炭を少嚢含む。ややしまりは良い。

L=95.20m 

図218 49号住居カマド
゜ 1 : 30 lm 

50号住居図219~222 、 PL58·59 ・ 144 • 145 、表P.46

位置 Z • 2 A-60 • 61 グリッド

規模縦2.14+ am 横3.3m 深0.30m

形状隅丸方形

重複 63号溝に先行する。

主軸方位 N-l10ー _E 

埋没土 上層は軽石を含む褐色土で、下層は軽石を

多く含む粘質の黄褐色土で埋まっていた。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

貯蔵穴南東隅に長径0.65m 、短径0.62m 、深さ

0.12m のやや楕円形の貯蔵穴を、掘り方底面で確認

した。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 カマドにのみ掘り方が検出された。

遺物出土状態 住居中央部で出土した須恵器椀形土

器（997 • 998 • 1000 • 1004) は床面直上あるいは床

面から 2 ~4 cm浮いて出土した。カマド周辺にも多

L
1
1
9
5
 

SPA 

oq 

畠4
゜

｀ぷo

u,-< 
叫叫:.::1:.:: 

岱E,\ f!SPA' 

ャ：t
0 11 
ｰ I I 

1 層褐色土 直径 2~3 mmの白色軽石を含む

(10c益当たり 3 ~ 5 個混入）。鉄
分の斑点が見られる。やや軟弱

である。

2 層黄褐色土 砂粒子が粘性を帯びている。直

径 1 mmほどの白色軽石を含む。

鉄分の斑点が見られる。

3 層 暗黄褐色土 粘性が強くなり、白色粒子が全

面に混入する。鉄分の斑点が入

る。（酸化バクテリア）

4 層 黄白色混入土 住居跡の壁からの流入土と考え

られる土層の流れ込み土。粘性

が強し ‘o

4'層 黄白色混入土プロック (Hr-FA)

. 
図219 50号住居

。 L=95.20m
1 : 60 4m 
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2 カマド付設住居

くの遺物が出土している。

カマド

位置東壁中央よりやや南寄り

規模全長0.90m 屋外長0.65m

最大幅0.75m 焚き口幅0.68m

遺存状態 袖は残りが悪いが掘り方はしっかりとし

ている。

遺物出土状態 右袖上層や燃焼部内に須恵器羽釜破

片が出土している。

調査所見 床面検出で焼土や炭の散布がカマドの前

から貯蔵穴周辺に広がっていた。 （相京）

S
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＿
言

SPA 

1 層 黄褐色土砂粒子が粘性をもつ。

辛ド伝\ 

EPA EPA' 

゜
1 : 60 

重L=95.20m 4 m 

図220 50号住居掘り方
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5 層暗灰褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

9 層灰褐色土

10層 暗灰褐色土

11層暗灰褐色土

11'層暗灰褐色土

13層 暗赤褐色土

1 層 灰褐色土 直径 1 mmほどの白色軽石を少最含む。しまりは良い。
2 層 暗灰褐色土 直径 1 cmの焼土プロック及び直径 1 ~3 mmの同粒子を少量含む。直

径 1 mmほどの白色軽石を多く含む。

3 層 黒褐色土 直径 1 mmほどの白色軽石を極少磁含む。しまりは極めて良い。
4 層 暗灰褐色土灰白色粘性士を含む。直径 2 mm以下の白色軽石を極少量含む。しま

りは良く、粘性がある。
L=95 五6ふ9 4'層 4 層に近いが、 4 層よりも若千黄色みを帯び、明るい感じ。他は 4 層とほぼ同じ。

直径 1 mm以下の白色軽石を多最に含む。直径 2~3 mmの焼土粒子を少量含む。しまりは良い。
炭化物片・直径 1 -3 mmの黄色土粒子を少量含む。直径 1 mm以下の白色軽石を微益、直径 1~5 mmの焼土粒子を多く
含む。 6'層 6 層よりもやや暗く、直径 5 mmはどの焼土プロソクを少最含む。
直径 1 ~2 mmの黄褐色土粒子及び直径 1 cm ほどの同プロックを多く含む。炭化物片・直径 1 mmほどの焼土粒子を少量
含む。 8 層 暗褐色土 灰・炭化物片・直径 1 cm ほどの焼土プロックを多く含む。やや粘性がある。
灰白色土（地山）を多く含む。かなり白っぼい感じ。粘性がある。
灰白色地山プロックを少量含む。 9 層よりもかなり黒い。粘性がある。
10層よりもやや明るい。炭化物片を少量含む。粘性はかなりある。
砂粒で、炭化物を多最に含む。 12層 黒色土 炭化物の中に焼土が混入している。砂質。
焼土粒を主とした砂質土。 14層 黄白色土地山。 15層 暗褐色土根の攪乱。

図221 50号住居カマド
゜

1 : 30 lm 
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図222

51 号住居 図223~225 、 PL59·60· 145 、表P.46·47

50号住居出士遺物

柱穴 床面・掘り方面で11本の小ピットを検出した

位置

規模

形状

重複

埋没土

床面

周溝

X • Y-60グリッド

縦2.40m

長方形

主軸方位

貯蔵穴

横3.10m

37号土坑に後出する。

N-111ー -E 

上層は炭化物粒や黄灰色シルト質土ブロッ

クを含む褐色粘質土で埋没しており、下層は黄灰色

シルト質土小ブロックを多量に含む黄褐色土で埋

まっている。

掘り方面に黒色土ブロック混入の黄褐色土を

貼り、床面としている。

深0.14m

南東隅に長径0.50m 、短径0.43m 、深さ

0.08m の楕円形の貯蔵穴が検出された。

幅 8 ~20cm 、深さ 2 ~4 cm の周溝が各壁下に

検出された。全周はしていない。

208 

が、主柱穴はない。

穴とも考えられる。

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

P4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

P 10 

Pll 

掘り方

長径

0.23m 

0.19m 

0.23m 

0.15m 

0.10m 

0.26m 

0.19m 

0.24m 

0.2 m 

0.45m 

0.5 m 

Pl·P2·P8·P9 は壁柱

短径

0.14m 

0.14m 

0.12m 

0.12m 

0.10m 

0.12m 

0.18m 

0.24m 

0.20m 

0.38m 

0.42m 

深さ

0.llm 

0.18m 

0.07m 

0.08m 

0.04m 

0.14m 

0.13m 

0.12m 

0.14m 

0.19m 

0.28m 

備考

床面から平均 1 ~2 cm掘り込まれている。



南西部には、直径0.9m 、深さ 0.15m ほどの円形の

床下土坑が検出された。榛名山起源の軽石や洪水堆

積物のブロックを含む褐色土で埋まっていた。

遺物出土状態 床面近くの遺物はカマド周辺および

住居東側に偏在する傾向がある。貯蔵穴内からは須

恵器杯形土器（1009) 、羽釜 (1006) 、敲石 (S 393) 、

砥石 (S 392) が出土している。

カマド

位置東壁よりやや南寄り

規模全長0.72m 屋外長0.65m

最大幅0.39m 焚き口幅0.29m

2 カマド付設住居

遺存状態 あまり燃焼面は焼けていない。灰の広が

りも顕著でなかった。掘り方面には 5 本の小ピット

(P 3~p 7) が検出されたが、性格は不明である。

遺物出土状態 カマド燃焼部からは羽釜破片が数点

出土している。

調査所見 西壁沿いには小ピットが並ぶように検出

されたが、それに対応する東側のピットは明確に検

出できなかった。大形の砥石が出土しているが、そ

れらの用途を示唆するような調査所見は得られな

かった。 （小島）

EPA 

9: 

EPAI 
1 層 炭化物粒・焼土粒を少最含み、直径 2~3 cm の黄灰色シル

卜質土プロックを混じる褐色粘質土。

37号土坑 L=95.40m

鵬
, 

゜゚

8
ー

ー呼
警
゜

ヱ
゜

2 層 直径0.5~1 cm の黄灰色シルト質土小プロソクを多鍼に含

む黄褐色粘質土。

2'層 直径0.5~1 cmの黄灰色シルト質土小プロ・ノクを多誠に含

む黄褐色粘質土。（黒色土を含む。）

3 層 炭化物粒・焼土粒を多量に含む黄褐色土。

4 層 床面下（掘り方）。黒色土ブロソクが混入する黄褐色土。固

v ヽ

5 層 茶褐色土 焼土プロックをわずかに含み、白色土粒子を

まばらに混入する。

6 層 Hr-FA プロックの流入。

7 層 茶褐色土内に Hr-FA プロックが混入する。砂質である。

8 層 Hr-FA プロックが混入する茶褐色土。上位に焼土を含む。

固い。

9 層茶褐色土 土器片・炭化粒を含む。

10層 Hr-FA 流入土。砂質。

SPA SPA' 

疇
図223 51 号住居

゜
1 : 60 4m 
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KPB 8
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KPB' 

L=95.30m 

I I 

1 層 白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む茶褐

色粘質土。

2 層 白色軽石・炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

.....l // \, 3 層 白色軽石・多孤の炭化物粒・直径0.5~

1 cm の黄色土小プロyクを含む灰褐色粘質

土。

4 層 焼土プロックと灰を多量に含む灰褐色土。

5 層 白色軽石・黄色土粒を多く含む茶褐色土。

6 層 黄褐色粘土プロック

7 層 白色軽石・炭化物粒を含む灰色粘質土。

8層灰色粘土

9 層 炭化物が主であり、わずかに焼土プロック

を含む。（黒色）

10層 黄褐色土 Hr-FA が主であり、わずかに

上部に炭化物がある。

11層 Hr-FA

図224 51 号住居カマド 12層 Hr-FA 十炭化物

／、、·，:翫［国，9：l.
ぶ§賃．；9;：｀＇，苺塁；
i :、対'f;唸塁•i註； ；埠

ぷ恕．、な，ヽ．．．店：勺；；五．；i老·

0 1 : 30 lm 

＼下□：

\ ~005 

／こ
l • 1007 

゜ 1 : 3 • 10cm 

1009 

1 : 4 

f二／］

図225 51 号住居出土遺物
S393 
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2 カマド付設住居

52号住居図226~228 、 PL60·61 ・ 145·146、表P.47

位置 Y • Z -60グリッド

規模縦2.5m 横2.37m 深0.25m

形状隅丸方形

重複 52号溝に先行する。カマドの燃焼部奥が溝に

壊されている。

主軸方位 N-106ー -E 

埋没土 上層は軽石や焼土粒を含む灰褐色土で埋没

している。下層はあまり軽石を含まない灰色粘質土

を含む。

床面 茶褐色土粒・黄色土粒が混ざる灰色シルト質

土を掘り方に充填し、床面としている。中央部の床

面は硬化していた。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方面で南壁に接して 1 本のピットを検出

したが、柱穴とは確定しがたい。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.2m 0.18m 0.03m 

掘り方床面より 4~6 cm掘り下げている。掘り方

面はほぼ平坦であるが、南西隅には床下土坑が検出

された。床下土坑は長径0.8m 、短径0.5m 、深さ

0.04m の楕円形である。

遺物出土状態 出土遺物の量はあまり多くない。南

壁際の床面直上で土師器杯形土器（1011) が、南西

隅で床面から 8 cm浮いて土師器杯形土器 (1010) が

出土した。また、磨石等 (S 394 • S 467 • S 468) 

が埋没土中から出土している。 M42の金環はカマド

右前の床面からやや浮いた状態で出土した。

カマド

,
.
 

`
S
d
S
 

s
 

攀
芯
叫N
S

、~ 52号溝
Q 
~ 1010 

Sfg4 0:/、ビ
。f;!/ "'S468//sPA' 
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゜
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L=95.30m 

1 層 白色軽石を多く含む、しまりのない茶褐色土。

2 層 白色軽石・焼土粒を少量含む灰褐色土。

3 層 白色軽石を少量含む灰色粘質土。 4 層 白色軽石を含まない灰色粘質土。

5 層 黄色粘土プロックを含む灰色粘質土。

6 層 茶褐色土粒・黄色土粒を混じる灰色シルト質土。

52号溝

1 層 暗茶褐色砂質土層

2 層 黒褐色砂質土層

3 層黒褐色土層

4 層 暗灰褐色土層

直径 1 mm前後の白色軽石を多く含む。しまりは強い。

直径 1 mm前後の白色軽石をわずかに含む。榛名山起源の軽石・黄褐色小粒子を徴饂含む。

やや粘性有り。白色軽石をわずかに含む。

直径 1 cm前後の黒色小プロックが全体に含まれる。榛名山起源の軽石・ 1 cm前後の黄褐色小プロックをわずかに

含む。粘性は強い。

5 層 榛名山起源の軽石の黄色プロックが流入再堆積。黒色小プロックも少量含まれる。

図226 52号住居
゜

1 : 60 4m 
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゜
1 : 2 • 5 cm 

/; 1013 

S394 

図227 52号住居出土遺物
゜ I : 4 20cm 
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位置東壁南寄り

規模全長0.25+ am 屋外長不明

最大幅0.90m 焚き口幅0.28m

遺存状態 燃焼部の中央部から煙道部にかけては52

号溝に破壊されている。遺存している燃焼部はよく

焼けており、掻き出した灰も、カマド前の床面に広

がってい応袖は18cm ほど住居内に張り出しており、

土器を芯にして粘土を貼り付けて作られている。

2 カマド付設住居

遺物出土状態 袖の芯に土師器甕形土器 (1012 • 

1013) が使われていた。燃焼部埋没土中にも土師器

甕形土器破片が出土している。

調査所見柱穴は、掘り方面を精査したが、p 1 を

除いて検出できなかった。本住居ではカマド袖の芯

に土師器甕形土器が、使用されているが、本遺跡で

はあまり類例がない。 （小島）

1013¥ 
\ 

\ 

¥---:---

~'--='S468 

歪 I

KPB KPB' 

`
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>

口

<
d
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1 層 白色軽石・黄白色粘土粒と黒褐色土粒を混じる灰褐色粘質土。

2 層 黄色シルト質土粒・黄色土粒を含む黄褐色粘質土。

3 層 黄色土粒・炭化物粒・焼土粒を含む茶褐色土。

4 層 炭化物・焼土を混じる灰褐色シルト質土。

5 /('I 焼土粒を含む灰層。

6 層 黄色砂壌士粒・灰白粘土粒・灰褐色土粒の混土。

7 層 炭化物粒を含む茶褐色土。

8 層 灰白色粘土

9 層 炭化物粒・焼土粒を含む灰褐色土。

10層 焼土・炭化物を混じる黄褐色土。

図228 52号住居カマド
゜ 1 : 30 lm 

53号住居図229~23] 、 PL60·61 ・ 146表P.48

位置 2 B • 2 C -63 • 64 グリッド

規模縦4.84+ am 横2.85+ am 深0.22m

形状 方形と推定されるが、北・西・東の三方に重

複遺構があり、南壁の一部しか確認できなかったの

で、全体像は不明である。

重複 51号・ 53号・ 73号溝に先行する。

南壁方位 N-102ー -E 

埋没土 軽石を少量含む褐色土で埋まっていた。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

床面はほぽ平坦であるが、あまり硬化していない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方なし。

遺物出土状態 南壁付近にやや集中して床面近くの

遺物が出土した。図示し得た遺物はほとんど埋没土

中の出土である。

カマド 調査・確認できた範囲の中では検出されな

かった。

調査所見 調査時に住居内に滞水し、床面の状況な

どの詳細は不明である。 （小島）
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6 層

6'層

量号溝

血
出
H曲
器

7 層

7'層

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗茶褐色土

暗茶褐色土

1 層

3 層

5 層

8 層

＼こ言：

暗褐色土

暗褐色土 現耕作土。

直径 1 cm ほどの榛名山起源

の軽石・直径 1 ~2 mm の

As-B を含む。炭化物片を

少鼠含む。ザラザラする。

しまりは良い。

2 層暗灰茶褐色土灰白色土

（地山）プロソクを多く含む。

直径 1 mm以下の白色軽石・

直径 5 mmほどの榛名山起源

の軽石をやや多く含む。

暗灰褐色土 直径 1 mm以

下の白色小軽石をやや多く

含む。 2 層よりもかなり暗

ぃ。しまりは良い。

4 層黒褐色土 直径 l ~ 

2 mmの炭化物片をやや多く

含む。

暗褐色土 直径 1 mm以

下の白色小軽石を少鍼含む。

色調は 2 層に近い。若千、

灰色を帯びる。

黄灰白色土（地山）プロック溶混を多量に含む。やや粘性がある。

6 層に近いが、 6 層よりも若干しまりは悪く、粘性は強い。直
径 1 ~3 mmの炭化物片・直径 1 ~2 mmの焼土粒子を少最含む。

黄白色地山粒子及び同プロソクを極少量含むが、ほぽ単一的で

ある。軽石等はほとんど含まれない。

直径 l ~5 mmの黄白色土（地山）粒子をやや多く含む。焼土粒子
も少量含まれる。しまりは良い。 3 層よりも若干暗い。

5 層や 7'層よりもやや明るい。直径 1 cm前後の黄白色土（地山）プロソクを多く含む。しまりは弱い。

V
d
S
 

迎
出
曲
器

8
d
S
 

図229 53号住居

こ019
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゜ 1 : 60 2m 
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゜
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図230 53号住居出土遺物 (1)
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2 カマド付設住居

D
 
S391 

図231 53号住居出土遺物 (2)

58号住居図232

位置 K • L-39グリッド

規模縦2.77m 横2. 75m 深0.10m

形状隅丸正方形

重複なし

主軸方位 N-11ー -W 

埋没土 確認できた壁高が 4 ~10cm と非常に低く、

焼土粒・炭化物粒を含む褐色土が遺存するにすぎな

し‘°

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

あまり硬化していない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方なし

遺物出土状態 ほとんど遺物は出土していない。

カマド 北東部床面に炭化物が広がる部分があった

が、壁につくりつけのカマドは検出されなかった。

調査所見 住居としての情報は極めて少なく、住居

以外の機能も考えなければならない遺構であるが、

ここでは便宜上住居として報告した。 （小島）

SPA 

S395 

゜ 1 : 3 10cm 
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9
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SPA SPA' 

L=95.80m 

1 層 茶褐色土焼土粒・黄色粘土・炭化物粒を含む。

゜ I : 60 4m 

図232 58号住居
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59号住居図233

位置 K • L -36 • 37 グリッド

規模縦3.56+ am 横2.15+ am 深0.12m

形状 隅丸方形と推定されるが、東半分は発掘調査

区域外である。

重複なし

主軸方位 N-10ー -W 

埋没土 焼土粒や炭化物粒を含む褐色土で埋まって

いる。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

北西隅の床面はやや高くなっている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 西壁沿いの一部に幅18cm 、深さ 1 ~4  cm の周

溝が検出された。

柱穴 北西部に 1 本のみ検出された。位置的には主

柱穴とも考えられるが、やや浅いので断定できない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 20 m O. 20 m O. 10 m 

EPA EPA' 

l
A
¥
|
+
|
 

掘り方なし

遺物出土状態 遺物の出土はほとんどない。西周溝

内に円礫が出土したが、石器ではない。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

調査所見 本住居も、住居としての情報は少ない。

東半分が、未調査であるので、断定はできないが、

隣接する 58号住居同様、住居以外の遺構である可能

性もあろう。 （小島）

60号住居図234 、 PL61 ·62 、表P.48

位置 K • L -35 • 36 グリッド

規模縦3.2+ am 横3.2+ am 深0.04m

形状 隅丸方形と推定される。北壁は調査年次の違

う調査区の境にあたり、確認できなかった。

重複 34号溝に後出する。

主軸方位 N-103ー -E 

埋没土 確認面からの深さは非常に浅い。軽石や黄

褐色土粒を含むやや砂質の褐色土で埋まっている。

床面 貼床が施されており、床面にはやや凹凸があ

るが、硬化していた。

貯蔵穴 南東隅カマド右横に検出された直径0.6m

の円形の小ピットが、位置関係からすると貯蔵穴の

可能性がある。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方床面から 4 ~6 cm ほど掘り下げられた掘り

方が検出された。カマド前面はやや深くなっていた。

炭化物粒・黄褐色土粒を含む褐色土が充填されてい

゜

L=95.90m 

1 : 60 4m 

図233 59号住居

る。

遺物出土状態 住居内から出土する遺物は少ない。

南壁に沿った後出する溝から土師器杯形土器 (1034)

が出土しているが、住居にともなう可能性は少ない。

カマド

位置東壁南隅寄り

規模全長0.4m 屋外長0.35m

最大幅0.5m 焚き口幅0.5m
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カマド付設住居

遺存状態 確認面から燃焼面までは浅く、 5 cm ほど

である。焼土粒を多く含んだ褐色土で埋没している。

あまり焼けていない。

遺物出土状態 出土遺物はほとんどない。

調査所見 本住居のなかで確実に検出できたのは、

カマドとその周辺の硬化した床面のみである。東壁

は一部で確認できたが、西壁は未確認であり、 61号

住居との新旧関係は不明である。 また南壁には幅

30cm ほどの溝があり、南壁は不明確であった。 この

溝が住居に伴うかどうかは判然としない。東壁は先

行する 34号溝との判別がつかず、同時に掘ってし

まっているので不明確な部分が多い。 （小島）
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溝

白色軽石・黄色土粒を含む、やや砂質の褐色土。

炭化物・焼土粒を多羅に含む褐色土。

焼土粒を含む黄褐色土。

白色軽石と少量の炭化物粒を含む茶褐色土。

白色軽石・黄色土粒を含む黒褐色土。

炭化物・黄褐色土粒を含む褐色土。

白色軽石を含む茶褐色土。

少量の白色軽石、炭化物粒を含む黒褐色土。

一
◇ん
＼ふ

｀ー一三
図234 60号住居と出土遺物

゜ 1 : 4 20cm 
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第 8 章住居の調査

61 号住居図235~237 、 PL62· 146表P.48

位置 L • M-35グリッド

規模縦3.45+ am 横2.65+ am 深0.03m

形状 隅丸方形と推定されるが、西壁は調査区外、

北壁は前年度調査区との境のために確認できなかっ

たので全体像は不明である。

重複 62号住居に先行する。

主軸方位 N-110ー -E 

埋没土確認面からの深さは浅く 4 ~5  cm である。

軽石・黄色土粒を含む黒褐色土で埋没している。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

カマド周辺には硬化した面がある。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 東壁と南壁に周溝が検出された。東壁はカマ

ドの両脇のみで幅 4 cm、深さ 2 cmである。南壁は調

査できた範囲では途切れることなく確認でき、幅

6 cm、深さ 2 cm であった。

柱穴 床面で 4 本のピットと掘り方で 1 本のピット

が検出されたが、柱穴との確証はない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.30m 0.30m 0.35m 

P 2 0.30m 0.30m 0.35m 

P 3 0.20m 0.20m 0.12m 

P 4 0.25m 0.22m 0.08m 

P 5 0.22m 0.12m 0.17m 

掘り方なし

遺物出土状態 南壁近くや北西部に、床面近くの遺

物が集中して出土している。北西部では土師器杯形

土器 (1036 • 1037) が床面直上で、南東部では土師

器杯形土器 (1038) が 3 cm ほど浮いて出土した。

カマド

位置東壁中央

規模全長0.75m 屋外長0.7m

最大幅1. 10m 焚き口幅0.7m

遺存状態 遺存状態は不良で、袖や燃焼部壁も削平

されている。焼土や灰の残存範囲の記録にとどまっ

た。

遺物出土状態 ほとんど遺物の出土はない。

218 

調査所見 確認面から床面までが数cmであり、住居

の遺存状態は良くない。床面の精査で住居中央寄り

にピットを数本検出したが、住居の構造を推定でき

るような柱穴は確定できなかった。 （小島）

二036 ここ二:37
こ38
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図235 61 号住居出土遺物
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図236 61 号住居カマド

62号住居図237· 238 、 PL62· 146、表P.48·49

位置 M-35 • 36 グリッド

規模縦1. 62+ am 横3.85+ am 深0.17m

形状 住居の西部は染谷川の現河道があり調査不可

能であった。カマド付近と南東部のみの調査にとど

まったので、隅丸方形と推定されるが断定できない。

重複 61号住居に後出する。

主軸方位 N-97ー -E 

埋没土 上層は多量の軽石と焼土粒・炭化物粒を含



2 カマド付設住居

61号住居
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61号住居 1 層

2 層

62号住居 1 層

2 層

白色軽石・黄色土粒・焼土粒を含む黒褐色土。

掘り方床面下

多最の白色軽石と焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色土。

焼土粒と少量の白色軽石を含む茶褐色土。

3 層 焼土粒と炭化物を含む黒褐色土：

白色軽石・黄色土粒・焼土粒を含む黒褐色土。

砂壌土（黄色）

白色軽石を多量に含む茶褐色砂質土。
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第 8 章住居の調査

む灰褐色土で、下層は焼土粒・軽石を含む茶褐色土

で埋没している。

床面 掘り方充填土で床面がつくられているが、顕

著な硬化面はない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方南壁付近は10~18cm、北部で 3 ~4 cm ほど

床面から掘り下げている。中央部は掘り残された形

となっている。南部は軽石・黄色土粒・炭化物を含

む黒褐色土で、北部は黄色の砂壌土で充填されてい

る。

遺物出土状態 カマド周辺に集中して遺物が出土し

ている。特にカマド前面には角閃石安山岩の礫が 8

個集中して出土したが、使用痕・整形痕等が残るも

~I りつ
KPB KPB' 

4 7 S 

L=95.90m 

こここ
ぶ弓f"•• 1040 
ぶ＇企；ば壼~'.~し｝も~よ，•：書屯

：忍忍．炉？—i：•3 

｀ニゾ。

のではなかった。

カマド

位置東壁中央やや南寄り

規模全長0.9m 屋外長0.4m

最大幅0.6m 焚き口幅0.5m

遺存状態 カマド前に礫が多く出土している。これ

らは石器ではないが、熱を受けたものもみられ、カ

マド構築材が崩落した可能性がある。

遺物出土状態 燃焼部で灰面からやや浮いた状態

で、土師器杯形土器（1039 • 1040) が出土している。

調査所見 カマド付近と南東隅のみ、調査可能で

あった。西側のほとんどは染谷川現河道で削平され

ている。南壁は60号住居の南壁に沿う新しい溝に

よって破壊されている。 （小島）

<
dx 

゜ 1 : 30 lm 

1039 

1 層 細白色軽石・焼土粒・黄色土粒を混じる茶褐色土。

2 層 黒褐色粘質土挟雑物を含まない。袖か？

3 層 少量の白色軽石と炭化物粒を含む黒褐色土。

4 層 灰褐色粘土ブロソク

5 層 炭化物・焼土の粒子を多く含む褐色土。

6 層 白色軽石・焼土粒を含む黒褐色土。

7 層石？

8 層 焼土粒・炭化物粒を多醤に含む茶褐色土。

9 層 炭化物粒・少量の焼土粒を含む黄褐色土。

10層 黄色砂壌土プロック

11層 黄色砂壌土粒を含む黒色土。

12層 炭化物粒を含む黒褐色土。

13層 黄褐色砂壌土

1 : 4 20cm 

図238 62号住居カマドと出士遺物
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2 カマド付設住居

65号住居図239-240 、 PL62·146、表P.49

位置 0 • P-48グリッド

規模縦3.35m 横3.20m 深0.10m

形状 隅丸方形と推定されるが、南東隅は68号溝に

よって壊されており、形状は不明である。

重複 61号 •68号 •69号溝に先行する。

主軸方位 N-87ー -E 

埋没土 上層は軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む茶

褐色土で、下層は黄色砂壌土・黒色粘土のブロック

の混土で埋まっている。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

中央部は硬化している。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方なし

遺物出土状態 東壁付近や西北部の床面近くに遺物

が出土した。カマド右前には6.6cm ほど床面から浮

いた状態で、土師器杯形土器 (1053) が、左前から

土師器甕形土器（1054) が床面直上で出土している。

北西部では土師器杯形土器・甕形土器の破片が床面

直上で出土している。

カマド

位置東壁南寄り

規模全長0.6+ am 屋外長0.52+ am 

最大幅0.40+ am 焚き口幅0.32m

遺存状態 わずかに燃焼部の灰面が残存していた。

燃焼部の側面の壁もあまり焼けていない。

遺物出土状態 燃焼部の右脇で土師器杯形土器が床

面直上で出土している。

調査所見 住居中央部を後出する 61号溝が貰き、南

東隅を68号・ 69号溝が壊しており、特にカマド周辺

に不明な部分が多い。柱穴は床面を精査したが検出

できなかった。 （小島）

65号住居 1 層 細白色軽石・炭化物粒・黄色土粒を含む茶褐色土。
2 層 黄色砂壌土・黒色粘土プロックの混土。

3 層 炭化物を多量に含み、焼土粒を混じる黒褐色土。
4 層 焼土粒・炭化物粒を少絋混じる灰色粘質土。

8
tl芋

ヽ

SPA 

65号住居 I 68号溝 I 69号溝
四 3 4 l|  b ISPBI 

·贔疇雪
61号溝 1 層

2 層

3 層

4 層

5 層

6 層

68号溝 1 層

2 層

69号溝 a 層

b 層

c 層

図239 65号住居

こ三之3

こ056

61号：鼻贋 3 ]I S主ざ

疇
細白色軽石・炭化物粒・焼土粒を含む茶褐色土。

白色軽石・炭化物粒を含む黒褐色土。

白色軽石・少鉱の炭化物粒を含む灰色粘質土。

少量の白色軽石と焼土粒を含む黒褐色粘質土。

少誠の白色軽石と焼土粒を含む黒灰色粘質土。

直径 1 ~2 cm の黒褐色粘土小プロソク・白色軽石を含む茶

褐色土。

7 層 直径 3~5 cmの黒褐色粘土プロックと直径 1 ~2 cm の黄色

土小プロックを多益に混じる茶褐色土。

白色軽石を多絋に含み、少最の焼土粒・黄色土粒を混じる

黒褐色土。

白色軽石・黄色土粒を含む灰褐色土。

細白色軽石を多最に含み、黄色土粒を多く含む黄褐色土。

a 層に黒色土粒を混じる。

白色軽石・黄色土粒を混じる黒褐色土。

0 1 : 60 2m 

＼こ。154

ミ5
1 : 4 20cm 

図240 65号住居出土遺物
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第 8 章住居の調査

67号住居図241 • 242 、 PL146、表P.49

位置 0 • P-46グリッド

規模縦3.6m 横2.15+ am 深0.15m

形状 西部の平面形は確認面が現河道に向かって下

がっているので、削平されて不明である。隅丸方形

と推定されるが、全体像は不明である。

重複 42号土坑 •61号・ 70号・ 71号溝に先行する。

主軸方位 N-5ｰ-W 

埋没土 上層は軽石・焼土粒を含む黒褐色土で埋

まっている。下層は炭化物粒を含む黄褐色土砂壌土

で埋まっている。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方なし

遺物出土状態 床面近くの遺物はほとんどない。東

壁付近に土師器杯形土器 (1060) が、床面から 7 cm 

ほど浮いて出土している。

カマド

位置北壁中央やや東寄り

規模全長0.5m 屋外長0.45m

最大幅0.45m 焚き口幅不明

遺存状態 カマド前面は70号溝によって破壊されて

おり、焚き口部や袖の状況は明確でない。

遺物出土状態 遺物は出土しなかった。

調査所見 61号・ 70号・ 71号溝、 42号土坑に寸断さ

れ、北壁のカマド東側や東南部の壁を検出できたに

とどまった。 42号土坑の西側まで床面は続いていく

と推定されるが、やや確認面が下がっているので、

床面はすでに削平されたと考えられる。 （小島）

42号土坑
I 

SPAI 

よ-47

j
 

61号溝
167号 lSPA'
住居--

SPB 67号住居1171号匹 1 4 70号溝 L=19贔心り
- 2 l -

L=95.70m 。
1 : 60 2m 

言。
゜ 1 : 4 20cm 

図241 67号住居出土遺物

67号住居 1 層 白色軽石・焼土粒を含む黒褐色土。

2 層 炭化物粒を含む黄褐色砂壌土。

61号溝 1 層 白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む茶褐色粘質土。

2 層 焼土粒を含む炭化物層。

3 層 少量の白色軽石・焼土粒を含む灰褐色砂質土。

4 層 細白色軽石・黄色土粒・炭化物粒を含む灰褐色土。

5 層 直径 1 ~2 cmの黒色粘土小プロック・黄色土粒を含む灰色
シルト質土。

6 層 黄色砂壌土粒・直径 2 ~3 cmの小プロックを多量に含む灰

色土。

42号土坑 1 層 細白色軽石を多量に含む茶褐色砂質土。

70号溝 1 層 直径0.5~1 cm黄色砂壌土小プロック・白色軽石・直径0.5

~1 cm の黒色粘土粒を混じる黒褐色粘質土。

2 層 少量の黒色土粒・直径 1 ~2 cmの黄色土小プロックと白色
軽石を含むやや粘質の茶褐色土。

3 層 灰色粘質土。 4 層 細白色軽石を多最に含む粘質茶褐色土。

5 層 白色軽石と黄色土粒を含む灰褐色粘質土。

6 層 直径 2 ~3 cm の黒色粘土小プロックを含む 5 層。

71号溝 1 層 白色軽石・黄色土粒•黒色土粒を含む茶褐色土。

2 層 白色軽石・黄色土粒を含む灰褐色砂壌土。

3 層 白色軽石・直径 3~4 cmの黄色砂壌土プロック・砂利•砂
を混じる灰褐色砂壌土。

図242 67号住居
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2 カマド付設住居

78号住居図243~245 、 PL63·146、表P.49·50

位置 2 B-62 • 63 グリッド

規模縦0.6+ am 横4.lm 深0.17m

形状 隅丸方形と推定されるが、重複遺構によって

全体像は不明である。

土中からは須恵器杯形土器（1109) 、椀形土器 (1111)

羽釜（1113) が出土している。カマド左脇東壁際で

須恵器小形壺形土器が床面から 7 cm ほど浮いて出土

した。

重複 53号・ 65号・ 73号溝に先行する。

主軸方位 N-115ー -E 

埋没土 上層は多量の焼土ブロック・焼土粒・炭化

物粒を含む暗褐色土で、下層は灰白色（地山）ブロッ

ク・焼土粒を含む暗褐色土で埋まっている。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴南隅で、長径0.68m 、短径0.6m 、深さ 0.23m

の不整楕円形を呈する貯蔵穴を検出した。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 南半部は床面から 15cm ほど掘り凹められて

いた。

カマド 東壁にカマドを 2 基検出。

カマド 1

位置東壁中央やや北寄り

規模全長0.5m 屋外長0.3m

最大幅0.5m 焚き口幅0.33m

遺存状態 比較的良好に残っている。

遺物出土状態 須恵器の破片が出土。

カマド 2

位置東壁中央

規模全長0. 7m 屋外長0.37m

最大幅0.55+ am 焚き口幅0 .40+ am 

遺存状態 53号溝によって削平されている。

遺物出土状態 土器片や石が出土している。

遺物出土状態 カマド周辺および貯蔵穴内に遺物が

出土した。カマド前ではほぽ床面近くで敲石（ S

435) 、磨石 (S 434) が出土している。貯蔵穴埋没

調査所見 西部を73号溝と善勝寺堀、南部を53号溝

で削平されており、東壁のカマド周辺のみしか検出

/ 

SPA 

SPA 
I 

できなかった。 （小島）

53号住居

11 
I 

ク

73号溝 S434 :,:: 1109 SPA' 

78号住居

翠恐
I 53号住居

l 

I 65号溝 I 53号溝 I SPA' 

笏
L=94.90m 

1 層 暗褐色土 極めて多絋の焼土プロック及び同粒子を含む。炭化物も多く含まれる。

2 層 暗褐色土灰白色土（地山）プロック及び同粒子を多く含む。

3 層 暗褐色土 炭を多く含む。灰白色士（地山）粒子を少量含む。しまりは良い。

4 層 暗褐色土・灰白色土・黄褐色土の混土。しまりは弱い。

5 層 暗褐色土 FA 粒子・炭化物・灰褐色土粒子を含む。しまりは良い。

地山 1 層 灰白色粘性土（シルト質） 若干、黄色みを帯びる。ラミナが認められる。

2 層 灰褐色粘性土 1 層よりも砂質の部分が多い。ラミナがある。

2 層 2 層とほぽ同じであるが、 2 層よりもやや乱れがある。黒色土粒子・灰白色土粒子が若干混じる。

3 層 黄褐色砂質土 (Hr-FA) 粘性をもつ部分も認められる。

4 層黒色土 粘性土（粘土に近い）。単一的。

図243 78号住居 ゜
1 : 60 4m 
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カマド1 カマド2
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4 層 暗褐色土 多くの灰白色土（地山）プロックを含む。炭はほ
とんど含まれない。

暗褐色土 3 層よりも、若干少なく炭を含む。灰白色土（地山）粒子を少量含む。
灰褐色土 灰白色土（地山）粒子を多量に、直径 1 mm以下の炭化物を少絋含む。
明褐色土 灰白色土（地山）プロックを極めて多羹に含む。

8 層 褐色土 茶褐色土（地山）粒子を少量含む。しまりは悪く、粘性もない。攪乱？
9 層 灰褐色土 灰白色土（地山）プロックの溶混を含む。炭・白色軽石を少鼠含む。
10層 灰白色地山プロック・黄褐色地山プロック・灰褐色土の混合土。炭化物粒子を少量

含む。

図244 78号住居カマド

賃／
1110 

/―-ー/ ｰ 
□ ＼□ ミ

1109 

こ
1108 

墨 I ----
1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層黒褐色土

焼土プロソク及び同粒子を極めて多量に含む。

炭を多量に含む。白色軽石を少量含む。
炭化物・白色軽石を少量を含む。

多くの炭を含む。灰白色土（地山）プロックを含
む。焼土粒子を少益含む。

゜
1 : 30 lm 

゜ 1 : 4 20cm 

S435 

S434 

図245 78号住居出土遺物
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79号住居図246· 247 、 PL63·64·146·147、表P.50

位置 2 C-64グリッド

規模縦0.6+ am 横3.05+ am 深0.17m

形状不定形

重複 73号・ 74号溝に先行する。

主軸方位 N-ll3ー -E 

埋没土 焼土や炭化物粒を含む暗褐色土で埋没して

いる。

床面貼床が施されている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 住居の全体を調査していないので、全体の

傾向が把握できない。土層断面の観察によれば、カ

マド左脇には褐色土ブロックを含む黄褐色砂壌土層

があり、掘り方が掘られていたとみられる。

遺物出土状態 南側のカマドを中心に遺物が出土し

ている。

カマド 東壁に 2 基のカマドが検出された。埋没土

層の観察では両者の新旧関係は明確でなく、同時に

2 カマド付設住居

使われていた可能性もある。

カマド 1 位置東壁南寄り

規模全長0. 7m 屋外長0.45m

最大幅0.9m 焚き口幅0.8m

カマド 2 位置東壁北寄り

規模全長0.6m 屋外長0.55m

最大幅0.6m 焚き口幅0.48m

遺存状態 両カマドとも燃焼部内には炭化物を主体

とする層が 3 ~5 cm ほど残っている。

遺物出土状態 カマド内からは須恵器杯形土器

(1114) 、羽釜 (1115~1118) が出土したが、ほと

んど破片である。また、南側のカマド内には砂岩の

礫が多数出土している。カマドの構築材の可能性が

あり、支脚として燃焼面に埋め込まれたものもある。

調査所見 73号・ 74号溝に破壊され、東壁のカマド

周辺のみしか検出されていない。狭い範囲の調査で

あったので、平面的に本住居を確認できず、溝の法

面の土層観察によって住居の範囲を確認し、平面的

に掘り下げた。 （小島）
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1 層 焼土・炭化物を含む暗褐色土。

2 層 炭化物を含む暗褐色土。

3 層 炭化物を主とする黒褐色土。

4 層 Hr-FA プロックを含む褐色土。わずかに炭化物も含む。

5 層 炭化物を含む黄褐色土。

6 層 FA 期の洪水堆積物を主とするが、褐色土プロックを含む。

7 層 FA 期の洪水堆積物を主に、褐色土ブロックを含む砂質土。

8 層 灰白色土（地山）プロック・若干の暗褐色土層が混じる。

9 層 灰白色土（地山）プロックを若干含む暗褐色土。

10層 暗褐色土 l 層よりも暗い。焼土粒子を少量含む。 1 層よりもやや粘性が弱い。

図246 79号住居カマド
゜

1 : 30 lm 
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こ：三］

゜

I I ¥ I 

1 : 4 20cm 1115 

図247 79号住居出土遺物 1117 

80号住居図248· 249 、 PL64 • 146表P.50

位置 L • M-43 • 44 グリッド

規模縦2.9m 横2.68+ am 深0.12m

形状 隅丸方形と推定されるが、東壁が78号溝に壊

されているため確認できず、全体像は不明である。

重複 78号溝に先行し、 86号住居． 80号溝に後出。

主軸方位 N-100ー -E 

埋没土 上層は榛名山起源の軽石と黄灰白色砂質土

のブロックを含む明黄白褐色砂質土で、床面直上は

榛名山起源の軽石を少量含む暗褐色土である。

床面掘り方を、軽石・黄灰白色砂質土ブロック・

灰褐色土ブロックを含むやや黄色みを帯びた暗褐色

粘土で埋めて貼床がつくられている。カマド前や西

半部には硬化面があった。

貯蔵穴南東隅に長径0.4m 、短径0.37m、深さ

O.llm の楕円形の貯蔵穴が検出されている。

周溝検出されなかった。

柱穴 床面の中央やや東寄りに小ピットが検出され

たが、柱穴かどうかは判然としない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 23 m O. 16 m O. 09 m 

P 2 0. 20 m O. 16 m O. 26 m 

掘り方 床面から下へ 1 ~6 cm ほど掘り込まれてい

る。底面はほぽ平らであるが、北西隅には掘り残さ

226 

れた部分があり、カマド前には長径l. 5X 短径1. 15m

深さ 0.01~0.07m の不定形の凹地がある。

遺物出土状態 カマドや住居の埋没土中から遺物が

出土しているが、あまり多くはない。カマド埋没土

中から須恵器甕形土器（1121) 、土師器杯形土器

(1119) が出土している。また1122の埴輪が埋没土

中から出土した。

カマド

位置東壁中央

規模全長1. 21 m 屋外長0.54m

最大幅0.55m 焚き口幅0.58m

遺存状態 袖や袖の残存と思われる部分は遺存して

いない。焼土の崩落は目立たず、しっかり焼けたカ

マドではないと思われる。掘り方内には直径0.4m

ほどの範囲で 2 ~5 cm ほどの凹みが掘られている。

掘り方を軽石・炭化物・少量の焼土を含む灰褐色土

で埋めて燃焼面をつくっている。支脚等の付設され

た痕跡はない。カマド堀り方焚口の前面では0.2X

0.19m の円形の浅いピットがある。

遺物出土状態 燃焼部で灰面より 13cm浮いて須恵器

甕形土器の破片が出土している。

調査所見 埋没土内からの出土遺物が多く、直接遺

構に関係するものは1121がカマド内からの出土であ

る。 （小島）
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80号住居

1 層 明黄白褐色土

2 層

3 層

3 層

4 層

78号溝

1 層暗褐色土

2 層

3 層

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗青灰色砂質土

80号溝

I 層明赤褐土

榛名山起源の軽石をやや多く含む。

黄灰白色砂質土（地山）プロックを多

く含む。 I 層よりも色調は明るい。

砂質。

榛名山起源の軽石を少量含む。しま

りは 1 層よりも良い。

しまりが悪く、パサパサする。榛名

山起源の軽石を少最含む。

3 層よりもやや明るい。

やや黄色みを帯びる。榛名山起源の

軽石を少最含む。黄灰白色砂質土

（地山）プロックを少量含む。灰褐色

土プロックをやや多く含む。わずか

に粘性がある。

直径 1 mm前後の榛名山起源の軽石を

多く含む。直径 1~3 mmの黄褐色土

（地山）粒子を少塁含む。 1 層よりも

やや暗い。

青灰色土プロックを多く含む。榛名

山起派の軽石を極少量含む。 1 層よ

りもやや明るい。

黄褐色土粒子を少贔含む。しまりは

悪い。

EPA 

榛名山起漉の軽石粒子を多く含む。

黄灰白色砂質土（地山）プロックを多

く含む。やや砂質。パサつく。 1 層

よりも色調は暗い。
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褐色土

褐色土

明褐色土

灰褐色土

1 層 暗褐色土 炭・灰を多贔に含む。焼土粒子を少最含む。しまりは良い。

冒：::::: ::：悶：雷。い。し：；贔。
L=95.70m 4 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石を少量含む。ポロボロで、しまりは悪い。攪乱。

やや黄色みを帯びる。黄灰白色土（地山）プロックを多く含む。直径 1 mmほどの炭化物粒子をわずかに含む。

5 層よりも暗い。直径 2~3 mmの黒褐色土粒子を多く含む。黄灰白色土（地山）プロックと榛名山起源の軽石を少鉱含む。

灰白色砂質土（地山）・黄灰白色土（地山）プロックを多く含む。榛名山起源の軽石の円礫を少最含む。しまりは良い。

軽石・炭化物粒．灰・少量の焼土粒を含む。

図248 80号住居
゜ 1 : 30 lm 
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図249 80号住居出土遺物 EPA 

86号住居

位置

規模

形状

回250· 251 、 PL147、表P.50·51

L • M-43 • 44 グリッド

縦2.0+ am 横3.2+ am 深0.lm

方形と推定されるが、北壁の一部しか確認さ

れなかったため全体像は不明である。

重複 80号住居． 78号・ 86号溝に先行し82号溝に後

出する。

主軸方位

埋没土

む暗褐色土で埋まっている。

床面 掘り込んだ地山を床面としている。

貯蔵穴

た。

周溝

柱穴

N-100ー -W 

灰褐色土ブロックや榛名山起源の軽石を含

調査できた範囲の中では検出されなかっ

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では 2 つのピットが検出
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図250 86号住居
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2 カマド付設住居
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図251 86号住居出土遺物
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された。

柱穴No 長径 短径 深さ

P 1 0. 24 m O. 16 m O. 04 m 

P 2 0. 20 m O. 16 m O. 08 m 

備考

掘り方 明確な掘り方は確認できなかった。

遺物出土状態 中央部で埴輪片が多く出土した。ま

た南東部の床面直上で土師器甕形土器 (1133) が出

土した。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

謂査所見 発掘区内ではカマドが検出されていない

が、 1133の周辺の床面上には灰が広がっており、東

壁にカマドが作られていることが推定される。

82号住居図252· 254 、 PL65· 147、表P.51

位置 L-44 グリッド

（小島）

規模縦1. 65+ am 横2.20+ am 深0.2m

形状 隅丸方形と考えられるが、東側は発掘区域外

であったので全体像は不明である。

重複 81号住居 •78号溝に先行する。

主軸方位 N-4 ー-E 

埋没土 黄褐色土粒・炭化物粒を含む暗褐色土で埋

没していた。

床面 貼床が施されている。床面は平坦である。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

掘り方 床面より 10~18cm ほど掘り下げられた部分

がある。黄褐色土ブロックを少量含む青灰褐色土で

埋まっている。底面は凹凸が著しい。 81号住居と接

する地点には長径0.53m 、短径0.35m 、深さ 0.04m

の楕円形の床下土坑が掘られている。

遺物出土状態 遺物の出土量は少ない。床面では南

東部で土師器杯形土器（1130) が出土している。掘

り方では北西壁際底面直上で須恵器杯形土器（1129)

が出土している。

カマド 調査できた範囲の中では検出されなかっ
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た。

調査所見 部分的な調査であったので、住居の全体

については不明な点が多い。調査は後出する 81号住

居と一緒に進めた。 81号住居の南壁際には床面下に

掘り込みがあり、その西側は本住居の西壁に一致し

ている。したがってこの落ち込みは81号住居の掘り

方である可能性もある。 （小島）

81 号住居図252· 253 、 PL64·65· 147表P.51

位置 L • M-44 • 45 グリッド

規模縦2.88m 横3.60+ am 深さ 0.18m

形状 東壁沿いは発掘区域外であるので調査できな

かった。隅丸方形と推定されるが、全体像は不明で

ある。

重複 82号住居に後出する。

主軸方位 N-180ー -E 

埋没土 榛名山起源の軽石を含むしまりの良い暗褐

色土で埋まっている。一部南東部には暗青灰褐色土

が床面を覆っている。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかった

が、カマドの右脇に小ピットが検出されている。

周溝検出されなかった。

柱穴 カマドの右脇に小ピットが 2 本検出されてい

るが、柱穴とは考えられない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.35m 0.30m 0.06m 

P 2 0. 5 m O. 23 + a m O. 04 m 

掘り方なし

遺物出土状態 床面上ではカマド前床面直上で円筒

埴輪の体部破片が出土したが、多くの遺物が住居中

央部で出土した。図示した須恵器甕形土器 (1127) 、

円筒埴輪（1125 • 1126) は床面直上の出土である。

南壁際の凹地には円筒埴輪の体部破片や土師器杯形

土器が底面直上で出土した。

カマド

位置南壁中央

規模全長0.67m 屋外長0.lm
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カマド付設住居

最大幅0.76m 焚き口幅0.40m 調査所見 本住居の南壁沿いには楕円形の 2 つの皿

遺存状態 袖は左右とも高さ 3 cm ほどの基部が残存

していた。右袖は屋内に56cm張り出している。左袖

は発掘区外のため不明である。

状の落ち込みがある。 ひとつは長径0.88m 、短径

0.57m 、深さ 0.05m 、もうひとつは長径0.5+ am 、

短径0.7m 、深さ 0.05m であったが、 これらは床面

遺物出土状態 カマド内の前面には円筒埴輪の体部

破片が出土しているが、燃焼部での遺物の出土はな

かった。

下層の掘り込みに影響されて沈んだものと考えられ

る。 この掘り込みは先行する 81号住居の掘り方であ

涎
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（小島）
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即
1
}店
2
:8

81号住居 1 層

81 号住居

2 層

3 層

4 層

4'層

I 層

II 層

=--
叙 図252 81 号・ 82号住居

II'層

82号住居 1 層

2 層

゜

暗褐色土

暗青灰褐色土

青灰褐色土

青灰褐色土

青灰褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

青灰褐色土

11 層よりも黄褐色土（地山）を少なく含む。

榛名山起源の軽石の量はほとんど変わらな

い。しまりは良い。

榛名山起源の軽石を少量含む。しまりは良

く、粘性がある。

粘性は 2 層よりも強く、しまりも強い。

多くの黄褐色土（地山）プロック及び同粒子

を含むため、やや黄色みを帯びる。榛名山

起源の軽石を少量含む。しまりは最も強い。

4 層よりも、黄褐色土（地山）プロック及び

同粒子の量は少ない。しまりは強い。

しまりは悪く、ボソボソする。（現耕作土）

榛名山起源の軽石を多く含む。黄褐色土

（地山）粒子・プロソクを含み、全体にやや

黄色みを帯びる。しまりは良い。

11 層に近いが、 11 層ほど黄色みは弱い。し

まりは良い。

全体にやや青灰色を帯びる。黄褐色土粒子·

を少最含む。炭化物粒子を微最含む。

黄褐色土粒子及び同プロックを少量含む。

1 : 60 4m 
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89号住居

位置

規模

形状

こ7i.130
1:4 20cm 

図254 82号住居出土遺物

図255· 256 、 PL65、表P.51

M-46グリッド

縦3.27+ am  横1. 8+ am  深0.12m

住居の大半は発掘区域外で、西壁は79号溝に

゜ 1 : 30 lm 

壊されており、北壁の一部しか確認できなかったの

で、全体形状は不明である。

/
l
|
¥
¥
¥
¥
 

/ 1127 

重複

床面

周溝

柱穴

70号・ 79号溝に先行する。

北壁方位

埋没土

埋まっていた。

掘り方が、多量の黄褐色土・榛名山起源の軽

石を含む暗青灰褐色土で埋められ、床面がつくられ

ていた。

貯蔵穴

た。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方

N-89ー -E 

黄褐色土粒・ブロックを含む青灰褐色土で

調査できた範囲の中では検出されなかっ

調査できた範囲の内、北半分を中心に、床

面より 3 cm ほど掘り下げられている。

遺物出土状態 床面での遺物の出土はなく、埋没土

6
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中から数十片の土器片が出土した。図示した遺物は

埋没土中から出土したものである。

カマド

た。

調査できた範囲の中では検出されなかっ

調査所見 調査できたのは住居の一部分であり、全

体像は不明である。 （小島）

ロロニ：ク／
1138 

▽□□了
ヽ l グ

1139 

゜ 1 : 4 20cm 
゜ 1 : 4 20cm 

図253 81 号住居カマドと出土遺物 図255 89号住居出土遺物
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2 カマド付設住居
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89号住居 1 層

2 層

3 層

表土 I 層

11 層

70号溝 1 層

I} 
塁

暗青灰褐色土 黄褐色土粒子・榛名山起源の軽石を少最含む。粘性があり、しまりは良い。

青灰褐色土 黄褐色土ブロックを多く含む。榛名山起源の軽石を少量含む。しまりは良い。

暗青灰褐色土 多量の黄褐色土を含む (2 層よりもやや量は多い）。榛名山起漉の軽石を少量含む。しまりは非常に良い。

暗褐色土（現耕作土）しまりは悪く、ポソポソする。構成粒子は粗い。

褐色土 青灰色土及び黄褐色土を少量含む。しまりは良い。わずかに黄色みを帯びる。

暗褐色土 11 層よりもわずかに黒い。 11 層よりも榛名山起源の軽石をやや多く含こむ。直径 5 mm以下の黄白色粗粒子をわ

ずかに含む。しまりは非常に良い。

2 層 暗青灰褐色土 黄褐色粒子を少最含む。炭化物粒子微量。わずかに砂質。 79号溝ア層 2 層よりもやや明るい。褐色土。

青灰色土の溶混を多く含む。黄褐色粗粒子をわずかに含む。

黄灰白色土（地山）プロックを多量に含む。イ層 明褐色土

図256 89号住居

108号住居図257

位置 T-57グリッド

規模縦1.7+ am 横l. l+am 深0.44m

形状 隅丸方形と推定される。

重複 58号土坑に先行する。

主軸方位 N-3 ー-E 

埋没土 暗褐色土層であり、榛名山起源の軽石や炭

化物粒、焼土粒を少量含む。他に灰白褐色土ブロッ

ク・暗青灰色砂質土ブロックを多量に含んでいる。

床面貼床が施されている。固くしまりがあり、わ

ずかに凹凸がある。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

゜
1 : 60 4m 

柱穴 検出されなかった。

掘り方床面下に約 5 cm掘り込まれている。灰白色

土ブロックを多量に含むしまりのある褐色土で埋

まっている。

遺物出土状態 遺物は出土していない。

カマド 検出されなかった。

調査所見 遺構の大部分は、東側の調査区外へ伸び

るため、遺構の性格は推定の域を出ない。このため

関連施設のカマド・柱穴・貯蔵穴等の存在や状態は

判明しない。 （相京）
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108号住居

1 層暗褐色土

2 層 暗褐色砂質土

3 層褐色土

4 層灰白褐色土

5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

10層褐色土

58号土坑

7 層明褐色土

48号溝

8 層 暗褐色砂質土

9 層暗褐色土
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現耕作土（畑土）。しまりが悪く、ボソボソする。

灰白褐色土ブロックを少量含む。

直径 1 cm ほどの灰白褐色土プロノクをやや多く、榛名山起i原の軽石を少量、焼土プロソク・炭化物粒子を微最含む。

やや砂質。

榛名山起源の軽石を少量含む。しまりが良く、粘性もある。 48号溝 4' 4 層に暗褐色土が混じる。

榛名山起源の軽石をやや多く、灰白褐色土プロソクを少量、暗青灰色砂質土プロックを多く含む。しまりは弱い。

5 層よりも明るい。榛名山起源の軽石の量が 5 層よりも少なく、炭化物粒子・焼土粒子をやや多く含む。

灰白褐色土プロソクを多く含む。 5 層よりもしまりは良い。色調も明るい。（掘り方）

灰白褐色土ブロック（やや黄色みを帯びる）をやや多く、炭化物粒子・榛名山起源の軽石を少贔含む。やや粘性がある。

榛名山起源の軽石の円礫（直径 l ~2 cm) を含む。しまりは弱い。

直径0.5~1 cm の灰白褐色土プロックを多く含む。しまりは弱い。

図257 108号住居

やな
ぢ

゜ 1 : 60 2m 

116号住居 因258· 259 、 PL66· 148、表P.52 柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。

位置

規模

形状

S-56グリッド

縦2.2+ am 横0.9+ am 深O.lm

隅丸方形と推定されるが、北西隅しか調査で

きなかったので、全体形状は不明である。

重複 南ピットに切られている。 このピットの規模

は長径0.5+amX短径0.9X 深さ0.16m 。

主軸方位

埋没土

N-20ー -E 

褐色系の土で埋没している。上層は黄白褐

色土のブロックを多く含み、焼土粒を微量含む。下

層では黄白色土ブロックがより多く含まれ、炭化物

粒を微量含む。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

中央付近がわずかに凹むが、全体としてはほぼ平坦

であり、わずかな凹凸がある。床面は硬化している。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方 なし

遺物出土状態 1215の土師器杯形土器が埋没土内か

ら出土している他に、 1216の羽釜形土器が出土。

カマド

た。

調査所見

調査できた範囲の中では検出されなかっ

る。調査区外に2/3以上が存在する可能性がある。

このため、

住居の東は調査区外であり、未調査であ

カマドや柱穴・貯蔵穴などの附属施設に

ついては不明な点が多い。 （相京）

□□□ 
—/-\ 

I I I I 1216 

゜ 1 : 4 20cm 

図258 116号住居出土遺物
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カマド付設住居
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`````````` 116号住居

1 層暗褐色土

2 層

3 層

4 層

暗褐色土

褐色土

ピット

4 層黒褐色土

118号住居

2 層暗褐色土

3 層褐色土

暗褐色土

ち
引ーミn
呂の涵

〖 1 塁ー
耕作土。榛名山起源の軽石を少最含む。しま

りは悪い。

1 層よりもやや明るく、青みを帯びる。黄白

褐色土プロソクをやや多く含む。焼土粒子を

微量含む。 1 層よりも粘性はあるが、 2 層よ

りも少ない。

黄白褐色土プロックを多鉱に含む。炭化物粒

子を微量含む。粘性がある。

黒色土粒子を極めて多戴に含む。

榛名山起源の軽石を多く含む。砂質。

黄白色土プロソクを少量、焼土粒子を微最含

む。

黄白色士プロックを多量に含み、暗青灰色土

プロックをやや多く含む。しまりは良く、粘

性がある。

118号住居

位置

規模

形状

重複

縦2.6m

隅丸方形と推定される。

49号溝に後出する。

主軸方位

榛名山起源の軽石を多贔に含む暗褐色土が

埋没土の大半を占める。床面に接して黄白色土ブ

埋没土

図259 ・ 260 、 PL66· 146 、表P.52

S • T-56 • 57 グリッド

N-10ー -E 

ロックを少量と、焼土粒を微量含む褐色土が流れ込

んだ様相を呈している。

床面 床面はほぽ平坦である。 49号溝の上層部分は

貼床状にして構築している。

貯蔵穴

た。

周溝

柱穴

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査できた範囲の中では検出されなかった。

掘り方

調査できた範囲の中では検出されなかっ

49号溝の上層にあたる住居中央から南側に

かけてわずかに貼床状の暗褐色土が認められる。黄

白色土のブロックを多贔に含み、暗青灰色土ブロッ

クをやや多く含む。

遺物出土状態

カマド

た。

調査所見

横1. 4+ am 深O.;!Om

しまりのよい粘性土である。

須恵器高台付椀形上器 (1219) が埋

没土中から出土している。

調査できた範囲の中では検出されなかっ

住居の東側は調査区外であり、未調査で

ある。また、本住居は49号溝の埋没土を切り込み構

築されている。床面下に49号溝の下部が残っている。

（相京）
゜

1 : 60 2m 

図259 116号・ 118号住居 133号住居 図261

¥` //  

1219 

位置

規模

形状

重複

V • W-54グリッド

計測不能

不明

52号溝に後出する。

主軸方位

カマド

N-124ー -E 

゜ 1 : 4 20cm 

図260 118号住居出土遺物

位置

規模

東壁の一部に位置するものと考えられる。

全長0. 75+ am  屋外長0. 75+ am  

235 



第 8 章住居の調査

`sも
X’ 

、
<
d
x

、
<
d
x

<
d
x
 

E
0
｣
'
S
6
1
1
T
 

52号溝
KPB KPB' 

“` 
゜

1 : 30 lm 

51 号溝 ゜
I : 60 2m 

図261 133号住居

最大幅0.63+ am 焚き口幅0.44+ am 

遺存状態 カマド煙道部分によって北東部に位置す

る不整円形のピット（長径 lm、短径0.85m 、深さ

O. lm) を切っている。

遺物出土状態 カマド内使用面直上に土師器甕形土

器の底部が 1 点出土した。

調査所見 本住居は、 V • W-54グリッドにおいて

カマドの一部（煙道部付近）が検出された。その他

は52号溝によって切られたと考えられ、形状その他

は不明である。また51号溝も 52号溝の西側に平行し

て存在することや、確認面の高さが西側に傾いて低

くなっているため、住居の残っていることは考えに

くく、削られた可能性が高い。 （相京）

141 号住居図262~264 、 PL66~68· 148、表P.52

位置 X-59グリッド

規模縦2.96m 横3.46m 深0.22m

形状隅丸方形

重複なし

主軸方位 N-95ー -E 

埋没土 床面直上の一部には暗灰色土層が堆積し、

炭化物を多量に含む。本住居の主たる埋没土は暗灰

褐色土層であり、黄白色土ブロックと粒を多量に含

236 

み、榛名山起源の軽石も含んでいる。上層には暗褐

色土が堆積している。多量の軽石を含む他、灰褐色

土ブロック・黄白褐色土を多めに含む。

床面 貼床が施されている。床面はしっかりしてい

て、ほぼ平坦である。

貯蔵穴 掘り方調査時に南西隅で、長径0.69m 、短

径0.61m 、深さ 0.17m の楕円形の貯蔵穴を検出した。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 床面下約10cm で掘り方面に達する。多少の

凹凸はあるもののほぽ平坦に掘られている。北壁ほ

ぽ中央には南北に長さ約 1 m 、幅約0.4m 、深さ

0.05m の溝状の落ち込みがある。掘り方を埋めてい

るのは少量の黄白色土ブロックと炭化物粒、多量の

軽石を含む。

遺物出土状態 床面からは南西壁下から 1293の須恵

器高台付椀形土器が出土している。他にカマド前面

付近で、床面から 1.5cm 浮いて 1291 の須恵器の杯形

土器、 9 cm浮いて1294の瓦破片が出土している。貯

蔵穴内からは敲石 (S 463) が出土している。掘り

方には須恵器杯形土器（1292) が出土している。

カマド

位置東壁南寄り



2 カマド付設住居
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多益の榛名山起源の軽石を含む。

灰褐色土プロック・黄白褐色土

粒子を多めに含む。 2 層に比べ

てやや砂質。

黄白褐色土プロック及び同粒子

を多量に含む。榛名山起源の軽

石を多めに含む。 1 層に比べて

やや粘性がある。

炭化物を多位に含む。しまりも

良い。 2 層よりも粘性が強い。

黄白褐色土プロック・炭化物粒

子を少益含む。榛名山起源の軽

石をやや多く含む。

5 層 灰褐色土 4 層よりもかなり明るい。灰白

色土粒子を多益に含む。

6 層 灰褐色土 5 層よりも明る＜、やや茶色み

を帯びる。

7 層 暗灰色土 4 層よりも黒みが強い。灰白色

土粒子を少最含む。

L=95.40m 
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図262 141 号住居

規模全長0.35m 屋外長0.25m

最大幅0.35m 焚き口幅0.20m

遺存状態 明瞭に袖をとらえることはできなかっ

fふ使用面は焼土化しており、その下層は約20~30cm

掘り込んで掘り方としている。掘り方面には 4 本の

小ピットが確認された。

柱穴No 長径 短径

屈 l 疇鵬慧星
皐」

<
d
3
 

3
 

6
 

4
 

SPA SPA' 

量
L=95.40m 

1 層暗灰色土 炭化物粒子を多く含

む。灰白色土プロッ

クを少抵含む。

2 層黒色炭化物・灰層暗灰色土プ

ロックを多く含む。炭・灰を多誠

に含む。

゜ 1 : 60 4m 

p 3 0. 25 m O. 17 m O. 06 m 

深さ 備考

p 1 

p 2 

0.20m O.llm 0.12m 

0.20m 0.14m O.Olm 

P 4 0.15m 0.15m 0.14m 

遺物出土状態 使用面から 16cm浮いて土器片が出土

している。

調査所見 本住居は比較的しつかりとした形状で検

出された。カマドは住居の東南の隅に位置し、貯蔵

穴は南西部において検出された。掘り方をしつかり

ともっており、周溝状のわずかな落ち込みが最終段

階でわずかに確認できた部分がある。 （相京）
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1 層 暗灰褐色土黄褐色土ブ

ロックを少量、榛名山起

源の軽石を極少贔含む。

3 層に比べて茶色みが強

cal  

口
＜
塁

<
d
x
 

<d

>

し ‘o

2 層 2 層よりも黄褐色土プロッ

クの含まれる最は少ない。

2 層 暗灰褐色土黄褐色土プロソク・榛名

山起源の軽石をやや多く、炭化物粒子

を少最含む。 3 層に比べて茶色みが強

し ‘o

KPB KPB' 3 層 暗灰褐色土

2)2疇：：ロロ
10層 暗灰黄褐色砂質土 黄褐色土粒子を少最含む。

11層 暗黄褐色土 暗褐色土を少量含む。炭化物粒子・焼土粒子を微最含む。しまりは良く、粘性がある。

12層暗褐色土 榛名山起源の軽石． As-8 を含む。砂質。しまりは悪い。（根の攪乱）

13層褐色土 やや黄色みを帯びる砂を多く含む。焼土プロックをやや多く含む。 14層 明褐色砂層 暗褐色土を少益含む。
15層褐色土 灰褐色土プロソク・灰粒子を多く、黄褐色土プロソク・焼土粒子を少量含む。

16層 明灰褐色土 黒赤褐色土プロック（焼けているが、焼土ほど赤くはない）を多く含む。しまりは弱い。
17層明灰色土 灰プロックを少蓋含む。粘性がある。 18層黒赤褐色土プロック

19層 暗灰褐色土 黄白褐色土粒子をやや多く、榛名山起源の軽石を多く含む。しまりは弱い。 20層 暗灰色土炭・灰の粒子を

多く含む。 21層 黒色灰層 炭を多最に含む。 22層 暗灰色土榛名山起源の軽石・炭化物粒子を少絋含む。

22層よりも明るい。灰白褐色土プロック及び同粒子をやや多く含む。

23層よりも暗く、 22層よりも明るい。灰の粒子・炭化物粒子を20層よりも少なく含む。

焼土を含む。しまりは悪い。

ー 2'

榛名山起派の軽石・炭化物粒子を少最含む。粘性がある。

灰褐色士・灰白色土プロソクを含む。 5 層 炭化物・灰を多く含む黒褐色土。

焼土プロック及び同粒子をやや多く含む。黄褐色土粒子・榛名山起源の軽石

を少最含む。砂質で、しまりは悪い。

7 層 暗灰褐色砂質土 榛名山起源の軽石をほとんど含まない。黄褐色土プロックを少量含む。しま

りは悪い。 8 層 暗褐色砂質土 焼土プロソクを多く含む。

灰色砂質土プロックを含む。焼土粒子・炭化物粒子を微量含む。粘性がある。

23層暗灰色土

24層暗灰色土

25層黒色灰層

図263 141 号住居カマド

゜
1 : 30 lm 
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図264 141 号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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142号住居図265·266 、 PL67·68· 148表P.52

位置 Y-58·59グリッド

規模縦2. 75+ am 横3.l+am 深0.12m

形状隅丸方形

重複 52号溝に先行する。

主軸方位 N-101ー -E 

埋没土 カマドの埋没土の状況の記録しかない。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

床面は平らであるが、わずかに北に傾斜する傾向が

ある。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方なし

遺物出土状態 カマド前の床面直上で1295の土師器

甕形土器が出土した。

カマド

位置東壁中央

規模全長0.68+ am 屋外長0.43m

2 カマド付設住居

最大幅0.90+ am 焚き口幅0.40+ am 

遺存状態 カマドの遺存状態はあまり良好ではな

い。袖等も未検出である。カマド右壁は平瓦によっ

て壁面の崩落を防ぐ構築を行っている。カマドの使

用面は焼土化し、深さ 12cm で掘り方底面に達する。

遺物出土状態使用面より 5.5cm浮いて 1296の瓦が

出土した。

調査所見 本住居の中央は南北に52号溝によって切

られている。西壁は72号土坑や南北に細い溝が走り、

これらによって切られている。本住居の調査は、現

農道の下層がほとんどである。農道以外は畑地とし

て長く使用されている。前年度調査で北壁周辺を調

査しているが、本住居を確認できなかった。周辺で

も同様な結果が出ており、農道下層の遺構の方が残

存が良かったことを裏付けている。したがって本住

居に関しては、カマド周辺部・西壁と両端の隅を検

出したにとどまった。北壁は畑等の耕作によって削

られ、南東隅は52号溝によって切られている。

（相京）

\ 
I I 1295 

0 1 : 4 10cm 

ロニロ／／
＼＿」

• 1296 

゜
1 : 3. 10cm 

図265 142号住居出土遺物
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/ 1 層 暗灰褐色土

゜
1 : 60 2m  

2 層暗褐色土

3 層暗灰色土

II 
....l 

/`— 冒
52号溝

引
P-.' g 
と

9 層暗灰色土

KPA' 

10層暗灰色土

KPA 
瓦

. 11層暗灰褐色土

12層暗黄褐色土
L=95.40m 

`
8
d
)I 

灰白色土プロック・黄白色土プロックを多晟、焼土プ

ロックをやや多く、炭化物片を少最含む。粘性がある。
炭片を極めて多鼠に含む。焼土粒子を少鍼含む。

灰白色土粒子を多く含む。焼土粒子・炭化物粒子を少

量含む。粘性がある。

4 層暗灰褐色土 炭化物粒子を

多量に含む。焼土粒子を少量含

む。 1 ~ 3 層に比べてやや黒み
が強い。

5 層 黄灰褐色粘性土榛名山起源軽

石を微量、炭化物粒子・焼土粒

kPA' 
子を少量含む。しまりは良い。

ヽ＝~-- 6 層灰色粘性土

7 層暗灰褐色土 炭化物粒子を

やや多く含む。しまりは弱い。

剖 8 層暗黄灰褐色土 灰白色土をわ
と ずかに含む。

灰白色土を多量に含む。炭化物を少最含む。白色軽石（榛名山起源の軽石）を
少量含む。焼土粒子をわずかに含む。

灰白色土を多量に含む。黄褐色土プロックを少量含む。白色軽石（榛名山起
源の軽石）をわずかに含む。

灰白色土を少最含む。黄褐色土プロックを多量に含む。白色軽石（榛名山起
源の軽石）をわずかに含む。

灰白色土・灰を少量含む。 13層 黄褐色土 灰白色土をわずかに含む。

図266 142号住居
゜ 1 : 30 lm 

144号住居図267~269 、 PL67·68表P.52·53

位置 Y-59グリッド

規模縦3.55m 横2.6+ am 深0.24m

形状 隅丸方形と推定される。

重複 52号溝に先行する。

主軸方位 N-91ー -E 

埋没土 埋没土の多くは暗灰褐色土層である。黒褐

色土・榛名山起源の火山灰や軽石を少量含んでお

り、しまり・粘性のある細かな土質である。上層は

240 

暗褐色土で、灰白色・黄褐色土プロックを少量、榛

名山起源の軽石を多量に含んでいる。

床面 据り込んだ地山をそのまま床面としている。

硬化した床面を把握できた地点は、住居の北西部で

ある。床面は比較的平坦ではあるが、中央部寄りで

凹凸部分がある。東壁沿いの南部分に楕円形の小

ピットがあるが、本住居に伴うものかははっきりし

ない。土層観察によるとカマド周辺の埋没土を切り

込んで据られている。



貯蔵穴北西隅に、長軸 1 m 、短軸0.85m 、深さ

0.14m の隅丸方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴底

面には直径15cm、深さ 18cmの小さなピットが 1 本あ

る。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

掘り方 カマド部分で一部ピット状の掘り方と考え

られる落ち込みを確認した。

遺物出土状態遺物は住居の西側から出土してい

る。土師器甕形土器 (1309) は北西隅の貯蔵穴東壁

に密着して、住居の床面より 4 cm下位から出土して

いる。 1310は須恵器高杯形土器脚部、 1311 は須恵器

甕形土器である。いずれも埋没土中から検出された

土器である。

カマド

位置東壁中央部

規模全長0.50m 屋外長0.40m

最大幅0.22m 焚き口幅0.16m

2 カマド付設住居

遺存状態 煙道部部分を除いて52号溝により切られ

ている。カマドの燃焼部の一部は52号溝の法面から

検出された。このため、袖や使用面の状態は不明瞭

な部分が多い。カマド前面には長径0.35m 、短径

0.25m 、深さ 0.15m の楕円形ピットがある。

遺物出土状態 カマド内からの出土遺物なし。

調査所見 本住居の調査は、農道部分を含んでおり、

調査年度を異にして調査を行った。このため住居の

南側にあたる現畑地部分は耕作によって削られ、住

居の平面形をとらえることができなかった。道路部

分下層の調査により検出できた住居の状況は前述し

たとおりである。また、住居のカマド付近は52号溝

の法面上端付近に位置し、カマドの使用面と掘り方

の一部を土層断面で見ることができる。 52号溝の両

側の住居床面にレベル差があることからもカマド焚

き口付近も 52号溝に切られ、未検出であることがわ

かる。 （相京）
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L=95.50m 
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3 層暗灰褐色土

4 層暗褐色土

5 層黒褐色土

6 層明褐色土

7 層褐色土
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プロックを少量
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図267 144号住居

(Hr-FA) プロックを少益含む。

黒褐色土プロック・榛名山起源の軽石を少嚢含む。黄褐色土 (Hr-FA) プ

ロックをわずかに含む。しまりは良く、きめ細かい。粘性がある。

2 • 3 層よりも暗い。黄白褐色土粒子・直径 1 ~3 mmの榛名山起源の軽

石を多く含む。焼土粒子を微鉱含む。

灰・炭化物を多く含む。榛名山起源の軽石を微伍含む。

灰褐色土プロックを多めに含む。榛名山起源の軽石を少羹含む。

黄白褐色土粒子及び同プロックを多益に含む。

0 1:60 4m 
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KPB KPB' 

1 層 暗褐色土 黄白褐色土粒子・榛名山起源の軽石を少最含む。

2 層 暗灰色土 多最の黄（白）褐色土プロノク及び同粒子を含む。直径 1 cm ほどの榛

L=95.30m 名山起i原の軽石をやや多く含む。炭化物粒子を少量含む。

2 層 2 層に近いが、 2 層よりも黄白褐色土ブロソク及び同粒子の含まれる量は少なく、やや暗い。

3 層黒褐色土 炭化物を多晟に含む。

4 層 暗灰褐色土 直径 3 mm前後の黄白色土粒子をやや多く含む。炭化物粒子・榛名山起源の軽石を少鼠含む。

5 層 暗褐色土 榛名山起源の軽石を少最含む。

6 層 暗褐色土 黄白色土プロック及び同粒子を多く含む。榛名山起源の軽石・炭化物片を少最含む。

7 層 黒褐色土 灰を多く含む。焼土粒子をやや多く含む。

図268 144号住居カマド
゜ 1 : 30 lm 
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1 : 4 20cm 

図269 144号住居出土遺物
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カマド付設住居

(3) 下り柳地区の住居

1 号住居

位置

規模

形状

重複

図270~272 、 PL68~70· 148、表P.53

K-28 • 29 グリッド

縦2.8m 横3.8m

隅丸長方形

27号溝に先行する。

深0.26m

床下土坑No

p 1 

P 2 

p 3 

p 4 

遺物出土状態

長軸

0.6+am 

0.85m 

0.15m 

0.32m 

短軸

不計測

0.75m 

0.1 m 

0.25m 

深さ

0.07m 

0.2 m 

0.05m 

0.1 m 

備考

遺物の出土量は少ないがカマドの前

主軸方位

埋没土

石・火山灰等を含む灰褐色土である。一時的・人為

的に埋められたものと考えられる。

床面 貼床が施されている。床面はほぽ平担で、部

分的に硬化した部分があった。

貯蔵穴

N-90ー -E 

黄白色粘質土ブロックや榛名山起源の軽

掘り方面の南東隅で検出された土坑は、床

面の写真を見ると、その部分がわずかに汚れた状況

が判断できるため、床面から掘り込まれている貯蔵

穴になる可能性がある。 この貯蔵穴の位置はカマド

の横にあたる。貯蔵穴は長軸1. 15m 、短軸0.95m 、

深さ 0.2m の隅丸方形を呈する。

面から比較的まとまって出土している。出土遺物は

杯形土器が多く、甕形土器の体部下半部が一点ある。

カマド

位置

規模

東壁中央よりやや南側

全長0. 7m 

最大幅0.8m

遺存状態

遺物出土状態

調査所見

屋外長0.3m

焚き口幅0.42m

焼けた砂岩などが，カマド前に出土し、袖

の形状なども崩れた状況を示している。また、 カマ

ドの前面には炭化物粒や焼土粒が分布する。

カマド内埋没土中から杯形土器の小

破片が出土している。

住居跡西壁外に南北に 3 本柱穴がある。

周溝

柱穴

検出されなかった。

検出されなかった。

掘り方 床面下10cm ほどのところに掘り方底面が確

本遺構との関係は不明瞭である。下り柳 2 号住居出

土の杯形土器の破片との接合関係がある。遺物の実

測図は 2 号住居跡の出土遺物として扱った。

（相京）

認された。掘り方底面には凹凸があり、床下土坑や

ピットが検出されている。床下土坑 2 はほぼ円形と

推定されるが、新しい溝によって2/3 ほど切られて

いるため全体は不明である。床下土坑 3 もほぽ円形

である。小形のピットも 2 本検出されている。

で言~58

こ352

こ351

~56 

~59 

□360 
ロニニ354

図270

9/ —•`\ 

饂｀
1 号住居出土遺物

゜ 1 : 4 20cm 
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1 号住居

1 層 灰褐色土 黒色粘性土プロック・黄白色～黄灰色粘性土プ

ロック・白色岩片粒子を多量に含む。 Hr-FA

プロックを少量含む。上半部の方が下半部に比

べて、黒色粘性土プロソクの含まれる最は多い。

一時期に人為的に埋められたものと思われる。

2 層 黄褐色土 黒色粘性土プロックを少最含む。黄褐色粘性土

を主体とする。

27号溝

3 層 暗褐色土 As-B を多鑓に含む（As-B 以後の遺構）

4 層 暗褐色土 As-B を多覇に含む（As-B 以後の溝）、暗褐色

粘質土プロックを少盤含む。

SPA _ SPA' 
- P3 

” 
SPA 

Pl 
SPA' 

L=98.10m 

` 1 号住居内土坑

1 層黄褐色土 黄褐色粘性土を主体とする。

2 層 暗黄褐色土 黄褐色粘性土プロックをわずかに含む。暗褐

色土を主体とする。

一 f-29 1 号住居内貯蔵穴

1 層 暗褐色土 黄褐色粘性土プロックをわずかに含む。

2 層 暗褐色土暗褐色粘性土を主体とする。

゜

I : 60 4m 

図271 1 号住居
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2 カマド付設住居
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1 層 暗青灰褐色土 黄白色粘性土プロノ、ク・焼土粒子・炭化物粒を多く含む。粘性が強い。しまりは

良い。

2 層 暗青灰色土 焼土粒子・プロックを多く含む。しまりは弱い。

3 層 黒灰色灰層 焼土粒子及び同プロノクを含む。

4 層 暗青灰色土 As-C • Hr-FA プロックを含む。やや砂質。 2 層に類似する。

5 層 黒褐色粘性土と黄白色粘性土の混合土。焼土粒子・炭化物粒子を少塁含む。

6 層 黄灰色砂質土

図272 1 号住居カマド
゜ 1 : 30 1 m 

2 号住居図273·274 、 PL70· 148、表P.53

位謳 K • L -25 • 26 グリッド

規模縦2. 7+ am 横3.95m 深0.25m

形状隅丸方形

重複 現水路によって西壁部分が切られている。

主軸方位 N-87ー -E 

埋没土少量の浅間 C 軽石と多量の灰白色粘土ブ

ロックを含む。一時点で埋めたものと考えられる。

床面 貼床が施されている。床面はわずかに北に傾

斜している。住居中央部分が周辺部に比して硬化し

ている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 掘り方底面で小ピットを検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.3 m 0.3 m 0.23m 

p 2 0.10m 0.1 m 0.07m 

p 3 0.35m 0.22m 0.35m 

p 4 0.20m 0.15m 0.06m 

p 5 0.12m 0.09m 0.06m 

掘り方床面下約0.2m掘り下げた堀り方底面に達

する。掘り方の充填土は黄褐色粘質土で、暗褐色土

ブロックが混入している。底面では小ピットが 5 本

検出された。

遺物出土状態 床面下から 9 点の破片が出土した。

復元できたものは 1 号住居の遺物と接合できたもの

を合わせて 2 点の杯形土器であった。

カマド

位置 東壁中央やや南側

規模全長0.9m 屋外長0.6m

最大幅1. 03m 焚き口幅0.6m

遺存状態 カマドは崩れていたが、掘り方底面に薄

く焼土粒を含む黒色の灰層が残存していた。

遺物出土状態 右袖付近から土器の小破片が出土し

た。

調査所見 下り柳 1 号住居出土の杯形土器と接合関

係がある。 （相京）
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1 層 黒褐色土 (As-C を含む黒色土下位の）黒色粘性土プロノ

クを多益に含む。

2 層 暗褐色土 灰白色粘土（地山）プロックを上位に多量に含む。

As-C を含む黒色土プロ・ノクを少最含む。（一

括投げ込みによる埋没土）

3 層 黄褐色土 黄褐色粘質土を主体とし、暗褐色土プロソクが

少量含まれる。

＠
四

®
四

゜
1 : 60 2m 

8
d
S
 

゜ 1 : 4 20cm 

こ53 可55

図273 2 号住居と出土遺物

246 



2 カマド付設住居
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L=98.00m 

1 層 暗黄白色土 酸化鉄を多紐に含む。粘性が強い。

2 層 黄白色粘性土プロソクと黒色粘性土プロックの混土層。黄白色粘性土プロックを多益、黒色粘性土プロックを少絨含む。

3 層 黄白色粘性土プロックと黒色粘性土プロックの混土層。黒色粘性土プロソクが極めて多最に含まれる。粘性は強く、しまりも良い。

4 層 灰褐色砂質土 黄褐色粘性土プロソク・黒色粘性土プロックを含む。 3 層よりも粘性はやや弱く、しまりも弱い。

5 層 灰褐色土 黄褐色粘性土プロソクを多く、黒色粘性土プロックを少量含む。

6 層黒色灰層 焼土粒子を含む。

゜ 1 : 30 lm 

図274 2 号住居カマド
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3. 炉付設住居

2 号住居図275· 276 、 PL70· 71 ・ 149、表P.54

位置 I • J -22 • 23 グリッド

規模縦5.lm 横5.2+ am 深0.04m

形状隅丸方形 主軸方位 N- 7ー -W 

重複 中央よりやや西を深さ 30cm の新しい落ち込み

に切られている。

埋没土 上層は榛名山起源の軽石を含む。下層にい

くにつれて浅間 C軽石が少なくなる。

床面 あまりはっきりしない床面の状態である。中

央がやや低い。

貯蔵穴なし

周溝 東壁に幅14cm 、深さ 7 cm の周溝が検出された。

柱穴 2 本の柱穴が検出されている。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 

p 2 

0.34m 0.13+am 0.04m 

0.44m 0.13+ am 0.04m 

l
l
"
0
ト
ー
ー
ナ
ー

/ ‘
亨S

塁

9し
／よ苓筐 1395 EPA' 

S475 

心

1397 

1394 

EPA EPA' 

g
6
1
1
T
 

冒///''ー’冒///'
1 層 Hr-FA 純層

2 層 暗茶褐色土 直径0.5cm の榛名山起派の軽石を少し含む。砂質気味。奈良時代以降の埋土と考えられる。

2'層暗茶褐色土 直径0.5cm の榛名山起源の軽石を少し、黄褐色プロックをやや多く含む。しまりは強い。奈良時代以降の埋土と考えら

れる。

3 層 暗黒褐色土 直径 1 mmの浅間 C軽石を多最に含む。直径0.5cm の暗褐色粒を少し含む。粘性、しまりは強い。鉄分を多鼠に混入。

4 層 暗黒褐色土 直径 1 mmの浅間 C軽石を 3 層より少なく含む。暗褐色粒も 3 層より少なく含む。炭化粒少し含む。粘性、しまりは強い。

鉄分を多量に混入。

5 層 暗黒褐色土 浅間 C軽石は 4 層より少ない。暗褐色粒は 4 層と同じくらい含む。炭化物 4 層より多く含む。粘性は 3 • 4 層より強い。

鉄分を多蓋に混入。

6 層 暗黒褐色土鉄分を多量に混入。

7 層 暗黒褐色土 5 層より浅間 C軽石、暗褐色土粒少ない。鉄分を多最に混入。

8 層 暗黒褐色土 7 層より浅間 C軽石少ない。 7 層よりやや明るい色調。鉄分を多量に混入。

L=95.75m 

゜ 1 : 60 4m 

図275 2 号住居
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入口施設なし

遺物出土状態 炉の周辺および東壁寄りにある。

炉

位置 中央やや北西寄り

規模長軸0.46+ am 短軸0.40m 深一 m

遺存状態 わずかに凹みがあり方形を呈する。

3 炉付設住居

遺物出土状態 なし

調査所見 南西部で本住居を切る状態で確認された

半円形の落ち込みは15号土坑であり、平安時代に降

下した浅間 B テフラの純層が最下層に堆積してい

る。埋没開始期は12世紀前半であるが、掘削時期は

不明である。 （小林）

1394 1396 

屠戸三三
1397 ~ 

／｝｀只／《、
1399 

。
゜

1 : 3 • 10cm 

• S475 

゜
1 : 4 20cm 

図276 2 号住居出土遺物

19号住居図277 、 PL71·72·149、表P.54

位置 J • K-26 • 27グリッド

規模縦3.7+ am 横3.0m 深0.3m

形状隅丸長方形

重複 28号井戸が北東隅を切っている。

主軸方位 N-9 ー-E 

埋没土 2 層に分かれる。基本的には鉄分・浅間 C

軽石を含むが、西壁近接部は浅間 C軽石を含まず、

粘質灰黒色土となる。

床面西側がやや深い。

貯蔵穴なし 周溝なし

遺物出土状態 本住居の中央から西側部分にかけて

はトレンチにより試掘調査段階で貫かれている状態

である。このため住居中央部よりも壁寄りに遺物が

床面付近から出土している。床面直上出土の遺物は

土師器壺形土器 (1429）、ミニチュア土器 (1417) 、

甕形土器 (1419) がある。他に埋没土中からは1415 • 

1416 • 1418が出土した。

炉不明

調査所見 出土遺物から古墳時代前期の住居と判断

できる。炉はトレンチの幅内にあったと考えられる。

（小林）

柱穴なし 入口施設なし
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1 層 黒色土 植物性鉄分． As-C を多量に含む。炭化物を少量含む。

粘性が強い。

2 層 灰黒色土 As-C を含まず、粘性が強い。 1 層よりも軟弱である。

SPA' 

゜
l : 60 2m 

L=95.60m 

• 1417 

゜ 1 : 2 • 5 cm 

｀〖、 贔~1415
゜ I : 3 • 10cm 

1416 
゜ 1 : 4 20cm 

図277 19号住居と出土遺物
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3 炉付設住居

20号住居図278~280 、 PL72~74·149·150、表P.55ｷ 56 

位置 I • J -25 • 26 グリッド

規模縦3.85+ am 横3.85m 深0.3m

形状隅丸長方形

重複 北壁の一部が Hr-FA に埋まっている溝に切

られている。

主軸方位 N-9 ー-E 

埋没土 2 層に分かれる。上層は浅間 C軽石を含む。

下層は浅間 C軽石は含まず、炭化材・焼土粒を多量

に含む。

床面 北側が浅く南側が深い。凹凸はあるが比較的

しっかりした床面である。

貯蔵穴なし 周溝なし

柱穴 15本のピットが確認されたが、主柱穴は下記

のp 1~p 3 の 3 本と調査区外の 1 本と推定でき

る。

p 5 0.25m 

p 6 0.3 m 

p 7 0.25m 

p 8 0.35m 

p 9 0.22m 

PlO 0.25m 

Pll 0.2 m 

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.28m 0.26m 0.19m 

p 2 0.23m 0.22m 0.53m 

p 3 0.35m 0.34m 0.53m 

p 4 0.25m 0.21m 0.1 m 

// 

/ 

\ 
\ 

0.22m 0.09m 

0.3 m 0.54m 

0.21m O.l6Q1 

0.3 m 0.04m 焼土A同位置

0.15+am 0.15m 

0.2 m 0.3 m 

0.14m 0.36m 

P 12 0.25+ am 0.22m 0.59m 

Pl3 0.2 m 0.15+am 0.22m 

入口施設なし

遺物出土状態 中央から南半分に多く炭化材・焼土

の上・下から出土する。床面直上からは甕形土器

(1428) がある。その他北西部には甕形土器 (1421 • 

1423 • 1427 • 1632) が埋没土中から出土している。

また壺形土器 (1424) が床面よりわずかに浮いて出

土した。掘り方面埋没土中から南東部から甕形土器

(1425) 、敲石 (S476) がある。

炉 床面直上層の炭化材・焼土・遺物等を取りあげ

る前には、 A付近を炉と考えていたが、遺物取りあ

げ後、精査すると、焼土が残る凹みが 3 ヶ所あり、

A は軟らかい焼土、 B は焼土の下に炭化物があり、

゜
1 : 4 20cm 

図278 20号住居出土遺物 (1)
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第 8 章 住居の調査

C は非常に固い焼土が残されていた。

るか決定できないが、

どれが炉であ

B·C である可能性が高い。

焼土Aからは甕形土器 (1420 • 1422) が床面から 4

~5 cm上位で出土した。

規模 A焼土 長軸0.35m

5
 

2
 

4
 

ークi
 一

r
v
 

>

言
／
り

短軸0.29m 深さ 0.04m

B焼土

C焼土

調査所見

長軸0.21m

長軸0.40m

短軸0.21m

短軸0.28m

深さ O.Olm

深さ 0.08m

本住居は東壁を調査区外に出す。住居西

壁から西側付近にかけて10~15cm ほど円形に高まり

がある。 （小林）
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3 炉付設住居
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1 層黒色土

2 層黒色土

As-C ・焼土粒・炭化粒を多く含む。しまりは強

い。

As-C を含まず、焼土粒をわずかに含む。炭化材

を多く含む。粘性は、やや 1 層よりある。
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第 8 章住居の調査

93号住居図281~285 、 PL74·75· 150ｷ 151表P.57·58

位置 U • V-52 • 53 グリッド

規模縦7.l+am 横6.4m 深0.14m

形状小判形

重複 45号土坑に先行し、 94号 •98号住居に後出す

る。

主軸方位 N-20ー -W 

埋没土 白色粒を多く含み、灰白褐色土ブロックお

よび粒を少量含む黒色粘性土である。 94号住居内の

埋没土と比べて白色粒が少なく、焼土や炭化物粒が

ない。

床面 床面はほぼ平坦である。 94号住居と重複関係

にあるが、床面の高さはほぼ同じである。 94号住居

の床面を周溝が切っていることから新旧関係をおさ

えることができる。

貯蔵穴 南壁下中央よりわずか東寄りに長径0.5m 、

短径0.40+ am 、深さ0.43m の歪んだ円形を呈する

貯蔵穴が検出された。

周溝住居全体に回っている。幅は0.14~0.26m 、

深さ 0.04~O.lm である。

柱穴 19本のピットが検出されている。p 1~p 7 

は主柱穴である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.40m 0.35m 0.64m 

P 2 0.60m 0.24m 0.48m 

p 3 0.64m 0.45+ am 0. 72m 

p 4 0.47m 0.26m 0.64m 

p 5 0.27m 0.25m 0.56m 

p 6 0.38m 0.34m 0.57m 

p 7 0.26m 0.25m 0.47m 

p 8 0.51m 0.40m 0.42m 

p 9 0.25m 0.22m 0.22m 

P 10 0.43m 0.29m 0.13m 

Pll 0.30m 0. 22 + a m O. 30 m 

P 12 0.45m 0.23m 0.36m 

P 13 0.41m 0.32m 0.49m 

P 14 0.46m 0.27m 0.61m 

P 15 0.33m 0.30m 0.39m 

254 

P 16 0.40m 0.38m 0.65m 

P 17 0.30m 0.29m 0.47m 

P 18 0.30m 0.29m 0.27m 

P 19 0.56m 0.50m 0. 73m 

入口施設南壁寄りに入ロピットが 2 本検出されて

いる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p I 0.40m 0.33m 0.61m 

p II 0.30m 0.3 m 0.54m 

遺物出土状態 出土遺物の多くは埋没土中からのも

のである。甕形土器の破片では床面出土の1445があ

る他は埋没土からの出土である。壺形土器は埋没土

中から 1449がある。

炉

位置中央北寄り

規模長軸0.82m 短軸0.62m 深さ 0.06m

遺存状態 南北方向に主軸をもち、鍋底状を呈す。

中央部分には礫が 2 個残っている。使用面は硬く焼

けで焼土化しており、礫も焼けている。また、炉内

外周寄りには黒色粘性土ブロックの出土がある。

遺物出土状態 炉内からは土器片と骨片が出土して

いる。

調査所見 C·D区の集落の中では、北端に位置す

る。住居の北西部分は52号溝に切られると同時に西

側は現水路の善勝寺堀に接する。道路および現染谷

川に近接してつづくため北西隅を検出することは不

可能であった。 （相京）
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93 • 94号住居

1 層 暗灰白褐色土 白色の灰・焼土粒子を多く含む。炭化物片を少益含む。

2 層黒褐色土 白色土小粒子を含む。 2 層よりも茶色みを帯びる。粘性がある。

3~ 黒色土 1 層よりも黒い。白色土小粒子を多く、灰白褐色砂質土（地山）プロック及び同粒子を少益含む。粘性が強い。

4 層 暗灰褐色土 黄褐色シルト質土（地山）プロノク及び同粒子・灰白褐色砂質土プロックを多く含む。粘性が強い。

5 層黒褐色土 灰白褐色砂質土プロックを多く含む。粘性は 3 層よりも強い。

6 層 灰白褐色砂質土黒色粘性土プロックを含む。

7 層 黒褐色土 黄白褐色シルト質土（地山）プロック及び同粒子を多量に含む。粘性がある。

8 層 暗褐色土 炭化物粒を極わずかに、灰白褐色砂質土プロックと黄白褐色シルト質土プロックを極少屈含む。

9 層 黒色土 灰白褐色砂質土粒子を多く、黄白褐色シルト質土プロックをわずかに含む。粘性が強い。

10層 暗褐色土 灰白褐色砂質土（地山）粒子を多量に含む。粒子はあるが、やや砂質。

94号住居

1 層 黒色土 3 層よりもわずかに明るい。白色土小粒子をやや多く含む。焼土粒子と炭化物粒子をわずかに含む。粘性があり、

しまりも強い。

゜図281 93号住居
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第 8 章住居の調査

EPA EPA' 

L=94.80m 

EPB EPBI 

L=94 80m 

EPC' 
94号住居EPC 

94. 

EPD' EPD 

L=94.80m 

EPE EPE' EPF EPF' 
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• SPC L=94.70m SPC' 

1 層黒色粘性土 焼土粒子・炭化物粒子を少量含む。灰褐色砂質土（地
山）粒子ををわずかに含む。

2 層 灰白褐色砂質土 全体に被熱により、赤みを帯びる。

·疇 ゜ 1 : 30 lm 
図282 93号住居断面と炉
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3 炉付設住居

P16 P15 P14 
SPA 7 SPA' 
g—— 4 

l云ワ
吻

4 

L=94.70m 

黒色粘性土 炭化物粒子を少最含む。微細な白色土粒子を極少凪含む。焼土粒子

をわずかに含む。

黒褐色粘性土 灰白褐色砂質土（地山）粒子を少量含む。 1 層よりも明るい。

黒褐色粘性土 2 層よりも明るく、灰白褐色砂質土粒子・黄褐色粘性土粒子を多く

含む。

94ft.P4 
SPA SPA' 
一 4 l ' _  

5 

L=94.70m 

4 層 黒褐色粘性土 3 層よりも明る＜、灰白褐色砂質土プロノク・黄褐色粘性土プロックを多量に含む。

5 層 暗褐色土 1 層に比べてやや砂質。黄褐色粘性土粒子をわずかに含む。

6 層 暗褐色土 5 層よりもわずかに暗い。 5 層と同様、やや砂質。黄白褐色粘性土・灰白褐色砂質土をやや多く含む。

7 層黒色粘性土 黄褐色粘性土プロノク及び同粒子を多く含む。

8 層灰褐色砂質土 黄褐色粘性土粒子を少最含む。

9 層 灰褐色砂質土 黄褐色粘性土粒子を 8 層よりも少なく含む。 9'層 9 層とほぼ同じであるが、 9 層よりも暗い。

10層 黒褐色粘性土と黄褐色粘性土の混合土。しまりは良い。

12層 暗灰白褐色砂質土 地山の砂質土を多く含む。粘性がある。 13層 暗褐色粘性土 炭化物粒子を極わずかに含む。

14層 暗灰褐色砂質土 黄白褐色粘性土粒子と灰白褐色砂質土粒子をわずかに含む。粘性がある。焼土粒子をわずかに含む。

14'層 しまりは悪く、水分を多く含む。 1 層よりも水分が多く、粘性がある。

15層 灰白褐色砂質土と黄白褐色粘性土の混合土。粘性は強い。

16層 灰白褐色砂質土 15層に近い。黄白褐色土プロノクを多く含む。

1 層 黒色粘性土 黄白褐色粒子をわずかに含む。しまりは良い。炭化物粒子を極わずかに含む。

l'層 黒色粘性土 1 層よりも黄白褐色粒子の絋はわずかに多い。 1 層よりもやや黒みが強

貯蔵穴 ＜、粘性もある。 1"層 黄白褐色土ブロック
EPC EPC' 2 層 暗灰褐色粘性土 黒色粘性土プロソクを少贔含む。黄白褐色粒子・プロックを多く含む。

水分を多く含み、粘りは極めて強い。

3 層 暗灰白褐色砂質土（地山）プロックをやや多く含む。

4 層 灰白褐色砂質土（地山）と黄白褐色土（地山）混合土。しまりは弱く、粘性が強い。

5 層 灰白褐色粘性土 黄白褐色土粒子を少最含む。

図283 93号住居柱穴・貯蔵穴断面
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94号住居図286~289 、 PL75· 151,表P. 58ｷ 59 

位置 U • V-53 • 54 グリッド

規模縦5.4+ am 横4.9m 深0.19m

形状隅丸方形

重複 93号住居に先行する。

主軸方位 N-0ｰ-E 

埋没土 白色土粒を含み、焼土粒と炭化物粒をわず

かに含む黒色粘性土である。

床面床面は後出する 93号住居とほぼ同一面であ

る。 93号住居の周溝が94号住居の床面を切っている

状態で検出された。西壁下にある周溝と同規模で約

1 m東側に平行して溝が検出された。確認範囲は南

壁付近から P 6 • P 7 につづきp 8 の北に一部確認

できた。間仕切り状の遺構と考えることができよう

か。

貯蔵穴なし

周溝 本住居の東側・南側は壁沿いに、西側は93号

住居内の床面に周溝が残っていることが確認でき

た。幅は20~30cm、深さ 7 cm前後で断面形は U字状

を呈している。周溝内埋没土は住居の壁の流入土と

考えられる土砂の堆積である。

柱穴 明確な状況での判断はできなかったが、重複

部分を整理した結果、p 1~P 14がピットとして確

認できた。p 1~PlOは柱穴と考えられるが、p 2. 

p 1 は P 9 • P 10 • P 3 • P 4 は P7·P8 と対の

関係にあることも推測できる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.52m 0.36m 0.65m 

p 2 0.38m 0.36m 0.45m 

p 3 0.50m 0.45m 0.43m 

p 4 0.40m 0.35m 0.51m 

p 5 0. 70m 0.62m 0.59m 

p 6 0.69m 0.60m 0.71m 

p 7 0.39m 0.32m 0.51m 

P8 0.46m 0.40m 0.53m 

p 9 0.34m 0.30m 0.66m 

p 10 0.30m 0.30m 0.41m 

Pll 0.23m 0.18m 0.09m 

3 炉付設住居

P 12 0.20m 0.20m 0.07m 

P 13 0.30m 0.16m 0.13m 

P 14 0.18m 0.18m 0.62m 

入口施設 入口施設と考えられるp 1 とp 2 は上端

が連結している。各々の上端の長径は推定値を記入

した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.38m 0.25m 0.44m 

p 2 0.24m 0.15m 0.62m 

遺物出土状態 埋没土からの壺形土器 (1459) の出

土がある。他に埋没土内や床面からの出土土器があ

るが、本遺構よりも古い時期の土器 (1456 • 1461 • 

1462 • 1464) が混入している。

炉

位置 中央わずかに南でP4·P5·P6·P7 の

中間に位置する。

規模長軸0.5+ am 短軸0.5m 深さ 0.07m

遺物出土状態北東部分に焼けた礫が 1 個出土し

た。

遺存状態 93号住居の南壁部分が炉の北端を切って

いる。炉の北寄りには長さ 12cm 、幅 7 cm の角礫が出

土している。炉は中央部分が固くしつかりと焼け、

鍋底状を呈し、焼土化している。

調査所見 本住居は北側を93号住居によって切られ

ている。このため北側については不明瞭なことが多

い。床面や掘り方底面で柱穴を整理すると、対の関

係が推定される。 （相京）

歪冒璽：
Pl 

SPB SPB' 

• L=94.70m 

図286 94号住居の炉

L=94.90m 

1 層灰白褐色砂質土被熱によ

り、赤みを帯びる。

2 層 黒色粘性土プロック

゜ I : 3 lm 
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94号住居 P 5 • 6 • 7 

1 層黒色粘性土

l'層黒色粘性土

2 層 暗灰褐色粘性土

3 層 灰褐色砂質土

4 層 暗灰褐色土砂質土

5 層灰褐色砂質土

6 層 暗褐色砂質土

疇
一

甲
＂
色
枯
性
十
プ
ロ

黄白褐色粒子をわずかに含む。しまり

は良い。炭化物粒子を極わずかに含む。

1 層よりも黄白褐色粒子の最はわずか

に多い。 1 層よりもやや黒みが強く、

粘性もある。

黒色粘性土プロックを少益含む。黄白

褐色粒子・プロックを多く含む。水分

を多く含み、粘性がある。

黄白褐色粒子を極わずかに含む。

炭化物粒子をわずかに含む。

鉄分の凝集を多く含み、しまりは強い。

黄褐色土プロックをやや多く含む。

黄褐色土粒子をわずかに含む。 3 層よ

りも暗い。

7 層攪乱。

8 層 黄褐色土（地山）プロック

図287 94号住居と柱穴
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10 11 l 9 10 

L=9490m‘` L‘’L讐
94号住居 P 1 • 2 • 9 • 10 
1 層黒色粘性土 炭化物粒子を少最含む。微細な白色

粒子を極少鍼含む。

2 層よりも明る＜、灰白褐色砂質土

粒子・黄褐色粘性土粒子を多く含む。

5 層よりもわずかに暗い。 5 層同様

やや砂質。黄白褐色粘性土及び灰白

褐色砂質土をやや多めに含む。

黄褐色粘性土粒子を 8 層よりも少な

3 層 黒褐色粘性土

6 層暗褐色土

9 層 灰褐色砂質土

く含む。

10層 黒褐色粘性土と黄褐色粘性土の混合土。しまりは良い。

11層 黄褐色粘性土プロックの層。しまりは良い。

12層 暗灰白褐色砂質土 粘性有り。地山の砂質土を多く含む。

14層 暗灰褐色砂質土 粘性有り。黄白褐色粘性土粒子をわ

ずかに含む。灰白褐色砂質土粒子を

わずかに含む。

14'層 しまりは悪く、水分を多く含む。

゜

I : 60 4m 



3 炉付設住居

EPA EPA' 

L=94.90m 

EPB EPB' 

L=94.90m 

EPC' 

L=94.90m 

EPE EPE' 

L=94.90m 

EPF' 

EPG EPG' 

L=94.90m 

4m 
図288 94号住居断面
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98号住居図290 、 PL75

位置 T • U -51 • 52 グリッド

規模縦2.15+ am 横2.35+ am 深0.07m

形状隅丸方形

重複 西側は善勝寺堀、南側は93号住居に切られて

いる。

主軸方位 N-18ー _W 

埋没土焼土粒を微量、炭化物粒・灰白色粘土ブ

ロックを少量含み、わずかに粘性のある暗灰褐色砂

質土である。

床面 確認した面では平坦であるが、善勝寺堀寄り

がわずかに下がる。

貯蔵穴なし

周溝 東壁際に幅 8 cm、深さ 3 cm の周溝が検出され

た。

柱穴床面からp 1 、南壁際にp 2 が確認された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.33m 0.33m 0.24m 

P 2 0.60m 0.45m 0.27m 

`¥ \へ＼

93号住居

EPA EPA' 

瓢
1 層 暗灰白褐色砂質土灰褐色砂質土（地山）プロックを多最に

含む。灰白色粘性土プロックを少最、

焼土粒子を極微量含む。岩片粒子をや

や多く含む。若千の粘性がある。

2 層暗褐色土 若干の灰褐色砂質土プロックを含む。

岩片粒子を少量含む。粘性がある。

3 炉付設住居

入口施設調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

遺物出土状態 なし

炉 調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査所見 遺構の一部だけの確認であり、全体像を

つかむことはできなかった。 （相京）

99号住居図291~295 、 PL76·77· 151 ・ 152衷P.60·61

位置 S • T-54 • 55 グリッド

規模縦6.lm 横5.3m 深0.30m

形状隅丸長方形

重複なし

主軸方位 N-4ｰ-W 

埋没土 白色・褐色粒（岩片）や炭化物粒を少量含

む黒褐色粘質土が主に埋没土になっているが、北東

部分ではさらに粘性の強い黒色土層がある。住居の

平面形は、 Hr-FA 下の 3 層（As-C を多量に混入し

た黒褐色土）を取り除いた時点において確認された。

床面 床面はしっかりしているが、わずかに凹凸が

ある。炉跡の西側から北側にかけては白色粘土が厚

さ 3 ~10cm、幅約50cm、長さ約2.3m にわたって残っ

ている。炉跡の南東部分には東西約1.4m、南北約

0. 7m の範囲に炭化物粒が分布する地点がある。

貯蔵穴南壁に長径0.6m 、短径0.45m 、深さ 0.18m

の楕円形を呈する貯蔵穴が検出された。中央よりや

や西寄りに長径1. 39m 、短径0.75m 、深さ 0.25m の

長楕円形の土坑が検出された。この土坑は一般的に

みられる貯蔵穴とは位置が異なっている。床下土坑

とも考えられるが、性格については不明である。出

土遺物は住居と同時期のものと考えられる。

周溝幅Q. l~0.2m 、深さ 0.1~0.05m の周溝が全

周する。

゜ 1 : 60 2m 

図290 98号住居

柱穴 21本の柱穴を検出した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.18m 0.16m 0.26m 

p 2 0.25m 0.23m 0.64m 

p 3 0.32m 0.32m 0.50m 

P4 0.42m 0.42m 0.40m 
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99号住居

1 層 FA 期の洪水堆積物

2 層 Hr-FA

3 層 As-C を多最に含む黒褐色土。炭化物粒子をやや多く含む。

4 層 黒褐色土 白色土小粒子・炭化物を少誠含む。粘性がある。 2 層よりもややしまりが悪い。若干明るい。

5 層 黒粘性土 1 層よりも黒みが強い。白色土小粒子・炭化物・灰褐色土プロソクを多く含む。

6 層 黒褐色土 As-C を多量に含む。やや砂質である。

7 層 黒褐色粘性土 白褐色土小粒子（岩片？）を極わずかに含む。炭化物粒子を少蔽含む。

8 層 黒色粘性士 炭化物粒子を少鍼含む。 7 層よりもさらに粘性が強い。

9 層 暗灰褐色粘性土 7 • 8 層よりも明る＜、白みを帯びる。炭化物粒子を少最、直径 2~3 mmの炭白色土粒子をやや多く含む。

10層 黒色粘性土 8 層よりもやや明るい。炭化物粒子を多く含む。直径 1 mm以下の白色土．褐色土粒子（岩片？）をわずかに含む。

11層 暗茶褐色土 直径 1 mm以下の白色土・褐色土小粒子（岩片）をわずかに含む。 10層に比べて、粘性は弱い。

99号住居内土坑No. 1 

1 層 黒褐色粘性土 灰褐色砂質土プロソク及び同粒子を少最、炭化物片を微最含む。

2 層 暗褐色粘性土灰褐色砂質土プロックを多益に含む。

3 層 灰褐色砂質土暗褐色粘性土を含む。

99号住居内土坑No. 2 

1 層 黒褐色粘性土 灰褐色砂質土プロソク・白色土粒子を少最、直径 l ~2 cm の炭化物片を少晟含む。

2 層 灰褐色砂質土 地山を盛り上げたもの。地山よりも若干粘性をもち、やや暗い。黄白褐色土プロ・ノク・黒褐色粘性土プロソクを少醤

含む。

゜
1 : 60 4m 

図291 99号住居
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P 5 0.22m 0.18m 1.08m 

P 6 0.20m 0.18m 0.46m 

P 7 0. 20 m O. 16 m O. 38 m 

P 8 0. 22 m O. 20 m O. 10 m 

P 9 0.28m 0.23m 0.23m 

P 10 0.40m 0.35m 0.39m 

P 11 0.36m 0.32m 0.41m 

P 12 0.25m 0.24m 0.23m 

P 13 0.22m 0.18m 0.36m 

Pl4 0.18m 0.16m 0.05m 

P 15 0.30m 0.26m 0.21m 

Pl6 0.20m 0.16m 0.37m 

P 17 0.26m 0.22m 0.20m 

Pl8 0.17m 0.14m 0.12m 

Pl9 0.20m 0.15m 0.34m 

P 20 0. 26 m O. 20 m O. 08 m 

P21 0.16m 0.14m 0.24m 

入口施設なし

遺物出土状態 甕形土器 (1479) は西側土坑底面、

甕形土器 (1474 • 1476) は西北部分床面直上の出土

3 炉付設住居

である。甑形土器 (1477) は西側土坑西端と北西隅

部分に近いところから出土している。他に埋没土内

からの遺物は住居南西部で 1468 • 1472 • 1484 があ

り、 1470は西側土坑内の遺物と接合関係にある。

炉

位置 中央よりやや北寄り

規模長軸0. 75m 短軸0.38m 深さ 0.10m

遺存状態 比較的残存が良い。西側には 3 ~10cm の

白色粘土混りの高まりがあり、炉に付属する施設の

可能性がある。

遺物出土状態 炉付近からはわずかに甕形土器の破

片が出土している。

調査所見 99号住居は、 62年度後半の調査計画が組

まれていたが、 62年度当初に一部工事による掘削の

可能性があることが判明し、急速北東部分のみ調査

した。したがって北東部分と他の部分は年度を分け

て調査を行ったため、写真では全景状態に不足が生

じている。 （相京）

EPA EPA' 

EPB 
L=95.00m 

EPB' 

疇
EPC L=95.00m EPC' 

疇
EPD L=95.00m EPD' 

゜ I : 60 2m 

L=95.00m 図292 99号住居断面
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4 層

5 層

灰褐色砂質土

黒色粘性土

1 : 60 

住居の地山の土。黒褐色上プロックを含

む。

炭を極めて多贔に含む。焼土粒子を極微

益含む。

地山が焼けて赤変したもの。 3 層は強く

焼けているが、 7 層は上半部が弱く焼け
ているところがある。

黄褐色土プロソクを含む。地山の土の盛

り上げたもの。 1 層に近い。

炭化物を多く含む。 2 層に近い。

2m L=94.70m 

認

“
疇

99号住居p 3 

1 層 黒褐色粘性土

2 層暗灰褐色土

99号住居p 4 

1 層 黒褐色粘性土

2 層

3 層

4 層

暗黄灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

99号住居p 7 

1 層 黒褐色粘性土

99号住居p 2 

1 層 黒褐色粘性土灰褐色土を少墨含む。白色岩片粒子を微塁含む。

2 層 茶褐色砂質土プロソク（鉄分のため赤みを帯びる）。

3 層 灰褐色砂質土 （地山を盛り上げたもの）地山よりも若干粘性をもち、やや暗い。黄白褐

色土プロノク及び黒褐色粘性土プロノクを少量含む。

99号住居 Pll

1 層 黒色粘性土As-C を微量含む。

灰褐色砂質土ブロックを多く含む。粘性が

ある。しまりは弱い。

灰褐色砂質土小プロック及び同粒子を少誠、

炭化物粒子・焼土粒子をやや多く含む。

黄白褐色粘性土プロック・灰褐色砂質土プ

ロックを多凪に含む。砂質。

2 層よりも暗い。砂質土。

黄白褐色粘性土プロソク・暗灰褐色粘性土

を含む。

黄褐色土プロックを少最含む。しまりは弱

し ‘o

99号住居p 8 

1 層 黒色粘性土 白色岩片粒子と焼土粒子を少最含む。

99号住居 P 9 • N面 P
1 層 黒褐色土 As-C を多く含む。しまりは弱い。
2 層 黒褐色土灰白色粘性土を含む。粘性がある。

3 層黒褐色土粘性がある。単一的。

99号住居 P 10 

1 層 黒褐色粘性土 灰褐色砂質土粒子を少量含む。炭化物片を

やや多く含む。

99号住居 P12 

1 層 黒褐色粘性土

2 層 暗灰褐色砂質土

99号住居 P 13 

1 層黒色粘性土

99号住居 P14 

1 層黒色粘性土

99号住居 P15 

1 層 黒褐色土 As-C を多量に含む。粘性がある。

99号住居 P 17 

1 層 黒色粘性土灰褐色砂質土粒子を少晟含む。

2 層 灰褐色砂質土プロック

99号住居 P 18 

1 層 黒褐色粘性土

99号住居 P 19 

1 層黒褐色粘性土

99号住居 P21

1 層黒色粘性土

黄白褐色粘性土プロックを少量含む。炭化物

片を微量含む。

灰褐色士プロックを多く含む。

黄褐色土粒子・暗褐色土小プロックを少

絋含む。

黄白色粘性土粒子を少量含む。しまりは弱い。

灰褐色砂質土プロック・黄白色粘性土プロッ

クを少量含む。

鉄分を多く含み、赤みを帯びる。黄白褐色

土粒子を少鍼含む。

炭化物片を含む。黄白褐色粘性土プロソ

ク・灰褐色砂質土を多く含む。

灰褐色砂質土プロック・黄白色粘性土プロソ

クを少量含む。

図293 99号住居の炉と柱穴
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図295 99号住居出土遺物（ 2)

147号住居図296~298 、 PL78·79· 152、表P.61·62

位置 T • U -57 • 58グリッド

規模縦6.90m 横4.36m 深0.30m

形状 後述するように柱穴等の位置から隅丸正方形

と推定されるが、東半分は148号住居に壊されてい

るため、断定できない。

重複 148号住居に先行し、 160号・ 177号住居に後

出する。

主軸方位 N-19ー -E 

埋没土 上層は浅間 C軽石と少量の炭化物が混人す

る茶褐色土で、下層は少量の浅間 C軽石と炭化物を

含む暗褐色粘質土で埋まっていた。

床面 前述した埋没土上層茶褐色土 (9 層）の下位

に床面とも考えられる面が確認できたが、炉や柱穴

が検出できないことから床面の可能性は少ない。 10

268 

層の下位には掘り込んだ灰褐色粘質土（地山）の硬

化面があり、床面と考えられる。中央部が壁際より

10cm前後凹んでおり、他も多少の凹凸がある。

貯蔵穴 西壁ほぼ中央に長径0.74m 、短径0.54m 、

深さ 0.08m の楕円形の掘り込みが床面に検出された

が、規模等からして貯蔵穴とは断定できない。

周溝検出されなかった。

柱穴床面上に大小 8 本のピットが検出されてい

る。やや大型の P2·P3·P4·P7 は主柱穴と

も考えられるが、壁との位置関係などから考えると

断定できない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.43m 0.32m 0.09m 

P 2 0. 30 m O. 23 m O. 23 + a m 

P 3 0. 38 m O. 30 m O. 48 m 
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1 層 茶褐色土 /,s-C が混入する。少鼠の炭化物を混入し、酸化鉄による斑点が見られる。

2 層 5 層に比べて土が安定しており、黒色土プロソク・灰褐色砂質土プロソクをほとんど含まない。

3 層黒（炭化物）

4 層 灰褐色砂質土 少最の浅間 C軽石と多址の焼土粒・炭化物粒を含む。

5 層 暗褐色土 粘性が強く、 As-C を混入する。炭化物は直径 2 ~10cmのものがある。 1 層に比して、 As-C が少量になる。

0 I:60 4m 
図296 147号住居遺物出土状態
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147号住居内土坑

1 層 黄白色粘土プロック集合土層。粘性が大きい。

2 層 黒褐色土 黄白色粘土プロックをわずかに含む。

3層黒色士 粘性が大きい。

148号住居

4 層 黒褐色土直径 2 cm の炭化物を少泣含む。

5 層 黒褐色土周溝？ As-C の混入土。粘性が大きい。

6 層灰白色土地山の流入土。

図297 147号住居
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147号住居p 4 

1 層黒色土 炭化物・焼土粒・白色鉱物を含む。粘性が大

きい。

2 層褐色土 黄色土プロックをわずかに含む。粘性が大き

147号住居P2·3

1 層 暗茶褐色土

2 層褐色土

3 層暗褐色土

4 層黒褐色土

5 層黒褐色土

゜

SPA SPA' 

:7Jr·,--rnアワ
P3 

L=94.70m 

い。

3 層 暗黄褐色土炭化物・直径0.5~1 cm の黄色土プロックを

含む。粘性が大きい。

炭化物・焼土粒を含む。粘性が大きい。

粘性が大きい。

鉄分をわずかに含む。

酸化鉄分をわずかに含む。

炭化粒・焼土粒を含む。固い。

1 : 60 4m 



P4 0.51m 0.44m 0.37m 

p 5 0.23m 0.21m O.llm 

p 6 0.20m 0.18m 0.20m 

p 7 0.36m 0.31m 0.43m 

P8 0.46m 0.45m 0.10m 

入口施設検出されていない。

遺物出土状態 9 層下位の面で北東隅に遺物が集中

して出土するところがある。そこでは炭化物の集中

も見られる。床面での遺物は散在しているが、ほと

んど床面直上で出土している。

炉 調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査所見 床面の確定が遅れたので、先行する 160

、こ／／
1488 

～喜や息

~1489 

: 
：：三／］／

、 1486 
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こ心 0
I • S510 ゜

゜
1 : 4 

図298 147号住居出土遺物

S511 

ヘ

S512 

゜1 : 2 • 5 cm 

20cm 

3 炉付設住居

号住居を調査してから、本住居の床面の調査を実施

した。したがって深く掘り込んでいた160号住居に

よって南壁の一部を失してしまい、記録することが

できなかった。また、 148号住居との境の床面で長

軸0.9m 、短軸0.6+ am 、深さ 0.5m の隅丸長方形

の掘り込みを検出した。この掘り込みは、黄白色粘

土ブロックを含む黒褐色土と黒色土で埋没してお

り、住居埋没土とは異なっている。したがって住居

にともなう施設とは考えにくい。位置的には10号周

溝墓の主体部の可能性がないことはないが、他の周

溝墓の主体部にともなっている炭化物や土器等は検

出できなかった。 （小島）

148号住居図299~302 、 PL78·79·152、表P.62·63

位置 T • U -57 • 58グリッド

規模縦5.75m 横4.0+ am 深0.33m

形状 隅丸方形と推定されるが、東半分は調査区域

外であるので、断定できない。

重複 147号住居に後出する。

主軸方位 N-13ー -E 

埋没土 上層は少量の浅間 C軽石と炭化物を含む黒

褐色粘質土で埋まっている。下層は多量の焼土粒．

炭化物粒を含む灰褐色粘質土で埋まっていた。北壁

付近はやや砂質の土が堆積していた。これらの層に

は炭化物の層が形成されていた。

床面 埋没土の中位で焼土や炭が面的に確認できる

ところがあった。焼土の集中区は 4 ヶ所ほどあった。

当初はこの面を床面として焼土や遺物出土状態の記

録を行った。しかし、この面では明確な炉や柱穴を

とらえることができなかったので下層を精査したと

ころ、 10cm ほど下層で床面を検出した。床面には貼

床が施設されており、硬化が顕著である。また、西

壁中央部付近には炭化物が薄く広がっていた。

貯蔵穴南西隅に長径l.0m 、短径0. 75m 、深さ

0.27m の不定楕円形の貯蔵穴と考えられる掘り込み

が検出された。南側にテラスがあるような形態を示

している。下層は白色粘土ブロックや炭化物粒・焼

土プロックを含む暗褐色粘質土、上層は浅間 C 軽
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石・炭化物粒を含む黒褐色土で埋まっている。

周溝検出されなかった。

柱穴 床面で 5 本、掘り方面で 2 本のピットが検出

された。また。掘り方面では 6 本ほどの小ピットが

見つかっているが、小規模で不定形である。これら

は柱穴とは考えにくいので計測から除外した。 P

1 • P 2 は主柱穴と考えられる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.5 m 0.33m 0.52m 床面確認

p 2 0.47m 0.47m 0.50m 床面確認

p 3 0.66m 0.43m 0.21m 床面確認

p 4 0.39m 0.35m 0.08m 床面確認

p 5 0.45m 0.30m 0.62m 床面確認

p 6 0.36m 0.30m 0.07m 掘り方面確認

p 7 0.45m 0.29m 0.04m 掘り方面確認

入口施設調査範囲の中では検出されなかった。

掘り方 壁に沿って幅 1 m ほどが帯状に掘り込まれ

ている。その内側の住居中央部は地山面をそのまま

床面としていた。掘り方内には焼土粒や炭化物粒を

含む黒褐色粘質土ブロックや灰褐色砂質土ブロック

で埋められて、貼床が作られていた。

遺物出土状態 上層遺物は灰・炭化物や焼土の分布

に重なるように分布の集中が見られた。またこの集

中区からははずれ、北西部床面直上から土師器小形

s 字状口縁台付甕形土器 (1485) がほぽ完形で出土

している。床面近くでは遺物は西壁中央部沿いや南

西隅の貯蔵穴周辺に多く出土していた。

炉 明確に使用面をとらえることはできなかった

が、p 3 は炉使用面下のピットとも考えられる。こ

のピットは炭化物と焼土を含む黒褐色粘土で埋まっ

ていた。

調査所見 本住居は掘り方をもつ古墳時代前期の住

居である。県内でもあまり例がないと考えられるが、

本遺跡では当該期の住居にこの例が多い。 （小島）
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図299 148号住居出土遺物
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l 層 赤褐色土 焼土。 As-C を多く含む。床が焼けている。

表面は硬質である。

暗灰褐色土 やや赤みを帯びる。焼け方は弱い。 As-C を

やや多く含む。

2 層

焼土3 (/) 焼土4
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図300 148号住居上層遺物出土状態・焼土
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SPC 147号住居 148号住居

• 4層EPB' L=95.10m 147. 148号住居
ー 1 層茶褐色土

3 層

SPA 貯蔵穴 SEぎ

冒

EPB 

148号住居貯蔵穴

1 層黒褐色土

2 層 暗褐色土

直径0.5cm ほどの As-C が10c而

当たり 10~20個入る。直径 1 cm 

ほどの炭化物がまばらに入る。

粘性が大きい。

白色粘土ブロックが不均ーに入

り、直径 2 ~3 cm の炭化物・直

径 1 ~10mmの焼土ブロックが入

る。粘性がある。

白色粘土プロックが不均ーに入

り、直径 2 ~3 cm の炭化物が 2

層より大きく、密に入っている。

粘性がある。

暗黄褐色土 地山の砂質土が汚れている。

暗褐色土

2 層

3 層

4 層

5 層

As-C が混入する。少量の炭化物を混入し、

酸化鉄による斑点が見られる。

5 層に比べて土が安定しており、黒色土プロソク・灰褐色

砂質土プロックをほとんど含まない。

黒（炭化物）

灰褐色粘質土

暗褐色土

少最の浅間 C軽石と多量の焼土粒・炭化物

粒を含む。

粘性が強く、 As-C を混入する。炭化物は

直径 2-lOcmのものがある。 1 層に比して、

As-C が少量になる。

図301 148号住居の床面
1 : 60 4m 
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3 炉付設住居
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I 皇
万言写怨

I 
1 層 As-C を多益に含む黒褐色粘質土。

EPB EPB' 
2 層 少量の As-C と多量の炭化物を含む黒褐色粘質土。

3 層炭化物層。 * 148号住居は一度 2 層直下で平面記録したが、床

面は 4 • 5 層直下と考えられる。
4 層 少量の As-C と多益の焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

5 層 炭化物粒・焼土粒を含む灰褐色砂質土。

6 層 炭化物粒を含む黒褐色粘土と灰褐色砂質土プロックの混土。

7 層 炭化物粒・焼土粒を多く含む黒褐色粘質土。

8 層 灰褐色砂質土小プロックと炭化物粒・焼土粒を含む黒色粘質土。

EPC L=94 90m EPC' EPE EPE' 

EPD 

L=94.90m 
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゜
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L=94.90m 
4m 

図302 148号住居の掘り方
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149号住居図303~306 、 PL80·81·152·153、表P.63

位置 U • V-55 • 56 グリッド

規模縦5.4m 横5.36m 深0.2m

形状隅丸方形

重複 10号周溝墓に先行し、 159号住居に後出する。

主軸方位 N-4 ー-E 

埋没土 炭化物粒や浅間 C軽石を含む黒褐色粘質土

である。床面は 3 層上面であり、固くしまっている。

床面下は灰褐色砂質土を多く含み、炭化物を少量含

む黒褐色土層である。

床面貼床が施されている。床面は中央部分がわず

かに高く、壁際が少し落ちる。床面は固くしまって

いる。床面には薄く炭が分布する。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴床面で確認できたピットはp 1~p 8 であ

る。p 9~P 15 は掘り方面で確認し、 P 16~P 18は

さらに下位で検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.48m 0.35m 0.41m 

p 2 0.28m 0.25m 0.25m 

p 3 0.28m 0.25m 0.28m 

P4 0.34m 0.25m 0.30m 

p 5 0.20m 0.20m 0.17m 

p 6 0.30m 0.27m 0.43m 

p 7 0.43m 0.40m 0.26m 

P 8 0.20m 0.17m 0.33m 

p 9 0.44m 0.38m 0.30m 

p 10 0.30m 0.27m 0.28m 

Pll 0.35m 0.32m 0.10m 

P 12 0.54m 0.49m 0.04m 

P 13 0.90m 0.47m 0.03m 

P 14 0.20m 0.19m 0.26m 

P 15 0.30m 0.26m 0.09m 

P 16 0.24m 0.22m 0.16m 

P 17 0.26m 0.25m 0.37m 

P 18 0.25m 0.19m 0.40m 

入口施設 なし

遺物出土状態 床面直上からは1501 の S 字状口縁台

付甕形土器口縁部の出土がある。床面から 3 ~5 cm 

浮いた状態で1497 と 1500の甕形土器体部破片の出土

がある。

炉

位置 南東部分の P2·P10·Pllに囲まれた地点

規模長径0.32m 短径0.32m 深さ0.05m

遺存状態 歪んだ円形を呈し、炉床は地山が焼けて

いる。炉床直上には黒褐色土を主体とした埋没土が

あり、粗い浅間 C軽石・炭化物粒・焼土ブロックを

多く含む。

遺物出土状態 炉に直接伴うと考えられる土器はな

し ‘o

調査所見 本住居出土遺物は古墳時代前期に相当す

る。床面の状況は中央がわずかに高く、床面と掘り

方底面までの間は約12cm あり、 2 層の堆積土層があ

る。 （相京）
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゜ 1 : 4 20cm 

図303 149号住居出土遺物 (1)
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3 炉付設住居
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149号住居 ' ¥//  | 
10号方形周溝墓
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瓢149号住居 L=94.90m 

1 層 黒褐色粘性土 炭化物片を少量含む。 As-C を多益に含む。

2 層 黒褐色粘性土 As-C の最はやや少ない。炭化物片 (1 層よりも小さい）を少量含む。しまりは 1 層よりも良く、

粘性も 1 層より強い。

3 層 黒褐色粘性土 As-C を少量含む。灰褐色粘性土プロックを多く含む。しまりは強い。粘性も 2 層より強い。

色調は 1 • 2 層よりも明るい。床面には薄く炭が分布する。そのすぐ下には C軽石層が入る。

4 層 黒褐色粘性土 2 層よりも色調は暗く、炭化物粒子をやや多く含む。 As-C を多量に含

む。粘性・しまりは 2 層とほぼ同じである。

5 層 黒褐色土 灰褐色砂質土を多量に含む。 As-C を少鼠、炭化物粒子を微量含む。粘性がある。

6 層 黒褐色粘性土 As-C をほとんどど含まない。粘性が強く、しまりも良い。

7 層 黒褐色土 C軽石を多羹に含み、砂質で、 1 層よりもしまりは弱い。

10号周溝墓

1 層黒褐色土

2 層黒褐色土

As-C を極めて多絨に含む。炭化物粒子を少量含む。砂質。

As-C を多量に含む。炭化物粒子を少量含む。 1 層よりもやや砂質であるが、 1 層よりも粘性が

ある。 3 層 黒褐色土 As-C を 1 層よりも多く含む。炭化物粒子をやや多く含む。

4 層 As-C 堆積層。ほぽ純堆積層。砂質。

5 層 黒褐色土 1 • 2 層に比べて、色調は暗い。炭化物粒子をやや多く、焼土粒子を少最含む。 As-C を多量に

含む。粘性がある。 6 層 黒褐色土 5 層よりも若干色調は明るい。 As-C を多量に含む。

6'層 黒褐色土 As-C を多贔に含む。 6 層に比べてしまりは弱く、やや砂質。

7 層 6'層よりも色調はやや明るく、 As-C の醤も多い。やや砂質。

8 層 黒色粘性土 As-C は極少最含まれる。灰褐色粘性土プロックをわずかに含む。

9 層 黒褐色土 As-C を極めて多塁に含む。やや砂質。

10層 黒色粘性土 焼土粒子・炭化物粒子をやや多く含む。 As-C はほとんど含まれない。

149号住居外

I 層 黒褐色土 As-C を多羹に含む。鉄分を含み、赤みを帯びる。やや砂質。

゜ 1 : 60 4m 

図304 149号住居
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149号住居p 1 

1 層黒褐色土

2 層灰褐色粘性土

四
s
p
A
菖
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白色岩片粒子・灰褐色砂質土を多く含む。

炭化物粒子を微量含む。p 1 よりも粘性

が強く、しまりも良い。

水分を多く含み、粘性が強く、しまりは

弱い。

149号住居p 2 

1 層 黒褐色土 As-C を多量、炭化物粒子を少籠含む。

2 層 暗灰褐色粘性土 As-C は含まない。水分を多く含み、粘

性が強い。

149号住居p 3 

1 層 黒褐色土 As-C を多量、炭化物粒子を微量含む。

2 層暗灰褐色土 鉄分を多く含む。 As-C は含まない。

149号住居p 4 

1 層 黒褐色土 As-C を多最に含む。炭化物粒子を少量

含む。粘性がある。

2 層 黒褐色粘性土 As-C を微量含む。しまりは良い。
149号住居p 5 

1 層黒褐色粘性上 灰褐色砂質土を含む。

149号住居p 6 

1 層黒色粘土 黄白色粘性土プロックを含む。

2 層 暗灰褐色砂質土灰褐色砂質土に黒色粘性土が溶け込んだ
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2 層 暗褐色粘性土 As-C は含

まない。単一的。鉄分を含

む。（地山）
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149号住居p 7 

1 層黒色土 As-C を多最に、炭化物粒子・黄白色粘

性土プロックをやや多めに含む。しまり

は弱い。粘性がある。

149号住居p 8 

1 層 黒褐色粘性土 灰褐色砂質土プロックを含む。

2 層 暗灰褐色粘性土炭化物粒子を少量含む。

149号住居p 9 

1 層 黒色粘性土 As-C は含まない。炭化物を多く含む。

水が湧く。

149号住居 PlO

1 層 黒褐色土 As-C を多量、炭化物粒子を少量含む。

2 層 暗灰褐色粘性土水分を多く含み、粘性が強い。 As-C は

含まない。

149号住居 P 11 

1 層 黒褐色粘性土 直径 1 ~2 cm の白色の灰ブロックを含む，

As-C ・炭化物粒子を少凪含む。

149号住居 P15 

゜ 1 : 60 2m 

1 層 黒褐色土 As-C を多く、焼土粒子・炭化物粒子を

少量含む。粘性がある。
149号住居 P 16 

1 層 黒褐色粘性土 As-C は含まない。炭化物を微量含む。

2 層 暗褐色粘性土 1 層よりも明るい。 As-C は含まない。
149号住居 P 17 

1 層 黒色粘性土 As-C を含まない。炭化物を少量含む。

2 層 黒色粘性土 1 層よりも粘性が強い。水が湧く。
149号住居 P 18 

1 層 黒色粘性土 As-C は含まない。炭化物を少量含む。

2 層 黒色粘性土 1 層よりも粘性が強い。水が湧く。

図305 149号住居出土遺物 (2) と柱穴．炉
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3 炉付設住居
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150号住居因307-308 、 PL81, 表P.63

位謳 S-56グリッド

規模縦1.6+ am 横0.9+ am 深0.15m

形状隅丸方形 重複なし

主軸方位 N-15ー -W 

埋没土 炭化物粒を少量含む。粘性のある黒色土層

である。

床面 床面は多少の凹凸がみられるが、しつかりと

している。

貯蔵穴 調査範囲の中では検出されなかった。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 調査できた範囲の中では検出されなかった。

入口施設調査範囲の中では検出されなかった。

遺物出土状態 北西部隅の壁付近から石が出土した

他に、土師器甕形土器胴部片が出土した。埋没土内

からの出土遺物は古墳時代前期の S 字状口縁台付甕

形土器 (1503) の口縁部と弥生土器甕形土器 (1504)

の口縁部がある。

炉 調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査所見 隅丸方形の北西隅部分が検出できたが、

全体の形状は推定である。深さや床面の状況から住

居跡として取り扱った。時期を決定する有力な遺物

はないが、土層図からは Hr-FA が 1 層としてとら

えられ、埋没土中からは古墳時代前期の遺物が出土

しているため、古墳時代前期と推定した。 （相京）

手-56より西へ 2m
南へ 2m

gPA 
4一

SPA' 
ー 6
I 

］層 Hr-FA L=95.30m 
2 層 黒色土 As-C を多羹に含む。粘性がある。
3 層 黒褐色土 As-C を多量に、炭化物粒子を少量含む。
4 層 黒褐色粘性土 As-C を含まない。
5 層 黒色粘性土 炭化物粒子を少最含む。 As-C を含まない。
6 層 暗灰褐色土 4 層よりもやや砂質である。粘性がある。

図307 150号住居 1 : 60 
0 1 : 60 2 m 

／戸畜戸叉1504

←＝口：03
゜

1 : 4 20cm 

図308 150号住居出土遺物

151 号住居図309~311 、 PL81ｷ 82 ｷ 153、表P.63·64

位置 V • W-57 • 58グリッド

規模縦5.2m 横4.5m 深0.08m

形状隅丸方形

重複 172号・ 178号住居に後出する。

主軸方位 N-10ー -E 

埋没土 確認面から床面までの深さは浅く、 2 層が

わずかに堆積している状態である。上層は浅間 C軽

石を多量に含む暗褐色土であり、下層は白色土粒を

わずかに含む粘性土のある黒褐色土である。

床面 床面はほぽ平坦であり、一部で多少の凹凸が

ある。住居の 4 本の主柱穴で囲まれた範囲の中には

4 ヶ所、床面が焼けている部分がある。また、その

中央部には炭の散布が見られる。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 7 本のピットが検出された。p 1~P4 は主

柱穴である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.23m 0.20m 0.12m 

p 2 0.23m 0.20m 0.10m 

p 3 0.20m 0.16m 0.16m 

P4 0.15m 0.13m 0.08m 

p 5 0.25m 0.20m 0.05m 

p 6 0.23m 0.21m 0.21m 

p 7 0.30m 0.28m 0.23m 

入口施設検出されなかった。
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3 炉付設住居

エニ:Jl505 デニ-?1502

• S524 

゜
1 : 2 • 10cm 

図309 151 号住居出土遺物

炉1 歪

三
L=94.80m 

1 陪 赤褐色土 As-C を少益含む。床面が焼けたものと思わ

れる。

2 層 暗灰褐色土 やや赤みを帯びる。 As-C は含まれない。

3 層 黒褐色土 As-C を少溢含む。やや砂質。
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1 層 赤褐色土 As-C を多く含む。

2 層 淡赤褐色土 As-C をプロック状に含む。

3 層 暗灰褐色土 やや赤みを帯びる。 As-C を少拭含む。

SPB' 
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\
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S
 

四

L=94.80m 

1 層 黒褐色土 As-C を多く含む。焼土粒子・炭化物粒子を

やや多めに含む。

2 層 赤褐色土 As-C を極めて多且に含む。
3 層 暗灰褐色土 やや赤みを帯びる。 As-C を含まない。

4 層 暗灰褐色土 やや赤みを帯びる。 As-C を多く含む。

図310 151 号住居の炉

SPB SPB' 

疇1 層 赤褐色土 As-C を少量含む。

2 層 黒褐色土 As-C を多く含む。

2'層 黒褐色粘性土 As-C をプロック状に含む。 2 層よりも若

干明るい。

゜ 1 : 30 lm 
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151号住居p 6 

1 層 黒褐色土 As-C を多量に含む。

2 層 l 層よりも As-C の最は少ない。炭化物を少量含む。

151号住居p 7 

5 層 黒褐色土 As-C を極めて多最、炭化物を多く含む。

6 層 黒褐色粘性土 As-C を多めに含む。炭化物・焼土粒子を

多く含む。

7 層 黒褐色粘性土 As-C を少最含む。炭化物・焼土粒子を多

く含む。

図311 151 号住居

282 

151号住居

1 層 暗褐色土 白色軽石（As-C) を多醤に含む。

2 層 黒褐色土 白色土粒子をわずかに含む。粘性が強い。

151号住居p 4 

3 層 黒褐色土 As-C を極めて多量に含む。鉄分を含み、

赤みを帯びる。しまりは悪い。

゜
1 : 60 4m 



遺物出土状態 土師器甕形土器の体部小破片が床面

直上より出土している。図示した1502 • 1505の甕形

土器口縁部は埋没土中からの出土である。

炉床面に 4 ヶ所、焼けた部分が検出された。

炉 1 位置 中央やや北寄り

規模長軸0.68m 短軸0.50m 深さー m

炉 2 位置 中央やや南東寄り

規模長軸0.50m 短軸0.46m 深さ 0.06m

炉 3 位置 中央やや南東寄り

規模長軸0.60m 短軸0.50m 深さ 0.02m

炉 4 位置 中央やや南東寄り

規模長軸0.50m 短軸0.44m 深さ 0.06m

遺存状態 炉 2 • 4 は良好な状態を保っている。

遺物出土状態 炉 4 の埋没土内から 3 点の土器片が

出土しているが、図化できない。

調査所見 本住居の壁はほとんどが削られており、

わずかに残る程度である。床面には炉跡が残る。古

墳時代前期の住居に特有な炉状の焼土部分が 4 ヶ所

ある。 （相京）

152号住居図312· 313 、 PL82· 153、表P.64

位置 W • X-55 • 56 グリッド

規模縦4.37m 横4.0m 深0.09m

形状隅丸長方形

重複 52号 •95号・ 96号溝、 11号周溝墓に先行する。

東壁方位 N-19ー -E 

ご一
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n
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0 I : 3 10cm 

_
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ー
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ー

'
|
_
;
5
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3 炉付設住居

埋没土 浅間 C軽石・焼土粒・炭化物粒を少量含む

黒褐色粘質土で埋まっていた。

床面 顕著な床面は検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 大小10本のピットが検出されている。このう

ちp 1~p 3 の 3 本は主柱穴と考えられる。もう 1

本の主柱穴は52号溝に切られている位置にあったと

推定される。他の小ピットの用途は不明である。

柱穴No 長径 短径 深さ

P 1 0.3 m 0.27m 0.52m 

P 2 0.36m 0.34m 0.35m 

P 3 0.37m 0.3 m 0.25m 

P 4 0.3 m 0.23m 0.33m 

F 5 0.26m 0.23m 0.34m 

P 6 0.24m 0. 24m 0.10m 

P 7 0.30m 0.30m 0.27m 

P 8 0.26m 0.22m 0.10m 

p 9 0.20m 0.18m 0.47m 

PIO 0.28m 0.24m 0.18m 

入口施設 壁沿いにはいくつか小ピットが検出され

たが、明確に入口施設ととらえられるものは検出さ

れなかった。

遺物出土状態 遺物の出土はきわめて少ない。図示

した弥生土器甕形土器 (1506 • 1509) は住居中央部

の床面近くから出土したものである。

1
1
-

j
T
H
 

備考

ニバ• S527 I 
0 1 : 2 • 5 cm 
I I 

図312 152号住居出土遺物
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152号住居

4 I 

EPD EPD' 

EPE EPE' 

1 層 黒褐色粘性土 炭化物粒子を少最、焼土粒子と

As-C を微最含む。しまりは良

し ‘o

1'層 黒褐色粘性土 As-C を含まない。炭化物粒子

を 1 層よりもやや多めに含む。

1 層よりもしまりは弱い。

l"層黒褐色土 1 層よりやや明るい。灰褐色土

ブロックをやや多く含む。しま

りは良い。

2 層 灰（白）褐色土黒褐色粘性土プロックを含む。

しまりは良い。

3 層 暗灰褐色土 地山よりも若干暗い。やや砂質。

しまりもやや弱い。

4 層 暗灰褐色土 黒褐色粘性土と灰褐色土の混合

土。しまりは良く、粘性もある。

L=94.90m 

図313 152号住居
゜

1 : 60 4m 
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炉 検出されなかった。位置的には52号溝に壊され

た可能性がある。

調査所見 本住居は中央を南北に52号溝、北西部分

を95号・ 96号溝によって切られている。また、 11号

周溝墓に切られている。埋没土中から弥生時代後期

の土器片が出土している。 （小島）

153号住居図314~319 、 PL82~84 • 153ｷ 154 、表P.64~67

位置 v~X-59~61 グリッド

規模縦6.6m 横6.9m 深0.21m

形状隅丸方形

重複 168号・ 172号住居に後出する。

主軸方位 N-37ー -E 

埋没土 浅間 C軽石を混入した黒褐色土層であり、

上層はクラックが入りやすい。下層は炭化物を含む

暗黒灰色土である。

床面 貼床が施されている。しつかりとした平坦な

床面である。床面には 3 ヶ所焼けた部分があり、炉

跡と考えられる。

貯蔵穴北東隅に長径l.Om、短径0.86m 、深さ

0.39m の楕円形の貯蔵穴が検出された。掘り込み面

付近は一部が崩れている。貯蔵穴内には土層が 2 層

あり、上層では浅間 C軽石が多く、下層では少なく

なる黒色土である。

周溝西壁では幅10cm 、深さ 4 cm、南壁では幅18cm 、

深さ 3 cm の周溝が検出された。

柱穴 8 本の柱穴が検出された。p 1~P4 は主柱

穴である。p 5~p 8 は掘り方面で確認した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.38m 0.36m 0.45m 

p 2 0.44m 0.43m 0.58m 

p 3 0.41m 0.34m 0.59m 

p 4 0.40m 0.28m 0.53m 

p 5 0.60m 0.48m 0.10m 

p 6 0.29m 0.22m 0.48m 

p 7 0.70m 0.33m 0.28m 

P 8 0.63m 0.43+ am 0.10m 

入口施設なし

3 炉付設住居

遺物出土状態 床面から 7~10cm上位で埋没土中の

ほぼ全面から出土し、北西壁に沿って幅約2.5m ほ

どに集中している。 S 字状口縁台付甕形土器（1511)

が貯蔵穴内で、甕形土器 (1520) が床面直上で出土

している。埋没土内からは器台形土器 (1515) や甕

形土器(1510 • 1530) 等が出土した。

また、床面から 6 ~7 cm上位で、南東壁と北東壁

下において焼土が出土し、住居中央付近では小片で

はあるが、炭化材や炭化物粒が多く検出された。

炉 床面に 3 ヶ所の焼けた地点が検出された。

炉 1 位置 中央やや東寄り

規模長軸0.8m 短軸0.55m 深さ 0.10m

炉 2 位置 中央やや北寄り

規模長軸0.45m 短軸0.37m 深さ 0.05m

炉 3 位置 中央やや北寄り

規模長軸0.60m 短軸0.40m 深さ0.05m

遺存状態 炉 1 • 2 はほぼ連続した状態で検出され

た。炉 l にあるピットは長径0.27m 、短径0.2m 、

炉 2 にあるピットは長径0.25m 、短径0.14m で、深

さはともに 5 ~10cmであり、しつかりと焼土化して

いる。炉 3 も含めて深さ 5 ~10cm ほどの凹みがあり、

しつかりと焼土化している。

遺物出土状態 なし

調査所見 本住居の床面下 5 ~10cm には、一回り小

さなほぽ相似形の掘り込みがあった。この掘り込み

については、調査時にも1.同一住居の段差、 2.

拡張住居、 3 ．別の住居の重複等いくつかの可能性

を考えながら、調査を実施したが、最終的には本住

居に伴うもので掘り方とすることとした。

本住居床面付近には炭化物が多く見られたが、下

層の掘り込みには見られない。また、土層図からも

本住居の床面が、下層の掘り込みの上につくられて

いることは明らかである。この下層の掘り込みの埋

没土はほぼ水平堆積で、周囲から流れ込んだ自然堆

積とは考えにくい。また、下層の掘り込みの底面に

は独自の炉や主柱穴が確認できなかった。したがっ

て基本的にはこの下層の掘り込みは、本住居の掘り

方と考えたい。 （相京）
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黒色土 炭化物層。焼土プロックをわずかに含む。

灰褐色土 地山プロソク、白色粘土が混入する。

1 号炉の 1 層と同じ。

褐色土 地山。わずかに焼けている。

`
8
d
S
 

1 層

2 層

3 層

4 層

SPA 

赤褐色土

黒褐色土

黄白色土

黒色土

`
H
d
S
 

H
d
S
 

' 
SPA SPA' 

• L=94.60m 

焼土（しっかり焼けている）。

漸移的に焼けている。直径 1 ~7 mm （平均 2 ~ 

3 mm) の As-C が混入する(1 C益当たり 3 個位）。

粘土。

焼土粒が混入する。 As-C がわずかに入る。

図315 153号住居の炉
゜ 1 : 30 lm 
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1 層黒褐色土153号住居内土坑

1 層 As-C ・炭化物粒・焼土粒を含む黒色粘質土。

2 層 炭化物粒・焼土粒・少益の As-C を含む黒灰色粘質土。

3 陪 炭化物粒と焼土粒を少益含む灰褐色粘質土。 As-C は含ま

4 層

ない。

As-C と炭化物を多址に含む黒褐色土。
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2 層

図316 153号住居の床面

柱痕上部には直径 1 ~7  mmの As-C が、 l col当

たり 3 個位混入する。粘性が大きい。

2 層黒色土 粘性が大きい。
153号住居貯蔵穴

1 層黒色土 直径 2 ~3  mmの As-C が、 1 C盃当たり 2 個混入す
る。わずかに粘性がある。

黒色土直径 2 ~3  mmの As-C が、 lOcnl当たり 2 個混入す
る。粘性が強い。
1 : 60 
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153号住居 (170号住居）

1 層 黒褐色土 As-C が混入する (1 C品当たり 2 ~ 3 個）。クラックが入りやすい。
2 層 暗黒灰色土 As-C がわずかに混入する。下部に炭化物を含む。粘性が大きい。

3 陪 白色粘土プロック

4 層 黒色士 As-C が混入する。粘性がある。

5 層黒色土 酸化鉄分を含む。粘性が大きい。

6 層 白色粘土プロック

7 層 黒褐色土 酸化鉄を多伍に含む。一部 As-C が混入する。 10c企当たり 20個位。クラックが入りやすい。

8 層 黒褐色土 As-C の滉入が多い。

9 層 黒褐色士 直径 1 cmの白色粘土プロックがわずかに混入。酸化鉄を含む。わずかに粘性がある。極少益30c而に 1 個 As-C が入る。

168号住居

1 層 As-C を多望に含む黒褐色土。

2 層 炭化物・焼土粒． As-C を含む黒褐色粘質土。

3 層 炭化物・焼土粒を含む黒色粘質土。

4m 
図317 153号住居掘り方 4m 





3 炉付設住居
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図319 153号住居出土遺物 (2)

154号住居

位置

規模

形状

重複

主軸方位

埋没土

床面

図320~324 • 328 • 329 、 PL84·85· 154~156、表P.67~70

2 A • 2 B-62~64グリッド

縦10m 横6.2+ a m  深0.36m

隅丸方形

32号井戸・ 169号住居に先行する。

N-0 ー-E 

白色土粒や粘土を含む褐色土。床面直上は

炭化物を多量に含むので火災住居と考えられる。

東壁から住居中央付近まではしっかりとした

平坦な固い床面であるが、西壁は善勝寺堀や現河川

により壊されている。

290 

貯蔵穴

周溝

柱穴

南壁東寄りに長径1. 18m 、短径0.56m 、深

さ 0.56m の楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴は

2 段に掘られている。中段は床面から 5 cm のところ

にあり、円形状の落ち込みは、直径0.60m を呈する。

東壁下の一部に検出された。幅10~26cm、深

さ約 4 cm である。

22本のピットが検出されている。そのうち柱

穴は P 2 ~p 5 と考えられる。

柱穴No

p 1 

p 2 

長径

0.50m 

0.52m 

短径

0.32m 

0.50m 

深さ

0.33m 

0.48m 

備考



P 3 0. 80 m O. 60 m O. 61 m 

P 4 0.32m 0.28m 0.07m 

P 5 0.30m 0.23m 0.06m 

P 6 0.42m 0.27m 0.48m 

P 7 0.36m 0.32m 0.19m 

P 8 0.37m 0.34m 0.28m 

P 9 0.50m 0.44m 0.30m 

P 10 0.30m 0.24m 0.50m 

P 11 0. 33 m O. 30 m O. 66 m 

P 12 0.49m 0.40m 0.09m 

P 13 0.58m 0.34m 0.57m 入口施設

P 14 0.36m 0.22m 0.59m 入口施設

Pl5 0.20m 0.14m O.llm 

P 16 0.58m 0.46m 0.41m 

P 17 0.45m 0.27m 0.35m 

Pl8 0.49m 0.39m 0.13m 

P 19 0.60m 0. 57m 0.57m 

P20 0.30m 0.22m 0.07m 

P 21 0.43m 0.37m 0.33mｷ 

P22 0.60m 0.34m 0.19m 

入口施設南壁中央付近から北へ約50cm に位置す

る。入口施設のピット番号は P 13 と P 14 にあたる。

長軸は、 2 本のピット (P 13 • P 14) とも南北に長

い。 P 13は底面が中央より北寄りにある。

遺物出土状態 遺物はほぼ全体から出土している。

住居は火災に遭った状況を呈しており、炭化材の下

からの遺物の出土が多い。遺物の集中地点は南東隅

部分に多く見られる。

炉

位置東壁中央より 0.6m 西側

規模長軸1.0m 短軸0.53m 深さ O.Olm

遺存状態 焼土の確認がなされている。この部分は

床面がしつかり焼けていることから火災に遭った焼

土とは異なる。

遺物出土状態 床面直上からは小形台付甕形土器

(1535) 、壺形土器 (1534 • 1545) 、高杯形土器 (1533)

の他、埋没土中からは多くの土器が出土している。

調査所見 169号住居に切られていることにより本

3 炉付設住居

住居の床面は重複部分で約15cm削られて低くなって

いる。このため P 1 • P 4 の主柱穴およびp 5 は P

1 • P 2 を軸とする P5·P6·P7 は直線上で等

間隔配列・同規模であり、本住居の所産と考えるこ

とにした。

また、炉は本来 Pl ·P4 の間付近に位置するこ

とが当該期の特色であるが、 169号住居によって切

られているため検出不可能であった。また、 P10 • 

Pllは壁柱穴であり、掘り方面より掘り込み、床面

からp 10は 15cm 、 Pll は33cm の深さまで達している。

（相京）

SPA SPA' 

疇

層
廿
＼

I

図

゜ 1 : 30 1 m 

1 層赤褐色土焼土。固く焼けている。

2 層茶褐色土 わずかに焼けており、固い。

3 層 暗褐色土 白色鉱物粒を多量に含む。

SPA SPA' 

L=94.50m 

1 層褐色土 全体的には砂層。壁よりに、直径0.5~1 cm の

焼土プロックを含む。炭化物を少誠含む。シル

卜質。

2 層 暗褐色土焼土・直径0.5~1 cm ほどの炭化物を多量に含

む。粘性土。

＊底面からは土器が出土する。

0 1 : 60 2m 

図320 154号住居の炉と貯蔵穴
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3 炉付設住居
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図323 154号住居出土遺物 (3)
Pl7 Pl6 

SPA SPA'SPA ... 

P2 

SPA' 
P21 

SPA SPA' 

` 
1 層灰褐色土

154号住居 P17 P6 
1 層灰褐色士 シルト質。上部に炭化物をわずかに含む。 SPA SPA 

154号住居 P16 m 1 層褐色土

1 層 黄色砂質土小プロック・炭化物粒を含む灰褐色シルト質土。 2 層灰褐色土

2 層 炭化物粒を多量に含む灰褐色粘質土。

154号住居p 2 

1 層 炭化物粒・少誠の焼土粒を含む灰褐色シルト質土。
P9 

2 層 多量の炭化物粒と焼土粒を含む灰褐色粘質土。
SPA SPA' 

3 層 少最の炭化物粒を含む灰褐色砂質土。

＊底面に土器がある。

粘性土。炭化物がわずかに含まれる。

粘土質。炭化物をわずかに含む。

シルト質。わずかに炭化物を含む。
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 ` 

1 層黒褐色土

2 層灰褐色土

P3 
SEASEA' 

量 1層灰褐色土

炭化物を含むシルト質。

シルト質。

炭化物・焼土粒をわずかに

含む粘性土。

疇
s
p
A

u

p
l
g
s
p
A
髯

1 層暗褐色土

1 層灰褐色土

2 層灰褐色土

1 層黒褐色土

2 層黒灰褐色土

3 層灰褐色土

゜L=94.20m 

酸化鉄を含む。この上に甕の

完形（割れている）が出土した

所。粘性が大きい。

炭化物を多量に含む。わずかに直

径0.5cm ほどの焼土粒を含む。粘

性土。

シルト質。わずかに炭化物を含む。

直径0.5~1 cm ほどの炭化物

を含む。

炭化物粒を多量に含む。

炭化物粒を多最に含む。

図324 154号住居の柱穴
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169号住居図325~330 、 PL85~87 • 156ｷ 157表P.70~73 

位置 2 A • 2 B -62 • 63グリッド

規模縦6.2m 横4.8m 深0.43m

形状隅丸方形

重複 154号住居に後出する。

主軸方位 N-15ー -E 

埋没土 直径 2 ~3 mmの浅間 C 軽石を 10c而あたり 1

~ 2 個混入し、炭化物粒や酸化鉄分をわずかに含む。

白色土粒は埋没土中位から床面付近までの間で検出

される。

床面 床面は部分的に多少凹凸があるが、全体には

ほぼ平坦である。

貯蔵穴 南東隅寄りわずかに北側に長径0.78m 、短

径0.50m 、深さ 0.50m の歪んだ楕円形を呈する貯蔵

穴が検出された。

周溝 なし

柱穴 19本のピットが検出された。主柱穴はp 1~ 

p 4 と考えられる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.45m 0.36m 0.59m 

p 2 0.33m 0.23m 0.67m 

p 3 0.35m 0.32m 0.59m 

p 4 0.38m 0.30m 0.53m 

p 5 0.40m 0.35m 0.23m 

p 6 0.48m 0.43m 0.46m 

p 7 0.32m 0.22+ am 0.08m 

p 8 0.22m 0.19m 0.44m 

p 9 0. 75m 0.32m 0.06m 

P 10 0.38m 0.30m 0.18m 

Pll 0.37m 0.22m 0.05m 

P 12 0.20m 0.18m 0.07m 

P 13 0.30m 0.28m 0.38m 

P 14 0.27m 0.16m 0.07m 

P 15 0.53m 0.29m 0.46m 上端連結

P 16 0.53m 0.21m 0.69m 上端連結

P 17 0.32m 0.23m 0.60m 

P 18 0.68m 0.48m 0.40m 上端連結

P 19 0.68m 0.16m 0.21m 上端連結

3 炉付設住居

P20 0.30m 0.16m 0.28m 

入口施設 南壁下中央付近に不整形な落ち込みがあ

る。南東隅から約1. 5m のところに長軸0.60m 短軸

0.35m 、床面からの深さ 0.30m の隅丸方形状の落ち

込みがある。

遺物出土状態 ほぼ全面から遺物が出土している。

特に南西隅部分にかけてと北西部付近に集中地点が

ある。床面および埋没土中からは弥生時代後期の甕

形土器（1663) 、高杯形土器（2170) などの出土が

ある。他に埋没土中から獣骨の出土があり、 2 号河

川跡の埋没土との関係もあり、遺跡西側の低地部へ

獣骨を捨てたかのような状態を呈す。

炉 3 ヶ所の炉が検出されている。

炉 l 位置 中央よりやや北寄り

規模長軸0.30m 短軸0.28m 深さ 0.02m

炉 2 位置 中央よりやや南寄り

規模長軸0.26m 短軸0.20m 深さ 0.04m

炉 3 位置 中央よりやや南西寄り

規模長軸0.32+ m 短軸0.21m 深さ0.02m

遺存状態 炉 l は本住居の炉の中では最もしっかり

しており、炉 2 ・炉 3 は焼土の広がりをもつのみで

ある。

遺物出土状態 炉 1 ・炉 2 の周辺から遺物の出土が

多い。

調査所見 154号住居を切って本住居をつくつてい

るため、本住居の床面で確認されたピット群の中に

は 154号住居を構築していた柱穴も含まれていると

考えられる。したがって本住居の床面で検出された

ピットのうち、 154号住居の平面形と合致する 3 柱

穴を 154号住居の柱穴として報告した。 (154号住居

Pl·P4·P5) この他にも 154号住居の柱穴や

炉に付属するピットになるものが含まれている可能

性があると思うが不明と言わざるを得ない。

（相京）
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1 層灰褐色土

2 層褐色土

3 層 暗灰褐色土

4 層暗褐色土

5 層 黒褐色土

EPI' 

L=94.60m 

砂を主としており、直径 1 ~10mmの As-C が、 10c益当たり 20個混入する。わずかに

炭化物を含む。

直径 1 mmの白色士粒を多量に含む。粘性がある。

直径 1 mmの白色土粒をわずかに含み、直径 2 cmの炭化物が点々と入る。酸化鉄分が

多い。粘性がある。

直径 1 mmの白色土粒をわずかに含む。炭化物がない。酸化鉄分が多い。粘性がある。

白色粘土が混入する。粘性が大きい。

白色粘土・炭化物が混入する。酸化鉄分が多い。

炭化物を多量に含む。（火災住居）

粘性が強い。

北東に広がる溝状の遺構の覆土。シルト質。赤褐色の鉄分を含む。

直径 2~3 mmの As-C が多く混入している。

As-C をわずかに混入する。

炭化物をわずかに含む。 As-C が10c碕に 1 ~ 2 個混入する。酸化バクテリア層

がわずかに入る。粘性がある。

わずかに白色粘土が混入する。粘性が強い。

図329 154号・ 169号住居
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図330 169号住居出土遺物 (3)

155号住居図331~333 、 PL87 • 88 • 157表P.73·74

位置 W~Y-61·62グリッド

規模縦5.2m 横5.2m 深0.2m

形状隅丸方形

重複 166号住居に後出する。

主軸方位 N-24ー -E 

埋没土 浅間 C軽石を含む褐色土層であり、上層は

黒くクラックが入りやすく、下層は暗灰色で粘性が

ある。

床面 床面よりわずかに凹凸をもつが、全体的に平

坦である。炉の周辺から北側にかけて幅約1. 5m の

範囲に炭化物の散布範囲がある。

貯蔵穴南東隅に長軸1.25m 、短軸1. 25m 、深さ

0.20m の隅丸長方形の区画をもつ貯蔵穴が検出され

た。このなかには長軸0.58m 、短軸0.50m 、深さ

0.29m の掘り込みがある。貯蔵穴内の埋没土には 2

層が確認され、上層の浅間 C軽石や焼土粒·炭化物

粒を含む黒褐色土と、下層の灰褐色土からなる。

貯蔵穴の北辺は幅45cm、高さ 2 cm の周堤状の高ま

りがある。

周溝なし

柱穴 4 本の主柱穴が検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.45m 0.45m 0.27m 
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2 "'層

黒褐色土 直径 3 ~5 mm の As-C を、 1 C吋当

たり 2 ~ 3 個含む。クラックが入

りやすい。

As-C が細かい。

暗灰褐色土 わずかに As-C を含む。粘性が強

し ‘o

黄灰褐色土 流入土。 As-C をわずかに含む。

黒褐色土 流入土。粘性が強い。

2 層と同じ。粘性がない。
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p 2 0.55m 0.44m 0.47m 

P 3 0. 70m 0.50m 0.40m 中段がある

P 4 0.70m 0.55m 0.43m 

入口施設なし

遺物出土状態 全体に散布する破片は、約250点の

出土である。埋没土中から出土している甕形土器

(1559) はp 3 付近から北壁中央付近までの散布状

況がある。貯蔵穴区画内の床面からは甕形土器

(1575）、ミニチュア土器 (1563 • 1564) などの出

土遺物の他、埋没土中より種類は不明であるが骨片

(B333) の出土がある。床面出土遺物には土師器

3 炉付設住居

s 字状口縁台付甕形土器もあることから古墳時代前

期の住居である。

炉

位置 中央よりやや北寄り

規模長軸1. 13m 短軸0.80m 深さ 0.07m

遺存状態 炉はやや変形している。東寄りの床面下

にピットがある。

遺物出土状態 炉の周辺からも土器片が出土してい

る。主に小破片である。弥生土器甕形土器が多い。

調査所見 本住居はしっかりとした形で検出され

た。また、貯蔵穴も明瞭である。 （相京）

EPA EPA' 

貯蔵穴

SPA SPA' 

L=94.70m 

EPB EPB' 

— 

瓢重層 As-C ・焼土粒・炭

化物粒を多景に含む

黒褐色粘質土。

焼士粒・炭化物粒．

極少贔の As-C を含

む灰褐色粘質土。

P4 

SPA SPA' 

EPC EPC' “ L=94.70m 

1 層茶褐色土直径 1 ~5 mm （平均 2 mm) の As-C を、

1 crrf当たり 1 個滉じる。ボソボソした

感じがある。酸化鉄分を多く含む。上

位に S 字状口縁台付甕の破片が入る。

L=94.70m しまりがない。

2 層 暗褐色土柱痕。灰白色土プロソク（粘性）を斑点

と叫
状に含む。

(/) 
3 層 灰白色土地山が流れ込んでいる。地山が汚れた

炉 。感じ。 2m 1 : 60 

SPA SPA' 

SPA 

SPB 

L=94.70m 

SPB' 

SPA' 

8
d
S
 

L=94.70m 

1 層灰褐色土直径0.1~1 cm （平均0.2cm位）の As-C が混じる

(1 C而当たり 1 個位）。他に炭化物・焼土粒が含

まれている。

2 層赤褐色土焼土層。

3 層 暗褐色土 わずかに焼けている。

図332 155号住居の炉・貯蔵穴．柱穴
゜ 1 : 30 1 m 
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□1亭
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• 1568 /9̀  
• 1567 

\ ゜ 1 : 3 • 10cm 

ロ

こ：］
• S551 

S538 

図333 155号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 
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156号住居図334~336 、 PL88 • 157 • 15＆表P.75 

位置 X • Y-63 • 64 グリッド

規模縦6.7m 横2.4+ am 深0.32m

形状 住居の東部分は大半が調査区外であるが、隅

丸方形と推定される。

重複 167号住居、 76号土坑に後出し、 31号井戸に

先行する。

西壁方位 N-24ー -E 

埋没土径0.5~10mmの浅間 C 軽石を 1 C碕当たり 3

~ 7 個混入した茶褐色土で大半が埋まっている。壁

際は黒褐色土で浅間 C軽石を含む量が少なくなる。

床面 床面は多少の凹凸があり、凹地は地山を削り

床面下に掘り方をもつ部分である。地山をそのまま

床面としている部分は固くしっかりしている。

貯蔵穴調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 西壁に沿って幅30cm、深さ 25cmの周溝が掘り

方面で検出された。

3 炉付設住居

柱穴 Pl ·PZ は主柱穴と考えられ、この 2 本は

床面で確認できたが、他は掘り方面での確認である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.46m 0.40m 0.42m 中段あり

P 2 0. 28 m O. 28 m O. 33 m 

p 3 

P4 

p 5 

0. 52m 0. 24+ am 0.40m 

0.34m 0.34m 0.29m 

0.38m 0.26m 不計測

P 6 0.43m 0.35m 0.29m 

P 7 0.22m 0.20m 0.13m 

P 8 0.30m 0.24m 0.12m 

P 9 0.20m 0.18m 0.08m 

PlO 0.39m 0.20m 0.12m 

P ll 0.30m 0.13m 0.07m 

P 12 0.15m 0.14m 0.13m 

Pl3 0.18m 0.16m O.llm 

P 14 0. 20 m O. 08 + a m O. 10 m 

Pl5 0.43m 0.22tam 0.16m 

\ 

ご三／
こ□9

1573 

I 
□W824(1) ] 

1574 

ロニロ□9
こニロ—- W824(2) 

鸞—―冒

星 W824(3)

図334 156号住居出土遺物
゜ 1 : 4 20cm 

305 



第 8 章 住居の調査

入口施設調査範囲の中では検出されなかった。

遺物出土状態全体にまばらな感じで出土してい

る。北西部隅では1573の甕形土器が床面直上から出

土している。その他埋没土中からも同様な甕形土器

の出土がある。他に1570の杯形土器は広い範囲

没土からの出土である。

の埋

調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査所見 本住居の西側の一部が検出された。大半

は東側の調査区域外に入っている。遺構確認面から

（相京）

炉

床面までは良好な状態で確認できた。

E
P
A
 

I夏
Hr-FA 下水田面。 As-C が混入する。

直径0.5~1 cm の As-C が、 1 C碕当たり 3 ~ 

7 個混入する。酸化バクテリアプロックが混

入する。粘性がある。

As-C が10c吋当たり 5 ~ 7 個位滉入する。炭

化粒が入る。粘性は強い。

As-C が少ない (10c扁当たり 3 ~ 5 個）。

暗黒褐色土 As-C が少しだけ入る。粘性が強い。

暗褐色土 As-C が混入する (10c而当たりわずかである）

粘性が強い。

暗黒褐色土 As-C を混入する。床下の遺構？

い。

As-C ・炭化物粒・灰褐色粘質土小プロック

を含む。

怜
A

\ 
167号住居

o

心

ゃC

I
 

O

B

 

p
 

8

S

 

。

◎
四

• 

e
 

ゞ＇もk
X 

ーE
P
~
4
P
B
‘

嗜

0

7

 
5
 

ー

灼

!-r 

゜ ., 

S
P
A
、

1 層黒色土

2 層茶褐色土

3 層

3'層

3 "層

4 層

5 層

6 層

黒褐色土

黒褐色土

粘性が強

Pl 

EPB EPB' 

“[ 

7 層

8 層

9 層

SPB 
3" 

黄色粘質士

灰褐色粘質土プロックと黒色粘質土の混土。

As-C を含む灰褐色粘質土。

図335 156号住居
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3 炉付設住居

76号土坑

EPC EPC' 

L=95.00m 

、8
d
3

— 

¥
 

8
d
3
 

図336 156号住居掘り方

157号住居図337~339 、 PL88~90· 158ｷ 159、表P.75ｷ76 

位置 Y~2 A-63~65グリッド

規模縦5.8m 横6.9m 深0.19m

形状隅丸方形

重複 165号・ 167号住居に後出する。

東壁方位 N-0 ー-E 

埋没土直径0.5~5 mmの浅間 C 軽石を含む。床面

付近では炭化物が直径 2 ~3 cm になる。中層では炭

化物がわずかに入り、直径 3 cm ほどの酸化バクテリ

アブロックの土層となり、暗灰褐色土で粘性をもつ。

上層は浅間 C軽石が 1 C碕当たり 3 ~ 5 個混入する黒

褐色土である。

床面 床面は平坦である。炉跡付近から北は貯蔵穴、

西は壁際までの間に炭化材が分布し、床面は黒く

なっている。

゜
1 : 60 4m 

貯蔵穴北西隅に長径1.04m 、短径0.65m 、深さ

0.19m の東西に長い楕円形の貯蔵穴が検出された。

東側は床面がわずかに凹んでいる。

周溝 なし

柱穴 15本のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.58m 0.44m 0.56m 

p 2 0. 78m 0.66m 0.38m 

p 3 0.70m 0.48m 0.38m 

P4 0.74m 0.40m 0.66m 

p 5 0.40m 0.38m 0.68m 

p 6 0.15m 0.09m 0.37m 

p 7 0.42m 0.24m 0.07m 

p 8 0.50m 0.48m 0.05m 

p 9 0.20m 0.18m 0.38m 
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第 8 章住居の調査

P 10 0.34m 0.30m 0.18m 

Pll 0.15m 0.13m O.llm 

P 12 0.20m 0.18m 0.05m 

P 13 0.18m 0.16m 0.15m 

P 14 0.22m 0.12m 0.09m 

P 15 0.34m 0.16m 0.10m 

入口施設 なし

遺物出土状態 住居全体に遺物分布がみられるが、

集中地点ぱ炉跡から西側の炭化材の集中地点にあ

る。床面直上からは甕形土器（1577 • 1582) 、蓋形

土器（1578) が出土している。床面よりわずかに浮

いた状態で、シカ臼歯片 (B334) や種は不明であ

るが四肢骨片 (B335) 、器台形土器 (1579) が出土

している。

炉

位置 中央やや西寄り

規模長軸0.65m 短軸0.52m 深さ 0.07m

遺存状態炉の中央部は 7 cm ほど掘り込まれてい

る。埋没土上層は黒褐色土に焼土が混じり、中央付

近の床面上には赤褐色の焼土ブロックと焼土粒があ

り、床面は白っぽく焼け、周縁付近になると灰白色

土であり、わずかに焼けて炭化物をわずかに含む、

しっかりとした炉跡である。

遺物出土状態 炉内からは甕形土器の破片が出土し

ている。周辺部は西側で多くの出土遺物がある。

調査所見 本住居は隅丸方形で主柱穴をしっかりと

もち、明瞭な状態で検出された。西壁付近に遺物が

集中し炭化材の出土もある。 （相京）

165号住居図337 • 338 • 340、 PL90· 159、表P.76

位置 Z • 2 A-63グリッド

規模縦1.9+ am 横4.0+ am 深0.14m

形状 南部分が失われているが、隅丸方形と推定さ

れる。

重複 157号住居に先行する。

主軸方位 N-3ー -E 

埋没土 炭化物粒を含む灰褐色粘質土が床面に堆積

する。遺構確認面は焼土粒と炭化物粒を含んだ黒褐

308 

色土であり、レンズ状の堆積を浅間 C 軽石・焼土

粒・炭化物粒を含んだ灰褐色土層で確認できるが、

この灰褐色土層は 157号住居の北壁掘り込み時に切

られている。また、全体に炭化物が多い住居跡となっ

ている。

床面床面には全体に焼土や炭化材などが見られ

る。しつかりとした焼土は北壁中央下に位置してい

る。

貯蔵穴 調査範囲の中では検出されなかった。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 15本のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.20m 0.18m 0.13m 

p 2 0.43m 0.32m 0.22m 

p 3 0.20m 0.18m 0.46m 

P4 0.28m 0.22m 0.25m 

p 5 0.44m 0.24m 0.21m 

p 6 0.28m 0.22m 0.41m 

p 7 0.23m 0.20m 0.llm 

p 8 0.45m 0.44m 0.02m 

p 9 0.22m 0.22m 0.06m 

P 10 0.40m 0.26m 0.02m 

Pll 0.20m 0.18m 0.15m 

P 12 0.70m 0.34m 0.18m 

P 13 0.42m 0.36m 0.13m 

P 14 0.28m 0.24m 0.15m 

P 15 0.14m 0.10m 0.08m 

入口施設調査範囲の中では検出されなかった。

遺物出土状態床面から 2 ~4 cm浮いた状態でまば

らに遺物が出土している。甕形土器 (1618~1620)

がある他に、埋没土中より 1621が出土している。

炉 調査できた範囲の中では検出されなかった。

調査所見 157号住居に多くを切られた状況で検出

された。 P 3 • P 4 は 165号住居の床面で検出した

が、位置的には本住居の主柱穴であることが推定さ

れるために本住居のピットとして報告した。（相京）
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157号住居 L=94.70m 

1 層黒褐色土

2 層暗灰褐色土

貯蔵穴

SPA SPA' 

疇

麟畜
図337

3 層暗灰褐色土

165号住居埋没土

1 層 As-C 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色土。

2 層 炭化物粒焼土粒を含む黒褐色粘質土。
3 層 炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

4層炭

157号住居貯蔵穴

1 層黒褐色土

層
層
層

2

3

4

 

暗褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

直径0.5~5 mmの As-C が、 1 cnf当たり 3 ~ 5 個混入する。

直径0.5- 5 mmの As-C が、 1 C品当たり 1 ~ 2 個混入する。直径 3 cm の茶褐色の酸化バク
テリアのプロックが密に入る。灰白色の汚れた地山プロックが入る。炭化物がわずかに入
る。粘性が強い。

As-C が10c盃当たり 3 ~ 5 個混入する。直径 2 ~3 cm の炭化物を含む。粘性が強い。

直径 2 -5 mmの As-C が上位に多く含まれている (lOcnf当たり 10~20個）。炭化物がわずか
に混入する (lOcnf当たり 1 ~ 2 個）。
As-C が上位に多く含まれている。

酸化鉄分を含む。粘性がある。

粘性が強い。
゜

4m 
157号・ 165号住居

1 : 60 
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EPA EPA' 

EPB EPB' 

EPC EPC' 

EPD EPD' 

L=94.70m 

EPEI 

EPG 

3 -- --
ヽ

L=94.70m 
0 1 : 60 2m 

1 層黒色土 炭化物・焼土粒がわずかに入る。

1'層褐色土 炭化物・焼土粒がわずかに入る。

2 層 赤褐色土 白っぽく焼けている。

3 層 赤褐色土 白っぽく焼けている。焼土プロックを含む。

4 層 灰白色土 わずかに焼けている。炭化物をわずかに含む。
翌塾 SPA' 

3 I 2 —· 

瓢
L=94.50m 

図338 157号・ 165号住居の断面と 157号住居の炉

゜ I : 30 lm 
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゜
1 : 4 20cm 
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.. 

゜
1 : 3 • 10cm 

LOム 1 図340 165号住居出土遺物

• S567 

゜
1 : 2 • 10cm 

158号住居図341-345 、 PL90·91 ・ 159 ・ 160、表P.76-79 

位置 W-57 • X-56 • 57 グリッド

規模縦4.lm 横5.5m 深0.3m

形状隅丸方形

重複 52号溝に先行する。

主軸方位 N-48ー -W 

埋没土 炭化物を少量と直径 2~10mmの浅間 C 軽石

が10c吋あたり 3 ~ 5 個入る黒褐色土であり、下層に

なるにしたがい粘性が強くなる。

床面 床面は平坦であり、炉跡の部分が10cm ほど炉

床面まで下がる。床面上における柱穴は規則的に配

置されている。南東壁下中央にはやや歪んだピット

がある。

貯蔵穴東壁中央よりやや南に長軸0.53m 、短軸

0.36m 、深さ 0 27m の隅丸長方形の貯蔵穴が検出さ

れた。貯蔵穴は底面が段状を呈しており、浅い。底

面までの深さは0.14m である。

周溝 南西壁中央付近から北西壁にかけてと、北東

壁中央付近に幅10cm、深さ 2 ~5 cm で検出された。

柱穴 10本のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 5 

p 6 

p 7 

0.44m 0.38m 0.49m 

0.42m 0.32m 0.07m 

0.56m 0.48m 0.28m 

:/ 

゜
52号溝

, 
2
 

/

6

 
,

S

 

a

o

o

 

゜

d
 

> 

oO. 

，
Q
呼
0
C
o

〇
ゃ
8

.. 

o
o
o。
^

9

0

0

0

 

尋
9
『

p
 宣

言
―

4

柁
図

3

6

 

l

0

p

4
 

5
 

。
^
-

Q

u
 

0

0

 

a
 

。

n

o

 

0
0
 

P 1 0.36m 0.32m 0.57m 

P 2 0.54m 0.44m 0.25m 

p 3 

P4 
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0.52m 0.42m 0.54m 

0.44m 0.4 m 0.56m 

゜ 1 : 60 2m 

図341 158号住居遺物出土状態
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魔
1層黒色土

1'層白色粘土

2 層灰赤褐色土

3 層黒褐色土
L=94.80m 

SPB' 

• 1 層 黒褐色土 As-C が上位に混入する。直径 2 ~10mmの炭化

物を少絋含む(lOc品当たり 3~ 5 個位）。

2 層 黒褐色土直径 1 mmの As-C が混入し、散らばっている。

直径 l ~3  mm の炭化物の小粒がわずかに入る

(lOcnl当たり 5 ~10個混じる）。粘性が強い。

3 層 暗褐色土 地山の白色土粒の入る粘性士が流入土として入

る。粘性が大きい。
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1 層 赤褐色土焼土。しっかりと焼けて、固い。

2 層 わずかに焼けている。（漸移的）白っぽい。

3 層黒褐色土根による攪乱か？

゜
1 m 

図342 158号住居
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P 8 0.42m 0.36m 0.31m 

P 9 0.28m 0.22m 0.25m 

P 10 0.46m 0.42m 不計測

入口施設検出されなかった。

遺物出土状態 全体的に遺物の出土があるが、中央

から南隅部分にかけて多量に遺物の出土がある。南

東部床面から甕形土器（1347) が出土した。

炉 2 基の炉が近接して検出された。

炉 1 位置 中央よりやや西寄り

規模長軸0.85m 短軸0.65m 深さ 0.05m

炉 2 位置 中央よりやや南西寄り

規模長軸0.55m 短軸0.46m 深さ 0.03m

遺存状態 炉 1 は良好に残り、深さ 7 cm の中央部付

近には焼土がしっかりと残っていた。焼土の上には

黒色土に混じり、白色粘土がのっていた。炉 2 は上

層は赤く焼土が見られ、下層はわずかに焼けた痕跡

がある。

遺物出土状態炉 l からは弥生土器甕形土器

(1322 • 1323) が出土し、炉 2 からは弥生土器高杯

形土器（1346) が出土した。

調査所見 住居の主軸方位を北西から南東方向にも

つ例は本遺跡内においては数少ない。 （相京）

亨ロデ5
\ \ 

1348 

II 
1349 

\ 
\ \ 
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\ 

図343 158号住居出土遺物（ 1)
゜

1 : 4 20cm 
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図344 158号住居出土遺物 (2)
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S547 

10cm 

S546 
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図345 158号住居出土遺物（ 3)

ロ
• S557 

゜ 1 : 4 • 20cm 
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159号住居図346~348、 PL91 ・ 160表P.80

位置 V • W-55 • 56 グリッド

規模縦5.4m 横5.lm 深0.4m

形状歪んだ隅丸方形

重複 149号住居に先行し、 11号周溝墓に後出する。

西壁方位 N-10ｰ-W 

埋没土 上層は直径0.1mmの浅間 C 軽石粒を 1 C碕あ

たり 5 ~10個を均ーに含む。クラックの入る黒色土

であり、下層になるにしたがって褐色土になり粘性

が強くなる。

3 炉付設住居

床面 床面は南と東に傾斜している。床面自体は平

たい。旧地形が落ち込んでいるため床面が下がった

ものと考えられる。

貯蔵穴なし

周溝 南壁の中央部分では不明であるが、その他は

幅15~20cm、深さ 1 ~6  cm の周溝が検出された。

柱穴 12本のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.29m 0.27m 0.26m 

p 2 0.36m 0.34m 0.19m 

L
1
1
9
4
.
 9
0
m
 

1 層黒色土

2 層暗褐色土

3 層褐色土

4 層 暗灰褐色土

5 層地山

6 層黒褐色土

、口10こ憂Pl;

ー

l
l
)
'
-

—
ー

• Pl 

• P6 

11号周溝募／
SPB 

ヽ
/ 

/ 
/’ 

//  
/ 

x B340 

~-56 

( P8 
◎P3,。

C]

□p2 .. し・

、•°
。1',:L l585

01591 

S
P
A

、

<
d
3
 

SPB 

贔直径0.1mmの白色鉱物 (As-C の細かいもの）を均ーに含む (1 cnl当たり 5 ~10個）。クラックが入りやすい。

構成物は 1 層と同じ。粘性は強くなる。

直径0.1mmの白色鉱物をわずかに含む。粘性が強い。

* 2 層と 3 層の間はペッド状遺構になると思われる。

壁の流れ込み土。粘性が強い。

灰白色土。粘性が強い。

白色鉱物をわずかに含む。

図346 159号住居

SPB' 

゜ 1 : 60 4m 
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EPA' 

EPA 冒

量疇．疇冒，.~. 罪B‘
EPB “ 
EPC 

EPD 

EPE 

笏

図347 159号住居断面

p 3 0.34m 0.34m 0.46m 

p 4 0.43m 0.42m 0.36m 

p 5 0.27m 0.21m 0.09m 

p 6 0.22m 0.20m 0.36m 

p 7 0.38m 0.30m 0.27m 

P 8 0.30m 0.30m 0.18m 

p 9 0.42m 0.33m 0.29m 

P 10 0.38m 0.37m 0.07m 

Pll 0.27m 0.24m 0.25m 

P 12 0.40m 0.35m 0.24m 

入口施設 なし

遺物出土状態 遺物はまばらな出土状況である。 P

12隅の床面直上から出土した甕形土器1593以外は埋

318 

EPC' 

` 
EPD' 

L=94.90m 

EPE' 

鴫
゜

1 : 60 4m 

没土からの出土遺物である。 P 12内からの出土遺物

は甕形土器の口縁部破片である。

炉検出されなかった。

調査所見 南東部分は地山の地形が落ち込むため、

住居跡の床面や壁のレベルが下がっている。一部掘

り過ぎのきらいがあるが、周溝が確認できたことか

ら原形をとどめている可能性もある。北壁側は一段

テラス状になってから床面になるが、周溝等がある

内側で住居の規模を計測すると、東壁は5.4m 、西

壁は4.3m である。北壁の北側では掘り方を確認中

に本住居の掘り込み面より約14cm掘り下げた位置で

平面形を確認したため、 159号住居跡よりも古い遺

構と考えられる。 （相京）



3 炉付設住居

[
 

I I 1589 

\‘‘588 ゜ 1 : 4 20cn 

I I 
I/ 

I I 
i 

• 1593 
\ \ • 1590 / I 

饂細er, II 

-·直［ー：

/ / 

• 1592 

• 1591 

゜ l : 3. 10cm 

• S561 

゜ 1 : 2 • 10cm 

こ
• S560 

図348 159号住居出土遺物

160号住居図349~351 、 PL91 • 92ｷ 160、表P.80·81

位置 U-58 • 59 、 V-58グリッド

規模縦4.45+ am 横4.8m 深0.32m

形状 隅丸方形と推定されるが南東部は調査区域外

のため断定できない。

重複 147号住居に先行し、 176号住居に後出する。

主軸方位 N-30ー -W 

埋没土 上層は多量の浅間 C軽石と炭化物粒・焼土

粒を含む黒褐色粘質土で、下層はごく少量の浅間 C

軽石と炭化物粒を含む黒色粘質土で埋まっている。

埋没土中位には灰層が確認できたが、これは床面と

いうよりは埋没途中で形成されていると考えられ

る。

床面 やや不安定な部分もあったが、住居中央部を

中心に硬化した面がとらえられた。

貯蔵穴北東隅に長径0.88m 、短径0.72m、深さ

0.57m の楕円形の貯蔵穴と考えられる掘り込みが検

出された。中央部は断面図A-A' のようにピット

319 
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くこ）

, ゚ 。

147号住居

お
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‘ ゜
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oo゜'01597 
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176号住居

S562 
C 

ー

q ̀. 

淡冨

図349 160号住居上層遺物出土状態

状に掘られており、特徴的である。貯蔵穴の周囲の

床面は 5 ~10cm 凹んでいた。

周溝検出されなかった。

柱穴 本住居にともなうと考えられるピットは 7 本

検出されている。 Pl·P2·P3 は主柱穴と考え

られるが、p 1 の位置がやや中央部に寄っているこ

とは否めない。また、本住居の床面が不安定であっ

たところでは先行する 176号住居の貼床を剥がして

しまったことから、 176号住居のピット 2 本も掘っ

てしまっている。この 2 本については176号住居の

゜ 1 : 60 4m 

項で計測値を掲載している。

柱穴No 長径 短径 深さ

p 1 0.27m 0.25m 0.26m 

p 2 0.2+ am 0.3 m 0.39m 

p 3 0.27m 0.25m 0.44m 

P4 0.30m 0.30m 0.23m 

p 5 0.25m 0.25m 0.07m 

p 6 0.40m 0.29m 0.14m 

p 7 0.19m 0.15m 0.04m 

入口施設検出されなかった。

320 

遺物出土状態 前述した埋没土中位のところで出土

した遺物はかなり多いが、ほとんど破片である。床

面近くの遺物は、住居中央部には少なく、貯蔵穴周

辺や壁際に偏在する傾向がある。

炉

位置 住居のほぼ中央部やや西壁寄りに炉 1 、これ

より南西部に炉 2 が検出された。

規模炉 1 ・長軸0.6m 短軸0.20m 深さ 0.03m

炉 2 長軸0.67m 短軸0.30m 深さ0.06m

遺存状態 やや偏平な楕円形の範囲で床面が焼けて

おり、炉と考えられる。上層には 2 cm ほどの灰層が

備考 あり、下に 4 cm ほどの焼土層が形成されていた。石

や使用面下のピット等は検出されなかった。また、

p 2 北側に焼土粒・炭化物粒を多量に含んだ黒色土

で埋まった皿状の掘り込みが検出されたが、炉であ

るかどうかは判然としない。炉 2 は炉の可能性が強

く、埋没土内からは炭化物粒を多量に含む黒褐色土

段あり である。

遺物出土状態 遺物は出土しなかった。

調査所見 p 2 の南側の掘り込みについては炉の可



3
 
炉付設住居

能性も考えたが、ややp 2 に接近しすぎているよう

に見える。また、 この据り込みの南脇に棒状の礫が

出土している。 これを掘り込みにともなうと考え、

この掘り込みを炉とすることも可能性としてはある

が、 この石は掘り込みの確認面から 6 cm ほど浮いて

おり、決定的でない。 （小島）
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図350 160号住居

笏
L=94.90m 

As-C ・炭化物粒を含む黒褐色粘質土 (Hr-FA 直下水田耕土）。

多益の As-C ・炭化物粒・焼土粒・多量の As-C を含む黒褐色粘質土。

灰層

焼土と灰の混合土層。

極少量の As-C 、炭化物粒を含む茶褐色粘質土。

176号住居

6 層 極少量の As-C と炭化物粒を含む黒褐色粘質土。

7 層 炭化物粒を多く含む黒褐色粘質土。

1 層暗褐色土直径 1 -lOmm （平均 3 mm) の As-C が、

1 C而当たり 4 ~ 5 個混入する。直径 5 mm （最大

15mm) ほどの炭化物は多量に混入する(lOc益当た

り 4 ~ 5 個）。しまりは良いが、上層ほど

As-C の混入が多い。酸化鉄の混入も見られる。

2 層褐色土 直径 4 ~5  mm （粒径が平均してい

る）の As-C を含む (1 C益当たり 2 ~ 3 個）。炭

化物の粒径は 1 層より小さいが、混入の程度は

2 倍程度と見られる (10c品当たり 7~8 個）。し

まりは 1 層よりやや固い。酸化鉄の混入も 1 層

同様に見られる。

褐色土 焼土・灰・炭化物の混入土層。

As-C を多温に含む黒色粘質土。

`

L

 3 層

4 層

1 : 60 4m 
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1 層灰層

2 層橙色焼土

3 層灰黄色シルト

4 層 焼土粒を少屈含む灰褐

色シルト

160号住居炉 2

1 層黒色土焼土粒・炭化

物粒を多最に含む。
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図351 160号住居炉と出土遺物

161 号住居

位置

規模

形状

重複 166号・ 167号住居に後出する。

主軸方位

埋没土

床面 硬化した床面の広がりを検出した。床面は平

坦であるが、部分的な確認である。

貯蔵穴 調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝

柱穴

Y • Z-62グリッド

縦 (4. 6) m 

不明

不明

できない。

322 

図352 、 PL92· 160、表P.81

横2.8+ am 

N-5ｰ-W 

深 Om

調査できた範囲の中では検出されなかった。

11本のピットが検出されたが、主柱穴は特定

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

PlO 

Pll 

入口施設

た。

長径

0.55m 

0.35m 

0.50m 

0.40m 

0.45m 

0.40m 

0.26m 

0.25m 

0.34m 

0.39m 

0.31m 

短径

0.50m 

0.35m 

0.36m 

0.32m 

0.40m 

0.33m 

0.25m 

0.25m 

0.26m 

0.34m 

0.28m 

深さ

0.16m 

0.29m 

0.24m 

0.07m 

0.07m 

0.08m 

0.25m 

0.16m 

0.14m 

0.20m 

0.28m 

備考

調査できた範囲の中では検出されなかっ
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1 層 赤褐色土焼土プロック。固く焼けている。

2 層 黒褐色土焼土プロックがまばらに入る。焼けて、やや白っ

ぼくなる。

3 層黒褐色土

1 層 赤褐色土固くしまっている。

2 層 黒褐色土焼土プロックをわずかに含む。

3 層 黒色炭化物からなり、焼土プロ・ノクを含む。

4 層 黒色炭化物からなり、焼土プロックを含む。

5 層 大きな焼土プロックの構成層。

L=94.70m 

゜ I : 30 lm 

図352 161 号住居と出土遺物
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遺物出土状態 p 5 から S 字状口縁台付甕形土器の

口縁（1600 • 1601) が出土している。

炉小規模に床面が焼けている部分が 4 ケ所ある

が、炉とは断定できない。住居内の位置については

住居全体の形状が明確でないのではっきりしない。

焼土 1 規模長軸0.76m 短軸0.70m 深さ 0.06m

焼土 2 規模長軸0.52t am 短軸0.56m 深さ 0.10m

焼土 3 規模長軸0 .45m 短軸0.35m 深さ 0.03m

焼土 4 規模長軸0.72m 短軸0.36+ am 深さ 0.05m

遺物出土状態 なし

調査所見 住居と考えられるが、一部の床面を検出

したにすぎない。他の住居は同じ面で平面形を確認

できたが、本住居の壁は上層の遺構によって削平さ

れているために、床面の一部のみが残存したものと

考えられる。出土遺物からは古墳時代前期と推定さ

れる。 （相京）

162号住居図353· 354 、 PL92·93·160ｷ 161表P.81·82

位置 2 A • 2 B -64 • 65 グリッド

規模縦3.04+ am 横3.03+ am 深0.09m

形状 隅丸方形と推定されるが、完掘できなかった

ので詳細は不明である。

重複 163号住居に先行する。

主軸方位 N-5 ー-E 

埋没土 鉄分を含み、浅間 C軽石を含まない灰褐色

土が堆積している。上層には軽石と炭化物粒を含む

茶褐色土が堆積していた。

床面 掘り込んだ地山をそのまま床面としている。

顕著な硬化面は検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 10本のピットが検出されたが、主柱穴は明確

でない。
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1 層 茶褐色土 1 層よりやや明るい感じの土層。直径

2 mm （最大 5 mm) ほどの As-C が混じる

(1 C益当たり 2 -3 個）。酸化鉄も見られ

るが、数は少ない。炭化物は直径 2 mm位

のものが数点含まれる。しまりも 1 層と

同様である。

2 層 灰褐色土 As-C ・酸化鉄は見られない。そのかわ

り、焼土プロックが断面中に 2 ケ所はど

ある。炭化物も 3 層と同様、最大直径

1 cm ほどのものが数点程度含まれる。全

体にしまりが悪く、シルト質っぽい。

L=94.50m 
図353 162号住居

゜
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図354 162号住居出土遺物

柱穴No 長径 短径 深さ

p 1 0.40m 0.38m 0.18m 

p 2 0.38m 0.32m O.llm 

p 3 0.27m 0.24m 0.10m 

P4 0.31m 0.20m 0.22m 

p 5 0.27m 0.19m 0.09m 

p 6 0.19m 0.14m 0.15m 

p 7 0.21m 0.20m 0.20m 

p 8 0.16m 0.15m 0.13m 

p 9 0.42m 0.41m 0.12m 

PlO 0.19m 0.15m 0.22m 

2 段に掘る

入口施設なし

遺物出土状態 壁際を中心に破片が多く出土した。

Pl·P2·P9 からは遺物が比較的出土してい

る。p 1 からの出土は甕形土器（1607) であり、底

3 炉付設住居

面直上である。

炉検出されなかった。

調査所見 南半分が発掘区外であること、残存壁高

が低かったことなどから、住居の形状や各施設を確

認することが困難であった。 （小島）

163号住居図355 、 PL92 • 93 • 160ｷ 161,表P.82

位置 2 A • 2 B-65グリッド

規模縦1. 9+ am 横4.2+ am 深0.08m

形状 小判形に近い隅丸方形と推定されるが、調査

できた範囲が北壁周辺のみであるので、詳細は不明

である。

重複 162号住居に後出する。

主軸方位 N-3 ー-E 

埋没土 上層は浅間 C軽石·炭化物粒を含む暗褐色

土で埋まっていた。下層は軽石を含まず、炭化物粒

を含む暗褐色土で埋まっていた。

床面 据り込んだ地山を床面としている。中央部に

近いほうに硬化面が残っていた。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝壁沿いに幅12cm、深さ 6 ~8 cm の周溝が検出

された。

柱穴 小ピットが 7 本検出されているが、やや浅い。

備考 柱穴と考えられるのは P 1 • P 2 である。p 2 は主

柱穴の可能性もある。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.28m 0.24m 0.13m 

p 2 0.37m 0.30m 0.15m 

p 3 0.16m 0.16m 0.06m 

P4 0.19m 0.16m 0.05m 

p 5 0.19m 0.17m 0.06m 

p 6 0.26m 0.17m 0.06m 

p 7 0.22m 0.17m 0.09m 

入口施設検出されなかった。

遺物出土状態 p 1 周辺の北東隅やp 3 周辺の床面

近くで遺物が多く出土している。図示した弥生土器

甕形土器（1609) はp 2 内出土のものとp 3 西側で

出土したものが接合している。
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第 8 章

炉

調査所見

住居の調査

検出されなかった。

周溝は当初の床面検出の際には検出され

ず、やや掘り下げて床面の施設の精査を実施した時

に検出した。当初に確認した平面形よりも内側に周

溝が検出されたが、最終的に住居の平面形は周溝の

位置になるものと考えられる。 （小島）
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1 層暗褐色土

1 C吋中直径 2 mm程度の As-C 混じり最大径

6 mmが 1 ~ 2 点。しまりは概ね良いが、軽

石の多いところは、ややぽそぽそした感じ

である。直径 5 mm程度の炭化物 5 X 5 cm 中

4-5 点あり。酸化鉄も 2 、 3 ヶ所みられ

る。

2 層暗褐色土

As-C は入らない。しまりは 1 層と同様だ

が酸化鉄が多いため、ぽそぽそした感じ。

炭化物も認められない。直径 3 mm程度の焼

土粒が数点認められる。
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162号住居

2 層灰褐色土 As-C の混入はみられない。全体にしまり

が悪く、シルト質ぽい。酸化鉄はみられな

い。そのかわり焼土プロックが断面中 2 ヶ

所ほどあり炭化物も 3 層と同様数点程度だ

が最大径 1 cm のものがあり。
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図355 163号住居と出土遺物
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164号住居図356 、 PL93· 161 、表P.82

位置 Z • 2 A-65 • 66 グリッド

規模縦l. l+am 横4.68+ am 深0.25m

形状 隅丸方形と推定されるが、調査できた範囲が

北壁周辺のみであるので詳細は不明である。

重複なし

北壁方位 N-78ｰ-W 

埋没土 記録不備のため不明。

床面 壁沿いであるので顕著な硬化面は検出されな

かった。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

3 炉付設住居

柱穴検出されなかった。

入口施設検出されなかった。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。土器は少最の出

土であり、埋没土中から甕形土器 (1614) の肩部の

櫛描波状文施文の破片が出土した。その他に石器の

出土量が多い。床面直上から剥片石器 (S 564) 、北

西部では床面からわずかに浮いた状態で剥片石器

(S 565) が出土した。壁際を中心に炭化物の塊が

多く遺存していた。

炉検出されなかった。

調査所見 発掘区南端に検出された住居であり、北

壁の一部を検出できたにとどまった。 （小島）
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第 8 章住居の調査

166号住居図357~362 、 PL93~97 • 161表P.83·84

位置 X • Y-62 • 63 グリッド

規模縦6.72m 横4.3m 深0.35m

形状隅丸長方形

重複 155号住居に先行し、 167号住居、 84号・ 87号

土坑に後出する。

主軸方位 N-6ｰ-W 

埋没土 上層は多量の浅間 C軽石・炭化物粒・焼土

粒を含む黒褐色粘質土で、下層は少量の浅間 C 軽

石・炭化物粒・焼土粒を含む黒色粘質土で埋まって

いた。 167号住居と重複する土層断面では、埋没土

の分離が難しく、本住居の南壁の把握は数次におよ

んだ。

床面 据り込んだ地山をそのまま床面としている。

住居南東部には顕著な硬化面が残存していた。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 大小あわせて 14本のピットが検出されてい

る。p 1~p 4 は主柱穴と考えられる。他は規格的

な配置ではなく、柱穴とは断定できない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.37m 0.37m 0.34m 

p 2 0.54m 0.43m 0.60m 

p 3 0.49m 0.42m 0.63m 

p 4 0.40m 0.35m 0.36m 

p 5 0.26m 0.26m 0.04m 

p 6 0.20m 0.20m 0.14m 

p 7 0.28m 0.23m 非計測

p 8 0.22m 0.20m 非計測

p 9 0.25m 0.17m 0.20m 

P 10 0.24m 0.18m 0.37m 

Pll 0.29m 0.24m 0.37m 

P 12 0.23m 0.23m 非計測

P 13 0.25m 0.25m 0.46m 

P14 0.20m 0.20m 0.21m 

入口施設南壁の中央やや西の壁内側に一対の小

ピットが検出された。東側の入口p 1 は底面が中央

に掘られているが、西側の入口p 2 は底面が北側に
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偏って掘られている。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.28m 0.25m 0.37m 

P 2 0.32m 0.27m I.Olm 

遺物出土状態 床面近くから多くの遺物が出土して

いるが、破片が多い。図示した土器は南半部の壁際

に出土したものがほとんどである。 1813の土製勾玉

は北西部のp 2 北側で床面から 3 cm ほど浮いた状態

で出土した。また、本住居のp 2 北側の床面上10cm

ほどの所に集中して、ガラス小王と人歯が出土した。

この遺物集中部では掘り込みを確認することができ

なかった (III 9 号墓壊参照）が、本住居にはこれと

は別に 6 号墓壊が本住居埋没土を掘り込んでいる。

(III 6 号墓壊参照） 166号住居A地点の遺物の出土状

況は、 6 号墓城と酷似しており、墓城と考えられる

可能性が高い。したがって本稿ではA地点と 6 号墓

壊の位置を枠で示すにとどめ、遺物の出土位置や遺

物実測図は 6 号墓城とともに後述した。

炉 本住居床面で 6 ヶ所ほど床面が焼けている地点

が検出された。このうちp 3 北側の 3 基は、規模・

形態や位置の検討から、先行する 167号住居の炉お

よび焼土と考えられる。本住居の炉は、図示した P

1 • P 4 間の 1 基であり、他の 2 ヶ所は位置と断面

を図示したが、積極的に炉と判断できなかった。こ

れらはみな同様に床面が 3 ~5 cm ほど焼土化してい

たが、床面が掘り凹められてはいない。

位置 P 1 • P 4 間中央部やや北寄り

規模長軸0.66m 短軸0.58m 深さ 0.09m

遺存状態床面から 5 ~9 cm掘り凹められており、

使用面までは炭化物粒・焼土ブロックを含む黒褐色

土で埋まっていた。使用面は赤く焼けており、焼土

化した厚さは 3 cm、さらに下層は 2 ~3  cmが漸移的

に赤化している。炉の一隅には焼土を切って P 16が

掘り込まれていた。また、焼土 1 はp 2 の南東、焼

土 2 は南壁下に位置する。規模は、

焼土 1

焼土 2

長径 短径

0.25m 

0.35m 

0.20m 

0.33m 



3 炉付設住居
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第 8 章住居の調査

166号住居

1 層 炭化物粒・焼土粒・多量の As-C を含む黒褐色粘質土。
2 層 炭化物粒・焼土粒・少菰の As-C を含む黒色粘質土。
3 層 炭化物粒・焼土粒・灰褐色粘質土小プロックを含む黒褐色

粘質土。

4 層 炭化物粒・焼土粒を含む黒灰色粘質土。

5 層 黄色砂質土プロック・炭化物粒を含む黒色粘質土。

167号住居

1 層 黒褐色土 As-C ・炭化物粒・焼土粒を含む。砂質。
2 層 黒灰色粘質土炭化物粒・焼土粒を含む。

3 陪黒褐色土 黄色粘土小プロノクを多盈に含む。

4 層 黒色粘質土 灰白褐色シルトの小プロソクを含む。

EPA 

--1 
I 

EPA' 

EPB 

--、
\ 

L=94.70m 

EPB' 

冒／ L`=94.70m 

EPC EPC' 

L=94.70m O 1 : 60 4m 

炉

怜

S
P
A

、
. 

冒
1
1
9

鴫
SPB SPB' 

” 1 層赤褐色土焼土（地山）

2 層 黄褐色土漸移的に焼けている。

3 層 黒褐色土 ビソト上層。粘性がある。

3 層黒褐色土粘性がある。

3”層 黒褐色土粘性がある。
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である。

遺物出土状態 炉に伴う遺物の出土はなかった。

調査所見 本住居は南壁を決定するのに期間を要し

た。 167号住居とほとんど同じ主軸方位で住居が掘

られており、埋没土の分離も困難であった。最終的

3 炉付設住居

には、入ロピットと壁との関係および出土遺物の時

期から、図示した平面図のような調査結果となった。

埋没土もこの地点で変化するような堆積状況であ

り、平面図での検討と一致している。 （小島）

Pl P2 P3 P4 P5 P6 Pll Pl2 入口 Pl

SPA SPA' S—P—A 2 S4一PA' SPA SPA' SPA SPA'SPA SPA'SPA SPA'SPA SPA'SPA SPA'SPA SPA' 
- - -l- _ _ - - -- - -

騒

` 
口 “ 

疇 鯛

“ “ 員
L=94.40m 

L=94.40m 

L=94 40m L=94 40m L=94 40m L=94.40m 

L=94.40m 
L=94.40m L=94.40m 

166号住居p 1 

1 層黒褐色土焼土粒を含む。

2 層 黒褐色土焼土粒を含む。粘性が強い。

3 層 黒褐色土 直径0.5~3 cm の黄白色粘土プロックを含む。

粘性が強い。

166号住居p 2 

1 層黒褐色土

2 層褐色土

3 層黒褐色土

4 層黒色士

5 層黒褐色土

焼土粒が混入する。

黄白色粘土プロックを多量に含む。粘性が強い。

直径0.5~3 cm の黄白色粘土プロ・ノクを含む。

焼土粒を含む。粘性がある。

焼土粒・炭化粒が入る。粘性が強い。

焼土粒・炭化粒を含む。粘土粒をわずかに含む。

粘性が強い。

166号住居p 3 

1 層 褐色土焼土・粘土プロックを含む。

2 層 褐色土 わずかに黄白色粘土プロ・ノクを含む。粘性が強い。

166号住居p 4 

1 層 黒褐色土 わずかに黄白色粘土粒子が入る。粘性がある。

2 層 黒褐色土 黄白色粘土プロソクが斑状に入る。粘性が強い。

166号住居p 5 

1 層 黒褐色土 炭化物を多量に含む。焼土粒をわずかに含む。
粘性あり。

166号住居p 6 

1 層 褐色土 焼土．炭化物粒をわずかに含む。粘性が強い。

166号住居 Pll

1 層 炭化物小プロソク・焼土粒・黄色砂質土粒を含む灰褐色粘

質土。

2 層 灰色砂壌土プロック

3 層 少輩の炭化物と黄色砂壌土小プロックを含む灰褐色粘質土。

166号住居 P 12 

1 層褐色土 直径 1 cm の炭化物を 10c而当たり 4 ~5 個入る。

2 層褐色土 焼土粒をわずかに含む。粘性強。

3 層 黄褐色土黄白色粘土プロソク層。

166号住居入口p 1 

1 層黒褐色土粘性が強い。

2 層 黄褐色土 黄白色粘土プロック層。

゜ 1 : 60 2m 

図360 166号住居の柱穴
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図361 166号住居出土遺物（ 1)
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l 67号住居図358· 363~366 、 PL96 • 97 • 161 ・ 162表P.85·86

位置 X~  Z -62~64グリッド

規模縦7.84m 横7.06m 深0.25m

形状 正方形に近い隅丸長方形

重複 156号・ 157号・ 161号・ 166号住居に先行す

る。

主軸方位 N-5ｰ-W 

埋没土 上層は焼土粒・炭化物粒・黄色粘土小ブ

ロックを多く含む黒褐色粘質土で、下層は焼土粒・

炭化物粒・黄色砂質土ブロックを多量に含む黒褐色

粘質土で埋まっていた。

床面 本住居の床面は基本的には掘り込んだ面を床

面としているが、西壁に沿って幅 2m ほどの帯状の

掘り込みが床面の下層にあって、住居の床面は貼床

が施されていた。しかし、下層の掘り込みの影響で

大きいところでは10~13cm床面が沈んでいた。この

下層の掘り込みは85号・ 91号土坑であることが判明

した。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 本住居床面では 8 本のピットを検出した。こ

の中で主柱穴と考えられるのはp 4 のみである。他

の主柱穴は他の重複遺構の底面で確認した。p 1 は

後出する 166号住居の床面、p 2 は76号土坑の底面、

p 3 は85号土坑の底面での確認である。他のピット

は小形のものが多く、性格は不明である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.36m 0.26m 0.23m 

p 2 0.24m 0.22m 0.34m 

p 3 0.23m 0.20m 0.22m 

p 4 0.57m 0.55m 0.17m 

p 5 0.24m 0.19m 0.20m 

p 6 0.20m 0.20m 0.20m 

p 7 0.35m 0.30m 0.23m 

P8 0.30m o.12+am 不計測

p 9 0.27m 0.22m 0.42m 

P 10 0.22m 0.20m 0.15m 

p 11 0.37m 0.15m 0.60m 

3 炉付設住居

入口施設 明確には検出できなかった。南壁沿いに

あるp 11が入ロピットの可能性があるかもしれな

い。

遺物出土状態 遺物の出土はあまり多くない。西南

部を中心に床面近くから弥生土器甕形土器等が出土

している。埋没土中から土製円盤が一点出土してい

る他、石器の出土も多い。

炉 本住居の炉は、p 1 と同様に 166号住居の床面

で検出した。焼土化した部分は 3 ヶ所あったが、北

側のものは床面が掘り凹められており、炉と判断し

た。一方、南側の 2 ヶ所は床面が焼けで焼土化した

ような形状で、炉として施設されたものかどうかは

確定できない。それぞれの規模は、焼土 1 長径

0.50m 、短径0.45m 、深さ 0.10m 、焼土 2 長径0.50m 、

短径0.45m 、深さ 0.10m であり楕円形の範囲である。

これらには弥生土器破片が出土している。以下は炉

と判断したものについて報告する。

炉

位置 P 1 • P 4 間のやや北側

規模長軸0.81m 短軸0. 73m 深さ 0.05m

遺存状態 床面を 5 cm ほど掘り凹めている。使用面

は赤化している部分と炭化物の遺存する部分があ

る。中心部では 7 cm の厚さで地山が焼土化しており、

最も火が焚かれたと思われる中心部ではさらに白く

変色していた。

遺物出土状態 炉に伴う遺物の出土はなかった。

調査所見 本住居は当初、床面が沈んでいる西側と、

166号住居の南側の部分は別の遺構と考え、調査を

進めた。しかし、調査後に主柱穴と炉の位置の検討

をおこなった結果、全体を同一住居と考えた時の平

面形に合致する主柱穴の痕跡が重複遺構から検出さ

れた。したがって、この範囲は一軒の住居とした方

が良いとの結論に達した。しかし、南壁はその平面

形とは合致しない方向になってしまっており、調査

時の精査が足らなかった可能性がある。しかし、北

東部から南西部に166号住居との関連土層図があり、

住居南壁の存在の確認から新旧関係や、床面の高さ

など知ることができる。 （小島）
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2 層 黄色砂質土（地山）のプロソクを多量に含み、焼土粒・炭化

物粒を混じる黒褐色粘質土。

3 層 灰白褐色粘質土（貼床）

167号住居p 1 

渇 黒褐色土炭化物をわずかに含む。粘性がある。

図363 167号住居
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L=94.60m 

91号土坑

9 層 黄色砂質土の小プロックを含む灰褐色粘質土。

10層 炭化物を少最含む黒褐色粘土。

11層 黄色砂質土プロックを含む黒褐色粘土。
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粘性がある。柔らかい。

5 層 黄白色粘土プロック層

6 層暗褐色土 地山が汚れた状況。

7 層黒色土 炭を含む。

167号住居焼土 2

1 層赤褐色土焼土。

2 層赤黄褐色土

3 層褐色土 砂地山。

4 層 地山プロックの混じる土。

5 層黒褐色土粘性がある。

6 層炭化層（黒）

7 層 黒褐色土焼土粒が混入する。

8 層暗褐色土汚れた地山？

9 層黒色土 わずかに焼土粒を含む。粘性がある。

図364 167号住居の炉・焼土
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図366 167号住居出土遺物 (2)

168号住居図367~369 、 PL97~99· 162 、表P.86·87

位置 W • X-60 • 61 グリッド

規模縦4.47+ am 横4.65m 深0.22m

形状隅丸長方形

重複 153号住居に先行する。

主軸方位 N-2ｰ-W 

埋没土 炭化物粒·焼土粒を含む黒褐色粘質土で埋

まっている。浅間 C軽石は上層には多量に含まれて

いるが、床面上 5 cm ほどの埋没土には含まれていな

い。

床面 住居中央部に硬化面が顕著に残っているが、

336 

周縁部はやや高くなっており、地山はそのままで硬

化していない。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 大小あわせて16本のピットが検出されている

が、うち 2 本は入口施設のピットと考えられる。主

柱穴はp 1~p 6 の 6 本で、北側には 2 本ずつ 2 組

4 本が検出されている。これらの北側の 4 本の柱穴

は後出する 153号住居床面で検出したので、深さの

計測は床面レベルからの推定値である。配置から考

えるとp 3 とp 4 、p 5 とp 6 が同時に立てられて



3 炉付設住居
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1 層 黒褐色土 As-C を混入する。炭化粒．

白色土粒子・焼土粒が混入する。

2 層 黒褐色土炭化粒・白色土粒子・焼土

粒が混入する。粘性が強くなる。

3 層 黒褐色土 白色土粒子が混入する。粘

性が強い。

麟
SPA' 

図367 168号住居
゜ 1 : 60 4m 
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いたと考えられる。南壁際にあるp 8~Pllの 4 本

は、入口の施設がはしごであるとすると、その下に

なってしまう位置である。機能については不明であ

る。 P 14は上層に焼土が堆積しており、

もなう炉の可能性も考えられる。

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

p 10 

p 11 

P 12 

P 13 

長径

0.8 m 

0.77m 

0.42m 

0.42m 

0.47m 

0.47m 

0.22m 

0.35m 

0.55m 

0.48m 

0.44m 

0.32m 

0.18m 

□
]
 
万
勺
ー
ー

゜

短径

0. 75m 

0.57m 

0.38m 

0.35m 

0.45m 

0.40m 

0.22m 

0.35m 

0.50m 

0.36m 

0.37m 

0.28m 

0.18m 

1 : 4 • 

深さ

0.73m 

0.62m 

(0.51m) 

(0.62m) 

(0.67m) 

(0. 80m) 

0.16m 

0.41m 

0.57m 

0.61m 

0.59m 

0.39m 

O.llm 

ピットをと

P 14 

入口施設

0.57m 

南壁中央部で内側に 1.32m 入った位置に

2 本の楕円形のピットが検出された。

10cm 
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が内側にずれており、斜方向に柱が立てられたピッ

トと考えられ、入口昇降用のはしごの設置痕と考え

られる。

柱穴No

p 1 

p 2 

長径

0.38m 

0.32m 

遺物出土状態

ていたために遺物の全体量はあまり多くない。床面

に近い遺物は数cm浮いた状態で出土したものがほと

んどである。

炉 住居北側の柱穴p 3~p 6 の外側に 2 基の炉が

検出された。

えられ、

0.47m 

短径

0.26m 

0.24m 

(0. 38m) 

これらは底面

深さ

0.59m 

0.62m 

備考

住居の約半分が153号住居に壊され

これらはp 3~p 6 と同様に 153号住

居床面で検出した。また、配置もp 3~p 6 と同じ

に住居の立て替えによって位置が移動したものと考

P3·P4 に対応する炉ば炉 l 、 P5ｷP 

6 に対応する炉ば炉 2 と考えられる。

史 • S576 

゜
1 : 2 • 10cm 

1656 

// 

1653 

,' 

r

v

J
 

り
＼
ぃ

ー

M
6
5
 

ー.̀ 
—— 

l
 

/
1
1日

／／囁で歩乞と
1655 

¥

¥

I

I

 

/YI~叱

¥

¥

¥

1

1

 

1652 

万四血
II "“” 1654 

図368 168号住居出土遺物
゜ 1 : 3 10cm 

338 



3 炉付設住居

ai 168号住居炉 l

臣1 .塁 1 層 暗褐色土 9:土五：ょ・門；；；：：炉2
..,; l'層 白色粘土プロック

層黄褐

3 層地山 SPA 

168号住居炉 2

団疇璽;; ;;:;：］三し、：固い。
已 3 層 地山。わずかに焼けている。
(/) 4 層地山

SPA SPA' 

“`60m 
Pl 

SPA SPA' 
P2 

SPA SPA' 

““ 

8
d
S
 

込

C
 

SPA' 

疇：4 ~ 

冒
劉
s

SPA SPA' 

1 : 30 lm 

168号住居p 1 

1 層 黒掲色土粘性土。直径0.1mmほどの白色土粒子を含む。

柱痕と思われる線は引けない。

168号住居p 2 

1 層 黒褐色土 直径 1 ~10mmの炭化粒と白色粒子を含む (lOc吋

に 5 ~10個位でまだらに入る）。粘性が強い。

2 層 l 層に多饂に白色粘土が混じる層。粘性が強い。

168号住居 P 14 

1 層 暗褐色土焼土。固く焼けている。

2 層黒褐色土粘性土。

図369 168号住居の炉と柱穴

Pl4 
SPA SPA' “ 
L=94.60m 

炉 1 位置 P3·P4 間の中央、北0.4m

規模長軸0.80m 短軸0.46m 深さ O.llm

遺存状態厚さ 3 cm ほど床面が焼土化してい

た。

石等の施設はない。

遺物出土状態弥生土器の破片が 2 片出土し

た。

炉 2 位置 P 5 • P 6 間の中央、北0.3m

規模長軸0.80m 短軸0.50m 深さ 0.06m

遺存状態厚さ 2 cm ほど床面が焼土化してい

た。

p 4 との重複があるが、新旧関係は不明である。

したがって立て替えの順序は明確でない。

調査所見 調査時にば炉 1. 炉 2 を 153号住居の炉

と考えていたので、p 3~p 6 との関連を確実にと

らえられなかった。したがって本住居の北側の主柱

と炉の移動が住居の拡張によるものか、縮小による

ものかは判断できない。 （小島）

171 号住居

調査所見 171号住居は当初 1 軒の住居として調査

を開始したが、調査の進捗にともなって、主軸方位

を 37゜ずらして立て替えられている 2 軒の住居とい

うことが判明した。上層の住居は焼失住居であり、

炭化物や焼土の遺存が著しく、焼けている部分が面

として確認できる。これは上層の住居の床面と考え

られる。また、この炭化物や焼土の遺存範囲が限定

できることから、上層の住居の平面形を判断するこ

とが可能である。この平面形は、下層の住居の床面

で検出できた柱穴のうち、下層の住居の平面形とず

れるピットの位置と対応しており、 2 軒の住居の重

複であることを裏付けている。したがって、本住居

のうち、上層の住居を 171A号住居、下層の住居を

171 B号住居として報告する。柱穴はすべて171 B号

住居の床面で検出しており、平面形との検討から主

柱穴と入ロピットのみ171A号住居のものと判断で

きた。他のものは判断がつかないので一括l71•B 号
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住居で報告する。また、埋没土一括取り上げの遺物

もどちらのものか判断できないので、報告からは除

外している。

171 A 号住居図370~373 、 PL99· 100ｷ 162ｷ 163、表P.87~89

位置 X • Y-59~61 グリッド

規模縦(7.18) m 横5.25+ am 深0.18m

形状小判形に近い隅丸長方形

重複 171B 号住居に後出する。

主軸方位 N-7ー -W 

埋没土 上層は浅間 C軽石・炭化物粒・焼土粒を含

む砂質黒褐色土で埋まっていた。床面の直上には軽

石をほとんど含まず、多量の焼土粒と炭化物粒を含

む灰褐色粘質土が堆積していた。

床面 床面は焼土化している。貼床の施設が火を受

けてそうなったものかどうかは不明であるが、単に

黒色土が焼土化したようでもなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 171B 号住居の床面で確認した柱穴のうち、

図示したp 1~p 4 が本住居の主柱穴と考えられ

る。これらのうち西側の 2 本には柱根が残っている。

p 3 のものは遺存状態が不良で、断面図作成および

樹種同定はできなかった。 P4 に遺存していた柱根

は樹種同定の結果、クリであることが判明した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.50m 0.40m 0.72m 

p 2 0.38m 0.35m 0.67m 

p 3 0.48m 0.36m 0.67m 柱根遺存

p 4 0.44m 0.41m 0.67m 柱根遺存

入口施設 入口施設も柱穴と同様に 171 B号住居床

面で検出したもののうち本住居の平面形に適応する

ピットを入口施設とした。 PZ·P3 間の南壁寄り

に 2 本の小ピットである。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.24m 0.18m 0.62m 

P 2 0. 40 m O. 30 m O. 5 7 m 

遺物出土状態壁沿いを中心に遺物が出土してい

る。南東部床面からは壺形土器胴下半部 (1710) 、

北東部床面からは甕形土器（1717) の出土がある。

他に埋没土内からは高杯形土器 (1715) などの出土

がある。

炉 ほとんどの床面が焼けているので、炉を特定す

ることができなかった。 （小島）

゜
1 : 4 20cm 

図370 171 A 号住居出土遺物 (1) Wl096 
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゜ 1 : 3 • 10cm 

8
 

ー

7
 

ー
. 

I
I仔
’

3
 

ー

7
 

. 

／
／
ー
／
ー

, 
ー

7
 

ー. 美
―
―

｀
畠

U

¥

¥

 

S587 

゜
S591 

口 こ
S586 
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1 : 4 20cm 

171 B 号住居図374~378 、 PLlOO~102· 163~165、表P.89~92

位置 X • Y-59~61 グリッド

規模縦9.14m 横6.84m 深0.16m

形状小判形に近い隅丸長方形

重複 171A号住居に先行する。

主軸方位 N-30ー -E 

埋没土 上層は炭化物粒を多量に含む黒褐色粘質土

で、下層は炭化物をごく少量含む灰褐色粘質土で埋

まっていた。

床面 床面はほぽ平坦で、掘り込んだ地山を床面と

している。中央部を中心に硬化面が残存していた。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝 幅 8 ~10cm、深さ 3 ~7 cm ほどの周溝が住居

の壁沿いに全周している。

柱穴 床面で39本のピットを検出したが、前述した

ように、このうち 6 本は171A号住居のピットと判

断できた。本住居で報告するピットは33本である。

p 1~p 6 は主柱穴と考えられる。p 7 もその可能

性がある。 P8·P9 は深さや位置から主柱穴と同

様の機能を有するとも考えられる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.42m 0.32m 0.61m 

P 2 0.41m 0.34m 0.25m 

P 3 0.30m 0.22m 0.67m 

P 4 0. 32 m O. 29 m O. 61 m 

P 5 0.32m 0.32m 0.69m 

P 6 0.33m 0.31m 0.56m 

P 7 0.40m 0.32m 0.22m 

P 8 0.22m 0.22m 0.62m 

P 9 0. 50 m O. 40 m O. 64 m 

P 10 0. 34 m O. 20 m O. 09 m 

P 11 0.40m 0.32m 0.57m 
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P 12 0.28m 0.23m 0.22m 

P 13 1.02m 0.72m 0.41m 

P 14 0.30m 0.23m 0.44m 

P 15 0.46m 0.40m 0.32m 

P 16 0.50m 0.40m 0.41m 

P 17 0.24m 0.20m 0.49m 

P 18 0.20m 0.20m 0.38m 

P 19 0.30m 0.26m 0.10m 

P20 0.32m 0.28m 0.22m 

PZl 0.24m 0.20m 0.41m 

P22 0.44m 0.36m 0.06m 

P23 0.34m 0.28m 0.51m 

P24 0.40m 0.30m 0.58m 

P25 0.40m 0.36m 0. 75m 

P26 0.44m 0.32m 0.34m 

P27 0.28m 0.28m 0.07m 

P28 0.24m 0.24m 0.61m 

P29 0.24m 0.23m 0.07m 

P30 0.24m 0.22m 0.61m 

P31 0.30m 0.30m 0.23m 

P32 0.46m 0.26m 0.18m 

P33 0.28m 0.18m 0.62m 

入口施設主柱穴P3·P4 間の南壁寄りにピット

が 2 本検出されている。入口昇降用の施設を据えつ

けたものと考えられる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.42m 0.42m 0.47m 

p 2 0.35m 0.24m 0.44m 

遺物出土状態 床面近くの遺物は柱間より外側の周

辺部に多く出土している傾向がある。西壁沿いには

あまり出土していない。 1738は住居東壁南端部外で

出土したものである。石器の出土が多い。磨製石鏃

(S 634 • S 637 • S 660) が出土した。

炉 床面で 2 ヶ所の焼土化した部分が検出された。

同様な在り方をしたおり、どちらも炉と考えられる

が、 P4 内側にあるものは補助的な炉であろう。 P

1 • P 4 間やや内側に検出された方を炉 1 、他を炉

2 として報告する。

344 

炉 1

位置 P 1 • P 4 間やや内側

規模長軸1. 7m 、短軸0.9m 、深さ 0.23m にわたっ

て床面が焼けで焼土化しているが、形状は不定形で

大きくは二つの楕円形がくの字についたような形を

している。

遺存状態 床面から数cm下がった位置で焼土化した

面を検出した。焼土中央部の下層には長径0.38m 、

短径0.23m 、深さ 0.4m のピットが検出された。こ

のピットは少量の焼土粒と炭化物粒を含む黒褐色土

で埋まっていた。

遺物出土状態 焼土直上には1739の弥生土器高杯形

土器が出土している。

炉 2

位置 P26北東

規模長軸0.6m 短軸0.6m 深さ0.06m

遺存状態 炉 2 も不定形に床面が焼けている。炉の

表面は数cmの厚さで焼土化していた。炉 2 の焼土下

層にも直径20cm、深さ 36cm の小ピット 2 本が掘られ

ている。

遺物出土状態南縁で焼土面から 2 cm ほど浮いて

1721の弥生土器甕形土器が出土した。

調査所見 171 B 号住居は本遺跡で検出された住居

のうちでは最も大型のもののひとつである。本住居

の埋没途中で上面が焼かれたものとみられるが、そ

の面を住居床面としてよいかどうかは確定的でな

い。しかし、 171 B号住居床面で検出したピットの

中に、焼土面の平面形に合致する配置のものがあっ

たので、 171A号住居を想定した。 171A号住居の立

ち上がりは不明確であるが、炭化物が斜上方へ立ち

上がるのを土層断面で確認している。 （小島）
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馴171A号• B号住居

1 層 多益の As-C を含む砂質茶褐色土。

2 層 As-C ·炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色土。やや砂質。

3 層 As-C はほとんど含まず、多量の焼土粒と炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

4 層 炭化物粒を多量に含む黒褐色粘質土。

5 層 炭化物粒を極少益含む灰褐色粘質土。

6 層 細かい軽石と炭化物粒を含む灰褐色粘質土。粘性が強く、しまりが強い。

7 層 黄色砂質土プロソクと灰褐色粘質土の混土。

8 層 灰褐色粘質土。

゜ 4m 

図374 171 B 号住居
I : 60 
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171 B号住居炉 l

1 層灰黄色砂質シルト 焼土粒を含む。

2 層灰層

3 層 灰と焼土の互層。

4 層橙色焼土

5 層 焼土粒を含む黒灰色粘質土。

6 層 少拭の焼土粒と炭化物粒を含む黒褐色土層。

7 層灰黄色粘質シルト

8 層 黄灰色シルトプロック

9 層黄色シルト

10層 焼土粒・炭化物粒．灰褐色粘土粒を含む黒灰褐色粘質シル

ト。

171 B号住居炉 2

1 層赤褐色土焼土。固い。

l'層 炭化物・焼土粒の混入土。

2 層 赤白色に焼けている。炭化物を含む。

3 層 暗褐色土 わずかに焼けている（漸移的）。

4 層 褐色土 わずかに焼けている（漸移的）。白色鉱物を含む。

4'層褐色土

5 層褐色土

疇

171A号住居入口p 1 

1 層 黄色粘土プロックを含む黒灰色粘質土。

171 B 号住居 P13 

2 層 炭化物を多量に含む灰色粘土。

3 層 黄色砂壌土プロック・炭化物を多羹

に含む灰褐色粘質土。

゜

図376 171 B 号住居の炉と柱穴
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172号住居図379~384 、 PL102~105· 165 、表P.92~94

位置 W • X-58 • 59 グリッド

規模縦6.22m 横5.20m 深0.24m

形状隅丸長方形

重複 151号・ 153号住居に先行し、 178号住居に後

出する。

主軸方位 N-1 ー-E 

埋没土 上層は浅間 C軽石と炭化物粒を含む黒色粘

質土で、下層は焼土や炭化物を多量に含む黒色粘質

土・灰褐色粘質土で埋まっていた。特に 4 層下位の

壁際には炭化材が多量に出土し、南壁中央部際には

板材が出土している。

床面 中央部に部分的な硬化面があったが、全体に

は及んでいない。主柱穴p 1 の東側の小ピット P12 

の北側l. lm 、南側l. lm の長さにわたって幅15~

20cm、床面からの深さ 3 ~6 cm の溝が検出されてい

る。 P 12の北側の溝はやや東に湾曲しているが、ほ

ぽ東壁に平行し、北壁に直交する方向にこの溝は掘

られている。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝‘検出されなかった。

柱穴 大小21本のピットが床面で検出された。この

うちp 1~p 4 は主柱穴と考えられる。南壁中央部

の内側にある 2 本は入口施設と考えられる。 P 19 は、

炉の使用面の焼土を切って掘り込まれている。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.26m 0.24m 0.43m 

p 2 0.43m 0.36m 0.30m 

p 3 0.40m 0.36m 0.46m 

p 4 0.36m 0.27m 0.44m 

p 5 0.30m 0.28m 0.31m 

p 6 0.36m 0.20m 0.06m 

p 7 0.40m 0.29m 0.37m 

p 8 0.31m 0.31m 0.24m 
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153号住居

172号住居

1 層 As-C を多量に含む灰褐色砂質土。

2 層 As-C と炭化物粒を少量含む黒色粘質土。

3 層 焼土粒． As-C の黒色粘質土。

4 層 炭化物の小プロックを多鼠に含む灰褐色粘質土。
5 層 焼土や炭混じりの土層（写真で確認）

178号住居

1 層 As-C を多最に含む黒褐色士。

2 層 炭化物粒を少輩含む黒色粘質土。

3 層 炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色粘質土。しまりは良く、固い。
4 層 炭化物粒．灰褐色粘土粒を含む黒褐色粘土。

図380 172号住居
゜

1 : 60 4m 
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第 8 章住居の調査

EPA EPA' 

EPB' 坦B

EPC' EPC 

EPD EPD' 

EPE EPE' 

P5 Pl 
SPA SPA' 

量
三
櫨
L=94.50m 

Pl4 
SPA SPA' 

員172号住居 P 14 

1 層 焼土粒・炭化物粒を多贔に含む黒灰色粘土。

2 層 炭化物を少量含む黒色粘質土。

L=94.50m 

172号住居 P 1 • 5 

1 層 As-C ・焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色砂

質土。

2 層 炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

3 層 炭化物粒・焼土粒・灰色粘土粒を含む黒灰

色粘質土。

4 層灰褐色粘質土

172号住居p 3 

1 層 直径 3~5 cmの炭化物プロックを多量に含

む黒灰色粘質土。

2 層 黒灰色粘質土プロソクを含む砂質黒褐色土。
3 層 黄灰色砂壌土プロックを含む茶褐色粘質土。

図381 172号住居の断面と柱穴

P2 P7 
SPA SPA' 

P4 

SPA SPA' 

172号住居 P 2 • 7 

1 層 直径 1 cm の黄灰色粘土プロックを多羹

に含む黒灰色粘質土。

2 層 黄灰色粘土プロックと炭化物粒を含む

黒色粘質土。

3 層 多量の炭化物小プロック、焼土粒を含

む黒色粘質土。

4 層 少量の炭化物粒・黄灰色砂壌士（地山）
プロックを含む黒灰色粘質土。

虞
L=94.50m 

172号住居p 4 

1 層 焼土粒・灰褐色土粒・直径 l ~2 cm の

炭化物プロソクを含む黒褐色粘質土。

2 層 少員の炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

゜

1 : 60 4m 

352 



3 炉付設住居

p 9 0.32m 0.30m 0.39m 

PlO 0.30m 0.25m 0.30m 

Pll 0.24m 0.20m 0.44m 

P 12 0.25m 0.19m 0.28m 

P 13 0.36m 0.31m 0.45m 

P 14 0.30m 0.25m 0.43m 

P 15 0.42m 0.3 m 0.59m 

P 16 0.32m 0.27m 0.16m 

P 17 0.22m 0.2 m 0.18m 

P 18 0.35m 0.28m 0.25m 

P 19 0.32m 0.3 m 0.43m 

入口施設南壁中央部、内側にそれぞれ0.41m 、

0.7m 入った位置に小ピット 2 本が検出された。入

口p 1 は底面が北側に偏った楕円形のピットで、壁

の方から斜方向に掘り込まれていた。入口p 2 は入

口p 1 の偏った北端の位置に掘られた小ピットであ

る。斜方向の掘り込みは確認できなかった。写真で

は P 15 を入ロピットとしているが、位置的には入口

p 1 にならぶ入口p 2 の方が妥当と考えられる。こ

れらの入ロピットの上層には幅0.26m 、長さl. Om

の板が出土した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 2 0.43m 0.31m 0.59m 

遺物出土状態 遺物は 5 層中に多量に出土した。壁

周辺に出土した炭化材が、土器等にかぶさるように

出土している。炭化材は壁に直交する方向で出土し

ているものが多いが、屋根材であるのか、床面の施

設であるのか判然としなかった。

炉

位置 主柱穴 P 1 • P 4 の間中央、 35cm ほど北側

規模長軸0.78m 短軸0.5m 深さ0.06m

遺存状態 床面が10cm ほど、不定楕円形に掘り込ま

れ、厚さ 2 cm程度の焼土が溜まっていた。炉の中央

は、溜まった焼土を切って P 19が掘り込まれている。

遺物出土状態 中央よりやや南側には棒状の礫が 1

点出土した。

調査所見 床面を直接覆う土層は、炭化材を多量に

含んでおり、遺物もこの層から出土している。本住

居は焼失住居と考えられるが、炭化材の下には部分

的に若干の住居埋没土が確認できるところと、炭化

材が直接床面についている部分があって、いつの時

点で焼失したものかは明らかでない。

p 1 0.19m 0.18m 0.53m 

団冒璽璽畠璽喜 冒 1 隠
予

— 

SPA' 

rョ
II 

忠 1 図冒璽璽
芸

さ冒 四
の ヨt:0ヽ

SPA SPA' 

999ル

1 層橙色焼土

2 層 黄灰色砂壌土（地山）

3 層 黄灰色砂壌土小プロック及び同粒子・炭化物粒を含む黒褐

色粘質土。

4 層 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

L=94.50m 
5 層 炭化物粒を含む灰褐色土。

図382 172号住居の炉

EPA 

（小島）

E
P
B
、

. 

EPA EPA' 

L=94.50m 

゜ 1 : 30 lm 
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第 8 章住居の調査
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←三）
S605 

S606 

• S607 

173A号住居図385~387 、 PLlOS-107ｷ 166表P.94·95

位置 Z • 2 A-60 • 61 グリッド

規模縦6.5m 横5.6+ am 深0.38m

形状隅丸方形

重複 173B号住居に先行する。西壁は善勝寺堀に

切られている。

主軸方位 N-27ー -E 

埋没土 暗褐色土層であり、 lOcniあたり 3 個の炭化

物粒や、直径0.5mmの焼土粒を含む。東側の壁は残

りが良く、西側は傾斜に沿って掘り込み面が削られ

て浅くなる。

床面 北側は173B 号住居に切られており、周溝や

北壁が検出できなかった。 173B号住居のp 4 付近

に本住居の炉があることが予想されるが、 173B 号

住居に壊されたものであろう。

貯蔵穴 南壁中央やや東寄りに長径0. 75m 、短径

0.63m 、深さ0.35m の楕円形を呈する貯蔵穴が検出

された。

周溝西壁は善勝寺堀に切られており不明である

が、他の壁沿いに幅13cm 、深さ約 3 cmの周溝が検出

されている。北壁は173B 号住居跡に至るまでは東

壁下からの続きで確認できる。南壁は住居入り口付

3 炉付設住居

• S604 

゜
1 : 3• 10cm 

゜
1 : 4 20cm 

゜
1 : 2• 10cm 

図384 172号住居出土遺物 (2)

近で途切れる。東壁は一部がくずれて広くとらえら

れる。

柱穴 12本のピットが検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 55 m O. 45 m O. 70 m 

P 2 0.55m 0. 50m 0.13m 

P 3 0.65m 0.50m 0.49m 

P 4 0.67m 0.65m 0.68m 

P 5 0.35m 0.25m 0.31m 

P 6 0.35m 0.30m 0.24m 

P 7 0.18m 0.18m 0.17m 

P 8 0.17m 0.14m 0.13m 

P 9 0.15m 0.15m 0.13m 

P 10 0.38m 0.38m 0.26m 

P 11 0. 21 m O. 20 m O. 04 m 

P 12 0.24m 0.24m 0.44m 

入口施設 南西に入ロピットが 2 本検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0. 30 m O. 28 m O. 20 m 

P 2 0.33m 0.15m 0.12m 

遺物出土状態 全面に遺物が多量に出土している。

南西壁際床面直上からは1372、南東部からは1371の

355 



第 8 章住居の調査

甕形土器、p 1~p 6 の埋没土中からも甕形土器が

出土している。

炉 2 ヶ所の炉が検出されている。

炉 1 位置 中央よりやや南西寄り

規模長軸0. 72m 短軸0.45m 深さ 0.04m

遺存状態 焼土・炭化物が厚さ約 4 cm堆積。

遺物出土状態 炉内からは出土なし。

炉 2 位置 中央よりやや南西寄り。炉 1 に切られ

ている。

規模長軸0.40m 短軸0.39m 深さ 0.02m

遺存状態 厚さ約 4 cm の焼土面を確認。

遺物出土状態 炉内からは出土なし。

調査所見 調査当初は段状に掘り込んだ173B 号住

居と一体の可能性があると考えていたが、付属施設

等のありかたから 173号住居としたものを A·B と

に分けて考えることとした。新旧関係を明瞭にとら

えられる土層がなく、床面の状況や遺物出土状態等

から考慮した結果の判断である。 （相京）
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図386

1 層

2 層

3 層

4 層

5 層

173A 号・ 173B 号住居遺物出土状態

褐色土 直径0.3~0. 5cmの炭化粒・焼土プロックを含む。粘性がある。

褐色土 直径0.5~1 cm の炭化物を含む。直径0.5cmの焼土プロックをわずかに含む。粘性がある。

黒褐色土 炭化物が筋状に入る。

黄褐色土 地山が流れ込んでいる。

褐色土 わずかに地山プロック・炭化粒を含む。

1 層褐色土 直径0.5~0.8mmの As-C が滉入する (1 cnl当たり 2 ~ 3 個）。

2 層褐色土 直径0.1~0.3mmの As-C が混入する (1 cnl当たり 1 個）。

3 層 暗褐色土焼土粒・直径0.5~1 cm の炭化物を含む (10cn1当たり 3 個

入る）。粘性がある。

直径0.5cm ほどの炭化物と焼土粒が均ーに含まれる。他、

白色粘土プロックを含む。粘性が強い。

炭化物が多い。炉の直上土層。粘性が強い。

Pl P2 P3 P4 PIO 貯蔵穴

SPA SPA'SPA SPA' SPA SPA'SPA 0SPA'SPA,SPA'SPA, 1 SPA' 

ua:11饂冒冒
173号住居p 1 

1 層褐色土 直径0.5cm の炭化粒を含む。粘性がある。

2 層 地山プロックの崩れ。

3 層 暗褐色土 白色粘土プロックと直径 1 cmの炭化物を極少望含む。粘性が強い。

4 層褐色土 白色土粒子・炭化物粒子をわずかに含む。

173号住居p 2 

1 層 褐色土 炭化粒・焼土粒をわずかに含む。粘性がある。

2 層褐色土粘性がある。

3 1 

疇
SPB 

P7 

EPA EPA' 

麟

S
P
A
 

S
P
A
 

層
層
層
層
層

1

2

3

4

5

 

SPB 

P
A

、

SPB' 

SPB' 

` 

\ 

SPB 

埒ら⑤Pl S 

PB' 、s? f>-.' ©P6 ◎P5
P4 塁‘s:三A'

173B号住居

SPA 

自

3

,

2

A

V

 

B

炉
p
盆
口

Y

]
言
四

173A号住居

0
pll 

173号住居p 3 

1 層褐色土
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4 層

5 層

暗褐色土

褐色土

炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色粘質土。

橙色焼土

黄色シルト

黒灰掲色砂質土

焼土粒を含む黒褐色土。

炭化物粒子を含む。粘性がある。

炭化物を多く含む。粘性がある。軟らかい。

炭化粒を含む。粘性が強く、水ついている。

極少量の炭化粒が入り、焼土粒も認められる。
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2 層黒褐色土

4 層褐色土

5 層黒褐色土

173号住居p 4 

1 層褐色土

2 層暗褐色土

3 層黒褐色土

4 層褐色土

173号住居p10 

1 層 炭化物粒・焼土粒．灰褐色粘土粒を含む黒灰色粘質土。

2 層 焼土粒・炭化物粒を少罷含む灰褐色粘質土。

173号住居貯蔵穴

1 層 炭化物粒．灰褐色粘土粒・少最の焼土粒を混じる黒褐色粘質土。

2 層 黄褐色粘質土極少祉の炭化物粒を含む。

3 層 焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色土。
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図387 173A 号・ 1738 号住居
゜ 4m 

5 層 灰褐色土
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6 層

7 層

8 層

EPD EPD' 

瓢
1 層黒褐色土炭化物・焼土

粒を多最に含む。

赤褐色土焼土プロック

の集まり。

黄褐色土焼けており、

黄赤色を帯びている。

褐色土 黄色土粒子・

炭化プロックを含む。

灰褐色土 地山流入土。

焼土プロック・炭化プロッ

クを含む褐色土。 3 層よ

り黒っぼい。

黒色土 白色土粒子を

含む。

黒色土

赤褐色土

l'層

2 層

4 層

5 層

炭化物層

焼土。

1 : 30 1 m 





173B 号住居図386~389 、 PL106ｷ 107 • 166表P.95·96

位置 Z • 2 A-60グリッド

規模縦2.9m 横4.4m 深0.33m

形状隅丸方形

重複 173A号住居に後出する。

主軸方位 N-70ー -W 

埋没土褐色土が入る。直径 3~5 cm の炭化物粒や

粘土ブロックを含む。下層では炭化物が大きくなる。

床面 ほぼ平坦である。

貯蔵穴なし

周溝なし

柱穴 7 本のピットが検出された。p 7 の底面から

は礎板が検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.24m 0.24m 0.35m 

P 2 0.30m 0.26m 0.40m 

p 3 

p 4 

p 5 

0. 25 m O. 20 m O. 14 m 

0.60m 0.55m 0.34m 

0.25m 0.22m 0.40m 

3 炉付設住居

P 6 0.15m 0.12m 0.05m 

P 7 0.35m 0.34m 0.23m 

入口施設なし

遺物出土状態 全面から遺物の出土がある。床面直

上から、 1365 • 1369 • 1381の甕形土器や1380の塗彩

された高杯形土器が出土した。

炉

位置北西部中央

規模長軸0.70m 短軸0.55m 深さ0.02m

遺存状態 炉内にば焼土があり残りは良い。

遺物出土状態 炉内西側使用面直上より石器（ S

612) の出土がある。

調査所見 本住居は、本来は173A号住居より先行

調査をするべきであったが、 173A号住居と同一の

住居として平面形確認時に判断したため、 173A号

住居の床面に達したところで調査方法の誤りに気付

いた。したがって両住居の埋没土を通して実測すべ

き土層図がなく、 173B 号住居確認後に土層観察用

のベルトを東西方向に設定した。 （相京）

\ 

• 1365 

戸、ク、△ 1380
/ 

• 1364 ゜
1 : 4 • 20cm 

¥ I 
\ 

\ 

I I 

\ 
// 

1 
I I 

10cm 

゜
I : 3 

図388 1738 号住居出土遺物 (1)
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173B 号住居出土遺物 (2)

174号住居 図390· 391 、 PL107 • 108ｷ 166 、表P.96·97

—- -
/-- ----

L`¥ I 

乙／二—
~一

一之二三— --=:::z_::,, --- W811(2) 

゜ 1 : 4 20cm 

位置

規模

形状

重複

Z-59 • 60 グリッド

縦3.82m

隅丸方形

51号溝・善勝寺堀に先行し、 175号住居に後

出する。

主軸方位

埋没土

横3.l+am

N-8 ー-E 

深0.16m

上層は黒色土であり、下層になるにつれて

灰褐色粘質土へと変わる。上層には多量の浅間 C 軽

360 

石や炭化物粒・焼土粒を含み、下層になると、含有

塁が減少する。

床面 中央南寄り部分がわずかに硬い。西側は善勝

寺堀や 2 号河川跡へと近付くため、

下がり、西壁は検出できなかった。

わずかに床面が

貯蔵穴 南東隅に長径0. 70m 、短径0.5m 、深さ

0.40m の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内は上層に多

量の浅間 C軽石・炭化物粒を含み、下層でぱ焼土粒

や炭化物粒を含む黒褐色土である。中間層では灰褐
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炉付設住居

S
P
A
 

「 `‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘1 レの嵐
詈冒冒鬱 I皇

EPB 
• Pl3 

`
V
d
S
 

175号住居

EPA 
—-

\ 

5
1号
溝

EPA' 

尋ふ0

冗へ915]
似亥＼＼。 cn。）） Pl

塁
匂‘◎ PS S616 

1 PA-{(-咤ASE茫｀ 1400 0 

+ 
岱60⑰

SP 

ーや-ご--マ
含

EPA 

1 層

2 層

炭化物粒・焼土粒・多量の As-C を含む

黒褐色上。

炭化物粒・焼土粒・極少量の As-C を含

む灰褐色粘質土。

崎ヤ6= '1

瓢疇

曇こ
図390

層
層
層
層

1

2

3

4

 

174号住居

灰層

焼土粒を含む茶褐色土。

焼土

黄灰白色シルト 上面

は焼けて橙色である。

1 : 30 lm 

Pl 
SPA SPA' 

疇SPA SPA' . 

麟

P2 

SPA SPA' 

疇

層
層
層

1

2

3

 

Pl~6 

疇
[
P3 

SPA SPA' 

疇

EPB' 

P4 
SPA SPA' 

疇
P6 

SPA SPA' 

瓢 L=94.60m 

174号住居p 1 

1 層 褐色土 As-C を混入する。

174号住居p 2 

1 層 褐色土 As-C を混入する。

174号住居p 3 

1 層褐色土鉄分を含む。

174号住居p 4 

l 層 黒褐色土 As-C を混入する。

174号住居p 5 

1 層黒褐色土

174号住居p 6 

貯蔵穴 1 層灰褐色土
SPA SPA' 

わずかに落ち込む。 As~C を混入。

As-C を混入する。鉄分を多く含む。

多贔の As-C 、炭化物粒を含む黒褐色砂質土。

挟雑物のはとんどない灰褐色粘質士。

焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色砂質土。

0 1 : 60 

361 



第 8 章 住居の調査

色粘質土が入る。

周溝

柱穴

なし

14本のピットが検出された。床面として確認

したところより西側でもピットは検出されている。

主柱穴や支柱穴の関係は不明である。

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

p 4 

p 5 

p 6 

p 7 

p 8 

p 9 

p 10 

Pll 

長径

0.70m 

0.40m 

0.40m 

0.35m 

0.60m 

0.30m 

0.55m 

0.23m 

0.22m 

0.24m 

0.25m 

短径

0.65m 

0.26m 

0.40m 

0.17m 

0.32m 

0.26m 

0.50m 

0.19m 

0.22m 

0.24m 

0.20m 

深さ

0.06m 

0.06m 

0.07m 

0.08m 

0.05m 

0.06m 

0.08m 

0.18m 

0.05m 

0.58m 

0.06m 

＼
ー
バ

備考

P 12 

P 13 

P 14 

入口施設

0.39m 

0.25m 

0.22m 

なし

遺物出土状態

0.33m 

0.18m 

0.19m 

中段あり

貯蔵穴埋没土と周辺から小形丸底土

器 (1400) が出土している。他にp 7 から S 字状口

縁台付甕形土器 (1401)

7 周辺からの出土がある。

炉

位置

規模

中央よりやや東寄り

長軸0.83m

遺存状態

遺物出土状態

調査所見

短軸0.44m

0.59m 

0.23m 

0.06m 

の出土がある。小破片は P

深さ0.06m

炉の主軸は北西から南東に向いている。

炉内は 2 ヶ所に凹地をもち、焼土が堆積している。

炉内からの遺物の出土はない。

古墳時代前期の住居であり、 175号住居

の南西部分を切っており、西側は51号溝に切られて

いる。地形は西側へと傾斜している。 （相京）
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ロ
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図391 174号住居出土遺物
゜

1 : 4 20cm 
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175号住居図392~395 、 PL108~ll0·166ｷ 167表P.97·98

位置 Y • Z -58 • 59 グリッド

規模縦8.90m 横5. 78m 深0.25m

形状隅丸長方形

重複 174号住居に先行する。

主軸方位 N-19ー -E 

埋没土 上層は炭化物粒・軽石・焼土粒を含むしま

りの良い茶褐色粘質土で、下層は炭化物粒・軽石・

焼土粒を多量に含む黒褐色粘質土で埋まっていた。

一次埋没土は焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色シルト

質土であった。

床面 住居中央部の床面は硬化していたが、周縁部

特に南部の床面はあまり硬化していなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 大小あわせて35本のピットが検出された。 P

l ~p  6 の 6 本は主柱穴と考えられる。また、東壁

沿いには1. 5~ 1. 7m のほぽ等間隔で、 Pll • P 14 • 

P 15 • P 16 • P 17の 5 本のピットが並んで検出され

た。住居構築に関係する柱穴と考えられる。西壁沿

いにもピットが検出されているが、東壁沿いの柱列

ほどの規則性は看取できない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0. 73m 0.60m 0.87m 

P 2 0.68m 0.59m 0.68m 

P 3 1.05m 0.89m 0.64m 

P 4 0. 96 m O. 90 m O. 82 m 

P 5 0.58m 0.55m 0.64m 

P 6 0. 78m 0. 73m 0.94m 

P 7 0.23m 0.20m 0.40m 

P 8 0.42m 0.40m 0.14m 

P 9 0.35m 0.15m 0.34m 

P 10 0.18m 0.14m 0.06m 

Pll 0.39m 0.33m 0.37m 

Pl2 0.59m 0.30m 0.13m 

Pl3 0.20m 0.14m 0.04m 

P 14 0.34m 0.30m 0.39m 

Pl5 0.43m 0.30m 0.12m 

3 炉付設住居

P 16 0.30m 0.27m 0.40m 

P 17 0. 30 m O. 20 m O. 32 m 

P 18 0. 79m 0. 78m 0.49m 二重。

Pl9 0.4 m 0.55m 0.56m 二重。

P20 0.30m 0.25m 0.48m 

P21 0.30m 0.23m 0.52m 

P22 0.55m 0.41m 0.41m 

P 23 0. 15 m O.17 m O. 08 m 

P 24 0. 30 m O. 26 m O. 35 m 

P25 0.42m 0.40m 0.38m 

P 26 0. 25 m O. 23 m O. 25 m 

P 27 0. 68 m O. 42 m O. 54 m 

P 28 0. 34 m O. 26 m O. 11 m 

P29 0.57m 0.40m O.llm 

P 30 0. 24 m O. 24 m O. 27 m 

P31 0.24m 0.20m 0.06m 

P32 0.31m 0.28m 0.45m 

P33 0.29m 0.21m 0.04m 

P 34 0. 32 m O. 29 m O. 09 m 

P 35 0. 46 m O. 25 m O. 44 m 

入口施設南壁ほぽ中央の、壁から 0.8m ほど入っ

た地点に入口昇降施設と考えられるピットが 2 本検

出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.50m 0.37m 0.42m 

P 2 0.55m 0.35m 0.53m 

遺物出土状態 床面近くの遺物は主柱穴の外側に集

中する傾向がある。特に南壁沿いに多く出土してい

る。また本住居では、炉 2 の中からイノシシ後肢中

節骨、埋没土中からニホンシカ臼歯が出土している。

炉 本住居の床面には 2 ヶ所の焼けた地点があり、

P 1 • P 6 間にあるものを炉 1 、p 3 の北側にある

ものを炉 2 として報告する。

炉 1

位置 Pl ·P6 の中央やや北側

規模長軸0.67m 短軸0.34m 深さ 0.02m

遺存状態 細長い楕円形を呈する。南側がやや細く

なっている。床面が 2 cm ほど掘り凹められており、
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As-C を多量に含む黒色砂質土。

炭化物粒・軽石細粒・焼土粒を含む、しまりの良い茶褐色土。やや粘質。
炭化物粒・軽石細粒・焼土粒を多く含む、しまりの良い黒褐色土。粘質。

焼土粒・炭化物粒を含む灰褐色シルト質粘土。

図392
゜

1 : 60 4m 
175号住居
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3 炉付設住居
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175号住居p 1 

1 層褐色土 焼土粒をわずかに含む。粘性が強い。

2 層 暗褐色土焼土粒・炭化粒をわずかに含む。

3 層褐色土 粘性が強い。

175号住居p 2 

1 思 暗茶褐色土 白色鉱物粒・直径 1 cm ほどの炭化物を少批含

む。粘性がある。

2 思 暗褐色土 炭化物を少最含む。粘性がある。

3 層 暗褐色土 地山の流入土がある。粘性がある。

175号住居p 3 

1 層褐色土 焼土・直径0.5~1 cm の炭化物を含む。粘性が

ある。

2 層 暗褐色土炭化物がわずかに入る。粘性が強い。

175号住居p 4 

1 層 炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色粘質土。

2 層 炭化物粒・焼土粒を少最含む灰褐色粘質土。

3 層 炭化物粒を含む灰褐色砂質土。

4 層 炭化物プロックを多最に含む灰褐色粘質土。

図393 175号住居断面と柱穴

175号住居p 5 

1 層 褐色士 焼土・直径0.5cm ほどの炭化物をわずかに含む。

2 層 暗褐色土 プロ・ノク状に地山が入る。炭化物が入る。粘性

がある。

3 陪 黒褐色土炭化粒が入る。粘性がある。

4 陪 灰褐色土炭化粒が入る。

175号住居p 6 

1 庖 褐色土 白色土粒子が混入する。粘性が強い。

2 陪 暗褐色土焼土粒・炭化粒をわずかに含む。

3 層褐色土 粘性が強い。

175号住居 P27

1 層 黒褐色土 焼土・直径 1 cm ほどの炭化物プロックを混入す

る (10c吋当たり 2 ~ 5 個）。

2 屈 褐色土 地山プロソク・炭化物・焼土粒を少益含む粘性

土。

3 陪褐色土 粘性がある。

4 陪 地山の流入土。

175号住居 P 18 • 19 
1 層 多最の焼土粒・炭化物粒・少墨の As-C を含む黒褐色粘質

土。

2 屑 多益の炭化物粒を含む灰褐色砂質土。

3 層 少拭の炭化物粒を含む灰褐色粘質土。

゜
1 : 60 4m 
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3 炉付設住居
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L=94.40m 

1 層暗褐色土 焼土。焼けて、固い。

2 層 明黄褐色土 地山が漸移的に焼けている。

L=94.40m 

1 層黒褐色土 炭化物を多く含む。

2 層赤褐色土 焼土。固い。

2'層 まだらに焼けている。

3 層 明黄褐色土地山。漸移的に焼けている。

図395 175号住居の炉
゜ 1 : 3 lm 

厄さ 2 ~8 cm の厚さで焼土化していた。さらに地山

は漸移的に焼けている。石等の施設は遺存していな

し ‘o

遺物出土状態 遺物は出土しなかった。

炉 2

位置 p 3 の北東

規模長軸0.78m 短軸0.55m 深さ 0.04m

遺存状態 卵形を呈する。床面を 2~8 cm ほど掘り

凹めて使用面としている。焼土は厚さ 2 cm ほど形成

されており、固くしまっていた。さらに下層は漸移

的に焼けている。

遺物出土状態 炉の埋没土中からニホンシカ臼歯片

が 1 点出土した。

調査所見 6 本柱穴の細長い住居である。真ん中の

一対の柱穴は四隅の柱穴よりも小形で浅くなってい

る。 （小島）

176号住居図396·397 、 PLll0· 167 、表P.98·99

位置 U • V-58 • 59 グリッド

規模縦6.20m 横3.58+ am 深0.15m

形状 北壁の形態が不明確であったので、断定はで

きないが隅丸長方形と推定される。

重複 160号住居に先行する。

主軸方位 N-17ー -E 

埋没土 上層はごく少量の浅間 C軽石と炭化物粒を

含む黒褐色粘質土で、下層は炭化物粒を多く含む黒

褐色粘質土で埋まっている。

床面住居南半部の炉やp 3 の周辺には硬化面が

残っている。

貯蔵穴調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

周溝 調査できた範囲の中では検出されなかった。

柱穴 4 本のピットを検出した。これらは規模や配

置から考えると主柱穴と考えられる。なお、北側の

p 1 と P4 は、後出する 160号住居の床面調査時に

確認して掘り下げている。p 3 の埋没土層は、柱根

367 
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L=94.70m 

EPB EPB' 

L=94.70m 

黒褐色土 白色鉱物粒・焼土粒を含む。しまっている c

白色粘土プロソク

黒褐色土粘性が強い。

黒褐色土 直径0.5cm ほどの白色粘土プロックをわずかに含む (10c益当たりに 2 ~ 3 個）。粘性が強い。

黒褐色土 直径 1 cm ほどの黄白色粘土ブロックを含む (10c益当たり 3 ~ 5 個）。粘性が強い。

゜図396 176号住居 1 : 60 2m 

を想定させる。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.56m 0.35m 0.52m 

p 2 0.39m 0.30m 0.69m 

p 3 0.47m 0.44m 0.61m 

p 4 0.40m 0.30m 0.48m 

入口施設調査できた範囲の中では検出されなかっ

た。

遺物出土状態 遺物の出土量は少ない。p 2 の南側、

床面直上でシカの臼歯片が出土している。

炉

位置 p 3 北側。住居平面形の確認のためのトレン

368 

チで北端を欠損した。

規模長軸0.53m 短軸0.33~0.46m 深さ O.Olm

遺存状態 炉の掘り込みはほとんどされていない。

使用面の焼土の遺存もあまりなかった。

遺物出土状態 遺物は出土しなかった。

調査所見 後出する 160号住居によって北半分の遺

存状態は良くなかったので、平面形や床面が確認で

きなかったところがあった。なお、全景写真のなか

でp 2 の南側に写っている大形の礫は、直下に

Hr-FA が堆積しており、住居に伴うものではない。

（小島）
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図397 176号住居出土遺物

177号住居

位置

規模

形状

重複

埋没土

床面

図398~402 、 PLll0-112· 167 • 168 、表P.99~101

U • V-56~58グリッド

縦6.75m 横5.0m

隅丸長方形

147号住居・ 10号周溝墓に先行する。

主軸方位 N-3ｰ-W 

• S 729 

゜

＼こり

1766 

1 : 2 • r .)cm 

深0.22~0.4m

上層は炭化物粒と細かい白色軽石を含む黒

褐色粘質土で、下層は黄灰褐色粘土小ブロックを含

む灰褐色粘質土で埋まっている。

顕著な硬化面は検出されなかった。地山の灰

白褐色粘質土をそのまま床面としている。

貯蔵矢 北東隅に長径1. 2m 、短径l. lm 、深さ 0.16

~0.19m のほぼ円形の皿状の落ち込みが検出され

た。底面には炭が堆積していた。遺物は破片が出土

したのみである。

周溝

柱穴
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゜
1 : 4 20cm 

検出されなかった。

床面で大小 7 本の柱穴が検出された。

位置や規模が他の 3 本と異なっているが、

4 とともに主柱穴と考えられる。

柱穴No

p 1 

p 2 

p 3 

P 4 

p 5 

p 6 

p 7 

入口施設

長径

0.19m 

0.52m 

0.32m 

0.35m 

0.33m 

0.38m 

0.32m 

遺物出土状態

短径

0.17m 

0.45m 

0.25m 

0.31m 

0.30m 

0.32m 

0.29m 

深さ

0.06m 

0.67m 

0.63m 

0.29m 

0.43m 

0.60m 

0.06m 

p 1 は

p 2~ P 

備考

北壁中央やや東側の壁際にp 5 が検出さ

れているが、入口施設とは断定できない。

北東隅の貯蔵穴付近や南壁沿いにや

369 
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SPA' 

SPB' 177号住居
L=94.90m 

SPB' 
10号周溝慕

L=94.90m 

147号住居

1 層 As-C ・炭化物粒を多量に含む黒色粘質土。

177号住居

2 層 炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色粘土。しまりが良く固い。

4 層 炭化物粒・細かい軽石を含む黒褐色粘質土。しまりが良い。

5 層 黄灰褐色粘土小プロソクを含む灰褐色粘質土。

10号周溝墓

1 層 黒褐色土 As-C を極めて多量に含む。炭化物粒子を少
量含む。砂質。

図398 177号住居

370 

2 層 黒褐色土 As-C を多量に含む。炭化物粒子を少最含む。

1 層よりもやや砂質であるが、 1 層よりも粘

性がある。

3 層 黒褐色土 As-C を 1 層よりも多く含む。炭化物粒子を

やや多く含む。

10層 黒色粘性土焼土粒子・炭化物粒子をやや多く含む。 As

C はほとんど含まれない。

1 層 As-C と炭化物粒を多量に含む黒褐色粘土。

゜
1 : 60 4m 



3 炉付設住居
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10cm 

乙―――

や集中して床面近くから遺物が出土している。

炉

住居中央やや南側

深さ

遺存状態

調査所見

短軸0.63+ am 

燃焼面まで0.06m 掘り方までO.lm

燃焼面の焼土はほとんどない。炭化物粒

1 : 2 • 

を多量に含む黒褐色粘質土で埋まっていた部分を炉

とした。

遺物出土状態 燃焼面の南側に礫が据えられてい

る。土器片も出土している。

他の弥生時代の遺構確認面では確認でき

゜ 5 cm 

ず、 10号周溝墓を調査するのと一緒に土層断面で確

認したので、 10号周溝墓と同時に掘り下げている。

本遺跡内で検出された住居の中では最も古い時期の

図401 177号住居出土遺物（ 3) 住居のひとつである。 （小島）
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1 層 炭化物粒・焼土粒・灰褐色粘土粒を含む黒

褐色粘質土。しまりは強い。

2 層 黒褐色砂質土焼土粒を含む。

1 層 炭化物粒・焼土粒・灰褐色粘土粒を含む黒

褐色粘質土。しまりは強い。

1 層 炭化物粒．灰白褐色粘士粒を多く含む黒褐色土。

2 層 灰白褐色粘土プロック

P3 
SPA SPA' 

1 

冒
1 層

2 層

3 層

炭化物粒を含む灰掲色粘質土。しまりは強い。

炭化物粒を多最に含む黒褐色粘質土。

灰褐色砂質土

L=94.50m 

窪貯蔵穴 SPA'

• L=94. 70m 

゜ 1 : 30 1 m 

1 層 灰褐色粘土粒・炭化物粒を

含む黒褐色粘質土。

2 層 炭化物粒・直径 4 -5 cm の

灰褐色粘土プロックを含む

黒褐色粘質土。底面に灰面

がある。

゜
1 : 60 2m 

L=94.50m 
図402 177号住居の炉．柱穴・貯蔵穴

178号住居図403·404 、 PL112·113ｷ 168表P.101 ・ 102

位置 V • W-58 • 59 グリッド

規模縦5. 75m 横4.5+ am 深0.30m

形状 隅丸長方形と推定されるが、後出する 151号・

172号住居によって西壁と北西隅を壊されているた

め、北西隅の形態がやや不定形である。

重複 151号・ 172号住居に先行する。

主軸方位 N-3 ー-E 

埋没土 上層は炭化物粒を少量含む黒色粘質土で、

下層は炭化物粒・焼土粒・灰褐色土粒を含む黒褐色

粘質土で埋まっていた。

床面 顕著な硬化面がなく、調査時には地山の土が

露出し、ピットの確認ができる面を床面とした。遺

物は後述するようにこの面からは浮いて出土した。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴壁際から検出されたものを含めて23本の小

ピットが検出されている。p 1~p 3 の 3 本は主柱

穴と考えられる。この 3 本と対応する北東部の主柱

穴は検出できなかった。他の小ピットについては本

住居床面で検出されたものがほとんどであるが、詳

細は不明である。 P20 • P 21 • P 22は掘り方調査の

際に確認した。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1 0.2 m 0.2 m 0.2 m 

P 2 0.21m 0.19m 0.17m 

P 3 0.25m 0.22m 0.29m 

P 4 0.39m 0.27m 0.03m 

P 5 0.22m 0.15m 0.26m 

P 6 0. 17 m O. 17 m O. 26 m 

P 7 0.29m 0.25m 0.15m 

P 8 0.22m 0.20m 0.07m 

P 9 0.22m 0.22m 0.21m 

P 10 0.35m 0.32m 0.12m 

Pll 0.17m 0.12m 0.1 m 

Pl2 0.24m 0.23m 0.32m 

Pl3 0.22m 0.18m 0.1 m 

P 14 0.32m 0.25m 0.16m 
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P 15 0.21m 0.2 m 0.08m 

P 16 0.2 m 0.2 m 0.22m 

P 17 0.14m 0.14m 0.06m 

P 18 0.14m 0.12m 0.07m 

P 19 0.30m 0.21m 0.17m 

P20 0.29m 0.25m 0.26m 

P21 0.32m 0.22m 0.09m 

P22 0.37m 0.29m 0.23m 

P23 0.34m 0.30m 0.14m 

入口施設 なし

掘り方北壁沿いに幅1. 3m 、床面からの深さ 8 ~ 

15cm ほどの掘り込みが検出された。灰白褐色粘土粒

を含む粘性の強い黒褐色粘質土で埋まっていた。出

土遺物は全くなかった。

/ 

ヽ

3 炉付設住居

遺物出土状態 遺物が集中して分布することから住

居の存在を確認した。遺物は、住居中央やや南側に

集中していたが、住居の南部のものな中心に、床面

とした面から約20cm浮いて出土した。

炉 明確に炉と確認できたものはない。住居中央や

や南側に直径55cm、深さ 2 ~5 cm の円形の皿状の掘

り込みが床面で確認されている。焼土等の残存はな

く、積極的に炉と断定できない。

調査所見 本住居は、本遺跡で検出された住居の中

では占い住居である。後出する住居に壁等が壊され

て平面形の確認が困難であった。北西隅ががやや歪

んでしまった。北東の主柱穴については見逃した可

能性が高い。 （小島）
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゜ 1 : 3 10cm 
図404 178号住居出土遺物
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第 8 章住居の調査

4. 竪穴状遺構の調査

(1) 村前地区の竪穴状遺構

1 号竪穴状遺構図405 、 PL114

位置 U-57 • 58グリッド

規模縦3.4m 横l. 6+am 深0.3m

形状隅丸方形か

重複 56号溝に先行する。

主軸方位不明

埋没土褐色系の土層堆積であり、上層は焼土ブ

ロックや炭化物を多量に含む他、砂質土が堆積して

いる部分もある。

床面 凹凸があり、不安定である。

柱穴 明瞭なピットはないがP 1 • P 2 はある程度

の形状を保つ。他の小ピット 3 本は深さ 2 ~3 cm ほ

どであり、性格は不明である。また、不整形な落ち

込み 2 ヶ所があるが、いずれも深さ 7 ~9 cm ほどで

あり、底面も安定していない。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

p 1 0.35m 0.28m 0.07m 

恐も
X
‘

P 2 0.27m 0.24m 0.09m 

遺物出土状態 ほとんど出土していない。

調査所見 土層堆積状況から、 56号溝に先行するこ

とは明瞭である。このため東側はすべて切り取られ

ており、全体を把握することは困難であった。また、

ピット等も検出しているが、住居になる可能性はな

いと考えられる。 （相京）

良／応 \ 
口

@Pl  
ヽ

｀晏
良 ア＿

SPB SPB' 

瓢渇
L=95 50m 

1 層 黒色灰層 焼土プロソクを多量に含む。炭を極めて多量に

含む。

2 層 明褐色土 やや砂質。灰白色砂プロックを多く含む。

3 層 茶褐色土灰白色砂プロックを多く含む。砂質。

4 層 暗褐色土 焼土粒子および炭化物を少最含む。灰を多く含

む。

5 層 明褐色炭 2 • 3 層に含まれる砂よりも粒子は粗い。

6 層 暗黄灰褐色土粘性あり。黄白色粘性土を多箭に含む。

7 層 暗青灰褐色土砂質。黄褐色土粒子を少量含む。

゜
1 : 60 2m 

図405 1 号竪穴状遺構

376 

2 号竪穴状遺構図406 、 PL114表P.104

位置 2 B-62グリッド

規模縦2.5m 横1. 3m 深0.2m

形状不整形

重複 73号溝と重複するが、先後関係不明。

主軸方位不明

埋没土 暗褐色系の土層である。浅間 B テフラを上

層で含み、下層では炭化物を少量含む粘性土になる。

床面下の土層堆積は埋没谷の埋没土であると考えら

れ、埋没谷内の土層堆積を呈している。

床面平坦である。

遺物出土状態 埋没土中から羽釜 (1021) が出土し

た。

調査所見 本遺構の床面の状況から、住居の可能性

を考えたが、カマドや柱穴など遺構付属施設を検出

することができなかった。地形的には西側が73号溝

に切られており、当時も現在と変わりなく、西に傾

斜していたことが考えられる。現在の染谷川や古い

溝との重複が多く、本遺構の東側の一部を確認した

にすぎない。 （相京）
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含む。

床面 ほぼ平坦であるが、全体形状が不明瞭であり、

床面から性格付けは不可能である。

遺物出土状態

調査所見

南東隅部分から、須恵器耳皿 (1246)

が出土している。図示できなかったが、小片で床面

下より羽釜片が出土したことから平安時代の遺構と

考えられる。

4 号竪穴状遺構と切り合い関係にある

他、 121号住居や溝等により遺構の一部の確認しか

゜

図406

3 号竪穴状遺構

位置

規模

形状

重複

主軸方位

埋没土

できなかった。

く、遺構の性格付けは困難であった。

゜ 1 : 60 2m 

暗褐色土 白色軽石を多く含み、粘性弱く、サラサラする。

榛名山起源の礫を少贔含む。しまりは弱い。

暗茶褐色土 白色軽石を多く含む。しまりは 1 層より良い。

暗褐色土 1 層よりも黒味が強い。浅間 B軽石をやや多く

含む。 2 層よりも粘性はある。

暗褐色粘性土 少砒の砂もしくは浅間 B軽石を含む。

暗褐色粘性土 炭化物を少益含む。ほぽ単一的。 4 層より

も粘性は強い。

明褐色土 直径 1 mm未滴の白色粒子を少最含む。しまりは

良い。

暗褐色土 黒色土プロ・ノク・粒子を少景含む。直径 1 ~2 

mmほどの炭化物を少贔含む。極めてしまりは良い。

明褐色土 灰白色粒子・白色軽石を少最含む。しまりは良

し、

黒褐色土プロックの間を暗褐色土が埋めている。ややしま

りは弱い。

灰褐色土 多量の黒色土プロソクを含む。黒色土プロソク

の中には浅間 C軽石が含まれる。しまりは良い。

□□]-,1021 
1 : 4 

2 号竪穴状遺構と出土遺物

図407·408 、 PL114· 168、表P.104

Z A-60グリッド

縦1. 42+ am  

不整形

横1. 06+ am  深0.30m

4 号竪穴状遺構． 121号住居に後出する。

N-115ー -E 

暗灰褐色土層であり、軽石と白色鉱物粒を

\ 

このため形状や規模等不明な点が多

（相京）
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゜ 1 : 60 2m 

20cm 3 号竪穴状遺構

1 層 暗灰褐色土 榛名山起源の軽石をわずかに含む。他に白色

鉱物粒子が滉入する。

7 層 灰白色土 黒色土プロックを少量、白色鉱物を微量含む。

4 号竪穴状遺構

4 居灰白色土

5 層黒色土

121号住居

2 層 暗灰白褐色土 1 層に比べて暗い。白色鉱物を少最、炭

化物をわずかに含む。酸化鉄の斑点が入る。

暗灰色土 2 層に類するが焼土粒子がわずかに含まれる。

黒褐色土 炭化物・焼土粒子を含む。

白色鉱物粒子を含み、酸化鉄の斑点が人る。

灰白色土 酸化鉄の斑点が入る。

灰白褐色土 酸化鉄の斑点が入る。白色鉱物を微贔、炭化

物片を少是含む。

3 号・ 4 号竪穴状遺構
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第 8 章住居の調査

八

I 1245 

こよ
0 1 : 4 20cm 

図408 3 号竪穴状遺構の出士遺物

れる遺物の出土がある。

調査所見 当初住居の可能性を考えていたが、住居

としての決め手はない。近接してカマドをもつ住居

などが重なり合っているため、他の住居跡の支脚等

も混入していたのかもしれない。住居・溝により切

られている部分が多いため、性格付けは困難である。

(1247) は本竪穴の掘り込み確認面とした音防分より

も北東方向に約80cm で落ち込みがあり、埋没土も類

似することから同一遺構と考えることもでき、同遺

構の中に出土遺物を挿入した。 （相京）

4 号竪穴状遺構図407·409 、 PL114· 168、表P.104

位置 2 A-60グリッド

規模縦0.8m 横l. Om 深0.28m

形状隅丸方形か

重複 3 号竪穴状遺構． 73号溝に先行する。

主軸方位 N-63ー -E 

埋没土 灰白色土層。白色鉱物粒を含む。

床面 わずかな凹凸はあるが、ほぽ平坦である。

遺物出土状態 北東部分から高台付椀（1247) が床

面にもぐり込むように出土した。埋没土中より須恵

器杯形土器（1248) 、カマド支脚（1249) と考えら

＼~I 言□、ロ
1247 

（露四甜H喝i
ヽ，

(2) 下り柳地区の竪穴状遺構

1 号竪穴状遺構図410 、 PL114 、表P.104

位置 G-59グリッド

規模縦3.58m 横3.06m 深0.3m

形状隅丸方形か

重複小さな溝状の掘り込みと重複している。

主軸方位 N-25ー -W 

埋没土 平面形の確認は浅間 B テフラを剥いだ段階

で検出された。

床面 ほぽ平坦である。

柱穴 東壁北寄りに小ピットが 1 ヶ所検出された。

形状は円形である。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

こ

P 1 0.07m 0.06m 0.14m 

遺物出土状態 北東隅付近より数点の破片の出土が

ある。

調査所見 形状はほぽ方形を呈しているが、南壁付

近は不安定であり、はっきりとした性格付けができ

ない。また床面は掘り込み面からの深度も浅く、東

西に比して、南北方向の床面は中央がやや高く、わ

ずかに不安定である。出土遺物から年代は概ね平安

時代後期である。 （相京）

゜ I : 4 20cm 

図409 4 号竪穴状遺構の出士遺物
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゜
1 : 4 20cm 

図410 1 号竪穴状遺構と出土遺物

379 



第 8 章住居の調査

2 号竪穴状遺構図411 、 PL114

位置 F • G-53 • 54 グリッド

規模縦4.5m 横1. 8m 深0.12m

形状隅丸方形か

重複 南北方向に細く浅い溝状の掘り込みがある。

主軸方位 N-20ー -W 

埋没土記録なし。

床面 ほぼ平坦である。

柱穴 2 本検出された。

柱穴No 長径 短径

P 1 0. 46 m O. 26 m 

深さ

0.13m 

備考

p 2 0.46m 0.22+am0.12m 

調査所見 掘り込み面周辺の状況は全体的に 2 号竪

穴状遺構の中心に向かいわずかに傾斜している。

（相京）
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゜
1 : 60 4m 

冒疇冒瓢冒
L=98.00m 

図411 2 号竪穴状遺構
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3 号竪穴状遺構図412

位置 G-52 • 53 グリッド

規模縦5.75+ am 横1.05m 深0.2m

形状隅丸方形か

重複 25号土坑に後出する。

主軸方位 N-3 ー-E 

埋没土 白色軽石を少量含むやや砂質の暗褐色土で

埋没している。

床面 ほぼ平坦ではあるが、わずかに南側が低い。

柱穴 1 本検出された。

柱穴No 長径 短径 深さ 備考

P 1ｷ 0.35m 0.25m 0.2m 

調査所見 形状としては住居跡状を呈するが、細蔀

が未検出であるため不明である。 （相京）

手-53

25号土坑
\ \ 

¥ I Pl 

厄）

~E 

1 雙、
I 

EPB EPB' 
I 手-54

“鴫鵬
L=98.00m 

゜
1 : 60 2m 

図412 3 号竪穴状遺構

5 焼土跡

5. 焼土跡

村前地区の 1II 面＝ Hr-FA 直下の水田の調査が終

了し、下層の遺構を確認するために水田耕作土であ

る As-C を含む黒色粘質土を掘り下げた際に27 カ所

の焼土跡が検出された。（図413) 焼土跡を確認した

面では畠のサク状の遺構も多数検出されている。焼

土跡は黒色土の表面に燈色に変色して検出されたも

ので、それぞれの規模は直径50cm、焼土の厚さ 10cm

ほどの円形あるいは楕円形を呈していた。これらの

分布は S ~X-54~58グリッドに集中しており、他

より As-C を含む黒色土の堆積が厚く残っている地

点である。

焼土跡が検出された層位は、浅間 C軽石を含む黒

色土の中位で、古墳時代前期の住居の掘り込みを確

認できる面よりやや上になる。焼土跡が集中して検

出された地点は、 5 cm ほど下層に古墳時代前期の住

居、さらに数cm下層に弥生時代の住居が確認できる。

遺構面を少しずつ違えて重層的に検出できるのであ

る。焼土跡を検出した浅間 C軽石を含む黒色上の中

から古墳時代前期の土器が多く出土しており、これ

らの焼土跡は住居の炉の遺存であると考えることも

可能であろう。上層に作られた畠の耕作の際に下層

の住居の壁が破壊された可能性は否定できない。

しかし、焼土跡を検出した地点の周囲には硬化し

た床面ゃ柱穴・貯蔵穴等の住居を想定させる施設は

調査時にも留意したが、決定的には検出されなかっ

た。ここでは、 Hr-FA 直下畠開墾以前、古墳時代

前期以降の住居が遺存した可能性のあることを指摘

するにとどまる。

一方、 Y-62 グリッドでは同様の焼土跡が、 V層

上面で 6 カ所検出された。これについては周辺に硬

化面があり、柱穴と考えられるピットも存在したこ

とから、住居と考えた。 (161号住居）掘り込み面や

掘り込みの深さが異なる住居が重層的に存在したと

考えられる。このような例からも、前述した S~x

-54~58グリッドの焼土跡が、住居の炉の遺存であ

る可能性はあると考えられる。 （小島）
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図413 焼土跡の確認面模式図と分布
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村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 1 

1.重複群A全景 2. 重複群A全景

3. 30号住居全景（南から）

4. 30号住居土層断面（南から） 5. 30号住居土層断面（南から）



PL. 2
 

村前地区 カマド付設住居の調査

1. 30号住居内須恵器廃棄坑 2. 30号住居掘り方

3. 31号住居全景（西から）

••-•-

4. 31号住居土層断面

ニ•

'-裳

5. 31号住居カマド掘り方土層断面



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 3 

1. 31号住居カマド土層断面 2. 31号住居貯蔵穴（西から）

3. 31号住居貯蔵穴土層断面 4. 31号住居掘り方全景（西から）

5. 31号住居カマド掘り方全景（西から） 6. 35号住居全景（南から）

7. 35号住居カマド掘り方全景（南から） 8. 35号住居掘り方全景（南から）



PL. 4 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 63号住居全景（北から）

2. 63号住居カマド遺物出土状態（北から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 5 

1. 63号住居据り方全景（北から） 2. 63号住居カマド全景

3. 63号住居カマド掘り方土層断面 4. 63号住居カマド掘り方全景（北から）

5. 64号住居全景（西から）



PL. 6 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 64号住居土層断面 2. 64号住居こもづり石出土状態

3. 64号住居土層断面 4. 66号住居掘り方全景（西から）

5. 66号住居全景（西から） 6. 66号住居カマド全景（西から）

7. 66号住居カマド掘り方全景 8. 56号・ 57号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 7 

1. 55号・ 56号・ 57号住居掘り方全景（西から） 2. 56号住居カマド掘り方全景（北から）

キ＂＂w J鮒石贔奮h’ 玉d↑ h眉'··~ ,"r , • lr 

3. 56号住居カマド全景（北から） 4. 55号・ 56号・ 57号住居全景（北から）

5. 57号住居カマド全景 6. 57号住居全景（西から）

7. 141号～ 145号住居全景（西から） 8. 143号住居全景（西から）



PL. 8 村前地区 カマド付設住居の調査

｀一1. 143号住居堀り方全景（西から） 2. 143号住居掘り方土層断面（西から）

s̀  < - " -
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3. 143号住居カマド全景（西から） 4. 143号住居カマド全景（西から）

5. 143号住居カマド掘り方全最（西から） 6. 149号住居全景（西から）

7. 145号住居全景（西から） 8. 145号住居掘り方土層断面（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 9 

t 

1. 145号住居カマド全景（西から） 2. 145号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 146号住居掘り方全景（西から） 4. 68号住居全景（西から）

5. 68号住居全景（南から）



PL. 10 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 68号住居掘り方全景（南から）

2. 68号住居掘り方全景（西から） 3. 68号住居カマド全景（東から）

4. 68号住居カマド遺物出土状態（東から） 5. 68号住居カマド土層断面（南から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 11 

1. 68号住居カマド土層断面（北から） 2. 68号住居カマド土層断面（北東から）

3. 68号住居カマド土層断面（南西から） 4. 68号住居カマド掘り方全景（東から）

5. 71号住居全景（西から） 6. 71号住居土層断面（西から）

7. 71号住居掘り方全景（西から） 8. 72号住居全景（西から）



PL.12 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 72号住居． 70溝南北土層断面（東から） 2. 72号住居掘り方全景（西から）

3. 73号住居南北土層断面（南東から） 4. 73号住居掘り方全景（西から）

5. 73号住居カマド掘り方（西から） 6. 73号住居カマド袖たち割り土層断面（西から）

7. 74号住居全景（西から） 8. 74号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL.13 

1. 74号住居掘り方全景（西から） 2. 74号住居掘り方全景（西から）

3. 74号住居カマド全景（西から） 4. 74号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 83号住居全景（西から） 6. 83号住居A-A' 土層断面（南から）

7. 83号住居土層断面（南から） 8. 84号住居全景（西から）



PL. 14 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 84号住居東西土層断面（南から） 2. 84号住居掘り方全景（西から）

3. 88号住居全景（西から） 4. 88号住居全景（西から）

5. 88号住居カマド全景（西から） 6. 88号住居掘り方全景（西から）

7. 88号住居掘り方全景（西から） 8. 88号住居貯蔵穴全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL.15 

1. 90号住居全景（西から） 2. 90号住居土層断面（東から）

3. 90号住居土層断面（南から） 4. 90号住居掘り方全景（西から）

5. 90号住居掘り方土層断面（東北から） 6. 91号住居全景（西から）

7. 91号住居カマド全景（西から） 8. 91号住居カマド土層断面



PL. 16 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 91号住居カマド土層断面（西北から） 2. 91号住居掘り方全景（西から）

3. 91号住居掘り方全景（西から） 4. 91号住居カマド掘り方土層断面（北西から）

5. 92号住居全景（西から） 6. 92号住居掘り方全景（西から）

7. 75号住居全景（西から） 8. 75号住居カマド全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL.17 

1. 75号住居カマド土層断面（南から） 2. 75号住居掘り方全景（西から）

3. 75号住居掘り方土層断面（西から） 4. 75号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 76号住居カマド全景（西から） 6. 76号住居全景（西から）

7. 76号住居土層断面（西から） 8. 76号住居土層断面（南から）



村前地区 カマド付設住居の調査

1. 76号住居カマド土層断面（北東から） 2. 76号住居カマド土層断面（南西から）

3. 76号住居掘り方全景（西から） 4. 76号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 76号住居カマド据り方土層断面（東カマド） 6. 76号住居貯蔵穴土層断面（西から）

7. 76号・ 75号・ 77号住居掘り方全景（西から） 8. 77号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL.19 
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1. 77号住居掘り方土層断面（西から） Z. 77号住居掘り方土層断面（南から）

3. C 区、 I • II 面住居群全景

必•9 アがと一烹
℃,t,i n-~' 

・上＝9 -一 ' 芦，
4. 101号住居遺物出土状態全景（西から） 5. 101号住居カマド全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査

1. 101号・ 126号住居掘り方全景（西から） 2. 101号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 101号住居土層断面（西から） 4. 111号住居全景（西から）

5. 111号住居カマド全景（南から） 6. 111号・ 134号住居掘り方全景（西から）

7. 111号住居カマド掘り方全景（南から） 8. 111号・ 134号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 21 

1. 126号住居全景（北から） 2. 126号住居カマド全景（西から）

3. 126号住居カマド掘り方全景（西から） 4. 134号住居全景（西から）

5. 134号住居カマド掘り方全景（西から） 6. 134号住居掘り方全景（西から）

7. 105号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 105号・ 114号・ 117号・ 112号住居全景（西から）



PL. 22 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 105号・ 114号・ 117号・ 112号住居全景（北から）

2. 112号住居全景（北から） 3. 112号住居カマド土層断面（西から）

4. 112号住居カマド掘り方全景（西から） 5. 112号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 23 

1. 112号住居据り方全景（西から） 2. 113号住居全景（西から）

3. 113号住居揺り方全景（西から） 4. 113号住居カマド全景（西から）

5. 113号住居カマド掘り方（西から） 6. 114号住居カマド全景（西から）

7. 114号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 129号住居全景（西から）



PL. 24 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 129号住居掘り方全景（西から） 2. 129号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 106号住居全景（西から） 4. 106号住居カマド全景（西から）

5. 106号住居掘り方全景（西から） 6. 106号住居カマド掘り方全景（西から）

7. 106号住居カマド土層断面（南から） 8. 128号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 25 

1. 128号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 128号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 135号住居カマド全景（西から） 4. 135号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 135号住居遺物出土状態（北から） 6. 136号・ 137号・ 135号住居全景（西から）

7. 138号・ 136号住居カマド全景（北から） 8. 137号住居カマド掘り方全景（西から）



PL. 26 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 138号・ 136号住居カマド掘り方全景（139号も同じ） 2. 100号住居全景（東から）

3. 100号住居掘り方全禁（東から） 4. 115号住居全景（西から）

5. 115号住居カマド全景（西から） 6. 115号住居カマド掘り方全景（西から）

~1 

7. 115号住居掘り方全景（西から） 8. 115号住居カマド掘り方土層断面（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 27 
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1. 115号住居カマド土層断面（西から） 2. 119号住居全景（西から

3. 119号住居カマド土層断面（西から） 4. 119号住居カマド土層断面（南から）

5. 120号住居全景（西から） 6. 120号住居カマド全景（西から）

7. 120号住居掘り方全景（西から） 8. 120号住居カマド掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査

1. 130号住居全景（南から） 2. 132号住居掘り方全景（東から）

3. 132号住居カマド堀り方全景（南東から） 4. 132号住居カマド掘り方土層断面（南から）

5. 132号住居カマド掘り方土層断面（西から） 6. 102号住居掘り方全景

7. 102号住居カマド全景（西から） 8. 102号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 29 

1. 102号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 107号住居全景（西から）

3. 107号住居カマド全景（西から） 4. 107号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 107号住居カマド土層断面（北西から） 6. 107号住居カマド土層断面（南東から）

7. 107号・ 109号住居掘り方全景（西から） 8. 109号住居全景（西から）



• PL. 30 村前地区 カマド付設住居の調査

し
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1. 109号住居杯出土状態（西から） 2. 109号住居カマド全景（西から）

3. 109号住居貯蔵穴全景 4. 109号住居カマド掘り方全景

5. 110号住居全景（西から） 6. 110号住居カマド遺物出土状態（西から）

7. 110号住居カマド全景（西から） 8. 110号住居カマド全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 31 

1. 110号住居掘り方全景（西から） 2. llO号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 110号住居カマド掘り方・土層断面（西から） 4. 127号住居掘り方全景（西から）

5. 127号住居全景（西から） 6. 127号住居土層断面

7. 127号住居掘り方土層断面 8. 24号住居全景（西から）



PL. 32 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 24号住居貯蔵穴遺物出土状態（南西から） 2. 24号住居貯蔵穴全景（西から）

3. 103号・ 104号住居土層断面（北から） 4. 103号・ 104号住居掘り方全景（西から）

5. 103号住居カマド全景（西から） 6. 103号住居カマド掘り方全景

7. 103号住居遺物出土状態（南から） 8. 104号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 33 

1. 121号住居カマド全景（西から） 2. 121号住居掘り方全景（西から）

3. 121号住居カマド掘り方全景（西から） 4. 121号住居全景（東から）

5. 121号住居掘り方土層断面（東から） 6. 121号住居掘り方全景（西から）

7. 124号住居カマド全景（西から） 8. 124号住居カマド遺物出土状態（西から）



PL. 34 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 124号住居カマド遺物出土状態（西から） 2. 124号住居掘り方全景（西から）

3. 124号住居掘り方遺物出土状態（西から） 4. 124号住居カマド掘り方全景（西から）

5. 124号住居カマド土層断面（南西から） 6. 125号住居全景（西から）

7. 125号住居カマド全景（西から） 8. 125号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 35 

1. 125号住居カマド掘り方土層断面（西から） 2. 36号・ 37号住居全景（東から）

3. 36号・ 37号住居掘り方全景（東から）

4. 1 号住居土層断面（南から） 5. 1 号住居遺物出土状態（南から）



PL. 36 

1. 1 号住居全景（西から）
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2. 1 号住居遺物出土状態（西から）

ーダs:y "`·り
4. 1 号住居カマド掘り方全景（西から）

村前地区 カマド付設住居の調査
門
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3. 1 号住居掘り方全景（西から）

5. 1 号住居貯蔵穴全景



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 37 

1. 3 号住居全景（西から） 2. 3 号住居貯蔵穴全景（西から）

3. 3 号住居遺物出土状態（南西から） 4. 3 号住居カマド全景（西から）

5. 3 号住居カマド掘り方全景（西から） 6. 4 号住居全景（西から）

7. 4 号住居全景（東から） 8. 4 号住居カマド全景（西から）



PL. 38 村前地区 カマド付設住居の調査

••. 

1. 4 号住居南土器群出土状態 2. 4 号住居南土器群

3. 4 号住居遺物出土状態 4. 4 号住居カマド遺物出土状態

5. 4 号住居南土器群下土坑 6. 4 号住居全景（西から）

' ー一磁全←£
7. 5 号住居カマド全景（南から） 5 号住居カマド掘り方全景（南から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 39 

1. 5 号住居全景（南から） 2. 6 号住居全景（東から）

3. 6 号・ 7 号• 8 号住居全景（南から）

:'̀  ' ｀ー込占心爛

4. 6 号住居カマド全景（西から） 5. 8 号住居カマド全景（西から）



PL. 40 

1. 8 号住居全景（東から）
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2. 8 号住居カマド掘り方全漿（西から）

4. 9 号住居全景（西から）

村前地区 カマド付設住居の調査
浜―·—-

3. 8 号住居遺物出土状態

5. 9 号住居カマド全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 41 

1. 9 号住居土層断面 2. 9 号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 10号住居全景（西から） 4. 10号住居カマド全景（西から）

5. 12号住居全景 6. 12号住居カマド全景

7. 12号住居カマド掘り方全景 8. 13号住居全景（西から）



PL. 42 

1. 13号住居遺物出土状態
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3. 14号住居遺物出土状態

4. 14号住居遺物出土状態

村前地区 カマド付設住居の調査

2. 14号住居全景

5. 14号住居遺物出土状態



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 43 

1. 14号住居カマド掘り方全景 2. 15号住居全景

3. 15号住居カマド全景 4. 16号住居全景

5. 16号住居遺物出土状態 6. 16号住居カマド全景

7. 17号住居全景 8. 17号住居カマド掘り方全景



PL. 44 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 18号住居全景 Z. 18号住居カマド掘り方全景

3. 21号住居全景

4. 21号住居カマド全景 5. 21号住居遺物出土状態



村前地区 カマド付設住居の調査

1. 21号住居遺物出土状態

2. 21号住居遺物出土状態



PL. 46 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 23号住居土層断面（南から） 2. 23号住居土層断面（東から）

3. 23号住居全景（西から）

4. 23号住居遺物出土状態 5. 23号住居カマド全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 47 

1. 23号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 23号住居掘り方全景（西から）

3. 26号住居全景（西から） 4. 26号住居土層断面（東から）

5. 26号住居カマド全景（西から） 6. 26号住居揺り方全景

7. 26号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 32号住居全景（西から）



PL. 48 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 32号住居カマド全景（南から） 2. 32号住居掘り方全景（南から）

3. 32号住居カマド掘り方全景 4. 33号住居全景（西から）

5. 33号住居掘り方全景（南から） 6. 40号住居全景（西から）

7. 40号・ 41号住居全景（西から） 8. 41号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 49 
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1. 40号住居カマド全景（西から） 2. 40号住居カマド掘り方全景

3. 41号住居カマド掘り方全景（西から） 4. 41号住居カマド土層断面（北から）

5. 41号住居カマド土層断面 6. 41号住居カマド土層断面

7. 41号住居掘り方全景（西から） 8. 41号住居カマド揺り方全景（西から）



PL. 50 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 42号住居全景（東から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 51 

1. 42号住居． 66号溝土層断面（東から） 2. 42号住居． 66号溝土層断面（南から）

3. 42号住居カマド遺物全景（南から） 4. 42号住居カマド土層断面（南西から）

5. 42号住居カマド遺物出土状態 6. 42号住居貯蔵穴土層断面（南から）

7. 42号住居貯蔵穴遺物出土状態 8. 42号住居貯蔵穴遺物出土状態（東から）



PL. 52 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 42号住居掘り方全娯（東から）

2. 42号住居カマド掘り方全景（南から） 3. 42号住居カマド掘り方全景（南から）

4. 42号住居カマド掘り方土層断面（南から） 5. 43号・ 44号住居土層断面



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 53 

1. 43号・ 44号住居全景（西から） 2. 44号住居北壁上層落ち込み

．、

苔約
こ~

ご名

，口· •ユこ：•.＂ ` • べ
.,.,込C.,.·.

3. 44号住居土層断面 4. 45号・ 46号住居東西土層断面（南から）

5. 45号住居南北土層断面（西から） 6. 45号住居全景（南から）

7. 45号住居刀子出土状態全景（南から） 8. 45号住居掘り方全景（南から）



PL. 54 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 46号住居全景（南から） 2. 46号住居掘り方全景（南から）

3. 46号住居南北土層断面（西から） 4. 47号住居南北土層断面（西から）

5. 47号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 55 

1. 47号住居カマド全景 2. 47号住居カマド掘り方土層断面

3. 47号住居カマド掘り方全景（西から） 4. 47号住居床下土坑土層断面（南から）

5. 47号住居掘り方全景（西から）



PL. 56 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 47号住居掘り方土層断面 2. 48号住居全景（東から）

3. 48号住居土層断面 4. 48号住居掘り方全景（西から）

5. 49号住居全景（西から） 6. 48号・ 49号住居全景（東から）

7. 49号住居全景 8. 49号住居土層断面（南から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 57 

1. 49号住居土層断面 2. 49号住居全景

3. 49号住居遺物出土状態（西から） 4. 49号住居遺物出土状態

5. 49号住居カマド全景（西から） 6. 49号住居カマド土層断面

7. 49号住居カマド土層断面 8. 49号住居掘り方全景



PL. 58 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 49号住居カマド掘り方全景 2. 49号住居掘り方土層断面（東西から）

3. 49号住居掘り方土層断面（南北から） 4. 50号住居南北土層断面（西から）

5. 50号住居東西土層断面（南から） 6. 50号住居全景（西から）

7. 50号住居カマド全景（西から） 8. 50号住居貯蔵穴土層断面（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 59 

1. 50号住居掘り方全景（西から） 2. 50号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 51号住居全景（西から） 4. 51号住居南北土層断面（西から）

5. 51号住居東西土層断面（南から） 6. 51号住居遺物出土状態（西から）

7. 51号住居遺物出土状態（西北から） 8. 51号住居掘り方全景（西から）



PL. 60 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 51号住居カマド掘り方全景（西から） 2. 52号住居土層断面（南から）

3. 52号住居全景（西から）

4. 52号住居土層断面（西から） 5. 52号住居耳環出土状態（北西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 61 

1. 52号住居カマド全景（西から） 2. 52号住居掘り方全景（西から）

3. 53号住居南北土層断面（東から） 4. 53号住居全景（東から）

5. 58号住居全景（西から） 6. 58号住居全景（南から）

7. 59号住居全景（南から） 8. 60号住居全景（西から）



PL. 62 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 60号住居土層断面（東から） 2. 61号住居全景（西から）

3. 61号住居掘り方全景（北から） 4. 62号住居全景（西から）

5. 62号住居カマド全景（西から） 6. 62号住居カマド掘り方全景（西から）

7. 65号住居カマド全景（西から） 8. 65号住居全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 63 

1. 78号住居掘り方全景（西から） 2. 78号住居土層断面（西から）

3. 78号住居カマド土層断面（南から） 4. 78号住居遣物出土状態（東壁付近）

5. 78号住居貯蔵穴全景 6. 78号住居カマド掘り方全娯（西から）

7. 79号住居土層断面（西から） 8. 79号住居東カマド土層断面



PL. 64 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 79号住居カマド土層断面 2. 79号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 80号住居全景（西から） 4. 80号住居土層断面（南西から）

5. 80号住居カマド全景（西から） 6. 80号住居掘り方全景（西から）

7. 80号住居カマド掘り方全景（西から） 8. 81号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 65 

1. 81号住居カマド全景（北から）
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3. 82号住居掘り方全景（西から）

5. 86号住居カマド付近遺物出土状態（西から）

2. 81号・ 82号住居全景（西から）

4. 86号住居全景（西から）

6. 86号住居掘り方全景（西から）

7. 89号住居全景 8. 89号住居掘り方全景（西から）



PL. 66 村前地区 カマド付設住居の調査

1. 133号住居カマド掘り方全景 2. 108号住居全景

3. 108号住居全景 4. 116号住居全景
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5. 118号住居全景（西から） 6. 141号住居掘り方全景（西から）

7. 141号住居カマド全景（西から） 8. 141号住居掘り方全景（西から）



村前地区 カマド付設住居の調査 PL. 67 

1. 141号住居全景（西から）

2. 142号住居全景（西から） 3. 142号住居カマド全景（西から）

4. 142号住居カマド掘り方全景（西から） 5. 144号住居カマド掘り方全景（西から）



PL. 68 

1. 144号住居カマド掘り方全景（西から）

3. 141号～ 145号住居全景（西から）
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4. 下り柳地区 1 号住居全漿（西から）

村前地区 カマド付設住居の調査 下り柳地区 カマド付設住居の調査
n 

2. 144号住居全景（西から）

5. 下り柳地区 1 号住居遺物出土状態（西から）



下り柳地区 カマド付設住居の調査

1. 下り柳地区 1 号住居遺物出土状態（西から）

3. 下り柳地区 1 号住居ヵマド土層断面（北東から）

5. 下り柳地区 1 号住居貯蔵穴土層断面（南から）

7. 下り柳地区 1 号住居カマド全景（西から）
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2. 下り柳地区 1 号住居カマド土層断面（南西から）

4. 下り柳地区 1 号住居掘り方全景（西から）
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6. 下り柳地区 1 号住居貯蔵穴土層断面（西から）
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8. 下り柳地区 1 号住居カマド掘り方全景（西から

PL. 69 



PL. 70 下り柳地区 カマド付設住居の調査 村前地区
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1.下り柳地区 1 号住居掘り方及び西側ビット（西から）

3. 下り柳地区 2 号住居カマド掘り方全景

炉付設住居の調査
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2. 下り柳地区 2 号住居全景（北西から）

4. 下り柳地区 2 号住居全景（北から）．
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5. 2 号住居全景



村前地区 炉付設住居の調査

1. 2 号住居遺物出土状態

3. 2 号住居炉全景
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5. 19号住居全景（南から）

PL. 71 

2. 2 号住居遺物出土状態

4. 2 号住居炉全景



PL. 72 村前地区 炉付設住居の調査

1. 19号住居遺物出土状態 2. 19号住居遺物出土状態

3. 19号住居遺物出土状態 4. 19号住居遺物出土状態

5. 20号住居全最（西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 73 

1. 20号住居全景（西から）

2. 20号住居遺物出土状態 3. 20号住居遺物出土状態

4. 20号住居遺物出土状態 5. 20号住居炭化材出土状態
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1. 20号住居炭化材出土状態
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3. 20号住居炭化材出土状態

・ ・合： 1パ1

5. 93号住居全景（東から）

村前地区 炉付設住居の調査

2. 20号住居遺物出土状態

ー・―
4. 20号住居遺物出土状態



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 75 

1. 93号 •94号住居全景（東から）

2. 93号住居炉全景（東から） 3. 94号住居炉全景（東から）

4. 93号 •94号住居全景（西から） 5. 98号住居全景（南東から）



PL. 76 
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1. 99号住居全景（西から）
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2. 99号住居遺物出土状態（西から）

村前地区 炉付設住居の調査



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 77 

1. 99号住居全景（西から）

2. 99号住居遺物出土状態 ::l. 99号住居炉全景（北から）
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4. 99号住居貯蔵穴 l 遺物出土状態 5. 99号住居貯蔵穴 2 遺物出土状態



PL. 78 村前地区 炉付設住居の調査

n..  

1. 147号住居上層遺物出土状態全景（西から） 2. 147号住居土層断面（手前） 148号住居上層遺物出土状態（西から）

3. 148号住居全景（西から）
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4. 148号住居貯蔵穴土層断面（東から） 5. 148号住居台付甕型土器出土状態（東から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 79 

1. 147号・ 148号住居全景（西から）
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2. 148号住居掘り方全景（西から）



PL. 80 村前地区 炉付設住居の調査

1. 149号住居全景

2. 149号住居掘り方全景



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 81 

1. 149号住居掘り方全景 2. 149号住居炉土層断面

3. 150号住居全景及び南北土層断面 4. 151号住居全景

5. 151号住居全景 6. 151号住居周辺遺構検出作業

7. 151号住居焼土 1 8. 151号住居焼土 1



PL. 82 村前地区 炉付設住居の調査

1. 151号住居焼土 2 2. 152号住居全景（東から）

3. 152号住居全景（西から） 4. 152号住居土層断面（東から）

5. 152号住居土層断面（南から） 6. 153号住居全景（西から）
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7. 153号住居全景（西から） 8. 153号住居遺物出土状態



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 83 

1. 153号住居掘り方全景
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2. 153号住居遺物出土状態 3. 153号住居臼玉出土状態

4. 153号住居炉全景 5. 153号住居炉土層断面



PL. 84 村前地区 炉付設住居の調査

電

1. 153号住居南壁寄り

3. 154号住居東西土層断面

5. 154号住居遺物出土状態

7. 154号住居ピット 16遺物出土状態

2. 153号住居貯蔵穴遺物出土状態

4. 154号住居全景

6. 154号住居遺物出土状態

8. 154号住居貯蔵穴土層断面



村前地区 炉付設住居の調査

.'、
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1. 154号・ 169号住居全景

2. 169号住居全景

PL. 85 



PL. 86 村前地区 炉付設住居の調査

1. 169号住居全景

2. 169号住居遺物出土状態 3. 169号住居遺物出土状態

4. 169号住居炉 1 土層断面 5. 169号住居炉 1 全景



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 87 

1. 169号住居炉 2 土層断面 2. 169号住居炉 2 全景

3. 169号住居炉 3 土層断面 4. 169号住居炉 3 全景

5. 155号住居全景 6. 155号住居全景

7. 155号住居遺物出土状態 8. 155号住居炉全景



PL. 88 村前地区 炉付設住居の調査

1. 155号住居貯蔵穴土層断面 2. 156号住居全景

3. 156号住居全景 4. 156号住居遺物出土状態

5. 156号住居ピット 礎板出土状態 6. 157号住居東西土層断面

7. 157号住居炉土層断面 8. 157号住居炉全景



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 89 

1. 157号住居全景（西から）

2. 157号住居全景（西から）



PL. 90 
··c-r·•> ヽ
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1. 157号住居貯蔵穴全景

3. 157号住居遺物出土状態

5. 165号住居全景

7. 158号住居全景（東から）

2. 157号住居遺物出土状態

4. 165号住居全景

ヽ，99999 ぷ⇒i
6. 158号住居全景（南から）

8. 158号住居遺物出土状態

村前地区 炉付設住居の調査



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 91 

1. 158号住居炉全景 2. 158号住居炉土層断面

3. 158号住居炉土層断面 4. 159号住居全景

5. 159号住居土層断面 6. 159号住居全景

7. 159号住居遺物出土状態 8. 160号住居床下土層断面（南から）



PL. 92 村前地区 炉付設住居の調査

1. 160号住居全景（南西から）

2. 160号住居炉土層断面（南西から） 3. 160号住居全景（西から）

4. 161号住居全景（西から） 5. 162号・ 163号住居土層断面



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 93 

1. 162号・ 163号・ 164号住居全景（西から） 2. 162号・ 163号・ 164号住居全景（西から）

3. 166号住居全景（西から）

4. 166号住居勾玉出土状態（南から） 5. 166号住居遺物出土状態（西から）



PL. 94 村前地区 炉付設住居の調査

1. 166号住居全景（西から）

2. 166号住居炉 l 全景（南から） 3. 166号住居炉 l 土層断面（南東から）

4. 166号住居炉 1 土層断面（北西から） 5. 166号住居炉 2 全景（南から）



村前地区 炉付設住居の調査

1. 166号住居炉 2 土層断面（南西から） 2. 166号住居炉 2 土層断面

3. 166号住居炉 3 全景（南から） 4. 166号住居炉 3 土層断面（南西から）

5. 166号住居炉 3 土層断面（北東から） 6. 166号住居炉 4 全景（南から）

7. 166号住居炉 4 土層断面（南西から） 8. 166号住居炉 4 土層断面（北東から）



PL. 96 村前地区 炉付設住居の調査

1. 166号住居炉 5 土層断面（南西から） 2. 166号住居炉 5 土層断面（北東から）

3. 166号住居炉 6 土層断面（南西から） 4. 166号住居炉 6 土層断面（北東から）

5. 166号住居炉 5 全景（南から） 6. 166号住居炉 6 全景（南から）

7. 166号住居炉土層断面（南から） 8. 166号・ 167号住居土層断面（西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 97 

1. 166号・ 167号住居土層断面（南から） 2. 167号住居床下自然埋積谷断面（南東から）

3. 166号・ 167号・ 177号住居周辺の住居分布

4. 168号住居遺物出土状態（南から） 5. 168号住居炉全景（南から）



PL. 98 村前地区 炉付設住居の調査
ヰ'“’咤”'9.&’:.4 9 リ・・ ,: 

1. 168号住居全景（西から

2. 168号住居全景（西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 99 

ー、o'

．ノ . . ` ・・"' • 

` 'ｷ  ̀ ··ぺ3・：ー・ ヘ， 1 ．

i • • ·—` 

、／応ヒ：、‘、>,で＼
～ょ、ヽ·,.- -ｷ 

1. 168号住居炉土層断面（北から） 2. 171号住居東西土層断面（南から）

3. 171号住居全景（西から）

4. 171A号住居遺物出土状態（西から） 5. 171 A号住居遺物出土状態（西から）



PL. 100 村前地区 炉付設住居の調査

1. 171A号住居遺物出土状態（西から） 2. 171 A号住居遺物出土状態（西から）

3. 171 A号住居南北土層断面（西から） 4. 171A号住居ピット 5 柱根

5. 171A号住居ピット 4 礎板出土状態（南西から） 6. 171A号住居ピット 4 礎板出土状態

7. 171 B号住居炉 1 全景（西から） 8. 171 B号住居炉 1 土層断面（南西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 101 

1. 171B号住居全景（西から）

;...:’7,1--

2. 171 B号住居全景（西から）



PL. 102 村前地区 炉付設住居の調査

1. 171B号住居炉 1 土層断面

3. 171B号住居炉 2 土層断面（北東から）

口
5. 171 B号住居 ピット土層断面（西から）

2. 171 B号住居炉 2 土層断面（南西から）

ョ
膏

ヽ~ヽ
、~ n • 9.  

4. 171B号住居炉掘り方全景（北から）

- a , °，ぅべ赳＇ 吝えて' ` • 一 ⇒ゞぷ竺L·

6. 171B号住居ピット 10礎板出土状態（南西から）

7. 172号住居全景（西から） 8. 172号住居東西土層断面（南から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 103 

1. 172号住居南北土層断面（西から） 2. 172号住居全景（西から）

3. 172号住居遺物出土状態（北から） 4. 172号住居遺物出土状態（北から）

5. 172号住居遺物出土状態（南東から） 6. 172号住居遺物出土状態（南から）

7. 172号住居遺物出土状態（南東から） 8. 172号住居ビット 1 土層断面（南から）



PL. 104 

1. 172号住居ピット 2 • 3 土層断面（南から）

3. 172号住居ピット 4 土層断面（南から）

5. 172号住居ピット 7 土層断面（南から）
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7. 172号住居ビット 9 土層断面（南から）

村前地区 炉付設住居の調査
- ~’'l --^••一· ·— 

2. 172号住居ピット 4 • 17土層断面（南から）

4. 172号住居ピット 5 土層断面（南から）

6. 172号住居ピット 8 土層断面（南から）

8. 172号住居炉土層断面（北西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 105 
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1. 172号住居炉土層断面（北東から） 2. 172号住居炉ビット 12土層断面（北から）

r 

3. 172号住居炉全景（西から） 4. 172号住居炭化材出土状態（西から）

5. 173A号住居全景（北から）



PL. 106 村前地区 炉付設住居の調査

1. 173A号• B 号住居全景（南から）

2. 弥生時代住居群の調査



村前地区 炉付設住居の調査

••9己一——--•-·一＾’――9•----- --—-...-

1. 173A号• B号住居全景（西から）

3. 173B号住居ピット 7 礎板出土状態

5. 173A号住居炉全景

7. 173B号住居炉土層断面

2. 173B 号住居遺物出土状態

4. 173B 号住居ピット 7 土層断面

J, 

•. i 
ヘt.l.

6. 173A号住居土層断面

8. 174号住居全景

PL. 107 

マア



PL. 108 村前地区 炉付設住居の調査

なヽ， A 炉ヽ

1. 174号住居炉土層断面 2. 174号住居貯蔵穴土層断面

3. 175号住居南北土層断面（東から） 4. 175号住居東西土層断面（南から）

5. 175号住居全景（西から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 109 

1. 175号住居炉 l 土層断面（南から）
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7. 175号住居ピット 3 土層断面（南から）

2. 175号住居炉 1 土層断面（西から）

4. 175号住居炉 2 土層断面（南西から）
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6. 175号住居ピット 2 土層断面（南から）

8. 175号住居ビット 4 土層断面（南から）



PL. 110 村前地区 炉付設住居の調査

1. 175号住居ビット 6 土層断面（南から） 2. 175号住居ピット 10土層断面（南から）

3. 175号住居ピット 11土層断面（南から） 4. 175号住居ピット 12土層断面（南から）

5. 176号住居全景（西から） 6. 176号住居ピット 1 土層断面

7. 177号住居南北土層断面（西から） 8. 177号住居遺物出土状態（南から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 111 

1. 177号住居全景（西から）

2. 177号住居炉全景（南から） 3. 177号住居炉全景（北東から）

4. 177号住居炉全景（西から） 5. 177号住居炉土層断面（北から）



村前地区 炉付設住居の調査

1. 177号住居炉土層断面 2. 177号住居炉掘り方全景（西から）

3. 177号住居ビット 1 土層断面（南から） 4. 177号住居ピット 2 土層断面（南から）

5. 177号住居ピット 3 土層断面（南から） 6. 177号住居貯蔵穴土層断面（北から）

7. 177号住居貯蔵穴全景（南から） 8. 178号住居土層断面（南から）



村前地区 炉付設住居の調査 PL. 113 

1. 178号住居全景（西から）

2. 178号住居全景（西から）



村前・下り柳地区 竪穴状遺構の調査

：：一

1. 1 号竪穴状遺構全景（東から） 2. 1 号竪穴状遺構土層断面（南から）

3. 1 号竪穴状遺構土層断面（西から） 4. 2 号竪穴状遺構全景（東から）

5. 3 号・ 4 号竪穴状遺構土層断面（東から） 6. 3 号・ 4 号竪穴状遺構全景（西から）

ーー·7. 下り柳地区 1 号竪穴状遺構全景（西から） 8. 下り柳地区 2 号竪穴状遺構全景（西から）



30 • 31 • 35号住居の出土遺物 PL. 115 

912 • 30ft 

914 • 30住 916 • 30ft 917 • 30住

911 • 30住 915 • 30住

922 • 31住 921 • 31 住 920 • 31住

919 • 31 住

930 • 35住 918 • 31 住 923 • 3111 

928 • 35住 929 • 351屯



PL. 116 35 • 63 • 64号住居の出土遺物

S382 • 35住

1042 • 63住 1043 • 63住

S383 • 35住 1044 • 63住 1041 • 63住

1046 • 63住 1045 • 63住

1048 • 63住

1050 • 64住 1123 • 64住 1051 • 64!1: 



64号住居の出土遺物 PL. 117 

S408 • 641主 S400 • 64住 S401 • 64住 S402 • 64住

S403 • 64住 S404 • 64住 S409·64住 S405 • 64住

S406·64住 S407 • 64住 S411 • 64住 S399·64住

S410 • 64住 S412 • 64住 S413·64住 S414 • 64住



PL. 118 64 • 66 • 36 • 55 • 39 • 57 • 56号住居の出土遺物

S416·64住 S417 • 64住 S420 • 64住 S419 • 64住

S415 • 64住 S418 • 64住 S421 • 64住 S422 • 64住

1059 • 66!主 1058 • 66住 931 • 36住

1022 • 55住 1023 • 57（主

S384 • 39住 1029 • 56!主

S396 • 56住 S397 • 56住 S398·56住



143 • 145 • 68号住居の出土遺物 PL. 119 

.. 
1304 • 143住 1318 • 143住 1301 • 143住

1305 • 143住 1303 • 143住 1302 • 143住

1300 • 143住 1317 • 143住

1299 • 143!主 S465 • 143住

S471 • 143住

．鴫

' 1298 • 143住

1312 • 145住

1306 • 143住

1297 • 143住

1315 • 145住

1313 • 145住 1316 • 145住 1070 • 68住 1065 • 68住



PL. 120 68 • 71 • 73 • 74号住居の出土遺物

S425 • 68住

S423 • 68住

1071 • 71 住

1076 • 73住

1063 • 68住

1064 • 68f主

1069 • 68住

1061 • 68住 1068 • 68住

S424·68住

茫

S426 • 68住

1072 • 71住 1073 • 71住

1077 • 73住 1081 • 74住

1086 • 74住 1080 • 74住 1079 • 74住



7 4 • 83 • 88 • 84 • 90号住居の出土遺物 PL. 121 

1082 • 74住 1084 • 74住 1083 • 74住

1089 • 74ft 

M20 • 74住 S431 • 83住 S430 • 83住 S432 • 83ft 

S428 • 83住 S429 • 83住 S427·83住

1136 • 88住 1132 • 88住

S472 • 84!主 1135 • 88住 1134 • 88住

1137 • 88住 1142 • 90!主

1143 • 90住 1141 • 90住 1140 • 90住



PL. 122 90 • 75 • 76 • 77号住居の出土遺物

1144 • 90f主

S446 ·蝉

S470 ·碑

1091 • 75住

S433 • 76住 S469 • 90住

1100 • 76住 1097 • 76住 1096 • 76住

1095 • 76住 llOl • 76住 1094 • 76住

1099 • 76住 1098 • 76住 1107 • 77（主

1106 • 76住



76 • 24 • 103号住居の出土遺物 PL. 123 

M14 • 24住

1103 • 76!主

899 • 24住

901 • 24住

1104 • 76住

900 • 24住

898 • 24住

1102 • 76住

露・ 24住

S380·24住 1165 • 103住



PL. 124 

1164 • 103住

1163 • 103住

こ
S449·!01住 S451 • 104住

1157 • 101住

1151 • 101住 1152 • 101住

1243 • 134住

1199 • 112住

103 • 104 • 101 • 134 • 105 • 112 • 113号住居の出土遺物

1162 • 103住

ll56 • 101住

1242 • 134住

1172 •. 105住

1198 • 112住

1169 • 104住

S448 • IOI住

1155 • 101住
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S459 • 134住

1171 • 105住

1202 • 113住



114 • 112 • 129 • 128号住居の出土遺物 PL. 125 

1207 • 114住 1206 • 114住

1196 • 112住 1203 • 114住 1204 • 114住

S457 • 129f屯

1195 • 112住

S456 • 1291主

S455 • 129住 S454 • 129住

1235 • 128住



PL. 126 112 • 128 • 106 • 136 • 135号住居の出土遺物

1194 • 112住

i 

止
『
＇

1234 • 128住

しー！
1224 • 106住

1282 • 128住 1176·106住

1267 • 128住 1266 • 128住

こ
1274 • 135住 1273 • 135住 1272 • 135住 1275 • 135住

1276 • 135住 1283 • 136住 1279 • 136住



136 • 137 • 138 • 100 • 115号住居の出土遺物 PL. 127 

M22 • 136住

1265 • 136住 1278 • 136住

一1287 • 137住 1286 • 138住

1281 • 136住

1285 • 137住 1289 • 137住 S462 • 137住

S460 • 138住 1238 • 138住

1175 • 1碑 1320 • 1碑 s447 • I碑

巴］
1147 • 1碑 1209 • 115住 1210 • 115住 1212 • 115住



PL. 128 115 • 119 • 132 • 120 • 102 • 107号住居の出土遺物

分｀
1208 • JJ 5住 1233 • 107f主 1213 • 115住

1223 • 119!屯

1222 • 119住 1221 • 119住 5458 • 132 住

1226 • 12磯 1227 • 120住 1228 • 120住

ヽ
116-0 • 102住 1180 • 107住 1179 • 107住



102 • 107 • 109 • 110号住居の出土遺物 PL. 129 

1181 • 107住

S450 • 102住 1183 • 107住

— 
1185 • I呻 M19 • 107住

1161 • 102住 — 1186 • 10雌

• M18 • IO雌
S652 • 107住

-

M21 • 11暉 1189 • 11峨

『 し
1188 • ll Oi主 1187 • II碓



PL. 130 107 • 110 • 127号住居の出土遺物

S647 • 107住

S648 • llO住

1264 • 127住



llO • 121 • 124 • 125号住居の出土遺物 PL. 131 

S651 • 110住

S650 • 110住 1245 • 121 住 S453 • 110住

1254 • 124住 1256 • 124住 1255 • 124住

1253 • 124住

1252 • 124住

1259 • 124住

1251 • 124!主

1250 • 124住 1263 • 125住



PL. 132 1 • 3 号住居の出土遺物

734 • I 住 737 • I 住 738 • I ft 

t ご
零

^ ／ダ
ク：，~ふ = 

Ei 

736 • I ft 735 • I 住 Ml2 • I 住

857 • 1 住 858 • 1 住

疇
741 • 3 住

740 • 3 住

745 • 3 住

743 • 3 住 S339 • I 住

739 • 3 住 744 • 3 住 742 • 3 f主



3 • 4 号住居の出土遺物 PL. 133 

748 • 3 It 

S 340 • 3 住 S341 • 3 住

S342 • 3l屯

S 342 • 3 住 S343 • 3 住

S344 • 3 住

755 • 4 f主 S641 • 3 住

752 • 4 住 750 • 4 住 753 • 4 住

ー口
げ1,i•し，＂『 l

749 • 4 住 751 • 4 住 754 • 4 住



PL. 134 4 • 5 • 6 号住居の出土遺物

M9·4 住 758 • 4 住 757 • 4 住

S345 • 4 住

S 347 • 4 住

759 • 5 住 762 • 5 住 761 • 5 住

764 • 6 住 766 • 6 住 765 • 6 住



6 • 7 • 8 号住居の出土遺物 PL. 135 

2272 • 6 住 MIOｷ 6 住 767 • 6 住

769 • 6 住

777 • 7 住

775 • 7 住 780 • 8 住 781 • 8 住

779 • 8 住 778 • 8 住 S350 • 8 f主

S353 • 8 住 S 349 • 8 住



PL. 136 8 • 9 号住居の出土遺物

S642 • 8 住 S643 • 8 住

787 • 9 住

788 • 9 住

S352 • 8 住 S351 • 8 住 789 • 9 住

786 • 9 住 785 • 9 住 790 • 9 住

796 • 9 住 799 • 9 住

795 • 9 l主 793, 9 住 794 • 9 住



9 号住居の出土遺物

797 • 9 住

798 • 9 住

一 MJI • 9 住

— 
S356 • 9 住

S 357 • 9 住

5359 • 9 住

S360 • 9 住

S361 • 9 住

PL. 137 

S473ｷ 91屯

S358 • 9 住

r抄：｀濾心
炉冷避＇
ゞぷ冷、
·苓竺‘` 9 9 
/ 9 4’ ゃ； • 

左｀｀

S354 • 9 住



PL. 138 10 • 13 • 14号住居の出土遺物

802 • 10住 801 • !Of屯

841 • 10住

807 • J O住 805 • 10住

804 • !Ol主 806 • J O住

818 • 13住 816 • 13住 817 • 13ft 

ヽ
861 • 13住 822 • 13住 820 • 13住

819 • 13住 825 • 14住 823 • 14住



14 • 16 • 15 • 17 • 18号住居の出土遺物 PL. 139 

` 826 • 14ft 824 • 14住 S362 • 14住

S645 • 14住

' 
831 • 14住 850 • 16住 840 • 151屯 S646 • 14住

842 • 16住 844 • 16住

疇

843 • 16住

852ｷ 17ft 853 • 18住 S366 • 18住



PL. 140 18 • 21号住居の出土遺物

856 • 18住 S364 • 18住 S367 • 18住

865 • 21住 866 • 21住 867 • 21住

868 • 21住 869 • 21住 870 • 21住

871 • 21住 872 • 21住 873 • 21住

874 • 21住 875 • 2]住 876. 211主

864 • 21住 862 • 21住 863 • 21住



21 • 23号住居の出土遺物 PL. 141 

877 • 21住

S370·21住 S375·2]住 S373 • 21住

S368·21住 S378·21住 5372·21住 S377 • 21住

S369·21住 S376 • 2]住 S374 • 21住 S371 • 21住

883 • 23住 879 • 23住 884 • 23住

880 • 23住 897 • 23住 885 • 23住



PL. 142 23 • 26 • 40 • 32 • 41号住居の出土遺物

878 • 23住 882 • 23住 896 • 23住

` し一 881 • 23住

909 • 26住

Ml3 • 26住 5379·23住

I. I 

'' 
908 • 26住 Ml7 • 26住

945 • 4曲 939 • 40住 940 • 40住

947 • 40住 946 • 40住

924 • 32住 S381 • 32住 950 • 41住



41 • 42号住居の出土遺物 PL. 143 

948 • 41住 955 • 42住 962 • 42住

963 • 42住 956 • 42住

S385 • 41住 960 • 42住 961 • 42住

949 • 41住 965 • 42住 964 • 42住 967 • 42住

S387 • 42住 S386 • 42住 S389 • 42住

S390·42住 S388 • 42住



PL. 144 44 • 45 • 47 • 48 • 49 • 50号住居の出土遺物

--- 一MISｷ 45住

一 — 972 • 44住 987 • 47住

984 • 47住 980 • 47住 982 • 47住

983 • 47住 959 • 47住 981 • 47住 985 • 47住

989 • 48住 990 • 481屯 992 • 48住

M16 • 49住

S466•48住 993 • 49住 996 • 50住

998 • 50住 997 • 50住 1004 • 50住



50 • 51 • 52号住居の出土遺物 PL. 145 

し．
999 • 50住 1000 • 50（主 1003 • 50住 1006 • 51住

1009. 511主 1005 • 51住

1007 • 51住． S392 • 51住

1010 • 52住 1014 • 52住

S393 • 51住

M42 • 52住 S467·52住

1012 • 52住

1013 • 52住 S468 • 52住



PL. 146 59 • 53 • 52 • 61 • 62 • 65 • 67 • 78 • 79 • 80号住居の出土遺物

S395·59住

1038 • 61住 1037 • 61住

S394 • 52住 1040 • 62住 1039 • 52住

1053 • 65住 1056 • 65住 1060 • 67住

1110·78住 1108 • 78住

1112 • 78住

S435 • 78住 1113 • 78住

1114 • 79住 1120 • 80住 S434•78住



79 • 81 • 82 • 86号住居の出土遺物 PL. 147 

閂
!116 • 79住 1118 • 79住 1115 • 79住 1117 • 79住

1127 • 81住 1126 • 81住

1129 • 82住 1130 • 82住

S439·86!主

1133 • 86住

S438·86住

S436·86住

S444 • 86住 S442·86住

S445 • 86住

S441 ·86住 S440·86住 S437 • 86住



PL. 148 116 • 118 • 141 • 142 ・下り柳 1 • 2 号住居の出土遺物

冒
1215 • 116住 1219 • 118住

1294 • 141l主

1295 • 142住

1351 ・下り柳 1 住

1291 • 141ft 

S 463 • 1411屯 S464 • 141ft 

こ

` 1358 ·下り柳 l 住 1352 ・下り柳 l i主 1354 ・下り柳 l 住

1356 ·下り柳］住 1359 ·下り柳 l i主 1360 ·下り柳 l 住

1355 ・下り柳 2 住 1350 ·下り柳 l （主 1353 ・下り柳 2 住



2 • 19 • 20号住居の出土遺物 PL. 149 

1396 • 2 住 1395 • 2 住

1394 • 2 住

S 475 • 2(t 1429 • 19住

1415 • 19住 1416 • 19住 1417 • 19住 1419 • 19住 1418 • I砥

1428 • 20住 1421 • 20住 1422 • 20ft 

1420 • 20住 1423 • 20住 S476 • 20住



PL. 150 20 • 93号住居の出土遺物

” ヽコ

~. ..~ 
2磯201主

"tit 

. 
•' . 

~ 
93住

' 

S478 • 93住 S487 • 93住 S626·93住

S481 • 93住

S477 • 93住 S479 • 93住 S484 • 93住 S483 • 93住



93 • 94 • 99号住居の出土遺物 PL. 151 

疇
S482·93住

11

—-]. 

S 491 • 94!主

S486·93住 1467 • 94住

94住 S625 • 94住 S492 • 94住

1470 • 99住 1469 • 99住 S488 • 94住

1473 • 99住

1468 • 99住

ｷ-., wｷ 
991主 S501 • 99住 S506 • 99住 1471 • 99住



PL. 152 99 • 147 • 148 • 149号住居の出土遺物

S498 • 99住 S500·99住 S499·99住 S502 • 99住

1 
S507·99住 S504·99住 S505 • 99住

S508·99住

S510 • 147住 S503 • 99住 S511 • 147住 S512 • 147住

1491 • 148住 1485 • 148住 1493 • 148住 S514 • 148住

1492 • 148住 1648 • 149住 1497 • 14哄



149 • 151 • 152 • 153号住居の出土遺物 PL. 153 

S520·149住 S517 • 149住 S518 • 149住

S521 • 149住

S527 • 152住 1510 • 153住

a
 

S 526 • 151ft. 

` 

S523 • 149住

S524 • 151住

152住

1511 • 153住 1513 • 153住

1514 • 153住 1515 • 153住 1519 • 153住 1523 • 153住

1512 • 153住 1697 • 1698 • 153住



PL. 154 153 • 154号住居の出土遺物

1518 • 153住

舌
1517 • 153住 S530·153住

• 

S528 • 153住' 
S633 • 153住

”', 
~ 

153住

153住

5533·153住 S531 • 153住

S532·153住 S529 • 153住

1533 • 154f主 1538 • 154住 1543 • 154住 1540 • 154住



154号住居の出土遺物 PL. 155 

1535 • 154住 1536 • 154住

1532 • 154住

1542 • 154住

1541 • 154住

1537 • 154住

1534 • 154住 1531 • 154住 1586 • 154住

戸
1544 • 1 臼住 1539 • 154住 S536 • 154住

• 
154住 S537 • 154住 S535·154住



PL. 156 154 • 169号住居の出土遺物

S534 • 154住 2170·!69住

1662 • 169住 1663 • 16雌

1764 • 169住

1814 • 169住

1666 • 16磯 " 1665 • 169住

1邸7 • 16雌

. 
~ 

1695 • 1691主

. 
鳴

1661 • 169住 1660 • 169住 169住• ー

1668 • 169住 S584 • 169住 S582 • 169住 S583·169住



169 • 155 • 156号住居の出土遺物 PL. 157 

S580 • 169住 S581 • 169住

S578 • 16雌

S579·169住

1563 • 155住 1564 • 155住 1565 • 155住 1562 • 155住 1575 • 155住

” .. 
1567 • 1568 • 155住

1559 • 155住 S538·155住 S551 • 155住

. 
1573 • 156住 1570 • 156住 1574 • 156住



PL. 158 156 • 157号住居の出土遺物

1571 • 156住 1579 • 157住

1569 • 156住

W824(1)156住

1577 • 157住

W824(3)156住

1580 • 157住

W824(2)156住

1581 • 157住 1578 • 157住 1582 • 157住

鬱
S238 • 157住 S540·157住

S541 • 157住 S545 • 157住 S542 • 157住



157 • 165 • 158号住居の出土遺物 PL. 159 

1620 • 165住

S567 • 165住

"'i1i', 
165住

1340 • 158住

S18 • 157住

戸
1346 • 158住 1347 • 158住 1343 • 158住

1349 • 158住 1348 • 158住 S546 • 158住

S629 • 158住 S554 • 158住

• S552 • 158住 S550·158住

~ 

• 
S547 • 158住 S548·158住



PL. 160 158 • 159 • 160 • 161 • 162 • 163号住居の出土遺物

S553 • 158住

S556 • 158住

〖
｝
『
差
，

' 

S539·158住 S558·158住

1585 • 159住

S560·159住

ゴ＇

S557 • 158住

159住 S561 • 15蛾

16峨

1594 • I碑 ヽ 喝 • . 
162住

重 ` •• 1596 • 160住 S562·16雌 1602 • 161住 163住



162 • 163 • 164 • 166 • 167号住居の出土遺物 PL. 161 

S563·162住 1608 • 163住 S564 • 164住 S565 • 164住

S566·164住

1622 • 166住 1623 • 166住

フ・
164住

e
 

, 
166住 1813 • 166住

~ 
166住

S571 • 166住 S570·166住

S630ｷ 166住

1636 • 167住

1634 • 167住

S631 • 166住 1633 • 167住 1646 • 167住



PL. 162 167 • 168 • 171A号住居の出土遺物

167住 S572•167住

S573 • 167住 1649 • 168住

S 575 • 1671主

S577·168住 S576 • 168住

品

168住

1716 • 171A住 1715 • 171A住 !708•171A住

W!096 • 171A住

1704 • 171 A住 1703 • 171 A住 W813 • 171A住



171A • 171B号住居の出土遺物 PL. 163 

1711 • 171A住

1710 • 171A住

1714 • 171A住

1707 • 171 A住

1706 • 171A住

1705 • 171A住 S586 • 171A 住 1735 • 1736 • 171A住

1736 • 171A住

S587 • 171A住

S588 • 171A住 S591•171A （主 1738·!718 住



PL. 164 171A·l71B号住居の出土遺物

を • 
1741 • 1742 • 171B住 1743·171B 住

` . 
. 

• ` 
. 

1737 • 171 B住 1734 • 171 B住 171B住

• • 
S635 • 1718 住

ヽ
S634 • 171B住

ー
S596 • 1 7! B住 S597 • 171 B住

S602 • 171 B住 S595ｷ 171B住

S637 • 171B住

A! t:ll 
S640·171B 住

S636 • 171B住

S599·171B住

S600 • 1 7! B住 S603·171B 住

S601 • 171 B住

S593 • 171B 住 S594 • 171B住 S590 • 171B住 S 589 • ]718住



171B·l72号住居の出土遺物 PL. 165 

1748·172住 1747 • 172住 1752 • 172住

S592 • 171B住

1756·172住 1753 • 172住 1754 ・ 172住 1746 • 172住

1749 • 172住 1751 • 172住 1755 • 172住

.~ 
172住

S607 • 172住

S605·172住 S604 • 172住



PL. 166 173A • 173B • 174 • 175号住居の出土遺物

1363 • 173A 住

一儘

1365·!73B住

宅
, 
1362 • 173A住. S613 • 173A住

. 
173B住

. 
•• 

S610 • 1738住

173A住

S638 • 173B住

1400 • 174住

S612 • 173B住 S611 • 173B住 S614 • 173B 住

「三：コ
W811(1) • 173B 住

S615 • 174住

ぷ-::，，.、,. ~ -- -
9. 、ァ·.` .... 

.• :.  • 9 ヽ

==~: -. _.;;五·"~

W811 (2) • 173B住

1402 •. I 75住

S616 • 174住

1412 • 175住



175 • 176 • 177号住居の出土遺物 PL. 167 

1411 • 175住

1414 • 175住 1403 • 175住

•• 

1413 • 175住

S621 • 175住

.~ 

1766 • 176住 S617 • 175住 S618·175住

ｷ-
ー

S729 • 176住 176住 S622 • 176住 S620 • 175住

1772·177住 1776 • 1777 • 177住 1770 • 177住

1774 • 177住 1771 • 177住 1775 • 177住



PL. 168 177 • 178号住居 竪穴状遺構・ピットの出土遺物

S623 • 177住 S624 • 177住• 

~ • 
, 

177住

•・

1792 • 178住

178住 1791 • 178住

1246 • 3 竪穴 1247 • 4 竪穴 723 ・ビソト 85
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